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1．若者の〈学校から仕事へ〉の移行をめぐる状況

　1990年代以降、〈学校から仕事へ〉の移行に変容が

生じている。高度経済成長期以来、日本社会においてそ

れまで機能してきた「戦後型青年期」（乾）1は、「学校

経由の就職」（本田）2の機能不全を端緒として、大き

く解体・再編されつつある。では、その変容の下に生じ

ている実態とはいかなるものか。そんな問いを掲げて取

り組まれているのが、本調査である。

　この変容を端的に表しているのが、「フリーター」3

と称される、非正規雇用で働く若者たちの急増である。

フリーターという言葉は80年代半ばにアルバイト情報

誌により生成された造語で、当初は会社のために長時間

勤務もいとわず働く正社員の働き方を忌避する一一部の若

者たちに焦点を当てたものとして登場した。その影響も

あってか、90年代半ば以降のフリーターの急増に対し、

正規雇用を忌避する若者の意識の変容として捉える論調

も散見されたが、その後調査・研究が進むにつれ、雇用

形態の転換を機軸とした労働市場の変容にその要因があ

るということが共有されるようになった。またフリー

ター・．一．．のみでなく、失業者をはじめなんらかの要因によ

り働けない者たちの存在4や、劣悪な労働環境の下に働

く正社員の存在5などについての実態把握も進められて

いった。そしてこれまでの標準的移行過程から漏れる存

在が増すにつれ、社会保障の脆弱さや学校以外の若者支

援機関の乏しさなどが露呈してきている。こうした労働

市場の変容を象徴しているのが、労働力の階層化・流動

化構想を打ち出した日本経営者団体連盟「新時代の『日

本的経営』一挑戦すべき方向とその具体策」（1995年）
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であった。この提案が出された当初、すでに新規高卒求

人数はバブル期の半数以下に落ち込んでいたものの、い

まだ雇用形態の転換が全面化している状況ではなかっ

た。しかし90年代後半以降、各種規制緩和策などが進

められ、労働力の階層化・流動化を端緒とした「新時代」

が、名実ともに展開されている状況に至っている6。私

たちの調査対象となっている若者たちは、まさにこの階

層化と流動化の進行する「新時代」に〈学校から仕事へ〉

の移行に乗り出している者たちであるといえよう。

　以上のような動噌は日本だけのものではなく、ヨー

ロッパでは10年ほど先駆けて進行していた。そこでは

まずは従来の景気変動の幅を量的にも期間的にも大きく

越えた若者の大量失業が人びとの目を引いた。同時に、

これまで人びとの生活と若者の仕事への移行を強く規定

していた社会の階級的な構造の変容のなかで、従来の拘

束からは自由な若者たちの選択の可能性の広がりに着目

する議論も登場した7。だが90年代以降に蓄積された

多くの調査結果などからは、従来型の移行ルートの解体・

変容は、移行の「個人化」を推し進めているものの、そ

の進行は一律ではなく、高学歴層などを中心にこれまで

通り比較的スムーズな移行（標準的人生経路）を果たし

ている層が依然として一定割合存在すること、その一方

で長期にわたってジグザグの移行ルートをたどる流動層

の中には豊富な家族その他の経済・文化・社会関係資本

等を基盤に起業などに向かう（選択的人生経路）ごく一

部の層と、諸資本の基盤もないまま失業と低賃金で単純

な一時雇用のもとに滞留する（危機的人生経路）多くの

若者たちによって構成されていることなどが明らかにさ

れてきた。そうしたなかで、階級的な規範の弱まりは、

社会の階級・階層的な格差構造を解消するものではなく、

現実に進行する「個人化」は構造を解消するというより

は「構造化された個人化（structured　individualization）」

（Roberts）8であり、あたかも若者たちのたどる経路

が彼ら一人ひとりのまったく自由な選択の結果と理解

することは「認識論的誤謬（epistemological　fallacy）」
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（Furlong）9であると多くの研究者たちは指摘している。

　ヨー・・一ロッパにおける調査研究ほどの規模や蓄積をもつわ

けではないが、日本においても一定の調査研究がこの間

進められてきた。これまでの動向としては、高卒進路の間

題からフリーター層の実態、これまで歩んできた経緯など、

ひとまずは一一時点的な量的調査による全体像の把握が主

軸となっていた1°。そこでは、フリーターの増加は若者に

一一・?唐ﾉ見られる現象ではなく、学歴・偏差値・家庭階層

が低い層、女性、都市部などに偏って生じていること、ブ

リーター一一一一から正社員への移行は困難なものとなっているこ

と、不安定層にはネットワーク資源に乏しい者が多いこと

などが見出されている。一方で、質的調査による把握も徐々

にではあるが進められ、フリーター層の主観的状況や、抱

える困難の複合性、あるいは低階層において築かれてい

る文化の存在などが指摘されている11。

2．本調査の概要と特微

1）調萱概要

　こうした状況の下、本調査は、流動化・不安定化する

若者の移行の実態をインタビュー方式により経年的に追

跡することで、そのプロセスを質的に明らかにすること

を目的として、対象者が高校3年に在学する2002年秋

より開始した。

　まず事前調査として、各種統計調査を用いて比較分析

することにより、東京における若年労働市場の変容の動

向を明らかにするとともに、都内の全高校549校を対

象として、進路動向に関するアンケート調査を実施し、

進路における高校間格差の実態を把握した。

　そして経年的インタビュー調査による実態把握とし

て、入試偏差値で申程度の都立普通科A高校（多摩地区）

1クラス39名と、偏差値で最底辺に位置する都立普通

科B高校（下町）でインタビューに応じてくれた50名

を対象に、それぞれの学校にて30分から1時間ほどイ

ンタビュー一を行なった（第1回調査：2002年度89名）。

また対象者が高校を卒業して1年後の秋から春にかけ

て、インタビュー時に確認していた連絡先から個別に連

絡を取り、自宅や職場近くの駅前の喫茶店などで、各自

1時間から2時間ほどインタビューを行なった（第2回：

2003年度53名）。同じ手順で高校卒業3年目（第3回：

2005年度39名）、5年目（第4回：2007年度31名）

にもインタビューを実施している。また4年目には、四

年制大学進学者のみを対象とした就職活動についてのイ

ンタビュー・．．．一を実施した（2006年度8名）。

　インタビューでは事前にメンバー間での議論を経て調

査項目を立て、それを±台としながらも、対象者との会

話のやりとりを重視して聴き取りを行なうという「半構

造化面接」の手法を用いている。そして本人の了承を得

て音声を録音し、逐語記録を作成して一次データとし、

分析に用いている。なお引用の際には、読みやすさの便

宜のため、事実を損ねない程度に修正を施している場合

もある。また、本論で用いている氏名など固有名詞はい

ずれも仮名である。

　なお本調査グループでは、これまでの調査ごとに分析

結果を報告書にまとめている（序章末尾参照）。前回ま

での分析で析出された知見を踏まえながら、次回の調査

項目を立てるとともに、それ以降の分析の土台としてい

る。その意味では、今回報告もまた、一連の調査におけ

る中間報告である。

2）本調査の童義

　この調査が先行調査に対してもつ意義は、質的調査・

経年的調査・対象者の多様性の三点を併せ持つところに

ある。

　第一に、本調査は基本的にすべて直接面接によるイン

タビュー一一という方法をとっている。またその際の質問内容

は、進路や仕事に限定することなく、大人への移行にか

かわる諸課題について時間の許される限りにおいて幅広く

とっている。そのことから当人の主観的把握を含め、かな

らずしも仕事に特化されない家族・友人・日常生活なども

含めた包括的把握が可能となっている。ワルツァーらも指

摘するように、移行過程が複雑化・個別化した今日の状況

下では、たとえ職業的移行についてであっても、表層とし

ての就労のみでは捉えきれない側面が多分に存在するの

である1Z。またファーロングらも指摘しているように、今日

の若者のおかれた状況を把握するためには、社会構造か

らなる規定をきちんと見据えるとともに、その規定の下で

若者たちがいかにその状況を受けとめ、ふるまっているか

という側面を見ていくこともまた重要となってくる13。この

後者についての厚みのある把握は、質的調査でなければ

難しいものであるといえよう。

　第二に、本調査は高卒後5年間に渡り、同じ対象者に

インタビューを続けており、移行過程の複雑さ、その時々

の主観的状況、および対象者の変容についても追うこと

が可能となっている。そもそも高卒後の数年闇、20歳

前後の年代は、環境・心境の変化も著しく、かつての状

況を後の回想で追うには限界がある。加えて短期間での

雇用を余儀なくされるフリーターの中には、職場を転々

と渡ってきた者もいて、数年前のことははるか昔のこと

となっている。また「成長」といった類の分析は、一時

14
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点での調査では捉えきれないものであろう。

　第三に、本調査はフリーターなど不安定層のみでなく、

多様な進路・移行を経ている層を対象としている。高卒

後一貫してフリーターを続けている層もいれば、大学院ま

で進学している層もいる。なかには起業し会社経営を担っ

ている者までいる。後述するように、調査上の制約から対

象者には偏りももちろん存在するが、多様な若者の移行の

あり方を一定程度把握することが可能となっている。

3）本調査の射程範囲

　一方、当然のことながら、本調査が若者の全体像を描

いているわけではない。本調査の射程範囲として主に示

しておくべきは、対象者の限定、地理的制約、継続調査

の補足率という三点である。

　第一に、対象者が入試偏差値で申位および最底辺に位

置する二つの都立普通科高校の卒業生に限られていると

いう点である。仕事への移行において、最も不利な状況に

置かれているのは申卒・中退者であるが、そういった層は

カバーされていない。また国公立・難関私立大学に進学す

るような層もまた、対象とはなっていない。また、職業高

校では学校に来る求人などの差異もあり、若干事情が異な

るであろう。しかし本調査の対象者が通っていた申位以下

の普通科高校は、近年の社会的構造変容のなかで最も卒

業後進路が変動しており、今日の若者の移行過程の変化

を捉えるうえで欠かせない対象であるといえる。

　第二に、東京という地理的制約である。この間の社会

構造の転i換に伴い、地方における産業基盤・経済の衰退

は著しく、若者に限らず困難な状況に直面しているのは

地方都市・農村部であるといえよう。しかし本研究では、

「『世界都市』東京」というタイトルに示されているよう

に、あえてこの大都甫東京を対象としている。その含意

としては、いちはやく資本のグローバル化が進められて

きた地域であり、上層ホワイトカラー層と周辺的労働者

層への二極化が著しく進行してきたという事情、そして

各種教育機関や消費文化の集積地でもあり、移行の多様

化を捉えるうえで適所であるということなどがある14。

なお東京の中でも一定の地理的特徴を掴むために、かっ

て「郊外」として開発が進められた新興住宅街である多

摩地区と、昔ながらの町工場なども存在する下町地区か

ら一校ずつ選んでいる。

　第三に、経年的調査ゆえの限界もある。調査開始当初

は89名だった対象者であるが、5年目となる今回調査

では、およそ三分の一一強の31名（A高校出身者14名、

B高校出身者17名）に減っている。仕事の多忙さ・休

日の不安定さなどにより受けられないというケースもあ

り、また同級生でさえ連絡が取れなくなっているような

ケースもあった。しかし属性に極端な偏りが出ているわ

けではないし、補足率そのものも、20歳前後という年

齢層であることをふまえれば、かなり高い方であると思

われる。それは対象者自身の協力はもちろんのこと、対

象者同士のネットワークや卒業後も関係を保っている高

校教員による助力により可能となっている。

3．これまでの知見と本稿概要

　今回で4回目の調査報告となる本稿であるが、これまで

の報告における分析結果を簡単に振り返るとともに、本稿

各章の位置づけと全体の方向性について示しておく。

1）これまでの報告書の概要

　1回目の報告書は、前述の統計分析とアンケート分析

とともに、A高校B高校それぞれの高校ごとに、2002

年度3年生であった対象者へのインタビューを分析した

ものの合計4本の論文から構成されている。まず統計分

析からは、90年代以降の労働市場の変容に伴い、高卒

進路において「就職者」と「専門学校進学者」が滅少し、

その分「大学進学者」と「無業者」へと流れ込んでいる

こと、「無業者」とされる者の多くは非正規雇用が主軸

となる産業へと参入していること、東京で育った若者た

ちは、地元に残る傾向が強まっていることなどが確認さ

れた。そしてアンケート分析からは、偏差値中位校以下

では、偏差値が下がるほどに進学でも正規雇用就職でも

ない「左記以外の者」の割合が増加すること、また「左

記以外の者」には、本来「専修学校（一般）」に含まれ

るはずの浪人生が一定数含まれる可能性があることなど

が確認された。そしてA高校の分析では、あいまいなま

まに大学進学を思い描く男子と、芸術系など「やりたい

こと」を思い描く女子との間で進路イメージにおける差

異が確認された。また、学年全体に対するアンケート結

果も参照したB高校の分析では、家庭の経済的文化的資

源に乏しい者が多く、その多寡および学力の高低、そし

てジェンダーが、生徒らの進路に強く影響していること

が浮かび上がった。

　そして高卒後1年が経過した2003年度調査の分析に

て析出されたのは、目の前の日々をなんとか「生きぬい

ている」彼ら彼女らの様子であった。対象者は皆それぞ

れの進路において、新しい環境に向き合っていたのであ

るが、全体を通して、家庭階層やジェンダーなど、社会

構造的な制約が若者たちの移行を強く規定していること

が確認された。とりわけ高卒後に正社員となったものの

15
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離職に追い込まれた5名が直面した危機的状況からは、

今日の若者たちの移行過程における困難な実態が浮かび

上がった。いずれのケースにおいても、心身を傷つける

ほどにまで耐え抜いた末の離職であり、離職後もそのダ

メージの回復にしばらくの時間を要するほどであった。

その回復過程において重要な働きをしていたのが、B

高校の女性たちが形成していたインフォーマル・ネット

ワークとしての「地元ネットワーク」であった。また、

専門学校進学者が学校内で形成していた同級生同士の

ネットワークにも、さまざまな困難を乗り越える支えと

しての同様の機能が見出された。　　　　　‘

　高卒後3年目となる2005年度調査では、「模索」が

キd・…ワードとなっていた。まさに「今」の状況をどう

乗り切るかで精一杯であった1年冒に比べ、3年目の時

点では、それぞれの状況の下でなんとか試行錯誤や紆余

曲折をくり返しながら毎日を生きている様子が捉えられ

た。しかし同時に、それら取り組みに見られる圧倒的な

格差もまた著しかった。1年目はそれぞれに新しい状況

と対蒔していたこともあり、さほど表面化していなかっ

た移行における格差・分岐が、より明瞭に浮かび上がっ

てきていた。従来型の「標準」ルートのもとで、相対的

｝こではあるが安定して働き続けられている層が見えてき

た一方で、「標準」ルートから外され、頼れる資源もな

く不安定な状況に個別的に晒されている層も少なくな

かった。あるいは逆に、活用可能な資源を拡大再生産し

つつ、自ら「標準」を超えていこうとする者もいた。ま

た前回着目されたネットワー一クについて、そこに社会関

係資本という観点を差し挟むことにより、ネットワーク

が果たしている機能における質的差異が、分岐間の対比

から導出された。

2）本稿の構成と全体の方向性

　高卒5年目となる今回の2007年度調査では、高卒進

路の一翼を担っていた四年制大学進学者の多くもまた社

会に出ていくようになるということで、ひとまず定期的

な調査の一区切りにするという方針が採られていた。そ

してこれまでの移行を振り返る意味も込め、対象者の

形成してきたアイデンティティにも踏み込むような調査

設計が組まれ、これまでの倍の時間となる2時間を基準

としたインタビューが進められた（実際には、それ以上

の時間をかけている場合が多くを占める）。なおインタ

ビュー期間は、対象者が高校を卒業して4年半から5年

ほど経過した2007年12月から2008年4月である。
　本稿は基本的に上記のインタビュー記鍮と基づくもの

である。ただし必要に応じて過去のインタビュー記録も

参照している。今回の分析では、これまで同様、構造的

規定の強さとその下での若者たちの生活形成の様子につ

いておさえるとともに、自身が置かれた状況をいかに把

握し意味づけているかという主観的側面にもできるだけ

留意する。それはとりわけ、将来に対する見通しをはじ

めとした時間感覚などに表れてくるが、その差異は移行

分岐の新たな指標ともなりうるものと考えられる。前回

顕著に見出された移行における格差は、今回においても

維持・拡張している状況にある。そんな分岐が今後にお

いて、格差を孕んだ現状のままに推移・拡張していくの

か・それとも再び一つの「標準」へζ収束していくのか、

　　　　　　　　　　　　　　　　sノあるいは分岐ごとの「標準」を生み出していくことにな

るのか、その帰結はまだまだ未知数である。しかしひと

まずのところ、本稿で展開される軸として据えられるの

は、〈学校から仕事への移行〉の行く末としての、〈大人

になる〉という課題へのそれぞれの向き合い方であると

いえよう。それは、まさに今をどう「生きぬく」かとい

う切実な課題に直面していた高卒1年目、明日という未

来に対して「模索」を繰り広げていた高卒3年目に対し、

やはり格差は著しいものの、それぞれの経験蓄積からな

る時間感覚を獲得し、なんとか「働き・生きる」ことが

可能となっているということを意味しているのである。

　こうした基調を土台とし夙以下各章では、正社員、非

正規雇用労働者、自営・自由業者、学生、主婦の順に分

析を試みていく（対象者区分については、章末の一一es表参

照）。まず冒頭の1章では、比較的従来型の移行を遂げ

ている正社員の者たちを取り上げる。そこでは正社員の若

者にとって生活の大部分を占めている労働に着目し、就職

1年目の者と3年目以上の者に分けて見ていくことにより、

仕事の世界へ入っていくという課題遂行とその条件につい

て論じる。そして2章では、従来型「標準」から外れ、不

安定な移行を余儀なくされている非正規雇用労働者を取り

上げる。そこでは多様化した非正規雇用労働をいくつかの

指標に基づき整理するとともに、その臆分けとも一定連動

した対象者の将来展望の差異とその要因について詳細に

追っていく。続いて3章では、従来型「標準」には安住す

ることなく、会社経営や芸術系の活動に重きを置いて日々

を過ごしている若者二人について取り上げる。そこでは不

安定な状態ながらも、生活のためのアルバイト就労も含め、

複数の活動に精力的に取り組んでいる二人の様子を描くと

ともに、それを可能としている条件・環境について追って

いく。次に4章では、四年制大学を卒業してなお、学生と

いういわば仕事への移行の手前の段階に留まる選択をした

者たちについて取り上げる。けっして多くの者たちが歩む

わけではない道を選んだ者たちだが、その選択の背景に
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はいかなる事情があったのかについて、仕事との関連もふ

まえながら追っていく。5章では、結婚し家事・育児など

家庭での仕事を主に担うようになった主婦について取り上

げる。彼女らの仕事・生活を支えている周囲の状況につい

て確認するとともに、彼女らが主婦として担っている主婦

業の内実について、男性既婚者も交えながら掘り下げる。

　以上のような各章での考察をふまえ、終章では全体を

貫く論点について今一歩考察を深めていく。まず対象者

を覆う社会構造的規定について、家庭階層・学歴・ジェ

ンダーという観点から浮かび上がらせる。そして階層や

ジェンダーとも深くかかわりながら、より複雑な問題を

塁しつつ若者の移行に影響を及ぼしている家族について

論じる。最後に、彼ら彼女らがその経験蓄積から獲得し

ているアイデンティティの様相について明らかにして、

本稿の締めとしたい。

〈就職活動〉

児島功和・中村（新井）清二・乾彰夫「大学生の就職活

動のインタビュー分析」首都大学東京都市教養学部人文・

社会系／東京都立大学人文学部『人文学報』第396号、

2008年

　以下本論では、順に「報告書①」、「報告書②」、『18歳』、

「報告書③」、「就職活動」と略記。

その他凡例として、以下。

〔～〕はインタビュアー発言、（～）は引用者補足、「…」

は沈黙を表す。抜書き部分は斜体で示してある。また、

引用において注記のないものは、すべて2007年度調査

からのものである。それ以外の年度の調査からの引用は、

末尾に（～）で調査年度を記しておく。

【これまでの中間報告および凡例】

〈報告書①〉

乾彰夫・上閻陽子・木戸口正宏・椎林美樹・杉田真衣・

竹石聖子・西村貴之・宮島基・芳澤拓也・渡辺大輔「『世

界都市東京』における若者の〈学校から雇周へ〉の移行

過程に関する研究」東京都立大学教育学研究室『教育科

学研究』第20号、2003年

〈報告書②〉

乾彰夫・新井清二・有川碧・杉田真衣・竹石聖子・西村

貴之・藤井吉祥・宮島基・渡辺大輔「“高校卒業1年目”

を生きぬく若者たち一『世界都市東京』における若者の

〈学校から雇用へ〉の移行過程に関する研究ll」東京都

立大学人文学部『人文学報』第359号、2005年

付記：本研究は東京都立大学大学院・首都大学東京大学

院の教育学研究室乾ゼミによる共同調査である。今回調

査のインタビューには各論文の執筆者に加え、安達眸（首

都大学東京大学院人文科学研究科博士前期課程）、有川

碧（首都大学東京大学院人文科学研究科博士後期課程）、

上間陽子（琉球大学）、木戸口正宏（北海道教育大学）、

杉田真衣（金沢大学）、竹石聖子（常葉学園短期大学）、

西村貴之（首都大学東京）、芳澤拓也（沖縄県立芸術大学）、

渡辺大輔（首都大学東京、都留文科大学非常勤講師）が

かかわっている。

　なお本稿は、平成19年度首都大学東京傾斜的研究費

「『世界都市』東京における若

者の〈学校から雇用へ〉の移行過程に関する研究」によ

る研究成果である。

〈r18歳』〉

乾彰夫編・東京都立大学「高卒者の進路動向に関する

調査」グループ著『18歳の今を生きぬく』青木書店、

2006年

〈報告書③〉

乾彰夫・安達眸・有用碧・遠藤康裕・大岸正樹・児島功和・

杉田真衣・西村貴之・藤井吉祥・宮島基・渡辺大輔「明

日を模索する若者たち：高卒3年目の分岐一『世界都市

東京』における若者の〈学校から雇用へ〉の移行過程に

関する研究皿」首都大学東京都市教養学部人文・社会系

／東京都立大学教育学研究室『教育科学研殉第22号、

2007年

註L

2

3

乾彰夫「『戦後日本型青年期』とその解体・再編一『学

校から仕事へ』の移行過程の変容を中心に」（『ポリ

ティーク』第3号、2002年1月）。

本田由紀『若者と仕事一「学校経由の就職」を超え

て』（東京大学出版会、2005年）。

その定義はさまざまあるが、さしあたり本調査にお

ける定義は厚生労働省の定義（年齢15～34歳層、

非在学者に限定し、女性については未婚の者、さら

に、現在就業している者については勤め先における

呼称が「アルバイト」又は「パート」である雇用者

で、現在無業の者については家事も通学もしておら

ず「アルバイト・パー・・一．ト」の仕事を希望する者）に

準じる。ただし、下川彩乃（第2章）については派
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　　遣労働者ではあるが低賃金であり、專門的職務内容

　　とはいえないことなど、第2章で扱う他の「フリー

　　ター・一一．」女性と同じような境遇にあるため「フリー

　　ター」として扱う。一時的に派遣労働者となってい

　　た西澤菜穂子、浜野美帆についても同様に扱う。

4．働く意欲の有無で分けた日本版「ニート」というカ

　　テゴリーも提出され、一時期話題を呼んだが、この

　　間増加しているのは求職型（失業者）・希望型であ

　　り、非希望型は増加しているわけではない。「ニー

　　ト」については玄田有史・曲沼美恵『ニートーブ

　　リ・・…一ターでもなく失業者でもなく』（幻冬社、2004

　　年）、類型区分については青少年の就労に関する研

　　究会「若年無業者に関する調査（中間報告）」（内閣

　　府、2005年3月）参照。

5．たとえば小林美希『ルポ“正社員”の若者たち一就

　　職氷河期世代を追う』（岩波書店、2008年）など

　　参照。

6．ただし、階層的雇用形態についての日経連構想がそ

　　のままに実現しているわけではなく、現状では「雇

　　用柔軟型」の急増・拡大のみが突出している状況に

　　ある。

7．du　Bois－reymond，　M（1998）‘I　Don’t　Want　to

　　Commit　Myself　Yeで：Young　People’s　Life　Concepts，

　　Journal　of　Youth　Strdjes，　Vo1．1，No．1．

8．　Roberts，　K（1997）Structure　and　Agency：the　New

　　Youth　Research　Agenda，　in　BynnerJ．，　Chisholm，L．＆

　　Furlong，A，，Youth，　CjtizenshjP　and　Social　Change　in　a

　　European　Context，　Ashgate：Aldershot．

9．Furlong，　A、＆Cartmel，　F．（2007）Young　People

　　and　Socia1　Change：lndividロalization　and　Risk　in　Late

　　Modernjty，　Second　Edition，　Open　University　Press：

　　Maidenhead．

10．独自調査による代表的なものとしては、苅谷剛彦・

　　粒来香・長須正明・稲田雅也「進路未決定の構造一

　　高卒進路未決定者の析出メカニズムに関する実証研

　　究」（『東京大学大学院教育学研究科紀要』第37号、

　　1997年）、耳塚寛明・小杉礼子・粒来香ほか「高

　　卒無業者の教育社会学的研究」（お茶の水女子大学

　　人間発達研究会『人間発達研究』第23号、2000年）、

　　日本労働研究機構「進路決定をめぐる高校生の意識

　　と行動一高卒「フリーター」増加の実態と背景」（調

　　査研究報告書138号、2000年）、同「大都市の若

　　者の就業行動と意識一広がるフリーター経験と共

　　感」（調査研究報告：書146号、2001年）、労働政策

　　研究・研修機構「大都市の若者の就業行動と移行過

　　程」（労働政策研究報告書72号、2006年）、太郎

　　丸博編『フリーターとニートの社会学』（世界思想社、

　　2006年）など。また2007年度より始められた日

　　本教育学会「若者の教育とキャリア形成に関する調

　　査」（代表：乾）は、これまでその必要性は言われ

　　つつも試みられてこなかった、量的かつ経年的な調

　　査となっている。

11．メゾレベルの一時点調査としては、日本労働研究機

　　構「フリーターの意識と実態一97人へのヒアリン

　　グ結果より」（調査研究報告書136号、2000年）、

　　労働政策研究・研修機構「移行の危機にある若者の

　　実像一無業・フリーターの若者へのインタビュー一一．調

　　査（中間報告）」（労働政策研究報告書6号、2004

　　年）、部落解放・人権研究所編『排除される若者た

　　ち一フリーター一一．と不平等の再生産』（解放出版社、

　　2005年）など。ミクロレベルでの追跡調査として

　　は、新谷周平「ストリートダンスと地元つながり」（本

　　田由紀編『若者の労働と生活世界』第6章、大月書

　　店、2007年）、神野賢二「ノンエリート青年の『学

　　校と仕事の間』のリアリティ」（『労働社会学研究』

　　第7号、2006年）など。本稿同様、メゾレベルか

　　つ経年的な調査の試みとして、古賀正義・直井多美

　　子・吉田美穂・野田香代子・五味靖・竹内実雪・敦

　　賀亮太・戸田真希子「高卒フリーターの産出過程に

　　関するエスノグラフィ・－b．研究一進路多様校卒業生追

　　跡調査の結果から」（中央大学教育学研究会『教育

　　学論集』第50号、2008年3月）がある。

12．Walther，　A．，　Stauber，　B．＆Pohl，　A．（2005）Informal

　　Networks　in　Youth　Transitions　in　West　Gerrnany：

　　Biographical　Resource　or　Reproduction　of　Social

　　Inequality？，　Journal　of　Youth　Studjes，　Vol．8，　No．2、（平

　　塚眞樹抄訳「若者の移行期をめぐるインフォーマル

　　なネットワークー人生の経歴における資源か社会的

　　不平等の再生産か？」『教育』2006年3月号）。ワ

　　ルツァーらは、インフォーマル・ネットワークが若

　　者の移行に与える影響について分析し、若者の移行

　　支援には、職業世界のみでなく生活世界までも含め

　　た「学習のネットワーク（network　of　learning）」形

　　成が必要であると論じている。

13．Furlong，　A＆Carmel，　F．，　op．　cit．

14．ボールらの「世界都市」ロンドンでの調査に倣っ

　　ている。Ball，　S．，　Maguire，　M＆Macrae，　S．（2000），

　Choice，　Patわways　and　Transjtfon5，　Post－16：New　yb肛瓦

　Nevv　Ecomomies　in　the　Globa1　City，　RoutledgeFalmer．
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名前（高校） 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 現状についての備考 離家・結婚

正社員※在学中のアルバイHま省略

手塚豊（B） 正社員；印刷所 自衛隊に挑戦

内田玲奈（B） 正社貞；総菜屋 会社吸収 一人暮らし準備

小谷恭介（B） 正社員；配送 無職 正社員；板金工場 ボクシングプロ志望 彼女と陶棲

相良健（臼） 正社負 フリータ 正社員；配管工 結婚（新居）

小林俊介侮） 専門；自勤車整備 正社員；箪検会社　　， 整備業から店長職に 縮婚（親と陶屠）

人見加豪（A） 専門漕護 正職員；看瞳師 消化器外科

加藤久葵子（A） 専門：署護 正職員：看護師 循環器科 一人暮らし→岡居

原島智史（A） 4大；工学都 正社員遭気施工・管理 現場監督

川本裕（副 4大；社会掘祉 正職員；社会福祉法人 障害者支援施設 一人暮らし（寮）

山口里沙（A） 4大；体育 正社員；スポーッジム 区民センター（委託）

木戸貴司（A） 浪人 導門；情報処理 正社員 無職　正社員 プログうマ・SE

丸山真（B） 短丸運輸 7リーター 正社貴 家電量販店

非正規雇用従事者※『フリーター」：失業期間、複数の職場の同蒔並行も含む※在学中のアルバイHま省略

短大；文学
君島朋子（A） 　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨・　　　　　　．

Y乗員資格取得
4大編入 契約社員；旅行会社 添乗員 一人暮らし

窪囲予秋（A） 4大；生物工学系 2年任期の契約職員 専門学校の実験助手

坂本和孝（B） 専門；保育・福祉 契約職員；社会福祉法人 障害毒支援施設 一人暮らし（寮）

著林理恵（副 短夫；文学 フリーター　’ 焼肉／焼き鳥ノスナック 一人暮らし準備

下川彩乃（B） 正社員 フリーター メッキ工場（二叢派遣）

浜野美帆（B） 正社員 フリーター一 チャットレヂィ

吉川綾（巳） 専門 フリーター インターネットカフェ

西澤菜穂子（巴） 正社員 フリーター 出会い系サクラ

竹内奈央（副 フリーター 工場／キャバクラ 彼氏と伺棲

庄山真紀（副 フリーター カラ才ケ／すし屋 一人暮らし

自営・陶由業者※婁複部分は活動時闘の蹟

正社員；車の塗装 アルバイト

黒川武志（A） 極羅
●　　　　　　　　　　　　　o”　　　　　　　　■　　　　騨 口口　　　　　　　　　　　　　　　　■ ・…　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　・ ■ 願　　　　．層

眉酒展設立準備 事務所で寝泊り

イベント企画

摩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　膠
oンド活動 バンド活動X2

専門：演劇 アルバイト コンビニ・MC派遣
綱本祥子（A）

アルバイト
噂

役者
脚 吻

フリーランスの役者

学生※重複部分は活動時間の順

4大；中團語
桑田泰宏（A）

アルバイト 交換留学

　繭　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．

Aルバイト
フリーター 語掌学校留学 大掌院進掌希望 留学中

4大；総合系体育学
金山克也（A） 浪人 ・　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　幽

@アルバイト

印　　　　　　　　　　　　　噸 専門学校入学予定

川辺聡子（A） 4大；動物系 岡大大学院 ↑A（授業補助）

4大；経済 アルバイト 塾講師・水道検診
下闘洋平（A） 曽　　　　　　　　6噛　　　　●噛

Aルバイト
馴 曜 ●　　　　　鱒噛o o　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　騨

大学通儒制課程
o■暉　　　　　　　口脚 　　　o暉騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿

ｳ員免許

主婦※重複部分は活動時聞の順

岸囲さやか（副 フリーター 主婦 妊娠中 結婚（新麿）

保育園バイト アルバイト
神崎晶子（A）

専門（夜闘）；保育
・“・ 主婦 結婚（新居→岡居）

乎どもは保育園に
堀実香（A） 主婦 　　　　　學　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　廟

pート
　　　o　　　　　■　　　　　　　　■

i茶店ホール
結婚（新居）

図1．高卒後の移行経路
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第1章　正規雇用就職の若者たち　仕事の世

　　　　　界と生活における成長

中村（新井）清二・船山万里子・三浦芳恵

1．はじめに

　本章では、高校卒業後5年目の時点で正規雇用就職者

として働く若者に着目する。

　本章で取り上げる若者は、就労年数によって大きく2

つのグルー・一．一プに分けることができる。一つは就職後1～

2年目の若者たちであり、もう一つは就職後3年以上を

経過した若者たちである。両者はまた学歴も異なってい

て、前者が高等教育卒業者または三年制専門学校卒業者

であるのに対し、後者は二年制専門学校卒業者1名を除

いて全員高卒就職者である。前者に関しては、私たちが

これまで把捉してきた就職1年目め若者たちの中でも相

対的に高学歴であり、後に見るように従事する職種も専

門職が多く、労働条件や職場環境も相対的に整えられて

いる。一一一・・方後者は、正規雇用での在職期間が本調査対象

者で最長となる5年に及ぶ若者を含んでいる。彼ら彼女

らは前者の若者たちに比して相対的に低学歴であり、生

産・労務職や販売職が多く、中には労働条件や職場環境

が劣悪であるケ・・…一スもあった。このように条件の異なる

両者を同列に扱うことはできないと判断し、以下ではそ

れぞれに分けて検討を試みる。

　本章の対象者たちの語りを見ていくと、両者は上述の

異なりにとどまらず、労働や生活において質の異なる課

題准抱えているように思われた。すなわち、前者は仕事

の世界に入り馴染んでいくという課題に取り組んでいる

真っ最中であるのに対し、後者は仕事に馴染むという課

題を終え、職場や、労働に限らない生活全般における視

野が拡がり、なかには人生の課題ともいうべきものと格

闘するケースもあった。このように労働・生活において

質の異なる課題を抱えている点も、同列に扱えない要因

である。

　そこで以下では、学歴・労働条件の格差に加え、労働

や生活面での課題の異なり、およびその両者のかかわり

を意識しながら、2節で就職1～2年目の若者たちの就

職1年目における経験を、3節では3年目以上の若者た

ちに見られる労働・生活面での変化を、それぞれ検討す

る。また4節では本章のまとめとして、2節および3節

での知見をもとに、若者が安定的に働き続けられる職場

環境の条件と、正規雇用で働き続けることが若者にどの

ような意義をもたらすのかをささやかながら指摘してお

きたい。

2．就職1年目の若者たち

　　の課題と乗り越え

「仕事の世界に入る」ため

　本節では就職1～2年目の対象者の就職初年度の就労

状況に焦点を当てる。具体的には、「仕事の世界に入る」

という課題が、どのような労働条件や職場環境の下で、

どのように経験されたかをていねいに扱う。またその際、

対象者が相対的に高学歴であることに留意し、高卒就職

1年目を扱った第2回調査での知見と比較しながら検討

していきたい。

　本節で扱う対象者の教育歴および労働条件は次の通り

である。

　本節の対象者は、男性5名、女性4名の計9名で、丸

山を除く8名は新規学卒者である。彼ら彼女らの最終

表1－1．就職1～2年目の対象者の教育礫および労働条件

鱗
　灘鱒懸、灘灘縦黙、

灘灘灘 　　纏毒
E、《繊騰

灘綴灘議 難雛灘 　　　　　1、

嵩??A
　　　　　　　、姦

C配λ難職御欄L驚∫

原島智史 A 大学（理工） 電気・施工管理 約24万
残業代は40時間まで
@　しかっかない

納期のため残業100
條ﾔ・休日出勤を経験 約600名

社員3名程度

（＋他の職人）
職場は建設現場

山口里沙 A 大学（体育）
スポーツインストラク

@　ター
18万 ボーナスなし 約800名

iアルバイト含）

約20名

（うち社員4名｝
自治体より業務委託

丸山真 B 短大（運輸）
家電量販店・販

@　　売 20～25万 早朝勤務 約5000名 （不明）

君島朋子 A 大学（経営） 添乗員 18万
契約社員・年俸制（約

@　　250万）
変則的 140名 なし

木戸貴司 A
　　　専門

i情報処理・3年）
プログラマ→SE 　22万

i転職後20万）
残業代35時間を含む

40名 出向先では、なし～2

@　　名程度
→340名

人見加奈＊ A 専門（看護・3年）
看護師
i消化器） 約23万

夜勤あり

Q交替 500名弱
約30名 私立大学病院

（÷パ一ト3名） 病棟は約50床

加藤久美子 A 専門（看護・3年）
看護師
i循環器） 27～28万

夜勤あり

R交替 約600名 （不明）
全国にネットワークをもつ病院、病

@　　棟は約40床

坂本和孝＊ B 専門（保育・3年） 生活支援員 17～18万
契約社員、口給制

@（8800円）

夜勤あり

S交替
約100名 　約20名

i非正規雇用含｝
社会福祉法人、利用者数20人
@　弱（うち長期約15名）

川本裕 B 大学（福祉） 生活支援員 18～20万
夜勤あり、入職時は慢

@　性的な残業
30名

iハ゜一ト含）

　　11名
iうちバート1名）

社会福祉法人、利用者数約25
@人（うち入寮者20名弱）
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学歴は、大卒4名、短大卒1名、専門学校（三年制）卒

4名で、性別的な偏りはない。ただし出身高校別でみる

と、B高校出身者の場合、新規学卒での就職先は専門職

に偏っており、かつ女性はいない。

　他方、職種別1では、専門・技術職が7名で、高卒就

職者の多くが販売職や生産・労務職に従事していた2の

と対照的である。また月給20万円を超える者が5名お

り、高卒就職1年目の若者の多くが月給15万円前後3

だったのと大きな開きがある4。企業規模についても、

第2回調査の高卒就職者に比べ相対的に大きい。また、

第2回調査の高卒就職者が1年以内に約半数離職してい

るのに対し、今回調査において離職者は1名にとどまっ

ている。

　なお本節の対象者には、非正規雇用就職者である君島

と坂本も含んでいる。その理由は、二人が有期契約では

あるが、資格等を伴う専門職的職種でありフルタイムで

働いていること、契約更新が期待できることなど非正規

の中では比較的正規雇用に近い条件である点である。

　上述の特徴をもつ対象者はどのように就職1年目を過

ごしたのだろうか。以下では、対象者が就職1年目にど

のような職場環境にあったかを具体的に見るために、新

人研修の状況、携わった仕事の内容、上司・先輩とのか

かわり、同期の有無、などを詳述する。また、そうした

環境下で、対象者はどのような困難を抱え、どのように

対処したか、そしてその職場で働き続けることをどのよ

うに展望するに至っているか、といった主観的側面もあ

わせて検討する。

　以下の記述では、民闇企業への就職者と、琶護福祉専

門職への就職者に分けて個々のケースを概観する。とい

うのも、後者は職種の類似性、資格等を伴う専門性に加

え、入職前に教育機関において長期にわたる実習を課せ

られているという特徴があるためである。実習を通して

その職業の世界をあらかじめ知っていることによって、

就職1年目の経験の質が異なってくるのである。

1）　事例1：民閥企業への就職者

①建設現場での長時間労働をくぐり抜ける原島智史

　指定校推薦で電気工学系大学に進学した原島智史は、

電気施行管理を業務とする比較的大きな会社（D電気）

に就職した。「大企業の下の方で」働くよりは、「支店長

とかになれる」可能性を考慮して会社を決めた5。

　新入社員研修は合宿形式で入社式の朝まで11日間、

うち4日間が自衛隊で行なわれた。内容は実務的なもの

ではなく「社会人として」という一般的なもので、入社

式翌日には「いきなり現場（に）放り込まれた」。当然、

現場では何も分からず、作業員に何か聞かれても「分か

んないです」と応え、先輩に振ったりして対応した。

　最初の現場は多摩地域の新築マンションで、仕事は電

気工事の監督だった。現場での実際の仕事は入社3年目

の先輩が中心にこなしており、複数の現場を回る10年

目の上司はたまに顔を出すくらいだった。3年目の先輩

はたびたび遅刻し、8時からの朝礼に原島だけが参加す

ることもあったものの、10年目の上司は「なんだあい

つ来てないのか」というくらいで怒るような感じでもな

かった。出勤報告など会社への連絡事項についても扱い

は緩く、現場は概して「寛容」な雰囲気だった。

　現場の進捗状況は遅れ気味で、5月くらいまでは18

時頃には帰れたが、7月にはほぼ毎El終電で帰宅、残業

時間は100時間を超えた。帰宅できないときは事務所

の床で寝た。6・7月は日曜日も出勤だった。3年目の

先輩は、事実上の現場責任者を「いきなりやらされちゃっ

たんで、僕以上に現場泊まったりして、大変な感じ」だっ

た。そして、一番大変だった7月初旬、先輩が一時的に

失踪してしまう。

ふだん遅刻とかで昼週ぎとかに来るときぱ、ノー一一　Fパソコン

だけは現娚’ご置きっぱなしで、fiああ一今日某んの遅せ一

な一ノみたいな感じだったんですけど、その5ξ踪のときぱ、ノー

トパソコンがなくなっτるんですよ、デヌクの上から。だか

らrあれ？ノとか想ったら、そのノヲは薬なぐて。ビックリし

ました。僕1はホントVこもう、辞めちゃったと想っτ。

　先輩は結局3日ほどして戻ってきたが、その間に指揮を

執った10年目の上司が「あいつ、つらい思いしたから逃

げ出したな」と話すのを聞いて、「これから先はその10年

目の人と俺の二人でやるのかなと思った」という。

　先輩の失踪という事件を経験したその現場は7月一杯

で終わり、8月からは準ゼネコンから下請けした現場で

働くことになった。新しい現場では労働環境が一転し、

帰宅時間も皐く、日祝日はきちんと休むことができた。

現場には50歳代と40歳代の先輩社員が二人おり、図

面作成を教えてもらいながら仕事をしている。また、発

注者が独立行政法人で、民間の現場に比べると検査が多

く、鉄筋一一本の違いだけで騒ぎになるなど、「うるさく

て遅くて」と彼は感じている。

　将来展望について、グループ長や本社勤務員へ昇進し

て「行けるとこまでいけたらおもしろい」と語る。昇進

時期のイメージは、通常、現場責任者になるのが4、5

年目で、3年目だとすこし早く、またグル・一一一プ長は10
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年目だと早いほうだという。グループ長になるためには、

現場責任者を法的に担うための一級電気工事施工技師の

糞格が必要で、3年間の実務を経て試験を受けられると

いう。ただし、「現場で働いてるとそんな勉強してる暇

もない」ので、資格取得はかなり先になるという。こう

した長時間労働の常態化に対して原島は疑問を感じ、「う

ちの会社のだめなところの一つ」は労働組合がないこと

で、「組合あったらいいなって、正直、思います」という。

結局、辞める入はぞういう労働環境だから僻めでしまう）。

4、5年召で辞める入がすごい多ぐて。営業がやたらと仕事

を取っでぎで、現場κ振るのはいいんですげど、現場でやる

鑑韻の数が足りτないから、それで仕事力吠変になっちゃっ

τ、だめ・らf辞めますノっτなっちゃっτ、ますます入が超

んない、ぞんな悪循環「になっちゃっでるから。

　また、現在の労働条件では残業代は40時間までしか

支払われず、その点も「なんとかしようってのが必要だ」

と思っている。

②「思いやりの無い」会社で職場の人間関係に支えられ

　　ている山口里沙

　高校の教師になることを目指していた体育大学出身の

山口里沙は、主に都内で十数カ所の施設を営業している

会員制スポーツクラブにインストラクターとして就職し

た6。研修は3月の終わり頃に3日ほど、書類関係を中

心とする形式的な内容で行なわれたのみで、すぐに辞令

を受けた。同社への就職に躊躇していた山口はこのとき

「もう逃げられないな」と思ったという。同期入社は20

人ほどだが、配属は「みんなばらばら」で、3日間の研

修ではそんなに仲良くなれるわけでもなく「同期って感

じはしない」。

　山口が配属された職場は、自治体が出資する財団が管

理運営する公共施設の一つで、山口のスポーツクラブが

財団からの業務委託を受け運営している。’1週間の勤務

内容は、月曜と金曜が休みで、火曜はプ・・一・一ルで水泳指導、

水曜日と土曜日は年配者向けの健康診断があり、木曜は

「幼児教室」で教え、日曜は「普通にインストラクター－j、

という具合だ。

　職場には、入社11年目の女性職員、10年目の男性

職員、5歳ほど年上の「お姉さんみたいな感じ」の管理

栄養士の資格を持つ職員と山口の計4名の正規職員と

16名ほどのアルバイトスタッフがいる。アルバイトに

は勤務年数が長い人や年上も多く気苦労は絶えないが、

業務は正規職員として「しっかりしなきゃならない」と、

責任感をもって仕事している。

　上司や先輩からは新人への配慮のこもったサポー一トを

受けており、職場の人間関係に不満はない様子だ。基本

的には、何かあったら上司や先輩を呼び、後ろで見るよ

うにと11年目の先輩に言われており、「困った時はあ

まり1人では動かない」という。

　一方、施設の運営については、財団とのあいだに「い

ろいろあり」うまくいっていない。財団から委託された

業務に追われ現時点ですら「やる仕事が多くて4人でま

わすのが大変」なのに、さらに「新しい共催事業をやっ

てほしい」と一方的に持ちかけらてしまった。財団側の

責任者が1～2年毎に替わるので「コミュニケーション

が取れない」ことに原因があるという。また備品購入や

施設補修手続きの煩雑さにも苦労させられている。彼女

は、こうした状況でも人を増員しようとしない会社に不

満があるだけでなく、会社に対する上司の愚痴や同期入

社の一人が「1年目なのに教室を丸投げされ」て離職し

たことなどから、会社に「思いやりがない」と感じている。

　その離職した同期は、｝新規事業を一人で任されてしま

い、「教えてくれる人がいなくて自分でやらなきゃなら

ない」ことになったという。「普通1年目、3年目まで

下積みっていうはずなのに」、「ずっと下積みも嫌だけど

いきなり（仕事丸投げされるの）も嫌だよねって（離職

した人が）愚痴ってました」。その話を聞いた別の同期

が「そろそろ私も辞めようかな」というのを聞き、山口

は「ああ一そんな会社なんだなって」と思ったという。

　この会社で働き続けることについて、「もう（同期が）

何人も辞めてますし、私も（中略）やるだけやってそれ

でもおもしろくなかったら辞めてもいいかなって思う

し、インストラクターが心底好きなわけでもないし、上

司になるのも嫌だし」と就労を継続する展望を持ててい

ない。とはいえ、3年間は続けるつもりだという。高校

の教師になることも含め、「3年後に自分がどう思って

いるかで変えようかなと思う」と語っている。

③非正規雇用のなかで添棄員として成長する君島朋子

　高校時代から観光関係の仕事を志望していた君島朋子

は、A高校から短大へ進学、そして四年制大学経営学

科に編入後、希望通り添乗員の職に就いた7。勤務先は

大手旅行会社の子会社。雇用形態は、派遣社員の多い同

職種としてはめずらしく契約社員で、「お給料的にも全

然いい」。実際、1ケ月の平均添乗日数約18日に対し、

給与は年俸制で、初年度はボーナス込みで約250万円、

福利厚生完備、その他諸手当がある8。ただし、親会社

から出向してくる正社員と違い、引越し代や入社前の健
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康診断にかかる費用がすべて自己負担であった点には多

少不満をもっていた。また、契約更新毎の昇給はなく、

また、正社員登用という説明はあったが、実際には「そ

れはないですね」と期待していない。

　君島は、短大2年の冬にスクール（無認可校）で添乗

員の資格（総合旅程管理主任者資格）を取得している。

就職活動では添乗に限らないさまざまな職種に目を向け

たものの、やはり添乗しか興味が持てず、「他の（業種）

を受けてても、興味がなさ過ぎて、エントリーシートと

かも何も書けな」かったという。目指してきた添乗職に

就いた君島は、仕事を心から楽しんでいる様子だ。「毎

日毎回おもしろいです。お客様が笑ってくれるだけでう

れしいし、（中略）座席表を作ったりとか部屋割りした

りとか、業者さんに電話したりとか、そういうのも全部

楽しい」。

　研修は、マナー接遇などは充実していたようだが、基

本的に他の人の仕事が見られないたあ、添乗にかかわる

研修、とりわけOJTの機会を得ることが難しい。入社

して2回の研修の後は、4月下旬から現場に出たという。

一回目は、先輩が添乗する日帰り旅行を新入社員がペア

になって見学し、二回目に「自分たちがやってるのを先

輩が」見る機会があるだけで、すぐに一人で日帰り旅行

に添乗した。さらに、日帰りに2、3回出てすぐ二泊三

日の添乗に出されたという。

　勤務のシフトは流動的で、どのツアーに行くかなどの

具体的な勤務予定が分かるのは1週間前、時には3日先

も分からないことがある。勤務時間は早朝や深夜にも及

ぶ。それでも「朝早いのはつらいなとは思いますけど、

でも全然、出てしまえば」平気だという。仕事内容では、

接しにくい「気難しい」客への対応に苦慮しているが、「全

国もう全部行っちゃたわぐらいの」年配客への対応も、

新人の君島には「知識が追いつかない」ため難しく、「こ

このお土産はどこで買えるか」などの観光以外の細かな

質問に適切に答えることも課題だと感じている。

　君島は添乗員として成長することに慧欲的だ。「今ま

でだったら普通に何も考えずに5時半に終わるように

やってた準備を、手を抜かないでしっかりやって3時ぐ

らいに終わらせて、あとの残った2時間半は観光地の勉

強しよう」など、時間のやりくりをしながら勉強時間を

捻出している。

　将来展望は、君島の「人生プラン」によれば、まず「自

分が周りを冷静になっていろいろ把握できたりいろんな

背景が見えるように」なる3年間は働き続けたいという。

そして、25歳で結婚、26歳で家庭に入り、27歳で第

1子、30歳で第2子を出産、琴児が手を離れたら「派

遣でも何でも」添乗員に戻りたいという。「ずっと添乗

員はやりたい」という彼女であるが、職場には出産後も

就業継続している添乗員のモデルはない。実際、産休を

取っている人は内勤で、添乗員は結婚すると辞めてしま

うという。

　君島は、今は不満が無いのでこのまま2、3年は続け

たいが、今後は派遣社員に雇用形態を切り替えることも

考えているという。なぜなら派遣社員であれば「勉強し

たいって思ったときに休みを取れば勉強ができる」と考

えているためだ。添乗員としていち早く成長したい気持

ちが強いがゆえに、君島は、勉強する時間を確保するた

めに直接雇用から間接雇用へと労働条件を切り変える選

択も視野に入れている。

④大型家電量販店で先輩に励まされながら仕事に慣れて

　いく丸山真　　　　　　　　　　　」

　丸山真は、今回調査でただ一人、非正規雇用から正規

雇用への転換を果たしている。

「保育園んときから＼もうめちゃめちゃ電車が好きだっ

た」という丸山は、鉄道関係への就職を目指し短大の運

輸系学科に入学した。しかし、色覚の異常から鉄道関係

への就職を断念せざるをえなくなり、卒業後は、学生時

代からしていた駅の通勤対策補助員としてのアルバイト

を1年ほど続けた9。その後2007年2月頃にそのアル

バイトを辞め、仕事を探しにハロー一ワー一クに行くと、飯

田橋の「東京しごとセンター」のほうが大きくて情報も

多いと紹介された。以後週3、4回は飯田橋に通い探し

たという。そこで紹介ざれた印刷会社でアルバイトとし

て働き始めたが、会社で「君はこの仕事に向かないんじゃ

ないかって言われて」1週間ほどで辞めた。再度ハロー

ワークに行き、鉄道会社の子会社で電車清掃のアルバイ

トを見つけ、そこで働くことになったが、「性格の悪い」

年配女性従業員たちから「怒鳴られながらやって、嫌に

なって」しまい7月に辞めた。

　再びハローワークに通い、今度は正規雇用に「こだわっ

て」採吊情報を求めた。まず中部地方の鉄道会社に応募

し、面接まではこぎつけたがうまくいかなかった。その

後、都内の大手家電量販店を紹介され、9月に面接し翌

月からの採用が決まる。給料（手取り）は20万円前後で、

うち家計には5万円ほど入れている。

　入社して最初の1ケ月は、「パートナー」と呼ばれる

教育係の先輩社員と実地研修というかたちで仕事を覚え

ていった。仕事内容は、商品の荷揚げと検品作業と配送

準備作業である。勤務はシフト制で、入社した当初は

13時から21時までの遅番、現在は早番で、始発電車
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で朝5時半に出社して15時まで。ただし残業はほぼ毎

日1～2時間している。

　1日の作業は、朝一番のトラックが到着し、荷揚げと

検品作業を7時半までした後、8時まで休憩をとる。引

き続き荷揚げと検品作業をし、同時に11時前の商品配

送のトラックが出発するための準備作業もこなす。午前

中のトラックが出た後、交代で昼食をとり、午後も同じ

ように、検品と配送の業務が続く。この仕事の「一人前」

のイメv－一一ジは「特に無い」という。

　1ケ月の研修期間中、仕事を教えてくれたパートナー

の先輩社員とは良好な関係をもてたが、部署の上司とは

あまりうまくいっていなかった。その上司は研修期間中

でも「ちょっとミスっただけですぐ怒鳴る」ような人で、

入社して2、3週間くらい「めちゃくちゃ言われた」。

上司に怒鳴られたとき、そのパートナーの社員は「俺は

丸山くんのことを信用しているから」と仕事の終了時間

に合わせてメールをくれた。怒鳴られて「辞めても嫌だ」

し、励ましてくれる人がいて「ありがたかった」と感じ

ている。

　現在の仕事における見通しは、父親が70歳を超え、

母親が60歳を超えて病気がちということもあり、「と

りあえず今は、（この会社で）働いて、親を安心させて」

と考えている。しかし幼い頃から抱いている鉄道関係へ

の就職という夢は諦めていない。「まあ、いい鉄道会社

があったら、給料安くても、そっち行くかなあ」という

思いも抱いているようだ。

⑤IT系中小企業の労働実態に翻弄され早期離職を経験

　した木戸貴司

　専門学校時代からSEになりたいと考えていた木戸は、

調査・設計などソフトウェア開発工程の「階層の上のほ

う」に携わる会社を目指して就職活動をし、2社目にし

て内定を得た会社に就職した。従業員40人規模、職種

はプログラマだったが、「少数精鋭」の会社という売り

文句に魅力を感じた。というのも、自らのキャリアを、

プログラマからスタPtトして、　SEとなり、転職してる

かもしれないが、「そのまま会社に残ってたら、どんど

ん上のほうに抜け出して」「いずれは管理職」と思い描

いていたからだった1【｝。

　ところが「少数精鋭」と呼ぶには程遠い労働実態だっ

た。驚いたのは「幹部と呼ばれてる人」が自分と同じ「低

い階層」の仕事をしていたことだ。木戸は新人研修明け

に大手企業に出向し、開発製品のテスト作業に従事した

が、上司もまた木戸と同じ段階の仕事をしていた。これ

を知った木戸は、この会社で「自分が何十年働いてもた

ぶんこのポジションなんだって思って、『え一』って思っ

ちゃって。だから、先が見えてる、もろに見えてるって

感じで6努力するだけ無駄だ」と思い始めた。実際離

職者は「かなり多い」らしく、「問題のある会社なんだ」

と察せられた。

　他にも不満があった。基本給にあらかじめ30時間の

残業代が含まれていて、さらに30時間を超えても支払

われないという「トリック」があった。また、5月末ま

での新人研修期間では、「教育係的な人」はいたものの「片

手間みたいな感じ」で十分な指導を受けられず、研修課

題は「インターネット使って自分で調べて、四苦八苦」

しながらかろうじてこなした。社員間のつながりも「薄

い感じ」で、「アットホームです」という会社の喧伝に

は「どこがだよ」と思った。出向先では、会社の先輩ら

と「散り散り」になり、「週に1回会議室を借りて集合

会議」を行なうほかは、基本的に1人または2～3人で

の作業だった。同期は彼の他に女性が一人のみで、話し

づらく感じ「あんまコミュニケーションも取ってなかっ

た」。

　それでも木戸は、「やっぱ入ってすぐに辞めるってい

うのもどうなのかな」とギリギリのところで踏みとど

まっていた。「親に言っても絶対、『最初はみんなそう

だ』って片付けられる」と思い、離職したい旨を親には

話せなかった。また、専門学校時代の友人たちはずっと

就労継続している人ばかりで、愚痴をこぼすことはでき

ても、本当に辞めれば「もう辞めたの」「あいつ根性ねえ」

などと言われると思っていた。入社前に思い描いていた

キャリアパスは閉ざされ、この会社で働き続けたいとは

思えないなかで、「本当に自分だけで」進退を考え続け

た木戸は、次第に「自分を貴め」るようになり、「うつ

みたいな症状」を呈し始めていた。

　そんな折、入社以来一度もシステム開発にかかわった

ことのない木戸に、上司から開発をやってほしいと突

然言われた。それは、出向先で、まったく知らないコン

ピュータ言語で、「3日間で作って、しかもどう作った

かっていうのをプレゼン」せよというものだった。しか

し、渡された見本を頼りに土日を使って本で調べても、

「全然本と違う」ため、「こんなのヤクザだよ」としか思

えなかった。「もう無理だ」「できない」と窮した木戸は、

「行けないに近」い状況で会社を「バックレ」た。入社

から3ヶ月経った7月の初め、「失踪に近い」離職だった。

　その後、木戸は1ケ月以上にわたって「うつの影響」

に悩まされた。「やっちゃったよ、俺。雇ってくれると

こあんのかよ」と、「今度は将来のほうで（自分を）責

めてるっていうのが8月いっぱいまで」続いた。なぜな
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ら、3日間ではどうにもならない「まったく知らない言

語」の知識が、もしかしたら「一般常識」なのではない

かという疑念が消えなかったからだ。「もしかしたらで

きるかもしれないってのもあって、でもどうなんだろ

うって思って、それでもちっこい会社だったんで、これ

くらいできないと大きいところじゃ通じないんじゃない

かってのもあって、スキル的にどうなんだろう、可能な

のかどうかっていうのも（分からなくて）」。

　こうした状況からの回復のきっかけになったのは、他

社で新人として働き始めた専門学校時代の友人たちだ。

離職までの顛末を話すと、友人たちは「まったく知らな

い言語」による課題に対し、「えっ1」「ありえねえ」な

どと反応した。木戸はそれを聞いて、「前の会社はちょっ

と異常だったんだろうなっていうのが分かって、他の会

社だったらもう少しはマシだろうって安心感みたいなの

が得られた」という。そして「あんな会社のせいで人生

狂わされてたまるか」と思い直し、9月になってやっと

「第二の就活」のための行動を取れるようになった。

　現在、木戸は、1社目の約10倍の従業員を抱える大

企業にSEとして再就職を果たしている。同期入社が他

に8人おり、資格取得だけを目的として用意された研修

に同期全員で1ケ月間泊り込みで参加したことで、相談

しあえる仲間ができたようだ。その後、プロジェクトチー

ムに加入し、先輩たちと4人でシステム開発に取り組ん

でいる。

⑥小括

　以上、民間企業に就職した5名の若者たちを見てきた。

まず、彼ら彼女らの労働の実態を見ると、それぞれ厳し

い労働環境が語られていた。原島は長時間労働や休日出

勤が常態化した現場で先輩社員の失踪を目の当たりにし、

山口は会社の事業形態の複雑さに苦労していた。君島は

非正規雇用が常態化する職種ゆえに自力で展望を切り開

かねばならず、木戸は入職前の展望と現実の長時間単純

労働という実態との落差に苦しみ、なんの研修や指導もな

く初任者に仕事を丸投げするような扱いをされた。このよ

うに彼ら彼女らは、それぞれの職場で仕事に馴染んでいく

のを妨げるようなさまざまな困難にぶつかっていた。

　こうしたなかで、木戸はうつ状態で自分を責めながら離

職に至ったが、その他4名は離職することなく就労継続中

である。彼ら彼女らを支えたものは、上司や先輩からの

適切な指導や援助、あるいは職場の同僚からの新人への

配慮あるかかわりだった。この点は、仕事上の困難を抱え

ても職場に助けてくれる上司や先輩がいなかったケースが

ほとんどであった第3回調査での離職者と対照的である。

　また、第2回調査における就職1年目の若者たちや、

本稿における非正規雇用の若者たち（第2章）と異なっ

て、将来展望は比較的明瞭に語られていた。原島は、3

年後に一級電気工事施工技師の資格を取得し、10年後

には本社勤務をイメージしていた。山口は少なくとも

3年間は同じ職場で働き続ける意思を表わしていた。君

島は途中結婚で離職するも、育児が一段落したところで

再度添乗員職に就くことを希望していた。丸山は中途採

用での就職だったため日も浅くまだ十分職場について把

握していないように見受けられるが、鉄道会社への転職

に期待をよせつつも、両親を安心させたるためにも現在

の職場で働き続けるつもりでいる。木戸は一度離職した

もめの、同業者である専門学校時代の友人の励ましもあ

り、再就職し少しずつ修正を図りながら将来を見据えて

いた。

　ただし、彼ら彼女らの語る将来展望は、次項で見る看

護職に参入した対象者と比べると限定的であるようにみ

える。また、民間企業への就職者たちの就職1年目が、

就職後にOJTなどを通して職場に慣れ、仕事を覚える

途上にあるのに対し、看護福祉系専門職への就職者たち

は、長期の実習によって職業準備期間をすでに終えてお

り、1年目から一人前として期待される。こうした違い

が就職1年目を支えるシステムとどのように結びつき、

またどのような経験の差として表出するのか。その点に

留意しながら、次に看護福祉系専門職に就いた若者たち

の1年目を見ていきたい。

2）事例2：蕎護福祉系専門職就職者

①憧れの看護職に就きe－一人前へのステップを確実にのぼ

　る人見加奈

　2006年度に公立看護専門学校を卒業した人見加奈ll

は、都内の大学病院に入職した。高校時代バスケット部

に所属していため、はじめは整形外科を希望していたが、

身近にいる看護師の先輩や看護学校の同級生などから、

「身体のいろんなことを学んだほうが、他の病院に行っ

てからもやっていける」と助言されて消化器外科への配

属を希望した。

　手術を控えた入院患者が多い消化器外科病棟の同僚

は30人以上いて、師長のほか、主任は二人とも30代、

それ以外は皆20代と若い。1人辞めたが、同期は6人

いる。勤務形態は2交代制。病床約50に対し、日勤は

看護師が8～12人の他にヘルパーが3人いる。夜勤は

4人体制なのできつい。申し送り、夕食の介助から始まっ

て、消灯後は2時間毎の見回り、早朝の検温・血圧測定、
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加えて深夜には点滴の薬剤の準備など細々とした作業も

あり、仮眠は2時間程度しか取れない。年休の消化は職

場が多忙で容易でないが、師侵が配慮してなるべくまと

めて休みを取らせてくれる。職場の人間関係も良好だ。

　人見は看護師という「好きな仕事」に就くことができ

たことを幸福に感じている。高校3年次、彼女は高卒後

の進路を「看護師1一本！」（2002）と明快に語ってい

たほど、看護師になりたいという意志が強かった。前回

調査時も、看護学校2～3年次のつらい実習を母親と仲

間の支えによって乗り越え、就職後もより高い技術・知

識の習得を志向しており、看護職への思い入れは強い。

　そんな人見でも、就職1年目には、看護師を辞めたい

と思うほどつらい葛藤を経験した。

やっぱり膚分と倣の同期を比べちゃうとか、ぞういうのがす

ごいあって。π先欝ぱ）あの入κは優しいのIC、なんでうち

κはこんな厳しいのかなノとか、ぞういうのですごい悩んだ

ク。勉強♂こしτも、入より何借もしなきゃ覚．えないけど、み

んなは1、2回やれば寛えちやったりとか、ぞういう葛藤が

いっぱいある12、それがつらかった。先輩’ごいじめらftたb

とかじゃなぐτ、ただその自分との葛藤、壁を破れない自分

がすごいつらぐで、ああ辞めたい、みたいな。でも、1個やっ

て褒めら貌たりすると、ぼんのぞの一言で、またやる気閂κなっ

てる自分が1年百はすごぐいた。

「職場の同期であってもどうつながってるか分からない

から、女の世界だし、怖い」ので、違う職場で働く看護

学校時代の友人に漏らす。このように人見は、職業の異

同にかかわらない、また職場の内外に広がるネットワー

クを多層的に維持し、その時々に適切な感情的支援を得

ることで多面的に支えられている13。

　人見は今回調査時には就職2年目になり、「病棟の流

れも覚えてきた」という。先輩を見ていて、一人前の看

護師になるには5年くらいだという。3年目にチー一ムの

リーダー業務をやって、4年目でその業務を習熟し、やっ

と5年目で全体が見える。また3、4年目には、4人一

組で行なう看護研究がある。あるテーマのもとで研究し、

勉強会を病棟の中で開いて同僚から意見を聞いたり、1

年に1回ある発表会で論文発表をするという。このよう

に、業務や看護研究などに取り組む先輩の姿を通して、

職場での仕事の見通しや成長過程が具体的に捉えられて

いる。消化器外科にはさしあたり5年は勤務する予定で

いる。

　人見は、第1回調査以来一貫して、国内で看護の技術

をしっかり習得した後、海外の貧困地域で医療活動に従

事したいという夢を語っている。今回調査では、20代

のうちに行きたいと具体的な時期を語った。しかし、現

在の職場には彼女の夢を支援する制度はなく、具体化の

見通しは立っていない。

　こうした状況を乗り越えたきっかけのひとつに、入院

患者との交流があった。1年目の冬のある夜勤の日、余

命わずかな一人の患者が、「今日僕は最期な気がするん

だ」と言って、彼女に「ありがとう」と告げた。当時葛

藤に苦しんでいた彼女は、「こんな私でも必要としてく

れてる人がいる」と感じたという。

　また、家族や友人にも支えられた。看護学校でのつら

い実習を支えた母親は、就wa　1年圏の葛藤の時期にも、

人見が漏らす弱音を「うんうんって聞いて」くれた。ま

た彼女には、看護学校時代にストレス発散のため始めた

サーフィンを一緒にする幼なじみや、最近趣味で始めた

写真で一緒に展示会を開いた地元の先輩など、地元に精

神的支えとなる友人がいる。

　しかし、母親や地元の友人には具体的な仕事の話はほ

とんどしない。代わって、仕事に直接かかわる悩みや

つらさを共有し支え合うのは、看護の仕事の世界を知る

職場の同期・先輩や、看護学校時代の同級生だ。なぜな

。ら、他の職業の人に話しても「あ、そんな仕事してるん

だ」という反応で、職場の同期のほうが「すごい分かる

し、分かってくれる」からだ。さらに「医者の愚痴」は、

②休日も医療の勉強に費やす加藤久美子

　同じく看護師になった加藤久美子14は、全国にネッ

トワークをもつ都内の病院に就職し1年目を迎えてい

た。所属は循環器科だ。「そこができていれば基本的な

ことはできるだろうと判断して」「今の死亡率も心臓が

高いですし」との理由で選んだ。

　加藤は、看護学校時代に留年を経験し、看護師を諦め

かけるなど、つらい経験を乗り越えてきた。だが就職後

もまた、「社会人として慣れなきゃいけない部分」と、

看護師としての責任を果たすための両方の課題と向きあ

うため、6～8月ごろに大変な思いをしたという。たと

えば、熱を出しても代わりがいないので出勤しなければ

ならないこと、勤務時間はバラバラで生活リズムを合わ

せるのが大変なこと、他職種の友人とも時間が合わなく

なり会えなくなったこと、循環器病棟の新人が彼女一人

だけで全員先輩なので人間関係に慣れるのも精一杯だっ

たこと、看護師免許を持っているために責任もあり「裁

判沙汰」になる場合もあること15、など。そして最もつ

らく、看護師を「辞めたい」とまで思ったのは、「就職

しても勉強しなきゃいけないんだというのをあらためて
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実感」したときだという。加藤は、休日でさえ「勉強し

ているか、寝ているか」というほど勤務時間外にたくさ

ん勉強しており、その量は「学生時代よりもしてる」と

いう。自分が患者を「受け持ったときに（その患者の病

気について）分からないと、何をしていいかとか、何を

看ていいのかとか分かんないですし。やっぱその時間帯

は自分の責任になる」からだ。このように毎日「勉強勉

強」の生活から加藤は「勉強が嫌になっちゃったりとか

して、投げ出したい」と思ったという。しかし、4月に

ともに新人研修を受けた他の病棟で働く同期や、4年目

の先輩である職場の教育係、看護学校時代の友人と食事

に行ったり話したりすることで、なんとか支えられた。

また、退院していった患者から、後日、廊下で会った時

に声をかけられ、「覚えてくれてるんだ」と思ったときや、

患者の病気や処置方法が分かるようになったときの嬉し

さにも、日々支えられている。

　将来展望について加藤は、「3年闇は同じ場所で働か

ないと、学べるものも学べない」と考えている。また、

第2回調査までは助産師志望を強く持っていたが、現在

は訪問看護に関心を移し、卒業研究では、在宅看護を継

続できている家族の特徴をテーマにしたほど、「家に帰っ

ても入院を繰り返している人も多い」現状の改善に関心’

を持つようになった。この背景には同業者である母親が

かかわっている。母親は数年前に訪問看護の認定看護師

資格を取得し、今も現役で在宅看護の地域支援に携わっ

ているという。そして自らも、いずれ認定看護師の資格

を取得したいと考えている。

　加藤は、自らの人生設計のモデルについても、「たぶ

ん自分の母親」だという。「働いているのが当たり前」

の母親を見て育ってきたため、自分も「専業主婦（になる）

というイメ・一．．ジがない」という彼女は、結婚・出産後も

職場復帰を展望している。なお、加藤には他県に恋人が

いて、就職して3年経っても交際していたら結婚しよう

と考えているが、それが実現した場合、自分が東京を離

れることになるだろうという。看護師資格があるため自

分の方が「就職先がいっぱいある」からだという。母親

の働くフィールドである「地域」や「献血場」、「検診の

ところ」など、病棟以外にも看護師を必要としている場

所がある点で、看護師は「やっぱいい職業だなと思いま

す」と誇らしげに語っている。

③正職員になることを躊躇する生活支援員の坂本和孝

　坂本は専門学校卒業後、障害者支援施設で契約職員と

して勤務して2年目になる16。保育園への就職を希望し

ていたが見つからず、障害者福祉の分野に視野を広げた

ところ、専門学校の教師から現在の職場を紹介された。

　勤務開始の日に職員が集まり、施設の概要を説明され

た後、この日に配属も発表され、坂本は「生1（生活支

援第一係）」に配属となった。「生1」の仕事は身体障害

を含まない知的障害者の生活支援だ。具体的な仕事は、

重度知的障害者の起床介助、食事の準備、軽作業の手伝

い、入浴介助など日常生活の手伝いである。勤務体制は、

早番3人、日勤1人、夜勤が2人、夜勤は月に4回ほど、

残業は週に］、2回で4時間ほどだ。最初の約韮ケ月だ

けは、教育係の先輩が一一人多く入り、新人に夜勤は課せ

られない。施設では、職員同士が業務について議論する

会議が半年に1回行なわれており、風通しは悪くない。

またそのためめ議題を準備するための集まりを業務後に

個別にもつこともあり、その準備にも残業代が出ている。

　坂本が就職した当時は「生1」に21人いた職員が、

1年のうちに3人離職し、シフトを回すのが大変になっ

ていた。坂本が入職した頃縁「生1」の離職率が高いと

言われていたが、それはきつい先輩が原因となっている

ようだ。坂本も「すごい責められて」「厳しい」と感じ、

坂本の同期の一人も1年経たずして人間関係が問題で辞

めてしまった。1年目の6月のあるとき、そのきつい先

輩二人が坂本のことを「悪口みたいな感じで」喋ってい

るのを聞いてしまい、その後も坂本は「変な雰囲気」を

感じていたが、同じ職場の「いい先輩」が「よく飲みに

誘ってくれた」ことで、辞めるまでには至らなかったと

いう。その後、このきつい先輩のうち一人は2年目には

異動になり、現在では職場の雰囲気が良くなったという。

そして2年目には、坂本と同じ専門学校・学科出身で面

識のある後輩たちが入職してきたが、彼らも同じ「生1」

で働くこととなった。その背景には「1年目に辞めてほ

しくない」という施設責任者の配慮があったようだ。

　人間関係に苦労した1年目だったが、それでも坂本に

とっては「利用者のほうが大変だった」という。たとえば、

ある利用者に歯磨きを促したところ、拒否されたうえに

「怒られたり、蹴られたり」「唾吐かれたり」されたので

ある。このとき、坂本は「めっちゃへこみました。キレ

る、怒るとかいうより、へこみましたね」と語る。しか

し、過去にこの利用者を担当した先輩から、利用者の利

用歴や「相性とかもある」という話を聞くことで、なん

とか乗り越えた。

　現在2年目を迎え、仕事にも慣れてきた坂本は、やっ

たことのない仕事をしたり、支援のなかで細かなことに

気づくようになり、工夫して改善するのが「すごくおも

しろい」という。たとえば、衛生面を考えて歯磨きのコッ

プを替える回数を増やしたり、昼食の準備を効率的に行
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なって散歩の時間を増やすなど支援の改善をいくつか提

案し実際に採用されている。彼のこうした実践は同僚か

らも認められ、最近は改善策の提案を頼まれるようにさ

衆なったという。また、同じ「生1」で勤続10年目の

先輩をモデルにして、自らに課題を設定しながら実践に

取り組んでいる。

　職場外の人間関係については、学隼時代のつながりか

ら継続している「ビーチバレーのサークル」や、通って

いた専門学校がある高田馬場での「飲み会」に参加して

いる。特に、「ピー一チバレー一のサークル」では、同じ専

門学校の仲間と「オールしながら」仕事の話をするとい

う。就職後1年目では「全然仕事の話しなかった」が、「2

年目になってなぜか、すごい仕事の話するようになって」

いるという。

　坂本は現在契約職員として働いているが、2年目で正

職員になるための試験が受けられる。現在の待遇は、手

取りで18万、ボーナス5万、不定期だが週2日は休み

がある。しかし、今年正職員になった先輩に話を聞くと、

正職員になると会議が増え、休みは若干増えるが、給料

が減るという。正職員になったからといって待遇が良く

なるとは限らないうえに貴任は重くなるのを見て、「（仕

事は）一応ずっと続けようと思ってんすけど、（正職員

になるのは）どうなんだろう」「このまま契約社員のほ

うが（いいかも）」と正職員への転換を躊躇している。

④先輩の支えによって働き続ける気持ちを固めた川本裕

　大学で福祉系の学科に通っていた川本は、所属してい

たゼミの教員が理事長をしている地方都市の精神障害者

施設に正規職員として就職した。

　この教員は彼が最も影響を受けた人物であり、当初保

育士を志望していた川本を福祉の方向に転換させるきっ

かけを作った。大学の1年次から川本はこの教員に誘わ

れ、関連する学会に参加するなど積極的に学校生活を

送っていた。そして、勉強を進めていくうちに福祉の仕

事に就くことを考え始めた。4年次からの実習では、病

院と精神科クリニックのデイケアに行き、現場で働く厳

しさを知ることとなった。この後、川本は精神保健福祉

士の資格を取り、現在の職場に就職した17。

　川本が勤めるのは、施設内にあるいくつかの機能別事

業所の中でも生活支援をする事業所である。精神障害を

もつ利用者の食事や服薬、入浴、洗濯、金銭面の管理な

ど日常生活の介助をしながら、「プログラム」と呼ばれ

る多種多様なレクリエーション（季節の行事や誕生日会、

「頭の体操」、畑仕事や書道など）の企画を考案・実施し

ている。

　川本は、利用者の話を聞くことを心がけるなど、利用

者との日々のかかわりにも腐心している。しかし、1年

目の夏には女性の利用者から付きまとわれ、一時は離職

を考えたという。病状が悪化している利用者で、川本の

顔色をうかがって極端に接近してきたり、後ろから捕ま

えてくるなど「もう仕事になんない」ほどだった。夜勤

の日は事務所に鍵をかけなければ仮眠が取れないときも

あった。こうしたことから次第に周りの利用者にも影響

が出始めると、川本は「僕が悪影響を及ぼす原因を作っ

ているのかな」「僕がいることで周りの人が調子悪くなっ

ちゃったらどうしよう」と、うまく対応できずにいる自

分に苦しみ、「辞めたい、つらい」と思ったという。

　このトラブルの際に、川本の一番の相談相手となった

のは、大学の先輩でもある30歳くらいの上司（A先輩）

だった。A先輩は川本を飲みに誘い出し、話を聞いてく

れたり、アドバイスをくれたりしたという。

　A先輩は職場のリーダーとしても川本に大きな影響を

与えている。A先輩は働きやすい職場づくりを実践し、

職場で常態化していた残業が彼の働きによって解消され

つつある。年に10日の有給休暇はあるが使う人があま

りいないこともあって、川本は使いにくいと感じていた

が、先輩に「使いなさい」と後押しされ、旅行の計画を

立てることもできた。また、責任者会議を開き、仕事の

やり方について話し合う機会も作っている。これら取り

組みの結果、職場内は「風通しが良く」、人間関係も改

善されてきたという。さらに、川本が月に1回程度他施

設（学生時代の実習先）で行なわれる勉強会に参加する

日を研修日として出勤扱いにするなど、職員の成長を積

極的に後押ししている。

　A先輩は、川本に給与面での待遇改善についても語

ることがある。現在の川本の基本給は16万だが、勤続

10年近いA先輩も給料はさほど変わらないという。給

与について川本は、「結婚するにしても、親と一緒に住

むにしても、今のお給料ではちょっと厳しいと思うので、

もっと稼げるようにならないと、後々大変なのかなと」

不安を抱えているようだ。こうした現状に対し、A先輩

は川本に、「手取りで自分の年の数だけ給料をもらいた

い、（中略）それぐらいもらえるようにならないと、質

のいい援助とか、そういったものができてこない」と語っ

ている。

　以上のように川本は、給与の低さや利用者とのトラブ

ルに悩みながらも、A先輩をはじめとする職場の先輩を

中心とした人間関係に支えられて働いている。しかし、

現在の職場は今年いっぱいの勤務であり、来年は異動が

ある。もし利用者の就労移行を手伝う部署に行くことと
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なれば、行政からの委託事業であるため定められたノル

マがある。2年で4人を就職させるという、かなり厳し

い条件である。それでも川本は、今後の展望について「こ

ないだ上司と面接して来年どうするっていう話をして、

働きます、ということでお答えしてきたところです」と

働き続ける決意を明らかにしている。

③小括

　以上、看護福祉系専門職に就職した4名の若者たちを

見てきた。彼ら彼女らに共通する特徴としてまず指摘す

べきは、4名のうち3名（人見・加藤・川本）が就職1

年目に「辞めたい」と思い詰めた経験があったことであ

る。看護福祉系専門職は、入職前に教育機関において長

期の専門的な実習が課せられているため、民間企業を離

職した木戸のように入職して初めてその職種の労働実態

を知るという状況とは異なっていた。にもかかわらず、

3名に離職の危機が訪れた点には、新人であっても利用

者からはベテランと同じような技量が求められるという

対人サービス系専門職の特性がかかわっていると考えら

れる。たとえば人見が辞めたいと思ったのは、先輩に認

められないつらさや、うまく成長していけない焦りを感

じたときであり、加藤の場合は、受け持ちの患者への責

任を果たすために、学生時代以上に医療の勉強をしなけ

ればならない苦しさに耐えかねたときであり、川本の

ケースでは、利用者からの付きまといにうまく対処でき

ないと自分を責めたときだった。彼ら彼女らが「辞めた

い」と思うきっかけとなった出来事は、いずれの場合も、

入職間もない頃から一人前としての力量が求められる職

種の性質ゆえに生じたものである。

　それでも3人が辞めなかったのは、罠間企業就職者に

比べ、瓢人研修が整備されていたり、教育係の先輩がき

ちんと配置され、機能しているなど、新人への支援体制

が整っていたためであろう。この点は、民間企業就職者

の多くが新人研修が不十分なまま現場に出されたと語っ

ているのと対照的である。また、感情面で支えてくれる

存在として、職場の先輩や同期とともに、学生時代の友

人たちが璽要な役割を果たしていることも特徴的であ

る。人見、坂本、川本のケースに見られたように、学生

時代の友人は職場外の同業者として、それぞれの職場で

の出来事や情報を交換しあい、互いに励ましあう重要な

存在だった。このように、職場内外のネットワ・・一・・クによ

る支えもまた、彼ら彼女らの離職を食いとめていた。

　他方、看護職と福祉職のあいだには少なくない隔た

りも見られた。まず、看護職は福祉職より施設規模が

大きいため、新人研修でともに学んだ同期が多く、配属

後にもつらさを共有し支えあうネットワークを形成して

いた。また、看護職が伝統のある職業であるため、新人

への支援体制がより整えられているのみならず、在職年

数に応じた役割が一定存在することによって、一人前に

なるまでの成長段階が制度的に明示されていた。人見が

先輩の姿を見て、「5年くらい」で一人前になれると見

通せているのは、その証左である。さらに、福祉職は看

護職に比べ、低賃金・長時間労働、長期的には昇給が見

込めないといった条件で働いている。この第三の点につ

いて、看護職からは聞かれなかった就労継続への不安が

語られていた点は重要である。これは、長期勤続自体を

展望できない給与体系という福祉職の業界自体の問題で

ある。坂本は正職員になったら給与が低くなり、将来も

昇給が望めないことから登用試験を受験することに躊躇

し、川本も、30歳ほどの先輩が新任者の川本と同水準

の給与であり、この水準では「後々大変」だと感じてい

た。とはいえ川本の職場には、「質のいい援助」のため

に現在の状況を問題化し「働きやすい職場」を作ろうと

努めている先輩がいた。先輩の職場づくりは、取りづら

い雰囲気となっていた年休の消化を促すことや、「風通

しjをよくするために責任者会議を開き、職員間の認識

のギャップを埋めることなどを通して行なわれていた。

また、他の施設での勉強会を研修として認め、川本が職

場外のつながりを維持できるように取り計らわれてもい

た。このような職場外のつながりは、各職場固有の問題

を共有する場であるだけでなく、給与水準のように一つ

の職場にとどまらない問題を捉える機会でもあり、「働

きやすい職場」をつくるために重要であろう。こうした

支援は、給与体系などの問題を福祉労働者として把握す

る機会をもたらしており、職場内には職業人として育つ

土壌が形成されつつあるといえる。

3）考察

　本節ではこれまで、就職1～2年目の正規雇用の若者

たちを、職種別に二つのグループに分け、それぞれが新

人として置かれていた労働条件・環境とともに、主観的側

面（辞めたいと思ったことや、それへの対処など）にも着

目して、個々の具体的な経験を詳述してきた。以下では、

二つのグループをまたぐ論点に照準しつつ、今回の対象者

が中等後教育卒業後に就職1年目を迎えた若者たちであ

ることを考慮して、第2回調査で取り上げた高卒就職者の

1年目の状況と照らし合わせながら考察を試みる。

①就職1年目以内の離職に晃られる強い自貴感情

　今回調査で唯一、就職1年以内の離職者だった木戸の
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離職前後の状況に着目したい。木戸のケースに見られた

離職に伴う自責感情は、初職段階での学歴、仕事内容の

複雑さ、職業準備の水準などの点で格差があるにもかか

わらず、高卒就職1年目離職者である高橋有香も抱えて

いたものであった18。二人は、離職せざるをえなかった

理由を誰にも相談することができず個人で引き受けてい

た点において共通している。

　高橋は高卒後、化粧品などの容器の加工・塗装工場に

就職したが、就職1か月目頃から、勤続20年ほどのパー

トの年配女性からいじめを受けるようになった。その女

性のいじめは、それによって過去に新入社員が8人も辞

めたほど悪質なものだった。しかし周囲の人々は、いじ

めの現場に居合わせても、年配女性を注意したり、高橋

をかばったりせず、後になって気にしないように、と言

うきりだった。高橋は次第に孤独感を深めていき、つい

には出社できなくなってしまう。「（朝、家は出るので）

親は会社に行っていると思っているんですね。だけど結

局私は会社に行けないんですよ。電車に乗るんですけど、

その駅で降りれないんですよ。あと、おなかが痛くなっ

て」（2003）。このように高橋は、つらいと体調が本当

に悪くなるのだと知りく「登校拒否児の気持ちがよく分

かる」（2003）と語っていた。いじめに沈黙する職場で

誰も信頼できず、また親にも相談できずに、彼女は離職

に至った。

　同じように、木戸は辞めたい思いを周囲の人間に打ち

明けられなかった。親に言えば「最初はみんなそうだ」

と言われるだろう、専門学校時代の友人には「あいつ根

性ねえ」と思われるだろうと、自分に批判的な言葉ばか

りが想像された。彼は次第にうつ状態に陥っていく。そ

して、会社に踏みとどまろうとするものの、行けなくな

るというかたちで離職に至る。離職後は、さらに1ヶ月

以上にわたって、こんな自分を雇う会社などないと、辞

めてしまった自分を自分で責めてしまう状態が続いた。

　木戸がこのような状態に追い込まれた直接の要因は仕

事の丸投げだったが、今回調査における他のケー一一スと比

較すると、その他にも木戸が置かれていた状況自体、新

入社員としてその職業や職場に馴染んでいくのを支える

諸要素が欠如していたことも看過できない。たとえば

研修について、民間就職の原島や山口とは対照的に、出

向先ではOJTの機会がないばかりか一人での作業が多

かった。「いきなり現場に放り込まれた」原島の場合で

も、基本的に3年目の先輩が中心で、知らないことを「先

輩に振ったり」できたのと比べると、木戸には頼れる先

輩が周囲にはいなかった。また、彼にとって人見や加藤

に見られるような愚痴を言いあえる同期はいないも同然

で、加えて山口や川本、坂本のように精神面での支えと

なってくれる先輩もいなかった。それどころか、人見が

職場の先輩から一一・一人前への成長のイメージを見出してい

たのと正反対に、彼にとっての上司は入職前に描いてい

た理想のキャリアパスを打ち砕く労働実態を体現し、こ

の会社で働き続けたいという意志をそぐ存在だった。こ

のように木戸の離職の要因は、けっして彼の個人的資質

に帰するものではないのである。

　木戸や高橋のケースから浮かび上がるのは次のことだ

ろう。すなわち、学卒後間もない若者は、たとえ自らの

仕事に理不尽さや無意味さを感じることがあっても、「最

初はみんなそうだ」と我慢して乗り越えなければ普通の

社会人ではないという価値観を強く内面化しており、不

本意な早期離職の前後には精神的な苦痛を伴ってしま

う。また、心身が保たれないほど傷ついた挙句の離職で

あるがゆえに、自らの離職行動を正当化できるようにな

るまでに長い時間を必要とする。しかし、彼ら彼女らが

離職に追い込まれた背景には、新入社員を支え育てる職

場環境が未整備であるなど、外在的な諸要因が存在して

いる可能性は否めない。二人の早期離職者のケースは、曾

いわゆる「七五三現象」とi椰楡されるようなたやすく離

職する若者像とは異なる実像を私たちに与えている。

②　職場外の同業者が果たす機能

　さきに民間企業就職者と看護福祉系専門職就職者との

差異にふれた（2項⑤小括）が、両者に共通する点もあ

る。その一つは、就職1年目を支えるものとして、職場

外の同業者が重要な役割を果たしている点である。その

多くは専門学校時代の友人であり、このことは今回の就

職1年目の対象者が中等後教育への進学者であることと

密接に関係している。

　専門学校での仲間は、専門学校時代には学習場面での

学びあいとともにハードな学校生活や実習を支えあう機

能をも有していた19。そのような「専門学校固有の関係

性」によってつながっている専門学校時代の仲間たちは、

卒業後においても、就業継続に直接的に結びつく感情的

支援を提供している。

　たとえば人見の場合、地元の友人たちは主には趣味な

ど仕事以外の楽しみを媒介につながる仲間として位置づ

けられていた。それとは対照的に看護学校時代の友人は、

看護の仕事をよく知る仲間として仕事上の悩みを共有し

あい、かつ「医者の愚痴」など、職場の同期にすら話せ

ないことまで話せる重要な存在となっていた。彼女が仕

事上の問題を打ち明け解決を図ろうとする同業者のネッ

トワークは、職業的な成長を支えることに大きく寄与し
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ていた。

　また木戸のケースにおいても、専門学校の友人は、離

職の引き金となった「知らない言語による3日間でのシ

ステム開発・プレゼン」が、新人プログラマに可能な職

務内容でないことを指摘し、木戸の自責感情を解きほぐ

す重要な役割を果たした。木戸にとって専門学校の友人

は、職場や労働状況を相対化してくれる存在だったと言

い換えることもできる。再就職への道を早期に歩み出せ

た要因として木戸に見出せて高橋に見出せなかったもの

は、こうした同業者のネットワークであった。

③仕事の見通しをもてることの重要性

　民間企業就職者と看護福祉系専門職就職者の共通項の

二つ目として、就職1年目の乗り越えに職場の先輩や上

司が深くかかわっている点が挙げられる。しかし、先輩

が果たしている機能をつぶさに見ていく妹新任者の相

談役・助言者としての役割以外にも、労働のモデルとい

うもうひとつの重要な役割があることに気づく。

　看護職の二人は、いずれも就職1年目に職場の先輩や

同僚による支えを得ることができた。加えて、各々が看

護師としてのこれからの歩みを具体的に捉えることがで

きていた。人見は、病棟で共に働く先輩の姿から、3年

目、4年目、5年目の具体的なイメージを捉えていたし、

加藤は、同じ看護師である母親の姿から、病院の外で働

く看護師のイメージや、出産後も働き続ける具体的なイ

メージを掴んでいた。人見にとっての先輩は、この職場

で働いていると何年後にどのような仕事を任せられ、ど

のように一一人前への階段を上っていくのかを示す存在だ

といえるし、加藤にとっての母親は、生涯にわたって働

き成長しつづける看護師の姿を体現する存在である。こ

のようにモデルを通して自らの将来を具体的に見通すこ

とができるのは、看護職が専門職として一定の歴史をも

ち、年長者のモデルが身近に存在するためである。

　人見・加藤と対照的なのが木戸のケースである。木戸

は職場に支えとなる先輩・同僚を得ることができなかっ

ただけでなく、彼にとって先輩は、「努力するだけ無駄」

だと思わせる存在だった。この背景には、中小ソフトウェ

ア開発企業における長時間単純労働という労働実態がか

かわっていた。木戸のケー一スは、就職1年目において、

この職場で働いていれば成長できるという見通しを持て

なかったことが、職場環境に馴染むことを妨げ、学卒間

もない若者にとうて立ちはだかる壁となったことを示し

ている。

　人見・加藤と木戸のケースの差異が表すのは次の事実

である。すなわち、先輩（蹴年長の同業者）による支え

とは、新任者が就職間もない時期に経験するつまずきを

乗り越えるための支えであるだけでなく、この職場や職

業での労働および一人前に至る成長過程を具体的に表現

し、この職場で共に働き続けることが自分の成長につな

がっているという感覚を新任者にもたらしてもいるので

ある。ここで強調したいのは、先輩という存在が、昇給・

昇格のコースを例示する存在であるというよりも、具

体性を帯びた労働そのものを表しているということであ

り、新任者はそこに自らの将来の歩みを見出し、職業人

として成長していけるかどうかの見通しも立てていると

いう点である。

④見通しを持つことを規定する条件

　ところで、先に論じた先輩の示す労働実態とは、まさ

にその業界における労働の特質をも表現していた。つま

り、就職1年目の若者が仕事の世界に入り込み馴染んで

いく過程には、個別具体的な職場環境や人閥関係だけで

なく、彼ら彼女らが参入した業界の抱える諸問題もが影

響しているのである。

　たとえば福祉職の二人は、将来的に昇給が見込めない

ことへの不安を口にしていたが、それは就職1年目の他

の対象者には見られなかったことである。そして坂本は、

給与の問題から正規職員への転換に躊躇していた。この

ことが端的に示すように、福祉業界の給与水準を含めた

労働環境が抱える問題は、彼らの1年目にとっても小さ

くない。

　したがって、川本のケースのように、問題の所在を把

握し、具体的に改善を進めながら解決を目指す先輩の下

で1年目を過ごすことの意義は大きいと考えられる。川

本にとってA先輩は、離職の危機にまで追い詰められた

利用者とのトラブルから彼を助けただけでなく、福祉業

界特有の問題に取り組むことによって自ら就業継続の見

通しを作り出していくという福祉労働の一つのモデルを

川本に提示していた。福祉職は、女性の労働者を主軸と

して構成されているため、勤続10年以上でも大卒初任

給と変わらないほど低賃金であり、特に「主たる家計支

持者」となりやすい男性の場合、30歳代以上までの勤

続は難しい20。その結果、就労期間が短く流動性が高く

なり、職業の専門性が確立しにくいという悪循環がある。

そのため、A先輩の発言に見られるような、年齢給を保

障することで「質のいい援助」を目指す方向性は、福祉

労働を改善するための一つの有効な方法であり、かつ長

期勤続を可能とするためには避けて通れない問題であ

る。A先輩は、そうした働きやすい職場づくりを伴いな

がらの福祉労働のイメージを川本に示していた。
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　原島の場合でも、職場の人間関係は良好だったが、労

働環境の問題に直面していた。入社4ケ月目にして月

100時間を超える残業を経験し、3年目の先輩が耐え

かねて失踪するという事件まで目の当たりにした。出勤

報告の「寛容」さなど社員間に長時間労働の過酷さを緩

和させる慣行があることで、彼はなんとか乗り切ること

ができたといえるかもしれない。そして、労働組合があ

るといいと語っているように、長時間労働の緩和やサー

ビス残業の改善を会社の喫緊の課題として捉えている点

は重要だ。

　しかし多くの場合就職1年目の段階では、二人のよう

に改善策を展望できずにいる。山口は、職場の先輩に新

人としての配慮がなされた支援を受けているが、今の職

場で働き続ける見通しについては「とりあえず3年」と

限定的であり、かつこの会社で将来的に管理職に進むこ

とを明確に拒絶していた。彼女の展望の背景には、指定

管理者制度による財団とのトラブルや、職員の多くを非

常勤女性労働に依存するインストラクター業界の問題21

がある。そしてこれらの問題性は、職場の上司や先輩職

員が財団や会社との対応に苦慮する姿を通して山口に感

じ取られていた。

　非正規雇用が一般化している業界で働く君島や坂本の

ケースを見ると、そのことがこの職場や職業で働き続け

る見通しに影を落としていた。君島の場合、正規雇用へ

の転換はモデルも存在せず想定外で、労働条件を確保す

るために契約社員でい続けるか、勉強時間を確保するた

めに派遣社員に切り替えるかで悩んでいた。彼女は専門

性を高めるために労働条件を切り下げるという選択を示

唆しているが、専門性の向上は企業にとっても利益とな

り、川本の学習会のように、働き続けながらoff－JTによ

り専門性を向上させる機会があってもよいはずである。

また、研修機会のみでなく、労働条件の問題に関しても、

添乗員は内勤作業や上司からの指示や助言を受けるとき

以外、労働時間のほとんどは添乗であり、一人職場とな

る。それゆえ誰からも助言や支えや状況を相対化する視

点を得られず労働環境が問題化される機会がほとんどな

く、制約は大きいといえよう。坂本の場合も、働き続け

たいという希望を持ちながらも、正規雇用への契約変更

に躊躇していた。先にも触れたように、職責と給与のア

ンバランスなどの福祉業界の問題が彼の見通しに大きく

影響している。

　このように、彼ら彼女らの仕事の見通しは、それぞれ

の産業が抱える構造的な問題と絡みあって成り立ってい

ることが分かる。ここに、第2回調査で捉えた高卒就職

者たちの半数が1年以内に離職し、職場に留まった者の

中にさえ将来の展望を描けないままなんとか働き続けて

いた若者もいた22ことを加味するならば、その問題の

奥行きはさらに深く理解できるように思われる。

3．就職3年目以上の若者たち：労働や生活における成

　　長と視野の拡がり

　本節では、就職3年目以上の若者5名について検討す

る。

　本節で検討する5名は高卒就職者が中心で、男性4名・

女性1名とジェンダー差が大きい23。また、前節の対象

者と比べ、生産・労務職が多く、給与水準は相対的に低

いが、手塚以外は昇給を経験している。対象者によって

は長時間にわたる残業が常態化しており、小林や合併前

の内田の勤務先ではサービス残業が横行している。他方、

同棲や結婚・家族形成、離家など、〈子どもから大人へ

の移行〉にかかわるイベントを経験している者が多い点

も前節の対象者と異なっている。

　以下ではそれぞれの若者が置かれてきた労働条件・環

境を踏まえながら、この5年間で労働・生活面でどのよ

うな変化を経験し、現在どのような課題と向きあいつつ

あるのかを申心に検討したい。

表1－2．就職3年目以上の対象者の教育歴および労働条件

鑓辮難灘蕪　　韓

蛛A、

　　　　　　崩戸　　　　　　翠‘・」

w灘簸難繊i灘一
　　　　｝「ﾘ畿N　　卵　　　　　　　　　　，陀

灘鯨欝欝

蝟嵩?Z欝i灘欝
灘贈欝離　’階路覧同

籍磯灘i灘i

手塚豊 高校 印刷工 5年 15万 5年間昇給なし （08年3月離職→自
@衛隊入隊予定）

内田玲奈 高校
惣菜等調理

@販売
5年 13万

ｨ21万
会社合併により待遇改善

会社合併によりサー
@ビス残業改善

一人暮らし準備のため
}ンションを借りる

相良健 高校 配管工 4年 22万
　　　　日給8000円
ｨ06年6月（結婚のため）1万円

@　→07年4月10500円

離家、06年4月入
@籍、妻は妊娠中

小林俊介
専門（自動車整
�E2年制）

自動車整備

m→店長 3年
　18万・→20万

店長手当1万円
サービス残業常態

ｻ、休日出勤もあり

06年9月末入籍、07年4月長男誕生、　　母親と同居

小谷恭介 高校
精密板金・

@板金工
4年 22万～

S0万弱

　　　　　　日給7700円→
@　　　06年4月8000円→
O7年4月現在8800円、社保・年金なし

　大量受注により

獅ﾌ残業100時間
@超も度々ある

恋人と同棲・離家、ボ
Nシングでプロライセ
@ンス取得を目指す
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1）事例

①労働を通した成長によって離職への自信を得た手塚豊

　B高校を卒業し印刷工として就職した手塚は、入社か

ら5年が経とうとしていた2008年2月、離職を決断し、

憧れだった自衛隊入隊の意志を固めていた。

　就職3年目の前回調査時、彼はすでに会社を「辞めた

い」と語っていた。人間関係が一番の理由だが、会社自

体離職者が多く、特に彼が入社以来所属する伝票・封筒

印刷の部署は、半年に何回も送別会をするほど入れ替え

が激しかった。原因は給料の低さだと彼は指摘していた。

当時手塚の給料は入社時と同じ手取り15万円で、「家

族がいたりなんなりする人は本当にこれじゃやっていけ

ない」。昇給は「一生懸命がんばっても」上がらないの

で「半分諦めてます、期待してない」と語っていた。仕

事もマンネリ化しており、「模型とかミリタリー好きな

んで、そっち系の仕事ができればおもしろい」「（アルバ

イトでも）仕事が楽しければいい」とも考えた。とはい

え、当時は離職を思いとどまっていた。なぜなら、「最

後の最後まで使えないまま終わっちゃったな」と言われ

るよりも、「あいつ最初はダメだったけど最後は仕事で

きるようになって辞めてった」と言われたいと思うから

だった。実際、当時の彼は、仕事の熟達度について、「流

れはだいたい把握できた」し、印刷機のメンテナンスも

「ある程度はもう自分でやる」が、「俺はまだ全然だめ（一

人前ではない）です」（以上、2005）と評価していた。

　そうした彼に、今回調査では大きな変化が起こってい

た。2007年1月、手塚は、前任者がうんざりして辞め

るほど操作の面倒な「いわくつき」の二色機の担当となっ

た。彼はこの印刷機を引き受ける際、主任から「こいつ

だったら（任せられる）って気持ち」を感じ「頼られて

るかな」と思ったという。そうした経験もあり、彼は

今回調査で「封筒をやらせたら俺がピカイチなんじゃな

い？」との発言が見られるなど、技能への自信がうかが

えた。しかし、この頃から確実に仕事量が増え、入社当

時は多くなかった残業も慢性的に行なわれるようになっ

た。「にもかかわらず給料は上がらない」ことに不満を

抱いた手塚は、6月に一度、退職の意志を主任に伝えた

が、他にやりたいこともなく辞めるのは「逃げてるだけ

だ」と止められたという。

　その直後、会社にとって重要だった大量受注があった。

彼の部署では「これやったちすっげ一金になるぞ」「み

んながんばろう」と毎日、朝から深夜1時2時く6いま

で「ぶっ通し」で印刷機をまわして、「すごい重労働」を1、

2ヶ月続けたという。しかし依然として薄給だった手塚

らを見かねた上司が、「社長と専務に」対して「給料上

げてくださいよっていう一一つの訴え」を起こした。しか

し、昇給の約束を一旦は取り付けたものの、翌月になる

と会社側が「今月は待ってくれ」と伝えてきた。このと

き、6月に手塚の離職を止めた主任は、「これで給料上

がんなかったら、お前もう辞めた方がいいよ」と立場を

翻したという。そして上司が待遇改善を求めて再度会社

側と掛け合い、「ひとがんばり」したにもかかわらず、翌々

月になっても手塚と同僚たちの昇給はなかった。

　そして手塚は、ついに離職を決意した。2年前は思い

とどまっていた離職を今回決断した理由について、彼は

次のように言う。

ホントなら、辞めようと，齪えぱもっと早ぐ辞められたはずな

んですよ。でも正直いっτ膚分自身、辞めるっτ言う勇気が

なかった。初めでスった会社で、初めτ辞めるっでいラ勇気

もあった（22｛要だった♪し。自分身身の弱さでもあったかなっ

て。ここで絵料まがんなかったっτいう結粟が出たから、辞

めやすぐなった。

　手塚は会社側への怒りも露にした。「僕たちの血と汗

と涙がみんなトップに取られちゃって。（中略）いい車

買って、無駄にお金使って、僕たちにはいつも通りの

15万のお金しか支給しないで。確実に売り上げとかは

上がってるんすよ、仕事量も増えてるし」。また、彼の

部署は主任以外に役職がなく（ただし主任の給料も「残

業しなければ20万いかない感じ」）、機械を操作する人

間がいるだけの小さな部署であるのに対し、チラシなど

会社のメインとなる「もっとでかい四色機や二色機」の

ある部署は、仕事は大変だが、役職者が多くおり、給料

もよいという。この差異について彼は、自分たちは「しょ

せん封筒だろうと（中略）軽視されてる」と感じ、どん

なにがんばっても、経営者側は「お前らには、このくら

い渡しておけばいいやみたいな、そんな感じ」だという。

　なお、前回調査では人間関係を辞めたい第一の原因と

して指摘していたが、人間関係は「正直言って5年いた

ので慣れてきた」という。他部署の人々とも交流を持つ

ようになり、社内では顔が広いと自認していた。また、

昇給がないと分かって以来、「もうどんなにがんばって

も給料上がんないんだから早く帰ろうって流れを」自ら

率先して作るようになったという。

　自衛隊入隊後の手塚についてはまったく未知数ではあ

るが、「自分自身もちょっと自信は、いろんな面で出てきた

かな」「これからもいろいろ壁は出てくると思いますけど、

乗り越えていきますよ」との意志を表明している。
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②労働条件が改善され、職場の人間関係を築く役割を担

　いつつある内田玲奈

　B高校卒業後、学校経由で惣菜等調理販売会社に就職

した内田玲奈は、2007年秋、勤務先が親会社であるスー

パー一マーケットチェーンに吸収合併されたことで、大幅

な待遇改善を経験した。

　合併以前の前回調査では、ただでさえ立ち仕事であ

るのに加え、店のチーフから「残業するのが当たり前」

（2005）と言われ、長時間労働が常態化していた。その

ため、就職1年目には「最初の頃なんて全身筋肉痛。足

なんて全然痛くて歩けなかった」（2003）、前回調査時

には「寝たと思ったらすぐ朝になる」「むしろお店に泊

まった方が楽」（2005）などと語っていた。そして、残

業に対しては「時間調整手当」が月1万円支給されるの

みで、労働基準監督署の指導も効果はなかった。しかし

合併後の現在では、月給が手取りで約1．5倍、労働時間

は1日1．5～2時間の短縮と大幅に改善された。内田は、

「だいぶ早く帰れるようになって、帰りに（洋服などの）

買い物ができるようになりました」「身体も楽になりま

した」と喜びを表している。

　また、会社の合併と前後して、一人暮らしの準備のた

めマンションを借りはじめた。家賃は約7万円で、昇給

なしには維持することができない額だ。引越し作業は業

者を頼まず、合併後に取れるようになった有休を1週間

取って、台車を使って「自力で」運んだという。

　業務面でも合併後は楽になったという。現在は弁当の

調理販売が中心で、食材は「セントラルキッチン」と呼

ばれる場所から多くは切った状態で送られてくる。発注

が間に合わなかった場合は、親会社であるスーパー内で

食材を借りて補充することができるようになった。とは

いえ、立ち仕事に変わりはなく、腰痛・肩こりが慢性化

している。

　一方、労働条件とは別に、職場の人間関係は内田にとっ

て長らく仕事上の精神的薔痛となっていた。その要因

は、かつて彼女の職場で勤めた経験があり数年前に再び

働き始めたという60歳近いベテランのパート（「ボス」）

の存在だ。内田の職場は、チーフ含め全員20代の社員

3人ど、40～60代のパート6人がローテーションで

働いている。このうち、合併後に着任した20代後半の

チーフ以外のメンバー一は合併前とほとんど替わらないと

いう。こうしたなかで「ボス」は、他のパートに「何々

しなさい」とか「これしてちょうだい」などと指示した

り、チーフを「若いから舐めきっちゃって、『私の言う

ことを聞いたら間違いないのよ』みたいな感じ」に振舞

うという。その結果、社員とパートの「線」が曖昧になり、

内田はやりづらく感じていた。しかし次第に職場の人間

関係は落ち着いてきたという。そこには、内田の働きが

少なからず介在している。彼女は職場の最年少でありな

がら、チーフや他のパートと「ボス」が揉めたとき、問

に入ってパートの話を聞くなど、職場の人間関係を穏や

かにする要の役割を担っており、以って彼女は自身を「中

間管理職」と表現する。また、職場は「基本的には仲良」

く、「月イチじゃないですけど、みんなで飲みに行ったり」

するという。

　将来展望について、チーフなどへの昇格はしたくない

と考えている点や、「仕事楽しいとか楽しくないとかい

う前に、もうお金をもらえる過程と思って仕事して」い

る点、5年後・10年後の自分が「全然見当つきません」

と語る点は、就職1年目から変わらない。また、内田は

アニメやゲームが趣味で、「（仕事の支えは）これですよ、

もう、本当にこれです、イベントです、こっちがメイン

なので」「仕事がつらく存ったら、『これ（イベント）が

行けなくなるんだぞ』って思い出しながら、がんばって

仕事をする」と語っているように、趣味を精神的な支え

として生活を組み立てている点も就業当初から変わらな

い。

　しかし、就業継続の意識には若干の変化が見られた。

前回調査では「違う仕事がやりたくなる瞬間がある」「こ

のままでいいのか」（2005）と語る場面もあったが、今

ではそう思わなくなったという。

けっこう友達も世箏を辞めで、新しい仕事に行ぐと、やっぱ

りそれなりに入聞閲孫とか仕事面とか大変な面が‘ある）っ

τ闘かされると、4あ、やっぱあたしはこのままがいいんじゃ

ないかなノって想っちゃう。…5年ぐらい働いτいるんですよ、

（今の会社）で。仲聞もけっどう気が知れでますから。便れま

した。

　また「中間管理職」の役回りについて、チー一フに「も

うちょっとこうしたらいいんじゃないの？」「もうちょっ

としっかりしなよ」などと「文句言えたりとかするんで

（申略）やっぱ中間っていい。大変ですけど、いいとこ

ろがけっこうたくさんあります」と肯定的な表現を用い

て語る点にも変化が表れている。

③水道設備会社で職人として着実に成畏する相良健

　相良健は水道設備会社で配管工として働いて4年目に

なる。昨年、高校時代からつきあっている岸田さやかと

結婚式を挙げた。妻のさやかは現在妊娠5ケ月を迎えて

いる（第5章参照）。
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　日々の生活は、仕事がある日は、朝は6時に起床し、

7時に出勤、会社でミーティングをした後、現場へ向か

う。夕方5時まで仕事で、帰宅は6時過ぎになる。帰宅

後は、テレビを観ながら座ったまま寝てしまうほど疲労

困懸だという。休日は、ピッチャーとしてプレーする草

野球チームの練習に行くなどして過ごしている。

　会社では一番若い職人だ。仕事内容は、家の上下水道

の整備や、家屋の水回り全般の補修、配管をしている。

会社に入りたての頃まず覚えたのは、土中に埋められた

配管を掘り出すことだった。それから、親方から教えて

もらいながら、徐々に、水道管を家屋に引き込んだり、

配水管を家屋から引き出したりする仕事を覚えていっ

た。仕事を一通り覚えて「まあ、できたなあって」思え

るのは、図面を見て、現場の全体を確認しつつ、自分で

管の寸法を測り、切断し、配管をできるようになったと

きで、2年目くらいだった。「やっぱり親方が褒めてく

れたときには、ああ、できるようになったんだな」と嬉

しかったという。

　現場では、「人見知りする」性格にもかかわらず、休

憩時間に他社の職人に「コーヒーを買ってもらったりう

ちらが今度買ってあげたり」する関係を築いており「そ

ういう関係は大事にしたい」という。「あんまりそこが

ごちゃごちゃしちゃうと、こっちの仕事がなくなっちゃ

うんで、いい関係っていうのを作って付き合う」ように

している。一一一方、仕事でつらいことは、工期が決まって

いるから、悪天候でも外で仕事をしなければならないこ

とだ。特に冬場、冷え込む日や降雪臼に外で穴掘りをす

るのは、「湿布とコルセットが欠かせない」ほど慢性的

腰痛に悩まされる相良にとってはつらい。

　給与は、2年前に日当8，000円ほどだったが、結婚

を期に昇給し、現在は10，500円だ。月収としては、週

6日、毎日出れば手取りで22万円ほど。とはいえ、ゴー

ルデンウィ“’一クなど休日が多い月は「激減」し20万を

下回る。妻のさやかは「やっぱり、月給じゃない分、っ

らいところがある。日給でいいっていうことはないな、

やっぱ月給のほうがいい」と語っている。

　現在の住まいは、会社の持ち物で、月5万円ほどで借

りているが、子どもが生まれることを期に、引越しを考

え、都営団地に申し込んでいる。妻のさやかも妊娠前は

パートとして働いており、ふたりで家計を支えていたが、

現在は相良の収入のみが頼りとなり、また妊娠して病院

に通う頻度も多く、ふたりで貯めた貯金を切り崩しなが

ら生活をしている。

　5年後の展望は、「一人前になっていたいなって。教

えてもらうんじゃなくて、逆に、後輩が入ってきたりし

たら、自分が教えてあげられるような感じになっていた

らいいな」という。そして、一人前の職人として「ぜん

ぶ仕事を一人でできて、現場を自分が持てる」ようにな

りたいと語っている。

④父親と店長職の双方への移行の途上にある小林俊介

　専門学校卒業後に自動車の車検整備を業務とする会社

（K社）に整備士として就職した小林は、2006年9月、

恋人の妊娠をきっかけに結婚を決意し、店長職へと仕事

（職務）を替えた。

　就職して1年が過ぎた2006年6月、小林は同期入社

の整備士3人とフロント業務の概修を受けた。K社は、

整備士でも代理店長の業務を担えるよう、入社2年目に

なると、車検の予約受付や見積もり算定、車検内容の説

明など接客業務の研修を受けさせていた。同期の仲間と

研修を受けた小林は、7月から週1回程度、整備士とし

て勤める本店（工場完備の店舗）の工場とは別の受付専

門の店舗に代理店長として赴くようになった。

　8月に入り、恋人と共に病院に行って妊娠の診断を受

けた。「結婚するんだったら早いほうがいい」と以前か

ら思っていた小林は、そんなに時閻はかからず結婚を決

断したという。しかし、ふたりの間で収入が問題となっ

た。整備士としての小林の月給は手取り18万円、ボー

ナスも夏冬合わせて2ヶ月分。妻は育児に専念するため、

この額で3人の生活を支えられるか不安だった。

　すると、この経緯に配慮した本店店長が小林に、フロ

ント業務の覚えも早かったので「向いてるんじゃない

の？」と、店長職への転換を提案した。本店店長の提案に、

整備士が好きだった小林は「店長やって（仕事を）続け

ていけるのか」不安を覚えた。そこで、直属の上司であ

る工場長や整備士の先輩、また歳が近くて子どもがいる

同僚、他店店長など、立場の異なるいろいろな人に聞い

て回った。そして、工場の先輩からは「作業者でやって

たほうが楽しいんじゃない？」「フロントなんてつまん

ないよ」などの助言も受けたが、店長になれば手当を含

め給料が上がることや、本店の店長へ早く出世すること

ができることなど「成長の幅」が大きいことを知り、店

長となる決断をした。

　代理店長として受け持っていた受付店で9月から店長

に就任すると、最初のうちは仕薯が整備士の頃より早く

終わる日が多く、重労働ではないなど、職種替えの「メ

リットが多く見えてた」という。しかし、次第に任され

る仕事が増えると、朝8時に出社して帰宅は深夜があた

りまえとなり、休日も出勤するようになった。給料は手

取り20万円となったが、残業代や休日出勤手当は出な
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いため、小林は「やってる仕事（量）と給料が合ってな

い」と感じるようになった。

　多忙化の要因はいくつかあった。一一つは、通常の接客

やパートの教育に加え、店長として取り扱い台数を増や

す努力をしなければならない点だ。そのためには、マネ

ジメントの提案書作成や、商品の価格を提示するだけで

なく文章にイラストをつけて展示するためのPOPなど

もパソコンで作成しなければならない。しかし、「案を

出したりとかっていうのが苦手」「パソコンとか得意じゃ

ない」など、整備士とは求められるスキルが違うことに

苦戦している。また、最近になってK社が指定工場から

認証工場に格下げされた。車検にかかる日数が長くなり、

流れが煩雑になるのみならず、常連客への説明に苦慮す

るなど、対応に追われている。こうした仕事上の難しさ

があるとはいえ、本店の店長や研修のトレーナーなどに

相談したり、逆に整備士経験の少ない他の店長の相談に

乗ることによって、仕事上の信頼関係が生まれており、

それが小林を職場につなぎとめている璽要な支えとなっ

ているようだ。

　一方、挙式は2006年11月に行ない、第一子は予定

より早く2007年4月に生まれた。出産当日は偶然にも

小林の仕事が休みで立ち会うことができたが、分娩中に

自分の友人を連れてきてしまうほど小林は舞い上がって

いたという。

　現在、小林の実家で妻子と実母と共に住んでいる。出

産直後、母親と妻の関係がうまくいかない時期があり、

「義理母にもいろいろ怒られて（中略）いちばんつらかっ

た」と妻は言っている。現在は夫婦とも子育てに慣れ、

休日に家族で妻の実家に遊びに行ったり、買い物に出か

けたりしている。小林は子どもの成長を楽しみにしてい

るものの、あまりの長時間労働による疲労で、帰宅後「面

倒見るのが億劫だな」と思うときがあり、妻から最近は

家事をしてくれないと苦言を呈されてもいた。また、小

林夫妻は離家を希望しているが、しばらくは大幅な昇給

も見込めず現時点での離家は実現できないと感じてお

り、「10年後には買って間もない家に住んでたいな」と

希望を語るにとどまっている。

⑤板金工として着実に技術を身につけながらボクシング

　のプraライセンス取得を目指す小谷恭介

　小谷恭介は、運送会社を離職後、精密板金工場に再就

職して現在4年目になる。仕事にも慣れ、技能の向上・

会社への貢献に伴い給与が上がったこともあり、恋人と

の同棲や、趣味で続けていたボクシングのプロライセン

ス取得に取り組んだりと、仕事と生活の両面にわたり大

きく変化があった。

　同棲は、2007年6月から、高校以来つきあっている

恋人と始めた。気軽な気持ちで物件を見ていたとき、と

ても気に入った物件を見つけ、その春の昇給に背中を押

されて、ふたりで決意した。生活費全般をふたりで折半

して、家計をやりくりしている。

　仕事の方は技術的な習熟もあり自信が感じられた。ま

た、図面展開やレーザー加工、曲げ加工などの技能を「覚

えればどこの会社にいってもできる」と語り、精密板金

工としての今後の成長をイメージできている。しかし、

会社が厚生年金や健康保険に加入していない点には不満

を強く感じていた。小谷が加入を直接訴えた際にも社長

は「お前らが入ったところでもらえね一からな」と言い

放ち、加入を拒んだという。

　仕事での一番の大きな変化は、入社当時から悩まされ

てきた二人の「嫌な先輩」たちが退社し、職場の人間関

係が改善されて働きやすくなったことだ。その二人のう

ち「一番悪いやつ」（X）は、この会社が「（刑務所からの）

出所明けの最初の会社」で、「ヤクザ絡みとか、ホント

に裏の危ない絡みがあるから、みんな仕返ししたくても

ちょっとできない感じ」だった。二人は、自分らは何も

せずに「まだ終わってね一のかよ、これ明日までだから

何時までにやっとけよ」などと顎で使ったりするため、

工場内で若い小谷と後輩が「一番嫌な思いをしていた」。

また、Xらは常に残業をしていたが、残業といっても無

駄話やメール、同僚の嫌がるふるまいなどで時間を稼い

でいるにすぎなかった。さらに彼らによる被害は工員だ

けでなく「事務所のパートの人たち」にも広がっており、

「そいつがいるから辞めたいってのがしょっちゅう」だっ

た。

　彼らが辞めるきっかけとなったのは、腕のいい年配工

員がXが嫌で来なくなったことだった。理由を知った社

長は「お前は迷惑をかけてばっかだから」と、2006年

9月にXを「クビ」にした。そして2007年に入り、残っ

ていたもう一人も、Xがいなくなったことで「みんな途

端に冷たい態度」を彼に向けたため、工場に居づらくなっ

て辞めた。

　Xが突然辞める前、小谷は「二人が嫌だから」辞める

と社長に伝えていたが、彼らが辞めたことでようやく仕

事を続けられる気持ちになった。かつては、工場の殺伐

とした雰囲気が嫌だったことから「一一一人でいたい派」で、

他の従業員との交流は少ない小谷だったが、職場の雰囲

気が好転したことで、同僚たちと飲みに行ったり朝まで

カラオケに行ったりするようになった。土曜日に会社の

飲み会があったら、確実に何人かは朝まで残って遊ぶほ
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ど、みんな仲が良いという。

　しかし、Xらが分担していた仕事量が実際に少なくな

かったために、彼らが辞めた後は工場で若い後輩と小

谷に仕事分担のしわ寄せがいくことになった。さらに、

2007年の正月に大量受注があり、2月は日曜日も一日

も休めないほどの分担量で、若手の二人は年配の工員の

次に多く仕事をこなすようになっていた。このような状

況から4月からの日当が1割ほど昇給しており、翌月の

給与は「ぶったまげた」ほどの額だったという。

　仕事での大きな変化と併せて、もう一つ大きな変化が

あった。ボクシングのプロライセンスの取得を決意した

ことだ。5年間練習生としてボクシングジムに所属して

おり、現在の職場に移ってからは仕事が忙しくなかなか

継続して通えなかったが、仕事がすこし暇になったこと

や慣れてきたこともあり、2008年2月に再び通い始め

た。そして、以前は怪我の後遺症を恐れ「テキト’－VU」

遊び感覚で取り組んでいたが、「人生1回きりを考えた

ら、自分を厳しい場所において、どこまで自分ができる

かってのをやってみたい」と思い始め、3月からプロ志

望に切り替えた。

　小学校の頃から世界チャンピオンに憧れ、「やっぱ強

くなりたい」という思いもあってボクシングを続けてき

た。その背景には、彼が生まれ育ち現在も住み続けてい

る街の風景がある。「街で、襲われたりとか絡まれたり

とか（中略）何があるか分かんないじゃないですか。何

もしてなくてもなんかインネンつけられたりとか。そう

いうのを常に思ってます」。また小谷は、あるボクシン

グの元世界チャンピオンがテレビ番組で「不良」を相手

に言った、「お前ら、弱い世界じゃ強いだろうけど、強

い世界じゃ弱いんだ」という言葉が「僕の中ですごい

響く」という。小谷はプロボクシングの世界について、

「自分を限界まで追い込んで」トレーニングを積んだ者

たちが集う「強い世界」であり、「ホントに強いかどう

か」が試される場だと考えている。「僕は劣等感のほう

が多いなって自分のなかで思ってるんですよ」と語る彼

、にとって、プロを目指すことは「少しでも自分に自信を

もてる部分を作りたい」という思いと重なっている。

　こうした世界に挑む小谷の意志は固い。「朝弱いから

・朝走るのは嫌」だった彼が、現在は8時の出社前に4～

5kmのランニングをしている。また、選手育成コース

に切り替えてから練習は週6日となり、「お金稼ぎのた

めの残業しないで」18～19時頃には仕事を切り上げ、

21時半まで毎日ジムに通う。技術のみならずスタミナ

をつけるための練習はきつく、毎回1kgは体重が落ち

る。練習中もけっして強気でばかりいられず、「泣きそ

うに」なることもしばしばだ。

パテτぐると、打ち返しで来ないサンドバッグでも、逃げた

い逃げ光い、やりたくない、っで思っちゃいます。（申略）（で

も♪サンドバッグ籾手に石逃げ光いゴぱっかク考えでたら、体

番では♪摺手だっで倒すつもりで来るわげだから、（中略）fこ

れだけ練習したんだから自分は強いんだUと想うぐらいの心

を持てないと勝τないですね。

　同棲を始めた恋人からは、月の収入が一定程度を下回

らないという条件を出されながらも、プロボクサーへの

挑戦に応援を受けている。その収入のために工場で働き

ながら、とりあえず3年間プロライセンスでやってみた

いと考えており、結婚はその後にと考えている。という

のも、結婚して子どもがいる状況でボクシングで怪我し

てしまったら申し訳ないし、結婚前の「若いうち」にや

れることをやっておきたいという理由だという。

2｝考察

　以上、就職3年目以上の若者たちが労働面・生活面に

どのような変化を経験し、現在どのような課題と向きあ

いつつあるのかを、個々のケー一スごとに見てきた。以下

では、それぞれの軌跡に見られる共通点と差異を、〈学

校から仕事へ〉の移行過程においてのみならず、〈子ど

もから大人へ〉の移行過程における重要なモメントとし

て位置づけて考察したい。

①勤続を支える要素　一成長・昇給・人間関係一

　まず、3年以上勤続している5名の対象者が何によっ

て就労継続を支えられているのか、職場における経年的

な変化を考慮しながら考察したい。

　第一に挙げられるのは、技能の獲得や作業の熟達など、

労働面で大きく成長していることだ。手塚は、前回調査

ではまだ自分を一人前ではないと感じていたが、今回調

査では封筒印刷の技術を社内で「ピカイチ」と自負する

など、技術的な向上が自信につながっている。内田は、

若いチーフに助言ができるほど、職場での作業に精通し

rている。小谷や相良は、着実に技術を向上させているの

みならず、それぞれの持ち場で一一人前とされる技能や、

身につけていればどこでもやっていける技能をきちんと

把握し、今後の成長の道筋も見えていた。また小林は、

受付業務の研修での成績が認められ、同期に先駆けて店

長職へと昇格した。

　　しかし、技能的な成長は、それのみで勤続を支えてい
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るわけではない。第二の要素として、待遇改善、とりわ

け技能の獲得や熟達と労働に見合った昇給が、彼ら彼女

らを職場に留めていると考えられる。たとえば小谷は、

「嫌な先輩」たちの離職に伴って空いた仕事の大きな穴

を埋めるため、iヶ月間無休で働いたことが認められ、

大幅な昇給となった。内田は、会社の合併により、昇給

だけでなくサービス残業も改善され、「身体も楽になり

ました」と喜びを表現していた。また小林や相良は、上

司から結婚・出産に配慮した昇給を受けており、彼らの

家族形成が会社ぐるみで支えられ、承認されていること

が分かる。

　この4名と対照的なのが手塚のケースである。手塚の

離職を直接的に引き起こしたのは、昇給の訴えを認めら

れなかったことだった。手塚のケー一．．スを他の4名と比較

すると、昇給という要素が、それまでの労働や技能の熟

達に報い、会社に繋ぎとめる重要な役割を果たしている

ことが分かる。

　第三に、労働面での成長やそれに対する評価と併せて

指摘しておきたいのが、人間関係が安定してきているこ

とである。この点が重要となるのは、それが就労継続を

支える要素となっているのみでなく、ややもすれば職場

の崩壊につながる問題を孕んでいたためである。たとえ

ば小谷のケー一スでは、暴力的な先輩に顎で使われ反抗も

できずに、小谷を含め同僚たちの離職を誘発するなど、

工場の雰囲気が悪くなっていた。そこには業務区分の不

明瞭さなど、前節の対象者の勤務先に比して職場環境が

整っていないという問題があるが、「嫌な先輩」たちが

辞めた後は、一転して職場の人間関係が格段に良くなり、

会社に残る気になれ、また終業後は若い同僚たちと飲み

に行ったり朝までカラオケに行く良好な関係が作られて

いた。

　前回調査まで辞めたい理由の第一に職場の人間関係を

挙げていた手塚は、今回は「5年いたので（人間関係に）

慣れてきた」と語っている。「（社内で）顔は広い」と自

認するように、この5年間のなかで他部署を含め会社内

でのつながりを拡げており、それによって職場に支えと

なる仲間を得ていた。内田のケースでも、長期にわたっ

て共に仕事をするなかで、「仲間もけっこう気が知れて

ますから」と語るまでに職場の人間関係が安定してきて

いた。注目したいのは、内田に、職場の人間関係を良好

にするために自分から立ち回る様子が見られたことであ
る。’

ﾞ女は長年気を揉んでいたパー一一．トの「ボス」との関

係に苦慮しながらも、逆に「ボス」とパートやチーフと

の揉めごとを「申間管理職」として沈静化させる役回り

を担っていた。また相良も現場で会う他の会社の職人と

も良好な関係を築く努力をしていた。前回調査で、彼は

親方の計らいで人間関係による離職の危機を逃れること

ができた24が、現在では彼自身が積極的に一緒に働く

職人同士の関係にコミットしている様子がうかがえる。

小林のケ・一一スにおいても、店長となった後にはメカニッ

クの経験のない他店店長の相談に応じるなど、自分が助

言する側に回る場面も出始めている。内田、相良、小林
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
のケースでは、自らが職場の人間関係を築く役割を担う

ことで、自分も働きやすくなる好循環を生み出していた。

②待遇改薔を要求できるまでの自信をもたらした労働

　ところで、上に見た勤続を支える諸要素のうち、良好

な職場の人間関係と技能的な熟達は、手塚にとって他の

対象者以上に大きな意味を持っていた。というのも、手

塚の離職は、5年間の成長なくしては起こりえなかった

と考えられるからだ。彼がいみじくも、2年前には離職

する「勇気がなかった」と語るように、「辞めたい」と

言い続けながら離職できなかった手塚は、ついに離職へ

の「勇気」を獲得したのだと言えるだろう。

　まず、部署の同僚たちによる昇給をめぐる集団的な要

求の基盤に注目したい。手塚は、仕事の休憩時間以外

には同僚たちとあまり交流を持たずにいたが、長期にわ

たって共同して仕事に取り組んできた。だからこそ、大

量受注の折、「これやったらすげ一金になるぞ」と互い

に士気を高め合い、「みんながんばろう」と長時間の過

密な労働を物ともせずに乗り越えることができたのだろ

う。この過程を共有していることが、昇給という集団的

な要求実現に向け「ひとがんばり」できた基盤となって

いる。

　また、手塚は給料の低さについての語り口を変化させ

ている。手塚は、前回調査では、給料の低さを「諦めて

ます。期待してない」（2005）と言い、不満をもちなが

らも受け入れざるをえないという立場をとっていた。し

かし、残業の増加や大量受注を経て会社に貢献したとい

う自負を持ったにもかかわらず、会社はそれに見合った

給与への要求に応えなかったという結末は、彼自身が会

社から労働力を不当に搾取ざれる当事者であるとの自覚

を促したと考えられる。しかも、彼は5年の勤続を経て、

自らが置かれた労働状況や職場環境への理解は確実に拡

がっていた。そうした自覚や理解から、手塚は自らを疑

める元凶を会社の体質に求めることができた。だからこ

そ、2節で見た木戸や高橋のように原因を自分に帰する

ことなく、自分を傷つけることなく、会社を批判して辞

めることができたのである。

　したがって手塚の離職に至る経緯は、会社に対する「異
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議申し立て」と同様の性格をもつものと解釈することが

できる。私たちは前回調査において、フリーター一の女性

たちのなかに、日々の就労生活への不満を「異議申し立

て」として職場に突き返そうとする姿を捉えた25。これ

らのケースで重要だったのは、彼女たちが仕事や職場へ

の不満を一人で引き受けるのではなく、不満を共有する

職場の同僚である他のアルバイトやパート社員とともに

行動を起こしたこと、さらには問題の元凶を会社に求め、

憤りを向けることができたことにあった。これら諸点は、

手塚のケースにも当てはまるといえる。

③若年男性における蒙族形成の諜題と〈大人への移行〉

　小林・相良・小谷は、高卒後、働き始めて数年が経ち、

仕事にも慣れてきたところで、同棲や結婚や妻の出産な

ど、パートナー一・一と共に大きな転機を迎えた。ここで特に

注目したいのは、小林と小谷に見られる差異と類似性で

ある。

　小林は、恋人の妊娠を知ったことから結婚を決意し、

同時に、家族を支える収入を得るために、思い入れのあ

る整備士から店長職への転換を選択した。彼の選択は、

一家の稼ぎ手として不足のない役割を担う男性になるこ

とが〈大人への移行〉であるとされる近代的な性役割分

担モデルに合致するものであり、その過程では自分の「や

りたいこと」（整備士）を諦めるという決意が含まれて

いた。またこの選択は、夫や父親になるという課題と店

長職につく課題という、二つの両立の難しい課題を一度

に引き受けることも意味している。現在のところ、妻か

ら求められている夫や父親になるという課題は、あくま

でも自動車工場での労働者としての課題に重ねあわされ

ており、職場の課題に応えることを通して、稼ぎ手とし

ての父親の役割を果たそうとしている。しかし、職場の

課題に応えようと努力することは、長時間労働や休日出

勤が要求されることになり、家庭および育児責任に応え

ることはますます難しくなっている。

　一方、小谷は同棲を始めたが、一念発起してボクシン

グのプロライセンス取得に挑戦しはじめた。その際小谷

は、家族形成の課題を保留している。小谷のこれらの選

択の背景には、結婚の前に「若いうちに」しかできない

「やりたいこと」をやっておきたい、という意識がある。

この点は、家族形成の課題遂行のために「やりたいこと」

を断念した小林と大きく異なる。小谷がトレーニングに

時間を割くために「お金稼ぎのため」の残業をやめた（篇

収入面を切り下げた）点も、小林と対照的である。

　しかし、彼らが家族形成をめぐって相反する選択をし

た半面で、男性としての家族形成の課題がどのようなも

のとして捉えられているかという点では類似している。

小谷が家族形成の課題を保留しているのは、ボクシング

の後遺症によって、家族を養う夫・父親役割を十全に

遂行できない可能性があると考えているためだった。こ

のことは裏を返せば、夫・父親役割が第一一ge的には家族

の扶養を指しており、自分のやりたいことよりも稼ぎや

安定した就労が優先されると捉えられているということ

だ。その意味では、小谷と小林が自らに夫・父親として

課していることがらは共通している。そしてこの点は、

主婦業へと移行した女性たち（第5章参照）が、自身の

職業展望をひとまず断念しているのと対照をなしてい

る。

　また、小林と小谷は、異なるかたちではあれそれぞれに

自立を目指しているとも言えるだろう。小林の場合、前述

の通り伝統的な男性の移行モデルに沿うことで自立に向か

おうとしている。対して小谷は、「泣きそうに」なるほどの

つらいトレーニングを積み重ね乗り越えることによって、サ

ンドバッグから逃げない自分、どんな苦境にも負けないと

信じられる自分をつくることが、彼にとっての自立のあり方

として捉えられている。彼の自立へのプロジェクトにおいて、

3年間のプロボクシングへの挑戦は通過儀礼として設定さ

れていると考えられる。

　このように小林と小谷は、家族形成や自立に対して一見

対照的な行動をとっているが、とりわけ結婚に伴って生じ

る男性の役割には共通した認識が見られるといえる。

4．まとめ

　本章では、高卒後5年目の時点で正規雇用として就職

している若者を対象に、就職1～2年目の若者が1年目

において仕事の世界に馴染んでいく過程を、ついで就職

3年目以上の若者に見られた労働・生活・人生における

課題への取り組みを、それぞれどのような環境の下でど

のように経験していたか分析してきた。

　就職1年目の若者にとって仕事に馴染んでいきやすい

職場環境と、就職3年自以上め若者にとって安定した就

労を支える職場環境とは、私たちが分析した限りではい

くつかの共通点があった。それは、良好な人間関係が築

かれていること、労働のモデルが存在すること、そして

それらに支えられて仕事の見通しが持てること、である。

私たちは双方の対象者を、正規雇用に付随する諸制度（研

修や職場の上司・同僚の配置・構成、残業代等の諸手当

など）が彼ら彼女らの職場にどのようなかたちで具現化

され、どのように彼ら彼女らの就労生活とかかわってい

るかを考察してきたが、上記3点は賃金や労働時間など
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の単純な制度とは位相を異にしている。最低限の労働条

件が整えられているだけでなく、研修制度をはじめとし

て労働者を育てる環境が整えられていることが、ここで

働き続けようと思える感覚をもつことを可能にするので

はないだろうか。

　一方、就職1年目の若者と就職3年目以上の若者との

聞には差異もあった。その一つは、離職した木戸と手

塚のケースの対照性として示された離職時の主観的な状

況の差異である。このことは、労働経験を重ねることに

よって、技術的な向上のみならず、自らの労働環境を｛府

職的に眺め、仕事上の問題の要因を個人的資質から切り

離して捉えることができるようになることを示唆してい

よう。また、就職1年目の対象者の語りにはあまり見出

せなかった給与をめぐる意識が、3年目以上の対象者に

は多く見出すことができた。この違いは、前者の初任給

額が後者に比べ相対的に高いことが前提としてある。し

かし給与への意識が生じるのはそれだけでなく、自らの

技能の向上や会社への貢献が昇給というかたちで評価さ

れ、会社にとって必要な存在であることがそこに表現さ

れていると受け取られるからだろう。小谷が先輩工員二

人の離職で空いた穴を必死に埋めたときの昇給を喜びを

もって語っていたこと、それとは対照的に、手塚が昇給

の反故を理由に離職を決断した際、会社が自分を見下し

ていると怒りを露にして語っていたことはその証左であ

る。加えて離家に踏み出した内田や、結婚し家族形成に

向かった小林・相良のように、自立に向けた各々の課題

の取り組みと、経済的な負担の増加は密接に関係してお

り、そのことも昇給をめぐる意識と関連していると見る

べきだろう。以上の点を換言すれば、勤続を重ねていく

という経験によって、自らの労働環境を相対的に捉える

ことができるようになったり、生活面での課題に取り組

むことができるようになったりと、労働・生活の両面に

おいて視野が拡がっていく、と言えるだろう。

註La

ハ」4，

日本標準職業分類大分類による。

　「報告書②」で取り上げた正規就職者8名のうち、

この2つに分類できるケースは7名に上る。

『18歳』67頁参照。

ただし、平成19年度の産業別・学歴別初任給額と

比較した場合、大幅に差異のある者もおらず、それ

ぞれの産業・学歴に一般的であるといえる。厚生労

働省「平成19年賃金構造基本統計調査結果（初任給）

の概況」参照。なお看護師については、厚生労働省「平

成18年度賃金構造基本統計調査結果」における「職

5678

9．

種・性、年齢階級、経験年数階級別所定内給与額及

び年間賞与その他特別給与額」を参照した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
就職活動に関しては「就職活動」43－44頁を参照。

就職活動に関しては「就職活動」44－45頁を参照。

短大での様子については「報告書③」74頁を参照。

2005年度に社団法人日本添乗サービス協会がまと

めた「派遣添乗員の労働実態と職業意識」によれ

ば、2004年度における経験年数1年以上・年間添

乗日数150日以上の派遣添乗員全体の平均年収は

約230万円、1年以上3年未満では150万円未満

で40．7％、200万円未満で75．3％となっており、

たしかに就職1年目での給与水準は契約社員である

君島のほうが派遣社員より高い。

短大での様子については「報告書③」72頁を参照。

10．専門学校での様子については「報告書③」72－73頁

　　を参照。

11．看護学校での様子については「報告書③」69－70頁

　　を参照。

12．新人看護師の離職要因については看護研究の中でも

　　多くの蓄積がある。たとえば西村智代・横山茂生

　　「新人看護職者のメンタルヘルスに関する実態調査」

　　（r川崎医療福祉学会誌』6（1）、1996年）では、

　　新人看護師が仕事と自らの性格傾向において特に強

　　く悩みを持っていること、とりわけ仕事において「う

　　まくいかず落ち込むことがある」に「はい」と答え

　　た割合が78．6％と巖も高く、「自分は仕事の上で有

　　能である」に「はい」と答えた者は0．0％と皆無で

　　あったことを明らかにしている。また山田美幸らは、

　　新人看護師は就職後6ケ月前後に担当する患者の数

　　が増え、重症度も高くなるため、実践的な能力をま

　　すます求められる局面に立たされることを指摘して

　　いる。山田美幸・前田ひとみ・串間秀子「新卒看護

　　師の離職防止に向けた支援の検討」（『南九州看護研

　　究誌』6（1）、2008年）。

13．人見の家庭は自営業で、公立学校にしか通えないな

　　ど経済的には「常に火の車」であり、「みんな働い

　　てきたお金を渡さなきゃいけない」という。そのた

　　め、1年目に辞めたいと思ったときも「自分が辞め

　　たら、家計やばいだろうっていうのもあった」と語っ

　　ている。

14．看護学校1年目の様子については「報告書②」

　　85－100頁参照。なお彼女は、第三回調査は受けて

　　いない。

15．日本看護協会「新卒看護職員の早期離職等実態調査」

　　（2004年）によれば、「医療事故を起こさないか不
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乾ら　「新時代」を働き・生きる若者たち

　　安である」が新卒看護職員が仕事を続ける上で悩み　　24．

　　となったことの第2位（69．4％）、辞めたいと思っ　　25．

　　た理由の第2位（18．1％）に、また「ヒヤリ・ハッ

　　ト（インシデント）レポートを書いた」が前者の第

　　4位（58．8％）、後者の第3位（16．1％）にそれぞれ

　　挙げられた。このことからも、加藤に限らず多くの

　　看護師が、医療事故への恐怖感と隣りあわせで一一年

　　目を送っていることが推測される。

16．専門学校での様子については「報告書③」70頁参照。

17．就職活動については「就職活動」51－53頁を参照。

18．　「報告書②」72－74頁参照。

19．「報告書②」94－96、148449頁、『18歳』

　　221－223頁を参照。

20．介護労働安定センター「平成16年度事業所におけ

　　る介護労働実態調査」によれば、介護職における男

　　性労働者の割合は約15％で、うち20代が36．9％、

　　30代が29。9％となっている。女性介護労働者にお

　　ける年齢別の比率は男性に比べて分散していること

　　から、男性にとって福祉職が若いうちにしか働けな

　　い仕事になっていることが分かる。

2L労働政策研究・研修機構のHP上に掲載されてい

　　る「職業とキャリアに関する総合情報システム

　　CAREERMATRIX」の「スポー一ツインストラクター」

　　の項には次のように記されている。「スポーツイン

　　ストラクターの男女比は、3：7程度と女性が過半

　　数を占める。女性の場合、以前は結婚と同時に退社

　　する人が多かったが、現在では、結婚後も勤務す

　　る人が増えている。また、結婚と同時に退職した人

　　も、子育てが終わってから、非常勤または個人契約

　〉者として施設及び業界に復帰する場合もある。就

　　業者は若年層が多く、雇用形態では、パート、ア

　　ルバイト等に個人契約者を加えた非常勤従業員が全

　　体の約8割を占めている」。http：〃cmx．vrsys．net／1／

・　CCS＿i＿．O　1　．php？occcode＝06307＆sysmode＝s＆flags＝

　　OOOO　I　O＆jump＝T　1＆（2009年1月20日アクセス）

22．第2回調査時に高卒就職者で就労継続していたケー

　　スの申でも、B高校出身の手塚豊と内田玲奈は、職

　　場の人間関係や身体酷使の労働に苦しみ、職場での

　　将来展望を持つことを拒絶するように毎日をやり過

　　ごすことで、なんとか就労を続けていた。「報告書②」

　　75－80頁を参照。

23．この背景には、高卒で就職した女性たちの多くが就

　　職1年前後以内で離職し、以後フリーターとして滞

　　留しているという状況がある。詳細は「報告書③」

　　第1章（22－47頁）を参照。

「報告書③」56頁を参照。

「報告書③」111頁を参照。
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第2章　非正規労働者の就労生活とその中で生

　　　　きる若者たちの見通し

1．はじめに

原未来・宮島基

　本章では、高校卒業後5年目の時点で非正規雇用労働

者（以下、非正規労働者）として働いている若者たちに

注目をする。一時的に正社員の経験がある者もいるが、

現時点で正社員ではない彼ら彼女らの就労生活は、いわ

ゆる新規学卒就職といった伝統的な移行コースと比較す

れば、〈学校から雇用へ〉の移行を果たせていない姿に

も見える。だが、非正規労働者が被雇用者の3分の1を

占める現在1、学卒後に非正規労働者として働き続ける

彼ら彼女らの就労生活はもはや珍しくない生き方である

こともまた事実である。

　では、非正規労働者として働く彼ら彼女らの就労生活

とはどのようなものなのだろうか。急速に増加してい

る非正規労働者ではあるが、以下に見る対象者の様子か

らうかがわれる実態はとても一括りにできるものではな

い。たとえば非正規として働く経緯を見ても、高卒後5

年間一貫して非正規労働者として働き続けているケース

や、高卒後正社員となったものの何らかの理由で離職し

非正規労働者に至ったケース、そして今回の調査では四

年制大学や専門学校といった高等教育・中等後教育を卒

業後に非正規労働者として働いているケースもあった。

またその雇用形態に関しても、パート・アルバイトだけ

でなく派遣社員や契約社員といったさまざまな働き方が

見られた。

　対象となるのは君島朋子、窪田千秋、坂本和孝、下川

彩乃、下田洋平、庄山真紀、竹内奈央、西澤菜穂子、浜

野美幌、吉川綾、若林理恵の11名である。非正規労働

者として働く彼ら彼女らの入職経緯についてまずはじめ

に指摘しておかなければならないのは、前回調査（2005

年冬から2006年春）の時点でフリーターであった若者

の多くが2年を経ても相変わらず非正規労働者として働

いているという事実である。下川、庄山、竹内、西澤、

浜野、吉川、若林の7名は、前回調査報告書で「フリー一一

ター」とカテゴライズされた若者たちであり2、その中

でこの2年間で一度でも正社員を経験した者はいない。

今回調査では、そこに2005年以降に專門学校・四年制

大学を卒業し非正規労働者として働き始めた4名（君島、

窪田、坂本、下田）が加わっている（11名のこの5年

間の経緯については次項一覧表を参照）。

　彼ら彼女らの就労生活の実態を分析するにあたり、次

節で非正規労働者11名全員の労働条件や働き方などを

整理する。そして3節では、彼ら彼女らの将来展望に焦

点化し、それぞれの若者が今の仕事にどのように向き

合っているのかを見ていく。続く4節では、長期間非正

規雇用で働き続ける若者たちが、就労生活のなかで身に

つけた生きぬき方に注目する。客観的側面だけでなく、

本人たちの抱く主観的側面からも彼ら彼女らの就労生活

の実態を捉えることで、非正規雇用で働く若者の移行の

実情を浮かび上がらせることが本章の主題となる。

2．非正規労働者の仕事の差異

　本節では、前回調査から今回調査までに彼ら彼女らが

経験してきた仕事の労働条件に注目し、多様なその仕事

の差異を整理する。

　比較の軸として取り上げるのは、まず給料や残業代な

ど諸手当、福利厚生といった従業員の待遇に関するもの

である。一口に給料といっても仕事それぞれに金額が異

なるのはもちろん、時給制や日給制、年俸制などさまざ

まあり、また残業代や交通費など各種手当などが出る職

場と出ない職場、更に保険なども加入できる職場とそう

でない職場がある。（A）

　それに加え二つ目に、その仕事が正社員への登用ルー

トをもっているか、そこで働いていて正社員になれる可

能性があるか否かに注目する。彼ら彼女らの雇用形態は

アルバイトや派遣・契約社員など多岐にわたるが、今後

仕事を続けられる見通し、直接的には正社員として雇用

される見込みは、彼ら彼女らにとって収入を安定させる

方法の一一つとして大きな意味をもつものといえる。（B）

　そして三つ目は、その仕事に就くために必要な資格に

ついてである。言うまでもなく非正規雇用は雇用の流動

化の典型であるが、そうした雇われ方にも資格を必要と

するものや必ずしもそうでないものがある。（C）

　これら三つの点から、多岐にわたる非正規労働者の就

労環境と仕事の性格を腋分けしたい。

1）生活支援員（契約職員・坂本）／添棄貫（契約社員・

　　霜島）

　坂本が働く知的障害者の福祉施設の生活支援員として

の仕事は、現在は契約職員であるため時給制だが、月に

手取りで17～18万円で、夏・冬にボーナス5万円が

支給されている。さらに健康保険、夜勤手当、そして作

業によっては残業手当もあり、週休2日で有給休暇も認
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燦縦｛津

ト略外

劇騨宴辮昏

累賦ヨ患

轡灘課疑閣

葭灘ミト撃螺喰駆

鰹ミ櫃

樋騨韓槻

蝶博

齢釈羅母図

蔭←臣騨誹壮田ド

蝋博

齢叙羅母騒

庫霞蝿藤

線憾

蜘儒畳懸

世、

辟

無

（グレー部分は失業・無業期間を示す）図2－1．対象者11名の5年間
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められている。また月1万円の職員寮も完備されている。

　正規職員への登用に関しては、数年前に契約職員から

正規職員になる試験ができ、現在は2年間働くとその試

験を受験することができる。1年に1回受験の機会があ

り、去年は6人受けて3人しか合格しなかったというが、

何回でも受けることができるという。

　また、今の仕事に就くには一定の資格が必要であった。

彼は専門学校の保育福祉学科の教員からの打診を通じて

この仕事に就いており、その際に彼が持っていた保育士

と社会福祉主事任用資格に関して「資格がないとダメっ

て言われて。どっちかがあれば」と述べている。多くの

福祉現場と同様、彼の仕事は資格がなければ働けない（業

務独占資格）わけではないが、彼の持つ資格と同等の実

質的に高い専門性が求められている。

　坂本ほどではないが、君島の職場も比較的待遇は良い

といえる。旅行会社の添乗員の契約社員として働く彼女

の待遇は年俸制で、ボーナス込みで200数十万、月額

に換算すれば手取りで約18万円という。旅行添乗とい

う仕事の性格上、日をまたいだ勤務が多く、時期によっ

ては月に2泊3日を6回、計18日間前後は添乗をして

いる。夕食代や深夜手当、出張手当などは支給される。

ただ、同じ会社の正社員には引越し代などが支給される

が、契約社員である彼女にはない。　　　　　’

　現在は1年ごとの契約で、5年経てば正社員にという

説明が入社前にあったが、実際は「口だけって言ったら

何ですけど、まあ呼び込みの一つ」で、「（契約社員から

正社員になった人は）たぶんいるんだろうけど、たとえ

ば係長とかそういう役職が付かないとないんじゃないか

な」という。正社員登用ルー一トがないわけではないが、

現実的には相当に厳しいようである。

　また、添乗業務には旅程管理主任者資格という国家資

格に準ずる資格が必要である。入社時点で持っていな

くても会社がこの資格取得のために研修を用意していた

が、彼女は大学在学中に通った「スクール（無認可校）」
　　　　　　　ほ
で取得していた。国内旅行の添乗を1年経験した後、2

年目からは海外での添乗も行なうことになっているとい

う。

　以上、二つの仕事の性格をまとめれば、君島の職場の

正社員ルートは不明確であるが、A（待遇）、　B（正社

員ルート）いずれも比較的条件の良い職場であり、資格

が求められる仕事であると整理することができる。また

比較の項目に加えて、新人に対する研修制度があること

も二人の職場の特徴である（二人の就労状況については

第1章も参照）。

2）水道メーター検針（アルバイト・下田）／フロア清

　　掃（アルバイト。窪田）

　一方で次の二つの仕事は、前項と比べると待遇と資格

に関して大きく異なる仕事である。下田の仕事は指定さ

れた地域（3，000軒程度のブロック）の建物を回り、一

軒ずつ家屋の水道メー一ターをチェックするものである。

一一 冾ﾌ目安は200～300戸ほどで、固定給4，000円に

100件以上からは一戸当たり40円が加算され、一日

7，000～8，000円、月に10万円前後になる。分担地域

が決まっているため早い時間に仕事が終わることもあ

り、9時に出社して遅くても17時には終わる。自分の

担当分が終われば月末も休みになり、実働15日程度で

ある。パートタイムから正社員になるルートがあり、実

際に正社員になっている人もいるという。仕事内容に特

別な資格は求められていない。

　これと似た状況にあるのが窪田の働く清掃作業の会社

である。窪田は、私立専門学校の実験助手（準職員）を

勤める一方で、休日などには高校時代から続けていた清

掃のアルバイトにも不定期に携わっている。待遇は9時

から17時の勤務で日給7，000円、夜間は約1万円にな

る。会社のフロアなどを掃除する作業であり、特に必要

な資格はない。また長期間この仕事を継続している窪田

は実際に社員として働いてほしいと言われており、正社

員になるルートもあるといえる。

　以上、この二人の仕事はA（待遇）は必ずしも良くな

く、仕事に特別な資格が求められるわけでもない。しか

し、B（正社員ルート）に関しては周囲に前例があった

り実際に誘いを受けるなど、明確に正社員になるルー一一ト

が見えている。

3）私立専門学校の輿験助手（準職員・窪田）

　自身の卒業した大学と同系列の専門学校で実験助手と

して働く窪田の仕事は、準職員として1年ごとの契約更

新制であり、基本的には2年、最長で3年までしか働く

ことができない。

　ただその他の待遇は比較的良い。準職員としての給与
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
は時給1，030円、週5日、9時から17時までの勤務。

まれに実験が終わらないと18時、19時まで残業をす

ることもあるが残業手当が付く。職場までの交通費も支

給され、厚生年金や雇用保険も整備されている。また、

学校が休みとなる夏と冬には短期の夏期休暇と冬期休暇

がある。この点に関しては、特に給与が時間給である非

正規労働者にとって休みの増加は収入の減少を意味し必

ずしも良い条件とは限らないが、全体的に福利厚生など

が整った職場といえるだろう。
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　仕事内容は、自分が大学在学中に扱った実験の「準備

したり、あとはまあ、実験、学生がやってるのを見ながら、

ちょっと危ないことしたら注意したり」といったもので

ある。彼女は大学の教員からの紹介でこの仕事に就いて

おり、彼女の同僚も同系列学校の卒業生だという。そこ

では就職の際、特定の資格は求められておらず、窪田自

身も仕事に対して「ちょっとバイトっぽい」と感じてい

る。しかし、たとえば公立高校などにいる実験助手は専

任の専門職であり、彼女の仕事も実質的には理系学部を

卒業し、実験助手として授業内容を理解するだけの専門

的な知識を有していることが求められている。

4）塾講師（アルバイト・下田）

　同じく下田の学習塾講師の仕事は、特に資格を要する

仕事ではないが、高卒では就けないことに表れているよ

うに高等教育進学時に必要とされる程度の学力を求めら

れるものである。彼は小学生や中学生を相手に5科目す

べてを教えていた。

　一方で、窪田の実験助手の仕事と比べると待遇に関し

ては劣悪である。給料は授業1コマ90分1，500円から

1，600円、時給で約1，000円である。「授業の準備が一

番大変でした」、「一人に対して1時間くらい予習が必要

でした」と述べており、実際の労働時間は「午後3時から、

遅いときだと、夜の12時くらいまで。で、実際、手当

付く時間が4時間とか」だという。授業時間以外の時給

は付かない。また正社員へのルートもない。

5）’飲食店、倉庫・工場などのアルバイトや派遣（下川・

　　庄山・竹内・西澤・浜野・吉川・若林）

　下川・庄山・竹内・西澤・浜野・吉川・若林が経験して

きた仕事の条件は似たところが多い。待遇に関していえば、

大半の仕事の時給は800円から1，000円程度。社会保

険に加大できなかったり、派遣の仕事の中には交通費さえ

出ないところもある。正社員になるルートはなく、働く際

に公的な資格を求められることもない。

　たとえば、西澤はこの間に離転職を繰り返すなかで派遣

の仕事をいくつか経験している。工場で保険のパンフレッ

ト作りや封入れを行なう仕事では、9時から17時まで働

いて日給8，000円。ただ、職場まで往復1ρ00円近くか

かるにもかかわらず交通費が出なかった。また、スーパー

への卸売り倉庫に派遣された際は、12時から23時頃ま

で働くこともあったが日給は7，000円程度であった。同じ

派遣社員で長期間働いている外国人の上司から言葉も分か

らないままに指示されながら、清涼飲料のペットボトルの

箱20個を台車に載せて運んでいたという。

　竹内は他の仕事と掛け持ちしながら、自宅近くのケー

キの製造工場で働いている。時給850円で、9時から

15時45分までミキサーやオーブンなど大きな機械を

使った作業を日ごとに割b振られる。「大量生産だから、

量が多い。バターとか一個10キロ単位。そういうのを

運んで出し入れするから、けっこう、腰とか痛めて辞め

ちゃっている人とかいて、これ以上仕事を続けていたら

車椅子になっちゃうっていう人もいる」という肉体労働

である。また、職場では工場の責任者の社員3人が50

人あまりの女性パートを監督している。作業工程に問題

が発生すると社員がミスをした従業員を責めるため、「ま

だ慣れてないうちからそんなことを言われたら、うるさ

くなって、みんな辞めちゃう」、それはまるでパート社

員を「機械扱い」しているような様子だという。

　また、庄山が働いていた寿司屋は時給1，250円、彼

女は生活費のためにカラオケ屋とダブルワークをしてい

た。客の注文を取り料理を運ぶ仕事で、「新人だから仕

事できないと思われるのがすごい嫌なんで、がんばって

やって」いた。だが働き始めてみると仕事の手順などを

教えてくれない職場で、仕事に慣れてからも挨拶すらし

てくれなかった。他の従業員からの陰口もひどく、上司

に相談したが「もうちょっとがんばってくれ」と言うば

かりで何の対応もなかったため、2ヵ月で逃げるように

離職した。

　このように彼女たちが派遣やアルバイトとして働いて

いる仕事は基本的に待遇が悪く正社員へのルー…一トもな

い。また、ほとんどの仕事が研修もきちんと為されない

まま任ざれる単純労働であり、それぞれに身につけたも

のは他の仕事を得るために役立つわけでもない。

　それに加え、こうした仕事の中には特殊なリスクを負

う仕事もある。西澤が以前派遣されたテレフオンアポイ

ンター（以下、テレアポ）の仕事は、個人宅に電話をか

けて「金（きん）を売る」仕事で、「その金を日本円じゃ

なくてアメリカのドルで買って、その金がいつか売れる

から、みたいな」というものであった。読み上げる文書

を上司から手渡され、「とりあえずこの紙を見て、電話

をかければいい」「君たちには言っても分からないから

仕事内容は言わない」と言われたという。そのため彼女

は仕事内容もよく分からないまま働いており、同僚の間

では「仕組みとか分かってないのに売れないよね」と話

　　　　　　　　　　　　　　　　していた。ここで彼女は週5日、9時から17時まで、

時給1，000円だが交通費なしで働いていた。

　こうした仕事の中にはいわゆる「利殖商法」と呼ばれ

る違法なものがある。彼女の会社が該当するとは断定で

きないが、職場では「怪しいところなんじゃないかって
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噂も出て」いたといい、西澤自身もある種の違法性を感

じていた。非正規労働者として働く者たちの中には待遇

が悪く正社員ルートもないだけでなく、さらに毎日の就

労そのものに不安を抱えざるをえないような仕事を経験

している者もいるのである。

ちがキャバクラで働くなかで客からの嫌がらせを受けた

り、劣悪な職場環境のなかで身体的にも精神的にも健康

を害し、給料を高額な医療費にまわさざるをえない様子

が見られていた。このように、これらの仕事は高時給で

ある一一方で、リスクを負う仕事でもある。

6）キャバクラなどの「風俗営業」等（竹内・西澤・浜

　　野・若林）

　前項のグループと似た面もあるが、時給に関して比較

的好条件であるのが、キャバクラなどの「風俗営業」、

そしてインターネットや電話を介して異性と会話をする

「性風俗関連特殊営業」に属する仕事である3。

　竹内が以前働いていたキャバクラは、最低時給が

2，000円であった。「ポイント制」と言われる制度によっ

て客からの指名は2ポイントなどと細かく決められてお

り、週に獲得したポイントを合算しそのポイント数で時

給が高くなっていく仕組みとなっていた。あるいは、週

6日19時から深夜1時まで働いている今のキャバクラ

は歩合制となっており、2週間に一度、「指名バック」

や「ドリンクバック」と呼ばれる手当を合算した給料が

現金で手渡されるという。

　キャバクラのように直接に接客するわけではないが、

インターネットや電話回線を通して男性と会話をする出

会い系サイトのサクラも比較的時給が高い。西澤が現在

働いている職場では時給1，300ノ円、交通費が500円ま

で支給されている。サイトを利用している男性とメール

でやりとりをする仕事で、「たとえば人妻だったりOL

だったりとか。自分でキャラクタ■一一一L作ってそれを売り込

む」のだという。現在西澤は30人ほどの「キャラ」を

演じながら、この仕事を続けている。

　これらの仕事は前項で扱った多くのアルバイトに比

べ、時給に関してのみ比較的条件の良い仕事となって

いるが、同時にリスクを伴う仕事でもある。時給1，200

円のスナックで働く若林は「お客さんいらしてくれたか

ら飲まなきゃいけない。飲んだらもう、その日ずっと吐

きっぱなし」と語っていた。また前回調査でも、彼女た

7）小括

　以上見てきたように、一口に非正規労働といってもそ

の性格には相当な差異がある。坂本や君島のように相対

的に待遇がよく正社員へのルートも比較的見える契約社

員として働く仕事もあれば、5項で見たような待遇も悪

く正社員へのルートもないようなアルバイトや派遣の仕

事もある。比較してみると明らかなように、非正規雇用

の仕事はその条件に関して比較的好待遇のものからそう

でないものまで、階層化している。坂本や君島が比較的

安定的に働くことができているのに対し、派遣やアルバ

イトの者たちがごく短期間で離転職を繰り返している背

景には、前者に比較的良い条件がそろっているのに対し、

後者にはそうした条件が欠けていることが指摘できる。

　ただ、比較的安定的に働いているように見える君島の

添乗員や坂本の福祉職の仕事も、実は雇用の流動化の渦

中にあって不安定な仕事であることには留意が必要であ

る。たとえば君島の仕事は有期雇用であり、必ずしも安

心して働ける労働条件を備えているわけではない。つま

り非正規労働者は総じて不安定な労働条件のなかに置か

れているのであり、その低いレベルにおいてかろうじて

比較的安定的なものから不安定なものまで階層化してい

るということである。

3．非正規労働者たちの就労生活と今後の見通し

　では、彼ら彼女らは非正規労働者として働く自身の働

き方をどのように考え、これからどのような就労生活を

送ろうと考えているのだろうか。前節で見たように、非

正規労働者の仕事はきわめて多岐にわたっているが、そ

れは仕事への見通しについても同様である。非正規労働

袋2－1．対象者の仕事比較

雇用形態 A：給与・手当て等
@　　の待遇

B：正社員登用ルート
@　　の有無

C：その仕事に就くために必要だった資格

1：生活支援員・添乗員 契約社員 ○ ○～△
保育士（国家資格）、社会福祉主事任用資格、

@　　　　旅程管理主任者資格

2：水道メーター検針・清掃 アルバイト × o なし

3：私立専門学校案験助手 準職員 ○～△ × 大学理系学部卒

4：塾講師 アルバイト × ×

5：飲食店、倉庫・工場など アルバイト・派遣 X × なし

6：「風俗営業」など アルバイト ◎～○ × なし
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者の移行の実情を見るにあたって、本節では彼ら彼女ら

が自分たちの就労生活をどのように捉え、今後どのよう

に生活していこうとしているのか、彼ら彼女らが描いて

いる将来展望に即して見ていくことにする。そこでは、

将来展望の描き方にそれぞれ特徴的な傾向が見られる。

1）現職を通じて将来展望を描いている者たち

　知的障害者の福祉施設で働く坂本和孝と、旅行会社に

就職し添乗員の仕事をする君島朋子は、ともに現在の仕

事を今後も続けてQく展望を抱いている。

　高校生の頃から添乗員への夢を語っていた君島は、高

校卒業後は親の希望もあり短大に進学した。そのかた

わら自ら探した「スクール」に通い、総合旅程管理主任

者資格を取得するなど添乗員の夢を追っていたが、あが

り症であることや低賃金で経済的自立が困難なことから

添乗員への不安も感じていた。そのため、添乗員以外の

仕事に就く可能性も考慮し、「四大卒っていう肩書き」

（2005）を得るため同系列の四年制大学へ編入し、多様

な職種を視野に入れ就職活動をしていた。しかし、やは

り添乗員しかないと思ったことから旅行会社に就職し、

2007年4月から契約社員として働いている。君島は添

乗員の仕事について次のように語っている。

お客療笑っτぐれるだけで嬉しいし、もうこれっτいうどと

はないんですけど、笑っでるの、楽Lんでもらえれば嬉しい

です。（中略）本社でやっτるときぱ基本的4乙私雄傭とか好き

なので、準傭も楽しいですし、座酵表を作ったり部屋割りし

たり、業者ざ〃こ電詣したり。ぞういうのも全部漿しいし。

　自分の機転の利かせ方や接し方次第で「ずいぶんお客

様の気持ちが変わるんで」と添乗員の仕事にやりがいを

感じており、君島はこの仕事を通して添乗員として今後

さらに成長していきたいと考えている。

やっぱり先輩尾でで、仕事ができるっで言われでる入と、別

OCぞういう話を朗かない入がいて、もとの素貿もあるんだろ

うけど、絶対多少の、努力とかもあるじゃないですか。だか

ら僧分も）その2、3年後、こうなるκはやっぱb今から

ちょっとずつ変えτいかないと。

　「基本的にずっと添乗員はやりたい」と話す彼女は、

添乗員として成長することを強く希望している。低賃金

であるとはいえ、君島はすでに離家し添乗員の収入で生

活をやりくりしており、「3年は仕事をしてたいです。

別にやめる気もないんですけど、結婚したからって」と、

結婚や出産の年齢までを含めた「私の人生プラン」を、

現在の添乗員の仕事を通じて描いているのである。

　現在の仕事を中心に展望を描いているのは、専門学校

の保育福祉学科を卒業して知的障がい者の福祉施設に就

職した坂本も同様である。もともと保育士志望であった

坂本は、就職が決まる直前の2005年冬のインタビュー

では、福祉施設に就職してもいずれは保育士になりたい

と話していた。しかし、今回は次のように語っている。

第一1ご、‘今の職場を）たぶん辞めたくないんですよ。あんま

転々としたぐないんですよ、まず、自分では。あと、今年になっ

ですごい仕事を覚えたりしで、1年百よりは覚えるようになつ

で、違づ仕事をふられたりして’るのがすごいなんか、いろい

ろ変えτいぐのが面白いんすよ。いろんなのがけっどう変わっ

τいっτ、今年1：なっで。ぞういうのを頼’まれτきでるんで、

なんか、楽しざがある。

　坂本は仕事を任され、職場の体制や手順を自分で変え

ていける楽しさや自身の成長を感じ始めている。生活支

援員として働きながら専門学校時代から入っている地域の

サークルに参加したり、あしなが育英会にかかわったりし

ている現在の生活が、10年後も「あんま変わんない」か

たちで継続していくだろうと展望している。

　以上のように、君島や坂本は契約社員として働きながら、

現在の仕事を通して将来の展望を描いているのである。

2）現職とは異なった目標をもち、その途上にある者たち

　現職とは異なる目標をもちながら将来を展望している

者たちもいる。四年制大学卒業後、実家暮らしを続けな

がら専門学校で実験助手として働き、以前から続けてい

た清掃のアルバイトにも顔を出す窪田千秋と、母と二人

で暮らし水道メーター検針のアルバイトをしながら、新

たに通信制の大学に通う下田洋平である（下田の学生生

活については、第4章参照）。

　高校卒業後、窪田は四年制大学の生物工学系学部に進

んだが、授業コンセプトが曖昧でモデルとなる先輩の少

ない「新設学科」であったことから、早い段階から進路

選択に困難を抱えていた（「報告書③」83－84頁）。多様

な職種にわたって就職活動をするかたわら事務系の公務

員試験も受けるなど「どっちも中途半端」な状態となり、

最終的には「もう何をしていいか分かんなくて」（2006）

途中で就職活動を終えることとなった。大学と同系列の

専門学校で実験助手として働く口をゼミの教員に紹介し

てもらい、現在そこで働いている。1年ごとの更新制で

最長3年までしか働くことのできない職場であるが、た
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とえ正社員になるルートがあってもそこで継続して働く

気はないという。

仕事内容は、全部、こう、ま、楽なんですけど。逆に楽すぎτ、

これで仕事とい烹るのかなっでいう部分、あるんですよ。ぞ

ういうのもちょっと、働ぐ、麗職とぱ達うかなっτいう、感

じがあクます。

　しかし、現在の仕事を「ちょっとバイトっぽい」と感

じ「自分が成長しているとは思えない」職場で働く窪田

が、よりよい環境で働ける職場を積極的に探しているか

といえばそうでもない。「（就職活動を）しなきゃいけな

いっていうのは分かるんですけど」と消極的ですらある。

　一方、以前から一貫して教員になりたいと語ってきた

下田も窪田同様、現在の仕事とは異なるところに展望

を描いている。下田は、大学4年次の教育実習申請の

際、実翌校を確保することができず教職免許を取得する

ことができなかった。一時は教員への夢を諦め就職活動

もしたが、「自分に嘘をついているっていうような感じ」

（2006）があったため、経済的負担の軽い他大学の通信

制へ編入しそこで免許を取得することで、教員志望を続

けていこうとしていた4。現在、通信制の大学に通いな

がら水道メーター検針のアルバイトをして学費や生活費

を捻出する生活を送っている。そのような自分を彼は学

生とフリーターの「中間みたいな感じ」と述べており、「自

分が不安定」であると感じている。

微夜…会rt］urまあ1年目でも泊ク込みで仕事やっτるとか、っ

で（罠間企藁に就職した大学時代の友遷が）言うので。なんか、

それが全部じゃないとは想うんですけど、私のなかでは、私

の正社翼イメージ』こういうのもありうる、っでいラ感じに

もうなっちゃっτ。だから…あんまク正勧署に継力を感じな

い、っでいうか…。まあイメー一ジできない、んだと想います。

　正社員への否定的なイメ…bジや自身の就職活動経験か

ら、窪田は正規雇用就職ではなく結婚への願望を強めて

いる。

（結婚願望が強ぐなったのは♪大学3年生、4年生ぐらいから、
　　1
ですね。就聯したぐないっでいうのが、あったので。ふぷ。仲

略）結婚でぎたらまあ就職しなぐτも、いいかななんで甘い

んですけど。

仕事…まあ、うまぐ決まっで、～ぎらκ、4ノヲカ、ら仕事に溝足

しでれば～いつか（結婚すればいい）っでいうのぱあったと

は想うんですけど。今みたいに、すぐects婚したいとかはな

かったと』禦いますね。

　「もともと…早く結婚したいなっていうのは、あった

んですよ」と話しているように、彼女は高校生の頃から

結婚を意識した展望を語ってきた。結婚への漠然とした

希望が、就職活動の時点で「もともと、就職っていう、

意識が薄かった」という姿勢に反映され、就職活動をう

まくこなすことができなかった。そうした就職活動経験

や正社員に対するネガティブなイメージ、また現在の仕

事の雇用期限がもたらす見通しの悪さや「働いてるって

感じはない」という満足感のなさが、彼女にさらに結婚

を中心とした将来展望を描くことを促している。

最終日標1は学校の先生なんですけど、ちょっとその途申にな

にか回り適的な勉の仕事した方がいいのかな、っτこの1年

で偲うようになりました）。ぞうですね、なんか磁の仕事も

やっでみたいカ、なと。

　同じ水道メーター検針の職場で働く40代フリーター

の人たちの「けっこうぎりぎりの生活をしている」様子

を見るなかで、下田は「ずっとずるずるフリーターみた

いなのやっていたら、就職の機会もなくなっちゃうん

じゃないかな」と現在の立場に焦りも感じていた。こ

うした立場上の不安が、教員採用試験への不安やアルバ

イト先で教員経験のある先輩に「先生大変だからもう

ちょっと社会勉強した方がいい」と言われたことなどと

重なり合い、教員以外の仕事に就く可能性を考えさせ始

めている。

　以上見てきたように窪田・下田の両者は、大学卒業後

に至った現在の状況とは別の進路へ進むことを希望して

いる。下田にとって二つ目の大学に通いながら今の水道

メーター検針のアルバイトをすることは、目指している

教員（あるいは他の正規雇用就wa）’に向けての途中段階

であり、窪田にとっても実験助手や清掃会社の仕事は結

婚という目標への一時的な職である。そのため、検針の

会社や清掃会社にそれぞれ正社員への登用機会があるに

もかかわらず、それは進路先としてほとんど重視されて

いない。むしろ今とは違う目標を念頭に置きながら、そ

れがいかに実現できるかを計り、またその困難さを前に

迷っているのである。

3）就労と生活の問題を背負いながら将来展望を描く者

　　たち

次に、これからの展望をもってはいても、先を見通す

48



乾ら　「新時代」を働き・生きる若者たち

上でさまざまな問題を抱えている者たちを取り上げる。

まず指摘しておきたいのは、これまで見てきた4人が高

卒後大学や専門学校を卒業し、今回調査で初めて非正規

労働者という身分となった者であるのに対し、ここで扱

う下川彩乃・庄山真紀・竹内奈央・西澤菜穂子・浜野美

帆・吉川綾・若林理恵の7名は、前回調査ですでに非正

規労働者として働いていたという点である5。さらにこ

の7名は全員、B高校出身の女性でもある。その制約の

要因や様子は各人それぞれの文脈で異なっているため、

以下では彼女たちがどのような問題を抱え、またそれに

制約されるなかでどのように展望を描いているのか個々

のケースごとに考察する。

①ダブルワークで一人暮らしを続けながら、いずれ弟を

　引き取ろうと考えている竹内奈央

　高卒後すぐにフリーターとなった竹内は、今回インタ

ビュー時にはケー一キ工場で朝から夕方まで働き、それが

終わると19時からキャバクラで働いていた。このよう

な生活のなか彼女が描く展望の一つは、キャバクラの仕

事を続けていくことである。

夜ぱ一応明確な百標が今のとどろあっで、やっぱクキャバク

ラは夜の仕蕊ある程痩若いときにしかできない。‘中略）ナ

ンバー－dVれたらいいなっτそれぐらい。（i7be喀）たとえば1何

月までκ何位以内κλるとか。もしくは、何ノヲの売り．上げ金

はどれくらいでしょうとか。何刀は何人呼ぽうとか。ぞうい

う屠撰ぱ決めτやっでいきたいな。

　彼女は「自分自身が感じられる手応えっていうのを一

つひとつ身につけられるのがいいな」とキャバクラの仕

事にやりがいを感じており、「ちゃんとやりたいなと思っ

たときから、心理学の本を読み始めたりとか、キャパ嬢

が書いた本とか読んで」勉強してきたという。

　もともと竹内は、中学生の頃からの声優になるという

夢を叶えるべく高校卒業後プリ・…ターとして働き始め、

声優養成所に通う資金を稼ぎながら自分で情報を集めて

オー一ディションを受けるという生活を送っていた。そ

して2004年10月からは声優養成所に通い、声優だけ

でなく芝居にも関心が広がっていた。その後は舞台活

動のたあに、「お金を貯めることに徹しよう」と100円

ショップや学童保育などのアルバイトを掛け持ちして働

き、2005年10月には以前から望んでいた一人暮らし

も果たした。

　だがその内実は、就労においては学童保育での子ども

との関係や保護者からのクレー一一．ムなどストレスの多いも

のであり、また時給が安く（790円）学童のおやつや

余り物で食費を浮かせるギリギリの生活だった。相当の

負担を抱えながら2006年9月頃にはすべて離職するに

至り、その後は在宅のテレクラのサクラを「ボチボチ」

やりつつ貯金を切り崩す生活を半年ほど続け、キャバク

ラの世界に入っていった。この間、声優や芝居への夢も

薄れていったという6。

　キャバクラで結果を出すという目標をもつ竹内だが、

その一一方で正社員として働くことも希望している。それ

は現在の一人暮らしを成り立たせるためだけでなく、両

親・家族との関係が大きく影響している。

現時点では昼周、ちゃんど就職しτ、というかたちでは働き

たいですよね。そのなかで、まあある程度お金を群めτ。夜

（の仕要）もやっでいるからお金を1貯めτ。だから、4歳の弟

がいる。私は、彼をξVき取ろうかなって，蟹ってる。だめ、ら要

する’ご彼（弟）と暮らしたい。それは彼が生まれたときPこもう、

私は決めたことで。

　彼女には2003年末に19歳下の弟ができたが、その

妊娠は父も知らない「予想外の出来事」（2005）であっ

たという。昔から両親が不仲であること、また母が長く

うつ状態にあり、ネット依存症、自傷行為を図るなど精

神的に不安定であることから、彼女は「現状を見ていて、

あの家で、あの子（弟）がまっとうに育つとは思えない」、

「（自分なら）もっとちゃんとまっとうな人間に育てる自

信はあるかな」と考えている。

　彼女は小学生の頃にも母の浮気を知ってしまったこと

があり、「（父と母）二人だけがやるのはかまわない」、

「私はきょうだいだけで住みたいんです、将来」と既に

両親を見限った部分がある。そのような親の様子が、彼

女の「自分で解決できない問題はないって思ってます」

（2003）といった、人に頼らず自身の力だけでなんとか

するスタンスを形成してきたともいえる。彼女は現在、

仕事を掛け持ちして一人暮らしの生活をまわしている

が、今後さらに弟を引き取ろうとしているのであり、経

済力を得るために昼間は就職をし、夜は自分の関心事で

あると同時にまとまった収入にもなるキャバクラの仕事

を続けていこうと考えているのである。

　ただし、そうした今後の就労生活を支え、る保証はなに

もない。彼女は両親を含め周囲の大人からの援助を受

けておらず、今の生活を支えるのはまさに自分だけであ

る。テレクラであれば月100万円稼ぎたい、キャバク

ラに入ったらナンバーワンを取りたい、「ダラダラ続け

てても意味がない」と常に目標を設定しそれに逡進する
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姿は、一見自分の生活を旺盛に切り開いているようにも

見える。だが実際は、過酷なほどに切り詰めた生活を続

けるなかで弟の養育問題を中心に家族（両親）の問題に

縛られ、安定的に働ける見通しはそれほど明快ではない

まま、モチベーションのみを支えになんとかこの先を見

通そうとしているのである7。

②母親との葛藤を抱えながら、ようやく就労への見通し

　をもち始めた若林理恵

　前回インタビューでは親との葛藤を抱え無業であった

若林は、今回インタビュ　・一時には一人暮らしをスタート

させようとしていた。

とbあえず仕事を、今月以内には探ぞうと想っτ。遅くτも

来月茉』κは絶蜆つけられるようにしたいと憩います。仲略）

就職できちゃえな㌦最初はバイFっτいうかたちで」〈れでも

らっτ、その後もし続ける気があったらそのまま正社黄κなっ

でもいいし、みたいな感じで、いろいろ探しτいるんですけど。

今その住むところが鱒えるぐらいの稼ぎができるようκなり

たいと憩っτますね。

　高卒後、将来は字幕の翻訳の仕事がやりたいと短大に

進学した若林は、短大での授業が「速すぎて自分に追い

つけないしこ吸収したいけど自分の力じゃ吸収しきれな

いほどの量」（2003）であったことなどから英語への自

信を少しずつなくし、同蒔に礼儀作法を重視する短大の

規則に対し強い不信感を抱くようになっていった。また、

病気がちな母の代わりに家事を任され、一人でいられる

空間もなく、さらには服装や日常の予定・交友関係・行

動範囲などを管理しようとする母親の態度に対して嫌悪

を感じ始め、過干渉な母親に対する不満が多く語られる

ようになった。四年制大学への編入を希望していたが、

「あの家にいて進学しても疲れるし、バイトしてとっと

と貯めて、とっとと（家を）出て、バイトしながら就活

したほうがいい、利口だと思った」（2005）と、短大卒

業後アルバイト生活を始めている。

　こうした母の過干渉について苛立ちを感じ、離家した

いと強く望んでいた若林であるが、その一方で母のこと

を「要は子ども依存症」（2005）と言い、母親が実は自

分に依存していることに気付いていた。そして、「親も

私がどっかにいれば頼っちゃうだろうし。だから、そう

したらもう一切実家とは連絡取らない」、「（親の手の）

届かないところに行っちゃいたいんですよ」と希望を語

りっつも、「今の親の生活を壊すことになる」ため、離

家に踏み切れずにいた。

　それに加え短大卒業直前に、別に暮らす祖母の介護を

親に頼まれたことによって一一層離家が難しい状況へと

陥っていった。また母親の束縛に耐えかねた若林の妹が

家出したことをきっかけに、彼女は介護のために祖母の

家に住みながら実家でも病弱な母親の世話と家事をしな

ければならなかった。短大卒業後1年ほどはせんべい屋

やスナックで働いたが、体調不良を理由に離職した後は

家事と介護に専念することとなっていった。そうした生

活は「当分私がどこにもいけないようにするため枷をは

められたっていう感じ」（2005）であったという。

　しかし介護のために実家を離れたことは、若林にとっ

ての転換点ともなった。当初は母からの支配の一環で

あった祖母の家での介護生活が、実際には実家から半歩

外に出て親と距離をとれる状況を生み出していた。とり

わけ家出した妹が2006年夏に子どもを産んで帰ってき

たことで、若林に集中していた母親の干渉が軽減したこ

とがうかがえ、実家の家事から解放され祖母の家のこと

だけをすればよくなった。

　その後、2007年の夏頃からは焼鳥屋や焼肉屋などで

再びアルバイトを始めている。しかも今回インタビュー

時には、一人暮らしの準備をしている段階であった。介

護をしていた祖母が亡くなったことが彼女の一人暮らし

を決定づけたのである8。

　予定している一人暮らしは実家の近く、家賃の3分の

1は両親が出し、そのため一室は両親の物置代わりにな

るという。「自分で一切合財払うからlKに住みたいっ

て言ってたんですけど、聞かなくて、親が」という様子

からは、若林に対する親の干渉はいまだに続いているこ

とがうかがえる。しかし、そうした母親の依存に対して

「U）ようがないですけどね」と言い、「一番うちの家族の

中で弱いの、多分母親だと思ってるから。なんだかんだ

言って嫌い、嫌いなんですけどね。心配なんですよ、母

親が」と祖母を亡くしたことにショックを受ける母をい

たわる若林の言葉には、嫌で離れたいと思っているにも

かかわらずその関係を失うことはできないような状況が

依然として続いていることがうかがえる。とはいえ、母

親の干渉に対する葛藤が全面に出ていたこれまでのイン

タビューの様子とは違い、今回インタビュー一では以前の

ような大きな母娘葛藤は見られなくなっている。自分を

束縛する母親の存在自体は変わらないが、介護のために

実家を離れたこと、祖母が亡くなり一人暮らしをするこ

と、それと同時に就労制限がなくなったこと、そういっ

た変化のなかで、彼女はようやく就労生活のスタートラ

インに立ち今後の展望をもち始めているのである。
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③家族を支えながら、フリーター生活を続けていこうと

　している吉川綾

　家族と暮らしながらフリーター一生活を続けている吉川

は、将来について次のように述べている。

私、社」馴こぱなりたぐないですね、バイトで、自由でいたい、

休みたいときκ1休みたい。けっどう、自分のライフスタイル

は決まっτいるので、それは絶対ectsしたぐないんですよ。

　保育士になりたいと思っていた吉川は、保育士資格取

得のために医療系の専門学校に進学した。しかし、保育

の授業が全然なかったことなどから半年ほどで退学、「学

校、なんか通うのがもうすごい大変だよ。頭悪いから全

然勉強分かんないし。難iしいですね」（2003）と保育士

への夢を諦め、フリーターとなった。それ以後は、花屋

や服屋、キャバクラなどで働いたが、店舗から工場への

異動や上司との関係の悪化、客からの嫌がらせなどでそ

れぞれ離職。父親が経営する介護の有限会社でも事務員

として働いていたが、「仕事面でも、人づきあいしたい

からね」と他のアルバイトをするために一時期中断し、

それを辞めると父の会社に戻るという働き方をしてき

た。

　現在は父親の会社で働きながら、インターネットカ

フェでも働いている。この職場は2006年7月から1年

半ほど続けているが、「今のネットカフェは、続けてい

こうと思えば続けていけると思うんですけど、でも、飽

きた」という。

朝の6時から9時まで一人で入っていて、で一旦家に

帰ってから14時から23時までとかで、また次の日も

6時とかからで、いいようにこき使われているって感じ」

であり、「東堂さん（社員）は年中無休ですよ、土日も

関係なしに働いています。たまに、1ヶ月に一度定休の

日があるかないか」だという。しかも他の飲食店も経営

する経営者は店員の勤務状況をカメラで監視しており、

「東堂さんも社長にずっと毎日怒られている」という。

　吉川は今後、この職場で社員になりたいと思うかとい

う質問に「なりたくないですよ、無理無理。社員になり

たいと思う人はまずいないと思います、東堂さんを見て

いて、大変そう」と答えている。今の職場でアルバイト

から正社員になること自体が一般的ではないことに加え

て、社員の働き方のひどさを知る彼女にとっては、現状

の労働条件にとどまる方が明らかに合理的なのである。

　また吉川は、「自分のライフスタイル」を守るために

も、今後もフリーター一でいることを志望している。実は

彼女は将来、一人で生活できない妹を介助しながら一緒

に暮らしていくことを考えている。「（介助の必要な人が

いる）家庭が大変なのは、自分しか分からないから、周

りは絶対分からない」と言い、「プレッシャーは、常に、

ありますね」と話している。

私も、妹のごとを理解しτぐれる入じゃないと、やっぱり、

結婚もしたぐないから、彼氏よりも、やっぱり親、家族をとっ

τ、ずっと家族と暮らしたいですね。やっぱり、大きくなっτ、

（媛を）施誕とかに入れたぐないから。

魅力を感じない、毎日同じどとの繰り返しで、毎日同じ酵燭

に終わっで、あ、今日も終わったっτ感じで、なんか新鮮味

もなくなっちゃった。

　彼女の仕事は詳細にマニュアル化された単純労働であ

る。接客の言葉も決まっており、応対の台詞だけでなく

説明の際の手つきなども指定されている。そのために彼

女は今の仕事に張り合いを感じず、続けることはできる

が、そろそろ違う新しい仕事をしたいと考えているので

ある。

　また、「社員にはなりたくない」という吉川の先の言

葉は、この職場での正社員の働き方に起因するものでも

ある。彼女の働くインターネットカフェはテナントビル

の5階6階にまたがった店舗で、客席数は58。それを

常時二人ずつ、総勢30人近いアルバイト店員でまわし

ている。だが店全体を管理する社員は一人しかいない。

その社員の働き方は、「休みが本当になくて、たとえば

　以上のように、吉川は正社員になることは望まずプ

リーター生活を続ける展望をもっている。それは端的に

は正社員の過重労働への忌避から生じたものではある

が、同時に妹との生活を視野に入れていくこと、その負

担への覚悟を踏まえて描かれたものである。吉川の家庭

は既に結婚し離家した姉も頻繁に様子を見にくるなど家

族全員が妹のことを気にかけ、また地域の人にも支え

られて生活しているというが、介護を続けていく生活

は「けっこう大変だって思う」ものとして、彼女が今後

の生き方を考える上に覆いかぶさっており、ある種の負

担になっていることは間違いない。だが、「将来的には、

私が看るのかなというのがあるし、それでいいとも思う

し」と、これからも妹を支えていく生活に吉川は向き合

おうとしているのである。
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④両親の不和の間で離家することができないまま、新た

　な夢を追う下川彩乃　　　　　　　「

　下fllは、現在派遣社員として金属加工の工場で働いて

いる。派遣先から更に派遣される二重派遣だが、派遣

先で直接雇用のパートとして働かないかと誘われてもい

る。人間関係も「上々」の職場であるというが、今後の

見通しについて次のように語っている。

‘今の仕事をしばちぐ続けτいぐ感じ？ク最近辞めたいなっで。

もう1年半以二といるんで辞めたい。r何で？クだっで、5月に

入ったらもう2年すよ。C辞めたい理由はそれだげ？クそれも

あるし、やりたいこともあるんすよ。アロマセラピストiごな

りたいんす。

　アロマセラピストに関心をもったきっかけについて、

下川は「一応、人を癒す力がある。たまたまっす、たま

たま。本屋さんで見て」と話しており、「たまたま見て、

あ一なんだろう。おもしろいなって思って、資料請求」

したという。資格を取るには「30万くらい」かかる。

　下川はこれまで一貫してアニメ声優の仕事を希望して

きた。高卒後に惣菜等の調理販売会社に正社員就職した

のも、もともとは2、3年そこで働きお金を貯めて声優

の養成所に通うためであった。しかし、就職した会社で

は、店舗の欠員を埋めるために繰り返し異動させられ、

会社の経営の先行きが不安になったことや、超過勤務、

人間関係のストレスなどから10ヶ月ほどで離職した。

退職後、仕事も探し始めたが、受けたアルバイト面接す

べてに落ちてしまい、やっとのことで就いた長期登録の

派遣の仕事も2ケ月ほどで「急に打ち切られて」（2005）、

派遣の仕事を転々としていた。その後、再びアルバイト

の面接に落ちてしまったことから自信をなくし、前回調

査では無業状態にあった。また、結婚を勧める親に反対

されながら目指してきた声優の夢も、「ちゃんとした踏

ん切り」（2005）をつけなければと語り、本当に声優に

なれるのかという不安を抱えながら、今後の見通しにつ

いて「あんまり重く考えたくない」（2005）と話していた。

　今回のインタビューでは、声優の夢は「なくなっちゃっ

たんですよ」と話している。学校へ行くには時間もお金

も必要であり、一時期通っていた養成所も「授業料みた

いのが払えなくなっちゃったんですよ。で、派遣じゃ無

理だ。でもパートでも、多めに見て（時給）900円以

上みたいな。だから、だんだんどうでもいいやって」なっ

ていったという。このように展望が一貫しないことを、

彼女は「計画性がない」と語っている。

　こうした下川の展望は一見、実家暮らしであるため明

日の生活に困らない者だからこそもてるものだといえ

る。しかし、下川は単に実家の家計に甘えながらこうし

た展望をもっているわけではない。

お母ざん、お父さんがなんか苦手っていうの。あまク好きじゃ

ないらしいっす。仲略）やっぱ父もすごい薙持ちが不安定な

入だから、やっぱ手を±げちゃうんす、母に手を。それでやっ

ぱり、母は嫌だっτ。

　下川家には家族をあげて父の故郷に戻るという話があ

るが、それに際して親戚との遺産をめぐるトラブルから、

父親が精神的に不安定になるというのである。また母親

が酒を飲み過ぎてしまうこともあり、父と母は繰り返し

揉め、父が母に暴力を振るい、「それを私が止めるんすよ、

一生懸命」という。

（お父ざん’ごぱ）ちゃんと決めで話すようκ書っT。お母さん

にf‘あんまりみク物すようなことを言ったらタメだよノっτ。

ウヒ変なこと］Cなるんだよ、分かった？ノっで。fちゃんと物

事考えないで、感傍諭こなったらだめだよノって。

　両親の関係を調整する役割を引き受けている下川は

「そうしないと（父が）手をあげちゃうんで」と自身の

役割を認識しながら、両親のトラブルから距離を取るこ

とができていない、もしくは抜け出せずにいる。「結婚

して子どもを産んでっていうのは嫌なんです」（2005）

と専業主婦である母とは別の人生を求め、以前から一人

暮らしをしたいと語っていたが、母は父とこ二人になりた

くないためもし彼女が一人暮らしをするのであれば父親

と離れて付いてくると言っており、そのことも下川の離

家を難しくさせている。離家に向けた具体的な準備はほ

とんどしておらず、その実現はむしろ実家での自身の役

割を背負うなかで延期されているようにも見える9。

　先述のような、彼女の今の金属加工工場に勤める生活

からはやや唐突に見えるアロマセラピストになりたいと

いう夢は、こうした背景の下で毎日のストレスを軽減さ

せてくれる支えとなっているのである10。

⑤借金と不安定な就労に振り回ざれている西澤菜穂子

　正社員退職後フリーターとして離転職を繰り返し、

様々な仕事を経験してきた西澤は、自身の今後の見通し

について、母親と話した様子を次のように語っている。

私一昂ご一回は夢が変わるんで。昨θは私ダンtr－－ICなりた

いっで言っでたんでずけど。ソムリエになりたいって親に言っ
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たら、縢炎だから無理ノっτ言われで。で昨日は㎜E傲

と踊りのJ－POP　nニット♪を月てたらダンサーになりたいな

と想っτ、fダンザーになろっかなノで言ったら、‘母親力りfリ

ズ’A感ないから無理ノっで言ったク。

だろうか。

　彼女にとっては仕事を安定させ借金を完済することが

急務の課題ではある。だが、そうした展望は家族との関

係のなかでやや屈折したかたちで引き取られている。

　こうした夢に対して彼女は、取り立てて具体的な行動

をとっているわけではなく、それはほとんど一貫性のな

い曖昧なものであるようにも見える。だが、彼女がこの

ような夢を抱く背景には、いくつかの要因が重なり合っ

ている。

　その一つが、彼女が抱える大きな借金である。もとも

と彼女は高卒後に叔父の会社に事務職の名目で勤めた

が、働き始めてみると実際は雑用を押しつけられ、また

会社の経営不振の愚痴のはけ口にされ、ストレスから自

傷行為や胃潰瘍にまで至り3ケ月で退社。退職する直前

から極度のうつ状態・人間恐怖症に陥り、退職後もしば

らくは家にこもりきりだったという経験をもっている。

趣味を通じた友人の支えで次第に回復し、その後はパチ

ンコ店、キャバクラなど短期のアルバイトを少しずつ始

めた。そして、キャバクラより収入の多い水商売の仕事

に入っていったのである。店を転々としながら高額な給

料を得るようになり、一時期はその仕事ばかりしていて

金銭感覚がおかしくなっていたという。この時に数十万

円の借金を負うとともに詐欺にも遭ってしまった。借金

を返済するためにも水商売を続けていだが、「夜になる

と涙が出てきちゃうんですよ。悲しいとかじゃなくて。

なにやっているんだろうって。親の顔とか浮かんでき

ちゃったりして…」（2005）と苦しんでいた。状況を変

えるために漫画喫茶のアルバイトを始め、その後は派遣

の仕事を転々とし、工場での仕事や倉庫管理の肉体労働

の仕事にも就いた。また、「利子分払ってるみたいな感

じで、元金払えなく」なったことから、時給の良いテレ

アポの仕事を探したが、見つかったのは電話で「いつか

売れるから」と金（きん）を売る「怪しい」仕事であり、

とても安心して働ける職場ではなかった。就いた仕事は

みな働きづらいものであり、十分な収入は得られていな

い。現在は比較的時給のよい出会い系サイトのサクラの

アルバイトをしながら、徐々に借金を返済している。

　っまり、なんら具体的な行動に出ることなくダンサー

やソムリエといった夢を描いている背景には、第一一・…に、

以前抱え込んだ借金と一一向に安定しない就労生活があ

る。5年前の正社員離職時の経験に加え、それ以後、繰

り返し短期の仕事を転々としながら、時にリスクの高い

世界も経験してきた彼女にとって、ある安定した生き方

や働き方を単純に展望すること自体が難しいのではない

とりあえず私自分の家が大好きで、自分の家族力㌔ホントあ

あいう家庭を蘂きたいなとか．療って。（中略）すごく仲がいい

し、ま、結婚したいとは屈いつつも、すっこい自分ちが好き

だカ・らまだ萬たぐもないなっτいう、まだ「．〈ネかじっτいた

いなっでいう部分もあるし。（お母ざんはお手本みたいになっ

てるの？）う一ん、お手21koあたしあの人LL）（”上に、　rこの入ス

ゲー－Yっτ悪った入はいないな、と。

　西澤は家族をとても大切なものと考えており、特に母

親は「すごい、尊敬してる」存在であるという。「自分

はこう、生きる道じゃないけど、結婚しつつも自分は自

分でみたいな、そういうのが欲しいから。だから必死に

なって夢を探してるじゃないけど」という西澤にとって、

そのモデルは結婚後も着付け教室などで活躍する母親で

ある。そして、その理想像へ向かうものとして先述の夢

は語られている。

　家族が大好きで母親を尊敬しているという彼女は、そう

だからこそ水商売の仕事をしていたことはもちろん、借金

の話も親にはすることができていない。父親の会社で事務

員として働いていた西澤の妹が、取引先の会社に就職する

こととなり、その穴埋めとして西澤は親から「うちの会社

に入れ」と言われている。だが彼女は給料を管理され借

金が親に知られてしまうことを心配して、父親の会社にす

ぐには勤めることはできないと考えている11。

親の会社で働くっでことは、給料を握られてるようなもんじゃ

ないですか、額「とかを。fごんだけ金あったのκどこやっちゃっ

たの？ゴみたいな。なっちゃうんじゃないかと。

　父親の会社に入ることで安定的に収入を得て借金を完

済するという方法は、借金をしていることが親に知られ

ることを回避したい西澤にとって避けざるをえないもの

となっているのである。このように、離職後5年間一貫

して非正規労働者として働き続けてきた西澤の就労生活

の様子から見えてくるのは、借金を返すことが先決であ

りながら仕事は安定せず、しかも家族との関係を壊した

くない、そうした複雑な要因を抱えながら今の不安定な

収入と仕事とでなんとか今をやり過ごすかのように生き

ている様子である12。そして、そうした生活の中でも、

彼女は「自分は自分」らしくあるということを体現する
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ような「やりたいこと」を求めながらダンサーなどの夢

を語り、展望を描こうとしているのである。

⑤不安定な就労と家族間葛藤によって追い込まれている

　浜野葵帆

　前回調査では様々な職を転々とし自身を「半分：一ト」

と語っていた浜野は、今回インタビュー時にはチャット

レディの仕事をしており、将来展望を次のように語って

いた。

今の仕專場は、ホンみは事務仕事に就きたかったんですよ。

もう年齢も年齢だから、そのまま社寅になクたぐて、そした

ら表計算っτあるじゃないですか。あれがでぎないから、まあ

（今の仕專に）スったんですけど。ある程度パソコン償れたら、

普遍の事務系の仕事に移ろうかなっで考えτるんですけど。

ちゃんとした深険とかもしっかクしでるし。手取クは少なぐ

でも。

小料理屋ぱ出したいっτ夢あるんですよ。んで、もともとメ

イク（の仕事）やりたいから、メイクはそのうち歳とっτも、

行けるので、そっち系に進みたいなと憩ったり、夢ぱっかで

すよね。現露κならない夢ぱ）かりみたいな。

　高卒時、家庭の経済的事情から合格していた美容系専

門学校への入学を断念した彼女は、美容院で働きながら

資格取得を目指して学ぶことにした。しかし、仕事による

手荒れと先輩店員との人間関係悪化のために1年で離職。

その後は倉庫作業、カラオケ店、テレアポなど短期の仕

事と失業を繰り返しながら月に10万円以上を家に入れて

いた。だがその間も親からは仕事が続かないこと、給料

が途切れることを繰り返し責められ、また彼女自身も「うち

（私）がグウタラだから、ニートだから」（2005）と自分を

責めるように語っていた。そのときには今後の見通しも「将

来はいまなにも考えてなくて、なにをするかも。どうでもい

いってわけじゃないんだけど、まあなにも考えていないで

す」（2005）と行き詰った様子であった。

　今回のインタビューでは、その後も葬儀屋、漫画喫

茶、居酒屋などで働いてきた様子が語られた。金融の会

社で融資を勧めるテレアポの仕事をした際には、「とり

あえず知識もなければ、なにもないのに普通に電話かけ

てしゃべって」と言われ、望んで借りるわけでもない相

手に融資を勧めることや、仕事の流れがつかめないこと

が「苦痛で仕方なかった」と話している13。美容院の仕

事を辞めて以降、非正規の仕事を転々としてきた彼女は

安心して働き続けられる職場を見出すことができなかっ

たのである。

　その一方で彼女は月に20万円を家に入れるよう、家

族から課されていた。実際には到底そのノルマは達成で

きず、話し合いの末「とりあえず今住んでる家賃の半分

と、光熱費と、まあ仕送り代5万として入れてる」という。

要は一入暮らししでるみたいなもんで、実家ですけど。で大

家が親だからその、普遭κ20万とか稼いでいでも、一

入暮らしと変わんないんで、お金が鮮まんないんでずよ。食

費も自分で出しτるわけだし。仲略）ぞんなんで（実蒙から）

出でいけなぐで、普逓に、難届だな、と想っτ、漫画喫察の。

ネットカヲェ難躍っでの、確定だなと療いつつ。

　こうした自分の状況を、すでに離家している姉に訴え

ても、「とりあえず家のことをしろ」と言われるという。

病気がちな母親が救急車で運ばれた際にも、「お前はい

ても役に立たね一な」と言われ、浜野は「やる気が失せ

る」と話している。

　また、仕事が続かないことを母や姉からさんざん責め

られ、そのプレッシャーから彼女は精神的に追い込まれ

なかなか仕事にも集中できない。ストレスからじん麻疹

を出すなど体調を崩し、仕事を続けることが困難になり、

その中で「ノルマ」を達成できないことがさらに親や姉

との関係を悪化させる。まさに悪循環にはまっているの

である。携帯電話代などが払えないと、自身の稼いだ収

入のほとんどを実家の家計にまわしているにもかかわら

ず、親に「借金」というかたちでお金を借りているとい

う彼女は、離家もできず、家族との関係にストレスを抱

えながら就労生活を送っているのである。そして、こう

した閉塞した状況を打開してくれるのが、安定した身分

と収入を得られる正社員の仕事であると彼女は認識して

いる。だが希望しても思うように進展しない今の状況を、

彼女は次のように述べている。

一番想うのは、先が見えない。仲略）夢ぱあるけど美際現窒

にならないし、まだ踏み出しの一歩も出てないから。先の尾

えないゴール’こいつまで経っでもいで、なκか4ご遁い迷ま轟

τるんですよね。いいのかな、っτ遡ご、ホント疑聞に思う。

どんなんでもう、また誕生日を迎えτ24になっで、fいいの

こんなの24で？いいのかな？ノみたいな。今はすごい狭い

空潤のなかを一生懸命鋭出しようと想っTる感じです。追い

込まれτ追い込まれτるような擦じ…。まあ余裕がないっで

ごとでずね、要は。　　　　　　　’　　　　　　　一

このように彼女は、現状を打開する具体的な解決策を
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見い出せないまま「追い込まれている」感じを強くもっ

ている。小料理屋やメイクの仕事への希望は、彼女にとっ

てはもはや閉塞した現状をかろうじて支える夢になって

いるとさえいえるだろう。まさに就労状況と生活閾題に

翻弄され、今後の見通しをもてない状況に立たされてい

るのである。

⑦将来展望を見失っている庄山真紀

　調理師になりたいと考えていた庄山は専門学校への進

学を予定していたが、金銭的な問題から進学を諦め、高

卒後フリーターとして働き始めた。弁当屋で働くなかで

「とりあえず私のしたいことはしてる。作れるっていう」

（2003）と語りそこで長期間継続して働いていたが、人

事異動で新しくきた上司との関係から体調を崩すまでに

至り、離職。その後はアルバイトを掛け持ちしながら家

計を支えていた。今回のインタビューで彼女は将来につ

いて次のように語っている。しかしそれは将来を見通せ

ているものとはいいがたい。

1年後ぱ変わっでないと憩う。変わっτないか、ちょっと新

しい仕事を始めτるか。10年後、10年後っで33カ・。考え

たぐない。考えたぐないげど、そのとぎβ乙繕婚しでなかった

ち、しょうがないからお月合いをしで、楽をしたいっτいう。

それか、35までには死にたいかな。あんまり長生きしたぐな

い。未来が月えないっτいうのもあるし、なんかあんまり者

から長生きしたぐない。

　彼女の見通しからうかがえるのは、将来に対してきわ

めて悲観的で、生きていく意欲さえもとうとしないかの

ような姿である。母一人娘一人の母子家庭で育った庄山

は、今回のインタビューのちょうど1年前に母親と死別

しており、そのことがこうした語りに関係しているとも

いえるだろう。それは次の言葉にも表われている。

長一生ぎしてτも、現実、なんかやっぱクお母ざんが亡ぐなっ

τから、音から別κあったわけじゃないけど茉來κ期待をし

でないっていうか、そんなfic　4ラヰラした末来を考えたこと

がなくで、やっぱりなんか現実的に考えで、扮めた考えにな

りましたね、者より余計。

　庄山の家庭は経済的に困難を抱えてきた。それまで暮

らしてきた家は「ホントに笑っちゃうくらい。掃除もし

てなかったし、ネズミの爪痕がひどくて、まずもう流し、

最初に流しのパイプをかじられて、そこからちょっと水

が垂れて、（申略）パイプの下が水出ちゃって、床みた

いのが腐ってきちゃって、水で。（中略）寝る寝室にし

ても、これぐらいの穴が、もう空いてて」といった状態

であったという。また母親は以前、児童扶養手当を申請

した際に受給できたはずの手当を受給できず、また3年

ほど前に母親が交通事故に遭った際にも相談をできる人

がおらず誰にも頼れなかった、と庄山は話している。彼

女たち親子は貧困に陥り、そのなかで支え合ってきたの

である。そして、彼女自身「2人とも依存し合っちゃっ

てるっていうか、そんな感じ、だったから、たぶん私が

いなくなっても同じだったと。（中略）片方ない感じで

すよね、たぶん。そんなこと言っててもしょうがないの

は分かるんですけど」と語っているように、母親と庄山

はまさに母子で密着するように暮らしてきたのである。

　こうしたなか、庄山はまるで自分の存在自体を責めて

しまうかのように語っている。

一番ネックなのは、19歳1でゐ、あたしを身ごもらなけ御艶

対達う入生があったと憩うんですよ。仲略♪なんか、ホンF

になんかあたしのために生きτきτるんですよ。ブラジャー

ぽろぽろでも貫わなかったり、とか。后分の好きなごとをまっ

たぐしないで。もう、かわいそうだなと。

て自分の，感俘全部が逆Scr、評せなぐなっできちゃって。お母

さんはもう姿もないし、食べることも飲むこともできないし、

膚分の好きなごともすることができないわけじゃないですか。

なの1ご癬分だけ好きなごとやって、まあまあ暮らしτいけτ、

みんなに優しくしでもらっτ、う一ん、っτいうのカ㌔膚分

が嫌になっで。

　これまで貧困に苦しんできたが故に母親と密着してきた

庄山は、母親を支えられなかった自分を責めるかたちでそ

の死を受け止めてしまっている。そして、互いに支え合っ

てきた「片方」を失ったからこそ、彼女は今後の展望をまっ

たくもてないでいるのである。こうした庄山の状況は、母

娘で支え合いながら生活せざるをえなかったその構造的な

要因からもたらされているのではないだろうか。

ちょっともう、儲不安定というか、欝神的κ病んできちゃっ

で、ホンみにその頃とかホントκぽ一っとしτるっτいうか、

死ぬぐらいしか想えなくで、もうどうしようと．蟹ってσこれ

からどうしでいいかも分からないし。

　その悲しみを、彼女は西澤と西澤の家族によって支え

られることでなんとか受け止めている14。だが、実際に

将来展望をもてずにいる彼女の様子からは、それが十分
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に癒されているようには見えない。彼女は将来展望をも

つことさえ奪われた状態にいるのである。

4）将来農望についての小括

　以上、本節では非正規雇用というかたちで働く彼ら彼

女らが、それぞれ日々の生活をどのように捉え、また今

後どのように就労生活を送っていこうとしているのか見

てきた。

　君島や坂本は、添乗員や生活支援員といった現在の仕

事を今後も続けていくという、就労を中心とした将来を

考えており、また窪田と下田は、迷いながらも現在とは

異なる目標に向かっていこうとしていた。一方、B高校

出身のフリー一ター一女性たちに特徴的に見られたのは、将

来展望を描く上で不安定な労働条件に直面するだけでな

く、各人さまざまな生活問題を抱えている姿であった。

同じ非正規労働者でありながら、彼ら彼女ら11名の展

望の質はそれぞれまったく異なっている。

　君島や坂本が現在の仕事を中心に今後の将来展望を描

けている背景には、二二人が一H一定期間雇用を保障された契

約社員であること、正社員へのルー一トがあることなどが

影響している。君島が働く添乗員業界は非正規雇用が常

態化しているが、「今のとこクビになった人もいないで

すし、だから毎年更新みたいな」状況にあることからは、

二人の就いている仕事が非正規雇用とはいえ急に失業す

る可能性の低いものであることがうかがえる。また、一

定働き続けられる仕事に就いた二人はともに離家し、自

身の収入ですでに生活している15。二人が働く仕事は、

自身が望んでいた、もしくは望んでいたものに近い仕事

であると同時に、生活の糧ともなる仕事であり、やりが

いと収入を同時に得られるなかで今後も継続して働いて

いく見通しをもちやすいものだといえるのである。こう

した仕事に、二人は高卒後進学し資格を取得することに

よって就いている。

　そうした君島や坂本と対照的であるのが、B高校出身

のフリーター女性たちである。そのほとんどが高卒であ

る彼女らは、君島や坂本のように資格を活かして一定期

間働くことを見通せるような仕事に就けてはいない。単

純労働や悪徳商法の一一種であるかのような働きづらい

職場で離転職を繰り返し、中には交通費も出ず実質時

給600円という劣悪な仕事に就きながら、複数の仕事

を掛け持ちすることでなんとか生計を立てている者もい

る。彼女らは非正規雇用の中でも不安定な労働条件の下

で働き、とても就労の見通しなどもつことができずにい

るのである。それに加え、彼女たちは家庭や家族間の問

題も抱えさせられている。たとえば、貧困のなかで親を

亡くし将来をまったく見通せない状況に立たされている

庄山や、下川のように両親の不和に巻き込まれ離家した

いという希望を叶えられないケース、若林や吉川のよう

に家族のメンバーを自ら「ケアする人」になることで、

実際に自身の将来展望を強く制約してしまっているケー

スもある。両親の夫婦問題や支配的な親との葛藤、家族

メンバーの介護・介助など、多岐にわたる家族問題を背

負う彼女たちは、そうした問題に翻弄されながら、また

それを受け入れながら、なんとか今後の見通しを描こう

としているのである。不安定な就労と各自が抱える生活

問題、その双方が彼女たちに覆いかぶさり、しかも浜野

のケー一…“スが典型的であったようにそれらは密接に連関し

ながら彼女たちの展望を描きづらくさせている。

　一方、四年制大学を卒業し非正規労働者となった窪田

と下田は、迷いを抱えながら現状とは異なる目標をもつ

ことで将来を展望している。二人は新規学卒就職という

従来のルートに乗ることなく非正規雇用という現在の状

況に至っており、特に下田は周囲の友人が正規就職して

いるなかで「自分だけこんな生活しているんだって感じ

なので」と、不安や焦りを抱えていた。先のフリーター

女性の多くが家族の問題を背負いながら就労生活を継続

しようとしていたのとは違い、窪田と下田は実家暮らし

に支えられながら、結婚や正規就職したいという目標を

もち、不安定な現状から抜け出る道を模索している。そ

して、今よりも精神的・経済的に安定できる状況を求め

る一方で、その実現の難しさに不安や戸惑いも感じてい

るのである16。

4．将来展望を描きづらいフリー一一ター女性たちの生きぬ

　　き方

　前節では、非正規労働者として働く者たちの将来展望

に注目し、彼ら彼女らがこれから先どのように生きてい

く見通しをもっているのかについて見てきた。そこでは、

現職を通じた展望を描いている者がいる一方で、多くの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
フリーター女性が、労働市場でも底層に位置つく仕事で

劣悪な労働条件に直面しながら離転職を繰り返し、しか

もそれに加えて生活上の問題に制約を受けながら、かろ

うじて将来展望を描いている様子が見られた。

　この展望を描きづらい女性たちはみな、前回調査時か

ら一貫して非正規労働者として働いてきた者たちでもあ

る。彼女たちは一つの職場で長期間働けず、しかも低劣

な労働条件という制約によって翻弄され続けてきた。と

はいえ、吉川が「自分が成長したなって思う」と語り、

浜野も「進歩したなって思う」と話していることに表れ
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ているように、非正規雇用で長期間働くなかで、彼女た

ちがある種の「成長」を実感できるような自身の生活の

ペースを築き上げてきていることもまた事実である。非

正規雇用という就労環境に翻弄され続けてきた彼女らで

はあるが、けっして受動的な存在にとどまっているわけ

ではない。そうした様子に焦点化し、本節では彼女たち

が非正規労働者として働きながらどのように生きぬいて

きたのか考察したい。

1）就労における彼女たちの戦術

①仕事の選び方

　前回と今回インタビューの問、多くの仕事を経験して

きた浜野は、仕事を選ぶ際の一つの基準としてオープニ

ングスタッフであることを挙げていた。

（ligeんだ決め亨…は？）なんか、オープニンクヌタッフだったん

ですよ。なんでもオーフヒングスタッフにしちゃう。後から

λるより、オーソヒングスタッフの方がやクやすいなという

ごとκ気付き。みんな分かんないのISt’一一・・Ptだし。

　同じくオープニングスタッフとしてインターネットカ

フェで働き始めた吉川のアルバイト先は、オープニング

スタッフには研修があったが、後から入ってくる人に対

しては「一一緒に入る人が、新人さんが今日いたら教える

みたいなかんじで、その人を教えるっていう人はいない」

体制となっていた17。

　また、吉川は自分が仕事を始めたときのことについて

次のように話している。

なんか、最初仕事、全盤えられなぐτ辞めたかったんですよ。

いつもなら、ぱっぐれで辞めちゃうんですよ。でも、みんな

とアドレス交換をしちゃっで、ばLっぐれるわけκぱいかなかっ

たんですよ。でも辞めるという電話もできないんですよ、私は。

だから、ずるずるいったら、あっという間っでわけでもない

んですが、仕事を覚えちゃっτ、で、なんか、ずるずるやっ

てますね。

　早期の離職を思いとどまった直接の理由は「研修日の

．お昼休み」に他の従業員たちとアドレスを交換していた

ことであったが、その研修はオープニングスタッフとし

て入ったからこそ受けることができたものでもあった。

彼女たちにとってオープニングスタッフは、仕事につい

て途中から入るよりていねいに教えてもらえるものであ

るとともに、他の人と同じところからスタートできる安

心感をもてるものとして重視されている。このように、

短期間でさまざまな仕事・職場・同僚に直面し、まさに

「使い捨てられる」ように働いてきた彼女たちフリーター一一

女性にとって、オープニングスタッフで入ることは技術

的な指導が手厚いだけでなく、同僚関係を形成するもの

としても機能しており、その後の就労継続を支える基盤

となっているのである18。

　仕事の選び方に関しては、金銭面での選び方ももちろ

んあQ。多くの者たちは800～1　，OOO円前後で働いて

いるが、中には実質時給600円で働いていた浜野の派

遣のようなケースもある。そのなかで、少しでも時給が

高い仕事に就こうとしたとき、フリーター女性たちの一

部が就いた仕事が「風俗営業」であった。前回調査では

水商売など、高額な仕事に携わった者がいた。だが、「す

ごいつらかったんですけど、でもそれだけもらえたから」

（2005）と庄山が話していたように、それは高額な給料

と引き換えに高い危険性を伴うものでもあった（「報告

書③」25頁参照）。

　以前そうした水商売の仕事をしていた西澤は、その後テ

レアポなどに職を替え、今回調査では出会い系サイトのサ

クラの仕事をしていた。電話やインターネットを介したよ

り危険性の低い仕事へと移ってきている様子からは、彼

女たちが精神的にも身体的にも高いリスクを伴う仕事を避

けるようになってきたことがうかがえる。時給の高さをある

程度意識しつつも、過度の負荷を負わされるような仕事か

らは距離をおいてきていることも、彼女たちの仕事の選び

方の一つとして指摘できるだろう19。

②就労生活の組み立て方

　「使い捨てられる」非正規労働者は、就労を継続して

いくこと自体が難しい状況にある。しかし今回調査時

において、対象者のうち無業の者は一人もいなかった。

43頁の一覧表「対象者11名の5年間」からも分かる

ように、彼女たちの多くは一つの仕事を辞めてもまたす

ぐに次の仕事を始めるなど、常に仕事を絶やさないよう

にしていた。また、多くの者が複数の仕事を掛け持ちし

ており、中には、そのうちのどれかを辞めても他の仕事

を継続しているため無業期間を免れている者もいた。彼

女らが次第に一つの仕事を長期間継続していく傾向にあ

ることも無業期間をなくしている背景にあるが、離職し

てもまた他の仕事を見つけて就職するなど、なんとか就

労を継続させる術を彼女たちはこの間身につけてきたの

ではないだろうか。

　その典型の一つとして、就労の組み立て方における工夫

が見られた。彼女たちの多くは一時期に二つ、あるいは三

つの仕事を掛け持ちして働いている。たとえば、庄山は深
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夜の寿司屋のアルバイトと日中のカラオケ店でのアルバイ

トそれぞれのシフトを調整し、週に一日は休みの日をつく

り、夜勤をしながらも睡眠時間をある程度確保できるかた

ちで一週間のスケジュールを組み立てていた。また、吉川

も自身の「ライフスタイル」を維持するため、週に二日は

休むというスケジュールを立てて、事務員とインターネット

カフェのアルバイトを調整していた。

　こうしたことからは、不安定な就労形態の下にありな

がら、彼女らが自分たちの置かれた就労環境・生活環境

に一方的に振り回されるのではなく、自分たちで生活を

組み立てていく工夫をしながら日々を生きぬいてきてい

る様子がうかがえるのである。

2）同世代関係と、他の大人とのつながり

　フリーター女性たちは日々の就労を乗り越えるため個

人的にさまざまな工夫をしている一方で、友人・知人と

のネットワー一クによって生活全般を支えられてもいる。

これまで本調査が「地元ネットワーク」と呼び注目して

きた彼女たちのつながりは、今回調査でも重要な役割を

果たしていた2G。

　たとえば下川は、工場の派遣社員として働きながら、

友人の内田とともにゲームのイベントなどに参加してい

る。これまでの調査で指摘してきたように、趣味を介し

て彼女たちが形成している「地元ネットワーク」は、日々

の就労生活のなかで傷ついた自分を回復させる表出的機

能をもっていた。3節で見たように両親との関係にスト

レスを感じている下川は、「唯一の楽しみがネオロマぐ

らいしかない」と内田のチケットまで予約しており、彼

女にとってその表出的機能はやはり重要なものとなって

いる。

　その一一・一・L方で、今回調査で見えてきたのは彼女たちがつ

ながっている異世代の人たちとの関係である。たとえば

庄山は病気で母親を亡くしたが、その後母親が働いてい

た職場に客としてきていた「お寿司屋のおじさん」に支

えられている。

お寿司屋さんのおじさんに、なんか（お母さんの♪葬式やら

ないかみたいな感じで言われτ、いや、こっちもお金もないし、

そんなに大々的にやるつもりもないしみたいな感じで言った

ら、やろう、やろうよ的な。花とか、ぞういう（費用が）増

える分iご欄しでは僕たちが出すからとか言っτ。で、紬髭｝3

入でしめやかκやるはずが、何入かな、けっこう来たんです

よね。

その後も、庄山の家庭が抱えていた借金の返済のため

に弁護士を紹介してもらったり、住民税の納付延長を申

請するために窓口まで同行してもらったり、あるいは寿

司屋でアルバイトの仕事を得たりしている。寿司屋が深

夜に閉店した後は、始発電車の時間まで店の片づけをし

ながらおじさんと話をしてもいるという。

　また若林も、母親が通院の際に利用するタクシー運転

手と知り合い、居酒屋店員や清掃会社事務などのアルバ

イトを数件紹介してもらっている。この「タクシー・一一一の運

転手さん」は、その後もアルバイト先での様子を気にか

け、「『お前、俺の「顔」とか気にする（くらい）なら辞

めていいそ』ってやっぱり言ってくれるし」と懇意に相

談に乗ってくれているという。

　このように、彼女たちはこれまでにも指摘してきた「地

元ネットワーク」のような同世代間の友人関係によって

互いに精神的安定を保っている一方で、親世代の大人と

もつながっている。彼女たちはそうした異世代の大人た

ちから仕事先や生活をやりくりするための情報などを得

ながら、日々を切り回しているのである。

3）小括

　以上にみたように、労働市場の中でも低層に位置つく

仕事に従事する彼女らは、その働きづらい環境において

もそれぞれに自身の就労生活を送る上での工夫を重ねて

いた。オー一一．プニングスタッフの仕事を探すことで働きや

すさを確保したり、よりリスクの少ない仕事に移るなど、

比較的継続して働きやすい職場を求めてマイナーチェン

ジを図ってきているといえる。まさに彼女たちは、「使

い捨てられる」非正規労働者でありながら、なんとか生

きぬき生活していく戦術を磨き上げてきたのである。ま

た、個々人が工夫を重ねてきたことに加え、彼女たちが

築いている人とのつながりもまた重要な働きをしてい
　　　　　　　tる。そこには同世代の友人関係である「地元ネットワー

ク」だけでなく、親世代の大人との関係も見られ、彼女

たちは日々の生活を乗り切るための支えを得ていた。た

とえば浜野は先に見たような劣悪な仕事を続けながら

も、「ある程度は（仕事が）長持ちするようになったか

な、っでdもともと、環境が良ければ長持ちはするんで

すよ」とわずかな成長を感じている。そうした実感は、

彼女たちの戦術や人とのつながりをいわば総動員しある

程度長期間働けるようになっkことによってかろうじて

得られたものである。

　その際二つの点に留意したい。一つはそうした成長が

非正規労働の劣悪な就労環境のなかで感じられていると

いう点である。繰り返し指摘してきたように、彼女たち

の職場は非正規労働の中でもなお条件の悪いものである
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場合が多い。仕事を続けられるようになったという彼女

たちの実感は、望ましい条件によってもたらされたので

はなく、劣悪な環境においてかろうじて得られているも

のなのである。

　二つ目は、非正規雇用の彼女たちがこのような戦術を

磨き上げることと、前回調査で指摘した「異議申し立て」

との関係である。前回調査では、自分の置かれている状

況や扱われ方の「不当さ」について上司に異を唱えた庄

山や竹内のケースから、「異議申し立て」が彼女らの不

満の訴えにとどまらない、構造的な個別化傾向への「抵

抗」の萌芽でもあることを指摘した21。その「異議申し

立て」には、働きづらい職場の現状を変革するという意

味合いが含まれていた。しかし、今回調査で彼女たちに

見られた戦術は、比較的働きやすい職場を求めて仕事を

選びながらわたっていくこと、あるいは働きづらい今の

就労のなかで自分のスケジュールを組み立てていくこと

であり、見方によっては悪条件の労働環境を受け入れそ

こで生活し続けるものでもあった。その意味で、彼女た

ちの戦術とは、直接的に就労環境へと働きかけるもので

は必ずしもなく、場合によっては非正規労働者として不

安定な生活に滞留する危険性を含んでもいる。だが、彼

女たちがなんとか自らの生活をつくっていこうとする営

みのなかで、成長や自信を実感し始めていることはきわ

めて重要であろう。

5．まとめ

　本章では、非正規労働者として働く者たちを取り上げ、

彼ら彼女らがどのように今日の労働市場で働き、またそ

の就労生活のなかでどのように今後の見通しをもってい

るのかについて考察してきた。

　2節では非正規雇用として働く彼ら彼女らの仕事の差

異について整理した。同じ非正規労働者ではあるものの、

その労働条件は比較的待遇がよく正社員ルートが確保さ

れているものから、劣悪な労働環境で正社員になる見込

みもまったくないまま不安定な状況で働かされるものま

で、きわめて多岐にわたっている様子が見られ、そして

それが一種の階層性をもつことが明らかになった。

　3節では、彼ら彼女らの将来展望に注目し、非正規労

働者として働く彼ら彼女らが今後どういった見通しを

もって生活していこうとしているのかについて考察し

た。契約社員など比較的長期にわたって働くことのでき

る仕事に就いた君島・坂本は、それぞれ添乗員・生活支

援員という現在の仕事を続けていく見通しを形成してい

た。また、四年制大学卒業後に非正規労働者となった下

田・窪田は、現在の不安定な就労・生活状況をよりよく

変えていく方向として正規就職や結婚といった現職と

は異なった目標を展望していた。特に下田に強く見られ

たのは、新規学卒就職という伝統的な移行ルートに乗れ

なかったことから経済的また精神的不安を抱え、自身の

希望に向かって迷いながらも進んでいこうとする様子で

あった。一方フリーター女性たちは、条件の悪い就労環

境によって将来が見通せないばかりでなく、家族や生活

上の問題にも翻弄され、就労と家庭双方の問題に強い制

約を受けながらなんとか展望を描こうとしていた。

　以上のように、多岐にわたる非正規労働者たちの展望

のもちようには、一定程度先を見通せる仕事に就いてい

るかどうかをはじめとする、仕事の条件の差異が影響し

ているのである。君島や坂本が今後も現職を続けていく

という具体的な見通しを形成できている背景には、二人

の仕事が比較的安定的なものであること、またそれに付

随する手応えを得られることなどが考えられる。逆に、

非正規雇用の中でも低層に位置つくような不安定な仕事

に従事している者たちは、将来展望を描きづらい状況に

追いやられていた。すなわち、比較的恵まれていると述

べた君島や坂本たち契約社員も実は不安定な非正規雇用

であることにはあらためて留意が必要だが、2節で見た

非正規雇用の仕事の階層性は、そのまま将来展望の見通

しにも影響しているのである。

　またそれに加え、劣悪な労働条件下で働く者たちの多

くが生活問題をも抱えさせられている。そこには非正規

就労で収入が安定しないことを親に責められ葛藤を生じ

させているケースや、貧困のなかで支え合ってきた母を

亡くし将来をまったく描けずにいるケー一一．ス、あるいは家

族の健康問題を抱えるなかで自ら「ケアする人」として

の役割を引き受け、それが同時に今後の見通しを制約し

てしまっているケースも見られた。生活面での問題が不

安定な就労と相互に影響し合いながら、彼女たちが先の

見通しをもつことを困難にさせているのである。

　だが、そうした展望を描きづらい彼女たちがその状況

に一方的に翻弄されているのかといえば、けっしてそう

ではない。4節で見たように、困難な状況に立たされて

いる彼女らは、就労生活を送る上での工夫を重ねながら、

自分たちの生活をなんとか成り立たせていくための術を

持ち始めてもいる。離転職を繰り返さざるをえないなか

で、少しでも働きやすい職場を探したり、複数の仕事を

組み合わせながらスケジュー一ルを立て生計をやりくりす

るスキルなどを彼女たちは駆使している。それによって、

彼女たちはなんとか生きぬいていくことができるという

自信や成長の感覚を獲得しつつあるのである。
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　こうした自僑や成長の感覚はどのようなものとして価

値付けられるのだろうか。彼女たちの実感は現実の就労

問題や生活問題を直接に組み替えるような構造的な視点

を必ずしももっているわけではない。つまりこれを手放

しに認めることは、結果的に彼女たちの置かれた状態を

温存してしまう可能性もある。だが、ある種のライフコー一

スを想定しうる働き方や生9方が大きく変化した今、不

条理ともいえる労働条件・生活問題に直面しながらも彼

女たちがかろうじて感じているこの成長という感覚は、

見通しのもてない世界を生きる若者たちの移行にとって

の、一つのメルクマールとなるのではないだろうか。

註La3

4

5

6

7

8

9

総務省統計局「平成19年　就業構造基本調査」より。

　「報告書③」第1章参照。

「風俗営業」および「性風俗関連特殊営業」とは、「風

俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」

第二条で定義された営業を指す。

下田は大学時代、複数の奨学金を使って就学してお

り、また大学に留年するよりも経済的負担の少ない

他大学の通信制に編入していることからは、下田の

家庭にさほど経済的余裕があるわけではない様子が

見られる（数年前に父親を亡くしてもいる）。

若林は高卒後短大に進学しているが、前回調査時に

はすでにフリータi…一として働いていた。

同じく非正規労働者のまま声優を目指していた下川

も養成所を辞めており、非正規労働者として働き続

ける若者が一つの目標をもち続けることの難しさが

うかがえる。

現に竹内は、ダブルワークを重ねるなかで倒れてし

まったという情報がインタビュー一後に入っている。

実家が生活保護を受給しており、若林が働けば生活

保護受給額から働いた金額が差し引かれてしまうた

め、これまで彼女は母親に就労を制限ざれていた。

そのことが若林のアルバイト探しを困難なものにし

ていたが、今回離家することによって家計分離され

「大手で働いても大丈夫」となった。そこにはケー

スワーカー等の助言や介入の可能性が推測される。

本インタビュー調査の直後、下川は50万円を払っ

てアロマセラピストの資格講座を申し込んだとい

う。詳細は不明だが、実質的に離家が後回しにされ

たと考えてよいだろう。

10．昔から好きだったイベントには高卒後5年経った現

L　在でも高校の同級生（内田；第1章参照）と通っ

　　ており、「唯一の楽しみがネオロマ（「ネオ・ロマン

　　ス系」恋愛ゲーム）ぐらいしかない、今」と話して

　　いる。

11．彼女が親の会社で働くことを躊躇するのは、借金問題

　　の他に今の出会い系サイトのサクラの職場が「楽しい

　　部分もある」と感じているためでもある。それは短期

　　の仕事を転々としてきた彼女にとって、仕事が続くよう

　　になったという自己評価を生み出している。

12．将来展望の一つとして今回も結婚について語られて

　　いる。ただ恋人がいても前回調査までは「まだ結婚

　　は早い」と語っていた彼女が、今回恋人と別れてい

　　たにもかかわらず強く結婚を希望している様子から

　　は、ある種の安定性を求めていることがうかがえる。

13．彼女が苦痛を感じたこの仕事は、2節5項で指摘

　　した違法性の高いものである可能性がある。

14．たとえば、西澤の父親の会社の社員旅行に連れて

　　いってもらったり、普段も西澤の家で過ごしたりし

　　ている。「でも西澤さんちにいる時はやっぱり、何

　　も考えずに楽しいです。ホントに。それは昔もそう

　　だったけど、今余計です」。

15．仕事を掛け持ちしないと生計を立てられず、離家し

　　たくてもできないフリーター女性たちとは対照的

　　に、君島の場合、「（正社員でなくても）別にそんな

　　に不自由していない」と、現在の就労生活を続けて

　　いく自信にも似た見通しをもっている。そうした見

　　通しのなかで、彼女は観光の知識や語学学習の時間

　　確保のために休みが自由に取れる派遣社員に変わる

　　ことも視野に入れている。

16．窪田にとって結婚や専業主婦は安定的な状態として

　　位置づけられているが、それは無条件に安定的なも

　　のとはいいがたい。詳しくは第5章参照。

17．庄山は以前働いていた寿司屋でのアルバイトについ

　　て次のように語っている。「新人だから仕事ができ

　　ないと思われるのがすごい嫌なんで、がんばって

　　やって。（中略）みんなは教えてくれない、仕事の

　　手順も教えてくれなければ、大雑把だし」。このよ

　　うに、自分を追い込まなくても済むようなオープニ

　　ングスタッフが彼女たちに選ばれているとも考えら

　　れる。

18．同じ非正規労働者であっても、君島や坂本には比較

　　的新人への教育体制が整備されていた。なお、研修

　　制度の機能に関しては『18歳』70－71頁、「報告書

　　③」51頁、本稿第1章2節参照。、

19．仕事を選ぶとはいえ、それが性にかかわるものであ

　　る限り、それに伴うリスクがなくなったわけではな

　　い。彼女たちは過度に干渉されないことなど、職場
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　　でのある種の働きやすさを語っているが、一方でそ

　　の仕事に対して後ろめたさを感じてもいる。加えて、

　　一日に30人もの人格を使い分けるなど、こうした

　　仕事特有のストレスや危険性にも留意が必要であろ

　　う。

20．　「18歳」第10章、「報告書③」106－110頁参照。

21．「報告書③」44－45頁、および110－111頁参照。
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第3章　目標に向けて遭進する自営・自由業の

　　　　者たち

児島功和・進藤正樹・藤井吉祥

いられている資源について示す。そして終節となる5節

では、本章のそれまでの議論を整理し、同時に黒川と岡

本のようなキャリア形成のあり方、生き方が示唆してい

るものについて触れておきたい。

2．二人の活動の特徴

1．　はじめに

　本章では、A高校出身の黒川武志と岡本祥子の二人を

取り上げる。黒川は、ドラム奏者として二つのバンド

を掛け持ちし音楽活動を行なっているほか、祖父の事業

を引壷継いで立ち上げた会社を経営しながら、かつブル

バイトとしてホームページ・メンテナンスの仕事もして

いる。また数年後に同じ高校出身の仲間と居酒屋を開店

する予定を立てており、現在はそのための準備もしてい

る。岡本は、芸能系専門学校卒業後、フリーランスの舞

台役者として活動する一方で、アルバイトを掛け持ちし

て日々の生活費に充てている。

　私たちのこれまでの調査・分析では、学生を除いた「働

いている」者たちを、雇用労働を軸にした上で〈正規雇

用労働者／非正規雇用労働者〉に二分して捉えてきた。

この枠組みに従えば、黒川も岡本も非正規雇用労働者と

いうことになる。しかしながら、上記で示したような黒

川と岡本の活動のあり方は、これまでの枠組みのなかで

収めるには難しいところがある。まず黒川の会社経営と

いう点、および居酒屋開業という点は、被雇用者でなく

「自営業」と呼びうる1。また黒川にとっての音楽活動

や岡本にとっての演劇は、将来の見通しを含めた二人の

生き方やアイデンティティにとって重要な位置を占めて

おり、その意味では「自由業」と捉えうるZ。以上のこ

とから本章では、二人を「自営・自由業の者」として括

ることとした。

　以上のことを前提に本章では、不安定な軌道を辿る非

正規雇用労働者でもある自営・自由業の二人が、これま

でにどのような過程を経てその独自のキャリアを築いて

きたのか、そして現在どのような生活を送っているのか

を明らかにしたい。次節以下の構成は、次の通りである。

まず2節では、音楽活動や会社経営で成功することを大

きな目標とする黒川と、実力のある舞台役者になること

を目標としている岡本のこれまでの歩みと活動の展開に

ついて概観する。3節では、二人にとっての目標・将来

展望を軸としつつ、多忙な日々を構成している諸活動の

連関、編成のされ方について明らかにする。そのうえで

4節では、精力的に諸活動を行なっている二人を支えて

いるもの、あるいは目標を達成するために参照され、用

1）黒川武志のケース3：活動の多様性とその密度

　黒川は現在、深夜のアルバイトをしながら音楽活動を

続け、同時に会社経営や居酒屋設立に向けた準備を行

なっているというように、その活動の多様性が際立って

いる。ここではそんな彼のこれまでの経緯について確認

しておきたい。

　彼は音楽好きな母親や兄の影響もあり、小学2年次に

ピアノ教室に通いはじめ、その後トランペットやチュ・・一

バ、指揮者などもやっていた。いろいろと取り組んだ中

でも、打楽器が一一番おもしろいと感じていた。そして中

学時代にドラムを始め、学校の音楽室で練習を積みなが

ら技術を高めるとともに、ドラムを教えてくれる音楽教

室を渡り歩いて実力を磨いていった。

　そして高校在学時には、単発のスタジオドラマーの仕

事もしており、知り合いから音楽プロダクショ）i’ ﾅ契
約ドラマーとして働かないかという誘いを受けたほどで

あった。しかし彼は、その知り合いが「ドラムのこと、

そんな分かっている気がしない」ということ（2002）、

コネではなくオーディションなどから実力で入りたいこ

とを理由に、誘いを断っていた。

　音楽プロダクションからの誘いを断りはしたが、彼は

その後もドラマーとしての成功を目指して音楽活動を続

けている。今回調査時にも、彼は二つのバンドを掛け持

ちしており、総額で約200万円をかけてドラムを3台

購入していたり、コンテストで準優勝しフランスツアー

に赴いたりと精力的に活動をしている。

　もっとも黒川は、ドラマ…一としての自分の技術と、彼が

率いるバンドの実力には自信を持っているものの、「売れる」

ことの難しさも認識している。「要はいいバンドはいっぱい

いると。コネも必要だし、相手の会社にもよるし。妙な世

界なんですよ。音楽業界ってのは妙な世界ですごい分かり

づらい構成になっているんで凱アメリカと違って。なんで、

そこがうまく当たらないと」（2005）。

　そのため彼は、音楽を中心とした自身の活動を支える

ための「保険」として、父親の知人が開業した自動車

の板金塗装会社で在学時からアルバイトとして働きはじ

め、卒業後に正社員となった。「保険」というのは、万

が一「何も仕事がないっていう時に、車屋の技術があれ
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ば（仕事に）すぐ入れる」という意味である。入社後彼は、

仕事後に一人残って練習するなどして板金塗装の技術を

身に付けていく。当初13万円だった給与も、技術や仕

事量の上昇に合わせて社長と交渉して上げていき、3年

目には月に30万円を稼いでいた。そして技術を十分に

習得できた4ということで、約3年で会社を辞めた。そ

の3年という期間は、「手に職付くのは普通は5年かか

る」（2005）と言われたのを受けて、習得に要する期間

を彼なりに設定し直したものであり、入社当初から計画

していたことだった。

　一一方で黒川は、塗装会社在職時である卒業後1年目に、

母方の祖父が個人で経営していたエンブレム製作事業を

引き継ぎ有限会社化し5、取引や営業などを行なってい

た。現在もブランド化を念頭に置きながら経営を続けて

おり、会社の収益から自分の給料として毎月10万円、

経営にかかわっている祖父には30万円ほど渡していた。

　また塗装会社退社後、数ヶ月間は会社経営および会社

の体制づくりに専念していたが、後述するように居酒

屋設立のための貯金をする必要があること、そして会社

経営にとってパソコンのスキルが必要であるとの判断か

ら、夜間のアルバイトでホームページ・メンテナンスの

仕事を始めている。時給は最初1，500円と言われてい

たものの、実際に払われたのは1，000円で、それに憤

慨した彼は「（仕事を）全部覚えて、3ケ月くらいでそ

この管理（者）にな」り、時給を1，350円プラス成果

給に上げている。今回調査時では、週5日勤務で月に

23万円ほどを稼いでいる。

　こうした収入源の確保と並行して、黒川は高校時代の

友人4人とともにクラブイベントを開催してもいた。深

夜におよぶ板金塗装会社での勤務との両立のため、深夜

3時過ぎの会議や営業回りなど、「寝る時間、ホント無

かった」という日々であった。今回調査時にはイベント

事業からは手を引いていたものの、彼はその友人らと「や

りたいことやろう」（2005）ということで、地元で居

酒屋を2010年までに開店するという目標を設定してお

り、担い手を探したり物件を見積もったりしながら、資

金を貯めるために仲間と一緒に定期預金をしている。

　以上で見てきたように、彼を特徴づけるのはその活動

の多様性であるとともに、いずれの活動も高い密度で

もって取り組まれている点である。最終的な目標は音楽

活動での成功にあるが、居酒屋設立や経営する会社の成

功もまた、彼にとっては重要な目標である。そして生活

の糧を得るための労働も、稼げればいいといったレベル

を超えたかたちで取り組んでいる。それらの活動それぞ

れが、目標の実現に向けて、「自分で決めたことは絶対

やり通す」（2003）という強い信念を基に、精力的に行

なわれているのである。

2）岡本祥子のケース6：舞台演劇を中心として

　日々の活動や目標の多様さが際立つ黒川に対し、岡本

の場合は「役者」という目標を軸とした一貫性がその

特徴である。高校を卒業して芸能系専門学校の俳優学科

に推薦で進学、専門学校卒業後はプロダクション所属を

経てフリーランスの役者として活動しているというよう

に、その軸を申心とした経緯をたどっている。しかし、

その経緯はけっして平坦なものではなかった。以下、彼

女のこれまでの変遷について見ていきたい。

　彼女は、高校1年次に友人に誘われて演劇部に入部

し、3年間在籍した。「目立つのが好きじゃない」こと

を理由にスタッフ希望での入部であったが、舞台を見に

行ったことをきっかけに、演じることに興味を抱くよう

になっていった。そして実際に声優の仕事をしている顧

問の影響もあり、「声優か舞台役者」（2002）を目指し

て専門学校に進学した。ちなみに声優については、舞台

役者が声優を兼ねていることを彼女は理由として挙げて

いた。

　専門学校では俳優学科に所属し、「もうちょっと時間

が欲しい」（2003）というほどに充実した学校生活を送っ

ていた。授業内容は、ダンスや日本舞踊、発声などの実

技がほとんどであり、学校からテレビのエキストラなど

の仕事を紹介されることもあったという。卒業公演では

担任の厳しい指導の下、共演のクラスメイトとの葛藤も

含んだ密度の濃い舞台づくりを経験した。稽古では身体

的・精神的に追い詰められ、失踪する者も出るほど厳し

いものだったというが、彼女にとって当時の担任の姿勢

は、「私のなかの基本的な考え方のベース」（2005）となっ

ているという。

　卒業後しばらくは在学時から通っていた養成所でレッ

スンを受けていたが、内容に物足りなさを感じるととも

に、運営方針などに疑問を感じてもいた。そしてそこに

講師として来ていた人物に「（この事務所はレッスン生

を役者として）マネジメントする気はない」「うちの子

として面倒見るから」（2005）と誘われ、彼が代表を務

めるプロダクションに移籍した。

　しかし、今回調査時に岡本はこのプロダクションを辞

めていた。舞台公演を行なった際にかかった経費を代表

が適切なかたちで処理せず、岡本自身が経費を立て替え

るなど経済的に大きな負担を被ったこと、そうした経費

処理についての代表の説明が不誠実なものであったこと

が理由として挙げられていた。代表は多額の借金を抱え、
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「自分の生活もままならない状況らしい」とのことであ

るが、彼女以上に多額を負担している者もいた。そうし

た状況もあり、音信不通状態で去っていく同僚も出てく

るなかで、彼女は代表に対しさまざまに詰め寄るものの、

いまだに立て替えたお金は返ってきていない7。

　こうしたことに加えて、彼女がプロダクションを辞め

る決定的な理由となったのは、代表や同僚たちの演劇に

対する思い入れのなさであり、「ここじゃ勉強できない」

と感じたことだった。同じプロダクションに属している

同僚は、舞台というより映像系の仕事をやりたい人たち

で、「華やかな世界だけを夢見ているタイプの子どもた

ち」だったという。さらに代表に対しても、「舞台に関

して、モチベーションとしては絶対に私の方が高」く、

「（舞台に対して）私に口こたえできるんだったら言って

みろ」というほどに憤りを感じていた。そして自分の方

がよほど勉強しているという判断を下し、このプロダク

ションを去っている。

　岡本自身、「あんまり思い出したくないんで」と語る

以上のような経緯を経たのち、彼女はフリーランスとし

て企画公演やレッスンに取り組んでいる。プロダクショ

ンを辞める以前にも、高校演劇部の先輩から誘われて企

画公演に参加したりもしていたのだが、彼女にとって

フリーランスになるという選択をする上で大きかったの

は、プロダクションを辞める直前に来た専門学校時代

の講師からの出演依頼であった。そして5年目インタ

ビュー時には、その公演を手がけていた演劇ユニット「プ

ラス・カラーズ」を申心として活動し、「今、私のやり

たかった芝居の勉強ができているので、そういう意味で

は楽しいですね」と話している。

　なお、レッスン料や出演に要するチケットノルマ、あ

るいは日々の生活や家計負担などの費用は、アルバイト

でまかなわれている。彼女は実家近所のコンビニエンス

ストアでのアルバイトを高校2年次から約7年間続けて

おり、舞台稽古やレッスンの都合に合わせてシフトを配

慮してもらっている。そして先述の演劇ユニット主宰の

ツテで、別のプロダクションが運営している派遣会社に

所属し、家電量販店などでの商品説明・紹介を行なう仕

事もしている。こうした仕事をレッスンや稽古の合間に

入れるなどして、彼女は休みのない生活を送っている。

　以上のように岡本は、「役者になる」ということを確

固たる土台としながら高卒後の移行を経ている。しかし

「（事務所や養成所は）お金儲けのところがほとんどだか

ら、何も知らないで入っていく私たちは、ある意味だま

されやずい」（2005）と岡本自身自覚しているように、

演劇の世界で渡っていくということは危うさと常に隣り

合わせである。事実、彼女が所属していたプロダクショ

ンは、舞台への思い入れはおろか経費処理すら滞ってい

たのだが、そのプロダクションの代表は、彼女が以前所

属していた養成所の危うさを指摘してくれた人物であっ

た。そういった業界事情もあるなかで、彼女は自身の思

いを曲げることなく、日々演技の勉強に打ち込んでいる。

3）小括

　本節では、高校卒業から今回調査時までの黒川武志と

岡本祥子の歩みを概観してきた。音楽活動や会社経営、

舞台演劇など二人にとって重要な意味をもっている活動

は、「標準」とされるような定型像があるわけでもなく、

日々変動・模索の連続である。非正規雇用への従事、お

よび変動的な生活スケジュールという意味では、第2章

で取り上げているフリーター層と重なるのだが、黒川・

岡本が異なっているのは、一定の覚悟を伴いながらその

進路が積極的に選び取られているという点である。特に

黒川にいたっては、正規雇用でそれなりの収入を得てい

たにもかかわらず、目標達成を経たのちに「大丈夫でしょ

う、俺は別にフリーで働いても」（2005）と自ら辞職し

ている。

　ただ一方で、多様な活動それぞれを「全部同時進行で

全部考えてる」（2005）と並行的に進めている黒川に対

し、岡本は常に「役者」という軸を中心に据えながら渡っ

ているというように、その移行過程だけで見ても、両者

の違いは大きい。そこで次節では、これら差異の内実を

追うために、将来展望・目標を軸とした諸活動の関係・

編成のされ方について見ていきたい。

3．将来展望と諸活動の編成

　本節では、二人が描いている将来展望を示し、それと

諸活動との関係、および活動の編成のされ方について明

らかにしたい。

1）終わりなき勉強と「ひとり立ち」

　専門学校進学から卒業後の移行まで、一貫して演劇を

中心とした生活を送っている岡本にとって、将来展望はも

ちろん役者である。しかし「役者になる」とはいっても、

それのみで生活していけるような職として確立しているわ

けではなく、多くの者が他の仕事と兼業しながら演劇活動

を行なっている8。それゆえ「r人前」の境界もきわめてあ

いまいかつ不安定なものとなっており、具体的な将来像は

描きづらいのが、役者の世界での移行である。

　そんな業界を渡っていく上で彼女が指針としている

♪
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のが、「ひとり立ち」という状態である。それは経済的

基盤とは別個に立てられた指標で、「若さ」で押せる20

代を超えて、30代40代になっても通用する力量を持っ

た状態を指している。「部活動の延長みたいな」ノリで

やっている劇団や、いつまでも同じキャパシティで同じ

客相手にやっているような劇団で続けている人は、「（他

に）出てったときには通用しない」ため、ひとり立ちし

ていない状態だという。それに対し彼女の場合、「私は

そこに留まる気はない」「上を目指したい」とのことで、

「ハングリー精神」を保ちながら日々勉強している状態

を楽しんでいる。さらに「深めると、どんどん深くなっ

てって、どんどん分かんなくなっていく」「追求すると

きりがない」とのことで、勉強し続けていく過程におい

て後付け的に備わってくるのが、「ひとり立ち」した状

態なのだという。むしろ「歩みを止めてし豪ったら、そ

こで終わってしまう」ということから、「常に追いかけ

ていたい」とまで思っている。

　そんな彼女が現在課題として打ち込んでいるのが、「っ

ながり」という演劇手法である。それは人と人のあいだ

に流れている「雰囲気とか、オーラみたいな」ものであり、

たとえば長年付き添ってきた夫婦や家族の関係と、初対

面の人同士の関係のあいだの差として感じ取られるもの

である。それを演技の場に置き換えてみるならば、会話

の場面で本当に会話を交わしているように感じられる演

技と、ただ台本に沿ってモノロ・一一グが応酬しているよう

な演技とのあいだの差である。それは漫然と演技をして

いるだけでは駄目であり、「エネルギーを相手に向けて

出」すことにより、はじめてつながった会話となるのだ

という。彼女によれば、そうしたつながりの獲得こそが

実は「最低条件」であり、台詞や感情などの表現力は、

その土台の上に乗せられていくものだどいう。

　この演劇論は、かつての専門学校講師であり、現在は

ユニット公演やワー一クショップで岡本が師事しているプ

ラス・カラーズ主宰により教えられたものである。その

主宰は、ロンドンの人たちの演劇セミナーから学んだこ

とを吸収し、ワークショップを通じて岡本らに教えてい

る。こうした技術の一端はすでに1990年代初頭から日

本に伝わってはいるものの、「未だにできていない団体

とか役者が多い」とのことで、「今日本にそういうのが

あまり浸透していない分、これからそういう人たちを増

やしていきたい」というのが主宰の考えである。

　こうした強い信念を抱いているからこそ、舞台に対す

る姿勢も自ずと厳しいものとなる。プラス・カラーズ

としては、岡本が入る以前に一一つ公演をやっているのだ

が、そのメンバーの舞台に対する姿勢があまりにもひど

かったということで、主宰は「芯のある人としか仕事は

しない」という決意を抱き、岡本に声を掛けたのだとい

う。誘われた当時岡本は、「つながり」についてはまっ

たく知らなかったのだが、「私は真っ向勝負で舞台をや

りたいっていう入間だった」という自己評価からも分か

るように、ひたむきなまでの誠実さで演劇と向き合って

いた9。そこに役者として追求していくべき指針が主宰

から示されたことにより、かつてないほど充実した日々

を送れるようになっているのである。そして同じくワー

クショップで学ぶ仲間からの刺激もあり、主宰の願いは

「私たちの使命でもある」というほどに、その主宰をモ

デルとして師事している。

　週二日のペースでやっているワークショップでは、上

記「つながり」を身につけるためにさまざまな訓練が取

り組まれているが、その研鑛は稽古の場にとどまらない。

たとえばコンビニのアルバイトをしている最中にも、「エ

ネルギーを出す位置を変える特訓ができたりする」し、

「街を歩いてるときも、『前の人とつながってみよう』と

かいうこともできます」というように、仕事や日常まで

も訓練の場となっている。そして「日々生きてる居方（い

かた）っていうのが、今までと違ってぜんぶ結び付けら

れる」というように、彼女にとって日常生活すべてが役

者にとっての糧となっているのである。

　また彼女は、以前から発声の仕方に課題を感じており、

「つながり」獲得とともに発声法の矯正を目標の一つと

している。発声という課題に向けた取り組みとしてうっ

てつけとなっているのが、電化製品の商品説明の仕事で

ある。具体的には、商品についての研修を受けたのちに

原稿を渡され、それを基に適宜アレンジしながらマイク

で喋るという業務である。乾燥した店舗内で電化製品を

扱うため水も飲めないなか、「延々と喋り続けて孤独な

闘い」だというが、彼女はこれを「一人舞台」と位置づ

け練習の場としている。ワー一クショップや稽古で発見し

学んできたことをこの仕事に持ち込み、広い店舗内で「あ

そこに届けるイメージで」などといったような、家では

できないような練習を積むことが可能となるのである。

つまり彼女にとって派遣先となる職場は、生活費を稼ぐ

ための場であるとともに、演技を磨くための稽古の場、

活動の舞台の一つとして読み替えられているのである。

　ちなみに彼女のスケジュールには、「休みの日」とい

うものは存在しない。「基本的に何もしてない日ってな

いんです。（演劇の）ワークショップとか入ってなければ、

だいたい仕事してる」というように、かなりの時間が就

労に費やされている。彼女は高校生の頃からアルバイト

をしているが、その背景には、彼女が高校1年の頃に父

65



「教育科学研究」第24号　2009年3月

親を事故で亡くし、主として母親のパー一一Lト収入で家計を

やりくりしているという事情がある。高校在学時から専

門学校在学時にかけての収入は専門学校の学費工面に充

て、卒業後は家に不定額を入れているという。そうした

出費や諸経費をまかないながら、観劇やワークショップ

代、次の公演のための貯金など、演劇にかかわるお金も

捻出しているのである。さらに舞台稽古に入ると、1ヶ

月のあいだ仕事を休むといったこともあり、それを見越

した収入を確保しておかねばならない。そんな厳しい状

況のなかで働いている彼女であるが、コンビニ・派遣と

もに急な都合や長期休業への対応が可能であり、役者で

ある彼女にとって融通の利く職場となっている。

　以上のように、ワークショップや舞台稽古からアルバ

イトまで、休みなく活動を続ける彼女であるが、それら

はいずれも「ひとり立ちした役者になる」といった最終

目標に向けての道程となっている。そこでは生活の糧を

得るための就労もまた、演技力向上のための訓練の場と
フ

して読み替えられ、糧となっていく。こうしたあくなき

向上心に駆り立てられた日々の活動に対する真摯な姿勢

こそが、彼女にとって不安定かつ不明瞭な世界をなんと

か渡っていくための原動力となっているのであり、「自

営・自由業」としての姿の一一eeなのである。

2）抽象的な展望と「自己マネジメント」

　音楽活動、会社経営、イベント企画など、多彩な活動

を繰り広げている黒川であるが、それは「すごい人にな

りたい」という思いに突き動かされてのものである。「最

終的にはドラム」というように、音楽活動を最終的な目

標に据えてはいるものの、「音楽で売れても居酒屋は続

けます」など、一一つの活動に特化しないかたちで将来を

見据えている。

　まず音楽活動についての展望を追えば、「ドラムで飯

を食べたい」「バンドで売れたら最高」という一方で、

「オレの音楽を聴いて、みんなぶっ壊れて楽しんでる」

（2003）といった状態を最高の到達点としている。そし

てそのためには、レコーディングなど音として聴かせる

技術だけでなく、音の出し方から演奏する際の表情、パ

フォー一マンスなどといった「見せ方」も欠かせない要素

だとして、スティックの回し方などの演出技術を磨いて

いる。また、彼にとって音楽活動とは、「俺は人生観を

ドラムで出したい」「いろんなことを音楽に結び付けて」

（2003）と話しているように、自分自身の生き方と連動

したものとなっている。つまり彼にとって、自身の生き

方に磨きをかけること自体が、音楽活動における到達点

へ近づくこととなっているのである。

　そして音楽活動における成功を目指すかたわら、高

校卒業以来一貫して抱いているのが「IO年後に年商12

億（円）」という目標である。12億という数字は、たま

たまテレビで見た社長が年商12億円で、黒川の対抗心

をくすぐったということだった。その社長は30代後半

なのに対し、自分たちは20代のうちにそれを達成して

やろう、ということを最大の目標とし、エンブレム会社

やイベント開催、居酒屋をその過程として位置づけてい

る。

　このように壮大な展望を抱いている彼であるが、ただ

闇雲に語っているだけではない。「夢をずっと語ってて

も、現実に動かないと夢が実現しない」（2003）という

ことで、活動を計画的に組み立て「絶対やり通す」（2005）

という覚悟で実行している。それを端的に示しているの

が、板金塗装会社での就労である。前節で紹介したよう

に、彼にとってこの会社での就労は、収入源であるとと

もに音楽をやっていくための「保険」としての技術習得

の場でもあった。そして「3年」という期限を自らに課

し、その計画通りに技術を習得し退職している。また、

仲間とともに取り組んだイベント開催も、まず最初に日

時を決め、そこから逆算してやるべきことを組み立てて

いくといったかたちで動いていた。同じく居酒屋開業に

ついても、2010年オープンという期日をまず定め、そ

のために定期預金を組んで設立資金を貯めるなどしてい

る。そんな彼の計画性は、長期的展望を常に意識しなが

らも、短期的な目標設定を逐一掲げ、それをクリアして

いくという姿勢となって表れている。

　計画性とも関連するが、彼は日々の活動からいかに自

分にとって意味のあることを効率的に得られるのかとい

うことを常に考えている。板金塗装会社では、前述のよ

うに収入源と技術習得を同時に得ていたのだが、さらに

は社長の経営手法を間近に学び、その手際を吸収しても

いた。そして退職後エンブレム関東の体制構築に專念し

ていた時期には、当時保持していたお金をすべて母親に

渡して「100円が惜しい生活」を経験することにより、

金銭感覚の修正を行なっていたし、その後のアルバイト

では、収入源確保とパソコン技術の習得を兼ねていた。

こうした時間の使い方により、「フツーの人の24時間

が48時間とかになってくる」（2007②）1°とのことで

ある。

　さらに彼にとっては睡眠時間すら、活動の効率性と照

らし合わせた計画性の下にある。「睡眠時間4時間（中略）

取れれば、だいたい仕事には集中できる」とのことで、

それを活動の合間に挟み、スケジュールを立てている。

「睡眠時間とかないねとかよく言われますけど、でも別
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に好きなことやってるわけだし、実際に金につながって

いる部分もある」ということで、夢に向けてのプロセス

として、諸活動が組み立てられている。

　彼の計画性に基づいた諸活動の編成、および目標設定

とその達成は、たんに長期的展望へと直線的に近づいて

いくことを意味しているだけではない。たとえば居酒屋

設立に向けての貯金についても、アルバイトの時間を増

やしてまかなう一方で、「エンブレム関東の売り上げを

上げて（中略）それで払わないと意味がない」といった

思いを抱いてもいる。そこには、ただ貯金ができればい

い、居酒屋開設ができればいいというだけでなく、「こ

こで成功すれば次も成功する」という、いわば「成功物

語」の生成・循環のサイクルを作り出し維持していくこ

とで、長期的展望に向けた自身のモチベーションを駆動

させ続けていくといった意味合いが込められている。

　また「成功」のみでなく、客観的には「失敗」と位置

づけうる経験もまた、彼にとっては次への糧として機能

している。たとえば結果的には赤字に終わったイベント

も、その後のエンブレム関東での営業に活かしたりして

いる11。どんな経験であっても「どこかしらにいいとこ

あるから」（2005）ということで、そこを伸ばすことで

次につなげていくという姿勢が保たれている。

　以上のような黒川の展望・姿勢をまとめれば、それぞ

れの活動が他の活動における資源となり、総体として彼

を「すごい人」という展望へと押し上げているといえよ

う。会社経営や音楽活動など、個別的な活動それぞれが

自分自身の一定のマネジメントの下に展開される「自営

・自由業」なのであるが、むしろ彼の場合には、それら

諸活動の編成自体が一つの事業となり、「自己マネジメ

ント」により展開されている。それが「すごい人」という、

一・一一一“ ﾂの属性に特化されえない抽象化された展望となって

示されているのである。

3）小括

　本節では、黒川と岡本の将来展望を軸として編成され

ている多忙な生活の内実とその姿勢について見てきた。

二人の活動内容はまったく異なったものであるが、休む

ことなく働き活動し、かつそれらを自身の目標と関連さ

せて「糧」となるよう積極的に意味づけ編成していると

いう点で二人は共通している。こうした貧欲ともいえる

姿勢は、道の見えづらいなかでも進んでいくための駆動

力として機能しているといえる。それは目標を達成する

ため行動の採算・意味を自分自身で計りつつ歩んでいか

ざるをえないという自営・自由業において要請される特

質なのではないだろうか。

　ただ二人における活動の軸には、決定的な違いもある。

岡本における軸は、目標としての「役者」一点であり、

それに焦点化された諸活動となっている。しかし役者に

向けての移行ルート（および到達点）の不明確さゆえ、

どこに所属しどういった活動を行なっていくかという選

択などは自分自身に委ねられているために、「終わりな

き課題」を自身に課すことにより、それを指針としてい

るのである。

　それに対して黒川の場合、多様な活動それぞれにおけ

る成功を冒論んでもいて、明確な序列、優先順位などが

あるわけではない。それぞれの活動は互いに入り組みな

がら影響を与え合い、一つの活動の成功が他の活動のた

めの元手となって展開している。そんなサイクルの積み

重ねによって到達するのが（彼の想定する）「すごい人」

という自己像なのであり、またそうした自己像をたえず

参照することによって、彼は多様な活動をまとめあげて

いるのである。

4．諸活動を可能にしている資源

　前節では、目標へと向かい休みなき生活を送る二人の

姿勢を確認したが、その周囲・背景へと目をやれば、そ

の活動はさまざまな資源によって支えられてこそ可能と

なっていることが分かる。本節では、それぞれのケー－P．ス

から重要だと思われる箇所を取り上げ、こうした資源と

その諸活動への影響に焦点をあてて論じていきたい。

　　　　　　　　　k

1）見通しや刺激を与えてくれる先達

　資源としてまず指摘できるのが、同じ道を少し先に進

んでいる先達からの影響である。標準化されているとは

言いがたい移行ルートをたどっている二人にとって、見

本となる人物と身近に接する機会は重要であり、その先

の見通しを形成するうえで大きな意味を持っている。

　役者を目指す岡本は、そういった影響を幾度も経験し

ながらの移行を経てきたケ・・…スである。そもそも役者を

やっていこうと思うようになった経緯には、声優の仕事

もやっていた高校の演劇部顧問の影響があった。そして

専門学校に進んだのちには、一時期映像系にも興味が広

がっていたものの、やはり舞台役者としてやっていこう

と決意した背景として、指導の厳しさで有名だった2年

次担任がいた。彼女自身、「あまりにも怖すぎ」るため

に卒業後は「あんまりかかわりたくない」というほどで

あったが、一一方で「好き嫌いとかを通り越えたかんじ」

で「私のなかの基本的な考え方のベースを作ってくれた」

（2005）人であるという。具体的には、掃除や挨拶など
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演技そのものではないが、「筋を通した方がいい」（2005）

というように、舞台への向き合い方・姿勢についての土

台形成となっていた。

　そしてフリーランスとなった現在は、彼女が主にかか

わっているユニット主宰の存在が大きい。主宰は、他の

社会でも通用するような「ちゃんとした人間性みたいな

のを教えてくれる人」であるとともに、演技に関しても

「（自分の状態を）ちゃんと見て分かってくれる人」であ

り、役者として自分を立てていくための重要な指導者と

なっている。さらに主宰は「先週私が教わってきたんだ
けど、ちょっとやってみようか」というように滴本ら

に教えているワークショップ以外にも、自身が研修生と

して他のワークショップに参加しており、学び続ける姿

勢そのものを示す「モデル」となってもいる。こうした

指導者でありモデルでもある主宰と接するなかで、岡本

は役者に向けた自分なりの指針を形成しつつある。

　「教えてくれる人を、私はずっと探していた」という

岡本とは違い、目標やモデルは「誰もいね一」（2007②）

と語る黒川ではあるが、彼もまた先達から学んできたこ

とは少なくない。その一番身近なケースが、彼が高校在

学時からアルバイトで働き、高卒後に正社員となった自

動車板金塗装会社社長である。「（会社は）最初は5人入っ

て5人全員辞めたんですよ。（中略）社長についていけ

なかったんです」（2005）と話しているように、この社

長は黒川を含む社員を非常に厳しい条件で働かせていた

が、有限会社を立ちあげてわずか数年で約1億円を稼ぎ

だすなど、同じように有限会社を立ち上げ経営する彼の

いい見本ともなっていた。その過程を間近で見てきた黒

川は、ギリギリの線を見極めつつ「一発で決める」といっ

た頭の回転のよさや交渉における強引さといった行動力

から、「とにかく目標は必ず達成してる」（2005）とい

うその姿勢までさまざまに学んでいて、「社長の影響、

かなりでかいです」（2005）という12。そして会社を辞

めた後も、「もう親父みたいな感じ」といった関係で付

き合いを続けている。

　こういった人たちからいろいろと教えられ、刺激を受

けていくなかで、二人は自身の移行を進めているのであ

る。

2）共に高めあい、支えあう仲間・同志

　前項では、自身が向かおうとする道の一歩先へと進ん

でいる者からの影響を見てきたが、同時に横のつながり

としての仲間の存在もまた、二人にとって大きな意味を

持っている。

　黒川は、バンド仲間やバイト仲間など、さまざまな関

係を築いているが、なかでもかつてイベントを立ち上げ、

数年後に居酒屋を開店するという目標を立てている高校

時代からの友人グループはその中軸となっている。メン

バーは黒川、近所の幼なじみである大塚、高校時代の同

級生である池田、一つ後輩になる矢野の4名。高卒後は

それぞれ別の道を歩んでいたものの、仕事や今後の展望

などについて相談していたなかで、「5年後に店建てよ

う、俺とお前がやりたいことやろう」（2005）という話

になり、その夢を共有するようになった仲間である。

　黒川は「やり方はもう全部俺っすよ」（2005）「休み

は俺にすべて合わせます」というように、この中のリー一

ダー的存在13である。しかしながら、彼らの関係は黒

川が一方的に指示をするような上下関係ではなく、「人

の力を最大限にまで伸ばす」黒川（2005）、「臨機応変

に動ける」大塚、「ブレーキ役」の池田、「勉強家だし、

信頼はある」（2007②）矢野、といったように、彼を

リー・・一ダーとしつつも目標達成のために互いの能力をあ

てにし、信頼するといった性質のものである（「信頼は

120％ある。俺の（金を）全額を渡してもぜんぜん不安

はない」（2005））。また、居酒屋設立を思い至ったのは、

黒川と池田の間で「（仕事後の深夜に）4時間くらいずっ

と励ましあって」（2003）いた際のことであったし、そ

の後も黒川は、アルバイトの時間を削って時間を作り、

大塚の相談に乗ったりもしているそうで、情緒的な結び

っきも強い。

　「信頼する仲間がいるからこそ、やんなきゃいけない」

（2005）という言葉に端的に表れているように、黒川の

前へ前へと進んでいこうとする貧欲な姿勢は、こうした

強固な結束を築いている仲闇に支えられて成り立ってい

るという側面があるのである。

　また岡本の場合、こうした関係は共演者やワーク

ショップのメンバーに相当する。舞台稽古においては、

「ぜったい自分では見せたくないところとかを見せな

きゃいけない」「恥をかいていく仕事場」（2005）との

’ことで、場面によっては互いにぶつかり合うほどに濃密

な関係が要請されるというgそして年齢は離れているも

のの、「何でも本当に話せるし相談もできる」といった

仲聞を獲得している。またワークショップの仲間とは、

稽古の最中や終わった後に、しばしばディスカッション

となることもあり、下手をすれば朝まで議論しているよ

うなこともあるという。そういったなかで、「壮大な目標」

を抱いているメンバーに感化されたり、あるいは身近な

目標に据えてみたりなど、役者に向けて互いに高めあっ

ている様子がうかがえる。

　彼女にとって、「同じ目標を持ってる人は違う」との
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ことで、役者仲間以外の友人との交流はごく限られてい

るものの、こうした役者仲間との出会いを経るなかで、

彼女は「出会いは本当に大切にしながらこれからも生き

ていこう」と思いながら役者生活を続けている。

3）家族

　前項までの資源とはやや異なる位置づけとなるが、家

族もまた活動を行なううえで重要な資源提供元となって

いる。これまでの私たちの調査・分析でも何度も示され

てきたように、黒川は豊富な経済資本・文化資本を持っ

ている。両親が離婚したのちは、家計の苦しさが生じる

ときもあったが、祖父からはエンブレム製作会社を引き

継いでおり、「凄いお嬢様だった」母親からは小さい頃

から多くのジャンルの音楽に触れる機会を与えられ、音

楽的素養を高めていた。そして彼が多大な影響を受けた

塗装会社社長は、父親が経営していた自動車販売会社の

元社員であり、彼がそこに就職したのもそのツテがあっ

たからである。現在両親は離婚し、彼も実家を離れてい

るため、両親とはあまり会ってはいないものの、母親と

は「昔っからいっぱいしゃべります」といった関係であ

り、父親は「ああいうふうにはなりたくない」という意

味で反面教師として彼に影響を与えている（2005）。

　他方、岡本は黒川のように、諸活動の元手となるよう

な明確な経済資本・文化資本はないものの、「私の今の

人生って、ほぼ芝居で、家族なんですよ」というように、

家族の存在はきわめて大きなものとなっている。父親と

は死別し、姉と弟は既に実家を出ているため、現在はパー

トで働く母親との二人暮しであるが、「仕事中とかも、

そろそろうちに帰りたいって思ったりとかします」とい

う思いを抱いているほどに、家での時間を大事にしてい

る。そして家での時間の大部分が、家族との会話に費や

されている。母親とは互いにその日にあった些細なこと

をさまざま話すそうで、帰りが遅くなった日でも「短い

時間で濃密な会話をしないと（笑）」というほどである。

また、一年のうちで唯一の「一日休み」の日であった彼

女の誕生日には、母親とともに遊びに出かけている。彼

女にとって家族とりわけ母親は、役者として生きていく

決意をしている彼女のよき理解者であり、日々精力的な

活動をしている彼女にとって大きな情緒的支えとなって

いるのである。

4）小括

　本節では、精力的に活動する黒川と岡本の諸活動をと

りまく周囲の関係に焦点をあてて見てきた。今回事務所

を辞めフリーランスとなっている岡本であるが、フリー

ランスになるということは舞台に定期的に出られる保障

を失うことであり、その不安から事務所が信用できない

状況であっても辞められないという人は少なくないそう

である。しかし彼女の周囲には、見本を示し指針を与え

てくれる指導者や目標を共有できる仲間がいて、かつ話

をじっくり聞いてくれる家族もいる。あるいは時おり公

演に誘ってくれるような、専門学校時代のつながりもあ

る。そういった関係のなかにいるからこそ、彼女は役者

への道における障壁となりかねない元事務所を脱し、ブ

リーランスへと踏み出す決断が可能となったのであり、

役者に向けて適進できているのである。

　そして黒川も岡本同様、「どこ調べても載ってない」

（2005）ような不明瞭なルートを歩んでいるわけで、社

長をはじめクラブイベントやエンブレム会社の営業を通

じて出会った多くの「成功者」から直接刺激を受けるな

かで、「すごい人」に向けて諸活動を遂行していた。そ

して家庭の豊富な経済・文化資本を元手として、信頼で

きる仲間と目標への志を共有することにより、設定した

目標の達成へと適進でてきているのである。

　二人はその積極的姿勢の強さから、ともすれば本人の

意志・力量のみから日々の活動および移行を進めている

かのように受け取られがちとなる。しかしながら本節で

見たように、二人の移行は周囲の関係から得ている資源

・影響力があってこそ成り立っているのである。

5．まとめ

　本章では、他の調査対象者には見られないような特異

な経緯をたどっている黒川・岡本について見てきた。た

だ「特異」とはいえ、かならずしも二人が例外というわ

けでもない。とりわけ岡本の役者、黒川のバンド活動な

どは、「フリーター」の一類型として括られる場合もあり、

・一一一閧ﾌ層をなしているといえよう14。また黒川の起業・1

経営という側面は、数としてはより少数になるが、近年

「アントレプレナーシップ（起業家精神）」という用語と

ともに脚光を浴びている働き方である15。

　二人の活動を、いわゆる「やりたいこと」に向けた活

動として見てみよう。2節で確認したように、二人は生

活の糧を稼ぐための就労を営みつつ、さらに自分の「や

りたいこと」に向けた活動を精力的にこなしているわけ

で、その生活はきわめて多忙・不規則なものとなってい

る。こうした側面については、かつて声優のオーディショ

ンを受けたり養成所に通ったりしていた竹内奈央や、イ

ンディーズバンドの衣装作成などを行ないつつライブハ

ウスのスタッフになろうかと考えてもいた西澤菜穂子な

69



「教育科学研究」第24号　2009年3月

ど、プリ・一・・ター層にも一定同じ傾向は見出せる（二人に

ついては第2章参照）。しかし彼女らの場合、家庭問題

をはじめ過大な生活課題がのしかかるなど、「やりたい

こと」へと向かい切ることのできない多くの事情が存在

しており、岡本・黒川との差異は著しい。当然のことな

がら、「やりたいこと」に向けた二人の活動が今後どう

なっていくのかについては、岡本・黒川にとってもいま

だ見えているわけではない。しかし二人が終わりなき目

標を掲げ、それに向けて遭進するという姿勢を維持しえ

ているのは、4節で確認したように、家族の資源や周囲

の支えがあってこそ可能となっているのである。

　そして黒川の会社起業・経営、および居酒屋設立に

かんしては、「やりたいこと」であると同時に経済的な

面での「成功」（「年商12億」）に向けた活動でもある。

経済情勢の変動や雇用情勢の悪化に伴いながら、財界や

政策においてさかんにベンチャー・起業の必要性・重要

性が謳われているが、黒川のケー一スはその流れに見事に

合致しているといえる。しかし本章で見てきたように、

彼の抱く展望は当人の意識のみで成り立っているわけで

はなく、土台としての諸資源や周囲の仲間とのあいだで

形成・維持されてきたものであり、「アントレプレナー

シップ」言説をその象徴とした個別の意識啓発として行

なわれうるものではない。

　いずれにせよ本章で見てきた自営・自由業の若者は、

80年代後半にリクルート社の調査を発端として喧伝さ

れた「フリー一ター／フリーアルバイター」の姿に近似し

ている16。当時この言葉が指していたのは、「会社人間」

となり働く状態を忌避し、積極的にアルバイト生活を続

けていく若者の姿であった。同じような傾向はヨーロッ

パの若者溺究でも指摘されているが、そこでの調査結果

は本章で見てきたケース同様に、活用可能で豊富な資源

が周囲にあること、頼りにできる仲間がいるからこそ不

安定な移行ルートを渡ることができていることを示して

いる17。

　このように、従来までの「標準」とは相容れないよう

なトラックをあえて歩もうとする二人であるが、今後に

おいてどういった経路をたどっていくことになるかは未

知数である。「やりたいこと」をめぐる諸資源や他者と

の関係の位置づけに注視しながら、二人の行く末を追っ

ていきたい。

註

1．厳密に言えば、黒川は有限会社の取締役であり、個

　　人事業主としての「自営業」ではない。しかし一般

　　的な呼称では法人格の有無はあまり重視されること

2

3

4

5

6

7

8

9．

がない点を考慮し、「自営業」として扱う。

これまでのところ、生活をそれだけで支えられる十

分な収入には結びついていないものの、そもそも芸

能実演家としてそれのみで生活している者はごく一

握りであり、収入の多寡にかかわらず芸能実演家を

一般に自由業と呼ぶこともある。なお芸能実演家の

暮らしぶりについては、日本芸能実演家団体協議会・

編「芸能実演家の活動と生活実態7℃5年版」（2005

年3月）を参照。

黒川の家族や持っているネットワークに関しては

『18歳』111－115頁、「報告書③」108頁を参照。

単に塗れるようになったというだけでなく、「俺の

予想では、完壁な状態を1年間保たなければいけな

いっていうのがあった」（2005）ため、「猛ダッシュ」

をかけ練習に励み、就職して1年後には塗りはじめ

ていた。ちなみに彼によれば、通常だと塗り始める

までに3年、きちんと習得するまでに5年かかると

いう。

有限会社化した当時、彼は未成年であったため、登

記上は兄が代表取締役で彼は取締役だが、兄が担っ

ているのはホームページ作成のみであり、実質的な

経営は彼が担っている。

岡本の演劇への興味と家庭については「報告書①」

68頁（女21）、専門学校時代の生活については「報

告書②」96頁、專門学校の卒業後に関しては「報

告書③」29頁を参照。

金銭トラブルや契約をめぐるトラブルは、演劇業界

の構造的問題であると岡本自身考えている。（「〔こ

の世界だとけっこうそういうこと（契約の曖昧さ）

はあるの？〕いや、（むしろ）ちゃんとしたところ

はないと思います」）。現代演劇の調査研究を行なっ

た佐藤郁哉によれば、こうした問題が起こるのは、

日本における劇団がビジネスライクな契約によって

結ばれる集団というよりも一一Ptの擬似家族、あるい

は共同出資によって支え合う生産者組合のような性

格を帯びているからだとしている。この点は岡本の

ケースにも当てはまるだろう。佐藤郁哉『現代演劇

のフィールドワークー芸術生産の文化社会学』（東

京大学出版会、1999年）参照。

芸能実演家の収入や働き方の詳細については、先述

の日本芸能実演家団体協議会編（2005年）の報告

書を参照されたい。

彼女の演劇にかける誠実さは、演技に対してのみで

なく、ホールの片付けや事務所を辞める際の手続き

的な側面など、全般的なものとなっている。
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10．今回は彼の高校時代の同級生で、高卒後1年目イン

　　タビューを受けていた大塚（4節参照）に対し、黒

　　川とともにインタビュ・一一を行なった。これはその際

　　の発轡である。以下、その際の発言については（2007

　　②）と表記する。

11．ちなみにこのイベントは、「もともと成功する気は

　　なかった」とのことである。そこには、活動を共に

　　する仲間の結束や力量形成、あるいは営業の過程で

　　獲得した広範な人脈など、今後における投資として

　　の意味合いが込められていたといえる。

12．しかし「（社長が）かわいそうなのが板金塗装と出

　　会っちゃったこと」であり、業界の性質上「（売り

　　上げ）一億が限界」だという。ゆえに黒川にとって、

　　その社長は乗り越える対象ともなっている。

13．彼はイベント企画で立ち回るなかで、仲間に食事代

　　や飲み代をおごるなどして、戦略的にリーダーとし

　　ての地位を形成していったと話している。大塚は当

　　初からそれを見抜いていたが、昔から親分肌な黒川

　　の性格をふまえ、また「頭は一人じゃなきゃ組織は

　　うまくいかない」（2007②）という考えから、彼

　　をリーダー一として位置づけている。

14．97人のフリーターへの聴き取り調査を行なった日

　本労働研究機構「フリータtsの意識と実態」（調査

　破究報告書No．　1　36、2000年）では、音楽バンド

　や俳優関係を中心に、16名のケースが紹介されて

　　いる。

15．　「キャリア教育」や言説レベルでの喧伝が著しい

　　が、移行の実態把握という調査目的から描かれたも

　　のとしては、20代前半の起業家3名についての聴

　　き取りを行なった前島賢士「ベンチャー企業をめざ

　　す若者たち」（矢島正見・耳塚寛明編『変わる若者

　　と職業世界一トランジッションの社会学』学文社、

　　2001年）を参照。また、経済的成功を第一に据え

　　たものとは距離を取り、これまでの働き方に対する

　　オルタナティブの模索という動向もある。佐藤洋作・

　　カンパネルラ編集委員会編『もう一つの〈いろいろ

　　な〉働き方』（ふきのとう書房、2002年）を参照。

16．一例ではあるが、芸術家志望のフリーター縁とし

　　ては、アルファトゥワン・リクルート編集部編『ブ

　　リーター一有名人の無名時代アルバイト体験マル秘

　　話集』（リクルー一トフロムエー、1987年）が挙げ

　　られる。

17．社会的背景はもとより資源の質などで二人と完全に

　　重なるわけではないが、従来型とは異なる移行ルー

　　トへの「文化的エリート」による姿勢を描写した

ものとしては、Du　Bois－Reymond，　M．（1998）‘1　Dont

Want　to　Commit　Myself　Yet’：Young　People’s　Life

Concepts，　Journal　of　Youth　Studies，　Vol．　1，N（）．　1、　ここ

で参照した周囲の仲間関係についての重要性を指

摘したものとして、Walther，　A．，　Stauber，　B．＆Pohl，

A、（2005）Informal　Networks　in　Youth　Transitions

in　We5t　Germany：Biographical　Resource　or

Reproduction　of　Social　Inequality？，　Journal　of　Youth

Studies，　VoL8，　No．2（車塚眞樹抄訳「若者の移行期

をめぐるインフォーマルなネットワークー人生の経歴

における資源か社会的不平等の再生産か？」『教育』

2006年3月号）、とりわけ227頁（原著）参照
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第4章学校に留まることを選んだ者たちの移

　　　　行過程

明らかにしたい。，

2．大学卒業後の進路に至る経緯と現状

1．はじめに

児島功和・進藤正樹・藤井吉祥

　本章では、四年制大学（以下、大学）を卒業した後に

なお大学や専門学校などの学校に留まることを選んだ桑

田泰宏・金山克也・川辺聡子・下田洋平の4人（全員A

高校出身）を取りあげる。桑田は台湾の語学学校を経て、

今回調査時には台湾の大学院への進学を希望していた1。

金山は専門学校に入学を予定しており、川辺は学部生時

代在籍していた大学の大学院に内部進学、下田はそれま

で在籍していた大学とは違う大学の通信制課程に学士入

学となっている（表4－1）。

　『平成20年度版学校基本調査速報』によれば、卒業

者のうち「大学院等への進学者」「専門学校・海外の学

校等入学者」の数は76，259人、全体の約14％となっ

ている2。その中で最も大きな割合を占めているのが大

学院進学者である。大学院重点化・拡充化という政策方
．L

針を背景に、大学院進学者は増加傾向にあるが3、それ

でも大学院に進学すること、あるいは専門学校などに入

学することは、新規大卒者にとって一般的なトラックと

はいえない。他方、入学難易度による違いはあるものの、

近年は団塊世代の定年退職を背景として求人総数は増加

しており、求人倍率も上昇傾向にあり、新規大卒者の約

70％が就職しているという状況がある4。

　以上のことからも分かるように、大学卒業後になお大

学や専門学棟などの学校に留まるという選択は、新規大

卒者の誰もが歩むような教育経歴やキャリア形成のあり

方ではない。そんな状況のなか、本章では、4人がどの

ような軌道をたどって大学卒業後の進路先を学校とする

に至ったのか、その歩みが具体的にいかなる条件におい

てなされたのかを描くとともに、特に〈学校から仕事へ〉

の移行という観点から見たとき、4人にとって〈学校か

ら学校へ〉の移行がどのような意味を持っていたのかを

　本節では、桑田〈大学⇒台湾の語学学校⇒台湾の大学

院（希望）〉、金山〈大学⇒針灸専門学校（予定）〉、川辺

〈大学⇒同大学大学院〉、下田〈大学⇒他大学に学士入学〉

といったさまざまな進路先が、それぞれどのような経緯

をたどって選択されたものなのかを、高校在学時からの

展望を起点として見ていきたい。

1）桑田泰宏のケース5

　桑田は、高校を卒業して都内の私立大学外国語学部に

進学し、在学中に台湾への留学を経験、卒業後にも語学

学校への再留学をしている。留学先で行なった今回調査

時には、台湾にある大学院への進学を準備していた。

　彼は高校3年のインタビュー時に、すでに中学時代か

ら中国語やアジア諸国の文化に対する興味があったと話

している。興味を持つきっかけとなったのは、中学生の

頃に聴いた中国語の歌。それ以来、NHKの語学講座で

中国語を独学で学び、高校3年次には簡単な自己紹介が

できるほどになっていた。

　そして外国語学部申国語学科に進学した桑田は、中国

語の授業ではすべて「優」の成績を取り、学内の中国

語スピーチコンテストでは準優勝するなど、優秀な成績

を残している。大学1年次のインタビューでも、中国語

学科という自分の好きな勉強に集中できる環境について

次のように話している。「中国語が楽しくてしかたがな

いという、本当に進んでよかったなって」（2003）。学

業以外の面では、部活やサークルには所属していなかっ

たが、授業が一緒のクラスメイトや他学科の人とも交流

するなど、広い交友関係を築いていた。また桑田は、飲

食店のアルバイトで月に7～8万円ほど稼いでいたが、

「フォロ・・一しあえる」という職場の雰囲気もあって、「（そ

のバイト先の）友達とは離れたくないんです」（2003）

と話すほどに、そこでの関係を大切なものと感じていた。

　また、「中国語だけの生活に浸ってみたかった」とい

う理由で、3年生の秋からは大学の交換留学制度を利用

表　4－1．引き続き就学者の概要

出身大学の学部・学科 出身学部・学科の選択理由 大学卒業後の進路

桑田泰宏 外国語学部中国語学科 中国語を学びたい 台湾の語学学校→台湾の大学院（希望）

金山克也 総合大学の体育学科 身体（野球に関連して）への興味 鍼灸専門学校（予定）

川辺聡子 動物関連学科 動物への興味 同大大学院（内部進学）

下田洋平 経済学部 社会科教師志望 他大学の通信制に学士入学
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して、1年間ほど台湾に語学留学をしている。台湾を選

んだ理由は、大学で知り合った台湾人の印象の良さや留

学先の大学が都市部にあること、そして「（自身のセク

シュアリティと関連して）台湾はゲイに対してかなり寛

容であることを知っていたから」（2005）と彼は答えて

いる。留学先の台湾では、最初のうち自分がこれまで培っ

てきた語学力が通用しないことに戸惑いもあったが、友

人ができたことや徐々に語学力がついてきたこともあ

り、少しずつそこでの生活に慣れていった。

　留学費用については、双方の大学から給付制の奨学金

を支給されていたが、それ以外にも実質的な費用は親が

負担していたこともあり、「悠々自適な生活」を送っていた

という。「本当に楽しかったですね。ほんと最後の方は日

本に帰りたくないと思っていて、もう、ずっと台湾にいた

い！っというのはありましたね」（2006）という言葉からは、

留学生活を満喫していた様子がうかがえる。なお、余った

奨学金は卒業後の留学資金に充てている。

　交換留学から戻ってきたときすでに大学4年次も半ば

を過ぎていたが、彼は民閻企業などへの就職活動は一切

行なわず、卒業後にもう一度留学することを決めた。し

かし、再留学はすでに交換留学時から考えていたことが

次の言葉からも分かる。「中国語を究めたいという気持

ちも強くなっているので、もし今年の夏帰国する時点で、

自分の語学能力に納得がいかないようであれば、一度帰

国して卒業後、再び台湾に戻って勉強したいと考えはじ

めた」（2005）。そして衣服や雑貨を販売する店でアル

バイトとして週4日、1ケ月に7～8万円稼ぐ生活を経

て、大学を卒業して数ケ月後には台湾の語学学校に私費

で再留学を果たす。

　台湾に戻ったとき、桑田は1ヶ月ほど臼本人の友人の

家に住んでいて、その間に台湾人の友人に頼んで住む

部屋を探してもらうなどしている（二人とも交換留学時

にできた友人）。こうした幅広い交友関係の基盤もあっ

て、彼はそれほど時間がかかることなく台湾での生活に

再び馴染んでいった。また、戻ってしばらくは、それほ

ど月日が経っていないにもかかわらず語学力が低下して

いたことにショックを受け、「泣きそう」だったという

が、こうした不安も友人たちが愚痴を聞いてくれたこと

もあって、感じなくなっていった。

　今回調査時に彼はまだ先述の語学学校に通っていた

が、その後、台湾史を専攻として、台湾の大学院に進学

するという希望を話してくれた。大きなきっかけとなっ

たのは、元々は「飲み友達」だったという同じく日本か

ら留学に来ていた台湾史研究をする大学院生のアドバイ

スだった。「そんなに台湾娃きで1年後にまた帰って就

職するんだったら、大学院受けてみたらって言われて。

（中略）あ、そういう道もあるのかと」。同時に桑田は、

その「先輩」から月に3万元（彼の認識では20代後半

の人の収入に相当）の給付制奨学金の存在を教えても

らったり、受験に向けて進学希望先の大学教員を紹介し

てもらい挨拶にも行っている。そして今回調査時に桑田

は、「先輩」から教えてもらった専門書を読むなどして、

進学への準備をしていた。

2）金山克也のケース6

　金山は、高校卒業後1年間の浪人生活を経て、私立総

合大学の体育学科に入学した。今回調査時には大学4年

生、卒業後には鍼灸の専門学校への入学が決まっていた。

　高校時代、野球部に所属していた金山は、高い技術を

持ったプレイヤーを目指して理論的な本を読み、それ以

外にも有料の講習を受講するなどしていた。卒業後の進

路についても、まず「野球やりたいって決めていた」こ

とがあり、プレーについて「いろいろ研究っていうか、

したいな」（2002）という思いもあって、プレイヤーと

して野球ができ、かつ理論的にも野球が学べる大学への

進学を考えていた。そして彼は、「どうせやるんだったら、

レベル高い方が」「ちゃんと学べる」（2002）ということ

を理由に、身体運動学などが学べる国立大学を志望する。

体育大学という選択肢もありえたはずだが、高校の教員

寸や体育大学に進んだ高校OBの経験談から、体育大学は

部活動や実技に傾倒しすぎているイメージがあるとのこ

とで、受験することはなかった。現役時には、第一志望

の国立大学以外にも私立大学を3校受験、私立大学の教

育学科には合格したが、彼は浪人することを決めた。し

かし、1年間の浪人生活を経たものの、現役時同様に志

望していた国立大学には合格できず、金山は私立大学の

体育学科へと進むことになった。

　第一志望の大学ではなかったものの、彼の野球への情

熱は変わらず、野球部に入るためにわざわざ自宅からも

在籍学部キャンパスからも離れた練習グラウンドの近く

に下宿をかまえるほどであった。しかし、それほどの気

持ちを持って入った野球部での生活は、入学からわずか

半年で終わってしまう。体力がついていかないことが基

本的な理由と話してくれたが、バットで体を叩かれると

いった部内での「しごき」に耐えかねてという事情もあっ

た。そうした「しごき」が理不尽であると認識していた

ものの、相手が同じ学校の人間であること、「そういう

ことっていうのは、（中略）当たり前っていうかやむを

えない」（2005）という部内の暗黙のルー．一．ルを感じたこ

ともあって、貴任者である監督にもそのことを話さない
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まま、彼は部活を辞めていた。

　その後なんとか授業には出席できていたものの、部活

動を辞めた直後の2ヶ月間は「悶々というか、やる気が

出ないっていうか、完全に家に閉じこもって」（2005）

しまうほどであった。大学入学時はもとより、生活や将

来展望、そして自身のアイデンティティを野球中心に築

いてきたこともあり、金山にとって野球部退部は、自分

の存在意義を否定されるに等しいものであった。卒業間

近の今回インタビューでも、大学4年間で一番大変だっ

たこととして部活動での経験を挙げていることから、そ

の痛手の大きさが分かる。

　野球部退部を余儀なくされ、それまでの生き方を否定

された金山は、「何もやることない」（2005）状態に陥っ

てしまったが、成人式で会った友人から野球サークルへ

の参加を持ちかけられる。最初は迷っていたが友人に押

し切られるようなところもあって、結局かかわりをもつ

ようになる。その後は違う野球サークルにも参加し、同

じ大学の女子軟式野球チ・一．一ムのコー一・一一チを頼まれ、それを

引き受けている。更に一つ目のサークルにかかわりだす

のと同時期に「やることないし、稼いでみようかな」と

いう理由から、飲食店でのアルバイトも始めている。前

回調査時に彼はそれまでの大学生活を振り返って、自分

は「何事もきっちりしないと気がすまないタイプ」だっ

たが、サークルやアルバイトの仲間との交流を通じて

徐々に変わってきたという。そういった変容も含め、退

部後の積極的な活動は、金山なりにそれまでの自分とは

違う自分を築くためになされたことだったといえるだろ

う。

　その後、3年次後半から始めた就職活動では、大企業

を中心に20社ほど受けるも、どの会社からも内定を得

ることはできなかった。そして彼はそれ以上就職活動を

続けることなく、鍼灸の専門学校へと進路変更し、推薦

入試を受けて合格、次年度からの入学を予定している。

専門学校に入学し、卒業した後は、鍼灸師となりいずれ

は開業することを金山は将来展望として描いている。

3》川辺聡子のケース7

　川辺は、関東にある私立大学の動物関連学科に進学し

た。彼女は大学在学時に民間企業への就職活動を行なっ

たものの内定を得ることができず、大学院進学へと進路

を変更した。今回調査時に彼女は、同大学大学院の修士

課程1年生になっていた。　’

　大学院では週のうち3日、行動生理学や動物保全学と

いった授業があり、また研究テーマを決めるために大学

以外の施設での調査も行なっている。プレゼンテーショ

ンソフトを用いた発表も学部生時代より増え、授業の無

い日にはそのための準備もしているという。授業以外で

は、ティーチング・アシスタントとして、野鳥観察を行

なう学部生の授業に帯同するといった仕事もしている。

　川辺は幼い頃から動物好きであったが、高校時代にそ

れまで飼っていた犬を獣医に診てもらった経験や犬が死

んでしまったときに自分に治すことができればという思

いから、獣医への憧れを持つようになり、獣医学部もし

くは畜産学部への進学を希望していた。しかし、希望し

ていた学部のある大学には合格することができず、一般

入試で私立大学の動物関連学科に進学した。

　獣医になることは断念したものの、彼女はその後も動

物とかかわる仕事に就きたいという希望を持っており、

入学後は動物に関連する資格の取得にも励んでいた。た

だ彼女が在籍していた学科は、創設2年目で就職活動の

指針となる学科自体の就職情報が不足していたことや、

そもそも動物にかかわる企業や職種が少ないこともあっ

て、彼女は就職活動への不安を口にしていた8。また川

辺は、自宅と大学の距離が遠かったこともあって、部活

やサークルに所属していなかったため、先述した情報不

足を補うこともできなかった9。

　そして3年次後半の就職活動の時期になり、彼女がエ

ントリーシートを提出したのは、動物とは関連のない

事務系の仕事であった。川辺は業種を問わず6社にエン

トリーしたが、結局内定を得ることはできなかった。そ

の後も大学が主催する就職ガイダンスには参加するもの

の、もう一度企業にエントリーすることはなく、彼女は

そのまま就職活動から降りることになる。

　その後、大学院進学へと進路を変更することになるが、

進学という選択肢が具体的に視野に入ってきたのは、卒

業研究がおもしろくなってきたとき、学内に掲示されて

いた大学院募集のポスターを目にしたからだと彼女は話

してくれた。すなわち民間企業への就職活動で内定を得

られず悩んでいたこと、卒業研究がおもしろいと感じる

ことが重なり、そして動物関連の仕事に就きたいという

こだわりが、進学という選択肢に結びついたのである。

もっとも4節で詳細に述べるように、高額の学費を捻出

できる親の存在、家族に大学院出身者がいることも、こ

の選択に大きな影響を与えていると思われる。

　大学院に内部進学した彼女は、卒業後に正社員・正職

員として動物関連の仕事に就くことを強く望んでいる。そ

して川辺は、担当教員が紹介してくれることもあるという

動物園職員などへの就職も視野に入れながら、「面接とか

も緊張しちゃってあんまりできたことがないんで」「あんまり

（就職）活動も好きじゃなかった」と学部生時代には感じ
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ていた就職活動に再び向かおうとしている。

4）下田洋平のケース1°

　下田は、高校卒業後に指定校推薦で都内の私立大学へ

と入学し、その大学卒業後には別の私立大学の通信制課

程に編入した。　　　　　　　　　　　　　　　　1

　下田は高校時代から社会科教員を志望していた。きっ

かけは中学・高校時代の教員たちとの出会いだった。社

会科の中でも特に経済に興味があったこともあって、大

学の学部は経済学部に進学している。入学後は教員を目

指して教職関係の授業やゼミを履修し、授業以外にも社

会哲学サ・…一クルに所属するなど、勉学申心の学校生活を

送った。

　ゼミでは出身校の教員にインタビューするといった活

動も行なわれており、こうした経験が彼の教員像をより

現実的なものにしたと同時に、社会科の教員になること

の難しさを実感させることにもつながったという。また、

「教職の糧になるかな」という考えから、学内で開講さ

れたファイナンシャルプランナー資格取得のための講座

にも出席していた。

　このように大学入学後は教員免許取得に励んでいた下田

であったが、免許取得のため必修になっている教育実習を

受けられないというアクシデントに見舞われてしまう。彼

は中学校での実習を希望し、実習希望先の教育委員会に

3年次7月、12月と申請したが、二回とも受け入れてもら

えなかった。定員オーバーというのがその理由である。そ

の後、私立の学校やツテのないところにもあたってみたが、

どの学校にも受け入れてもらえなかった。

　結局他に実習校を見つけることができず、実習は断念

せざるをえなかった。それらのことがはっきりしたのが

4年次の4月だったため、下田は「留年して教育実習を

する」か「就職する」かの二者択一を迫られることになっ

た。家計的に留年をする余裕がないこともあって、彼は

教職をあきらめることを決意し、民間企業への就職活動

を行なうことになる。しかし、想定外の出来事だったこ

ともあって、実際に動きはじめたのは5月の連休明けと

なり、活動開始時期としてはかなり遅くなった11。業種

は絞らず、とにかくまず20社ほどエントリーし、4社

の説明会に行ったうち2社は面接まで進んだが、内定を

得ることはできなかった。今回調査時に当時のことを振

り返って彼は、「大変だなあと、けっこう求人はいっぱ

いあったんですけど、なかなか取ってくれないみたいな。

面接とかそういう、厳しいというか」（2006）と話して

いた。

　そして準備が充分でなかったことも関係していると

思われるが、「あなたは何をやりたいのですか」という

面接官の質問につまずいてしまい、「やっぱりしっくり

こないというか、自分に嘘をついているような感じ」

（2006）を持った下田は、再び教員への道に挑戦するこ

とを決め、学費を考慮した結果、大学を卒業した後に別

の私立大学の通信制に学士編入することにした。

　今回調査時に下田は、単位取得のための勉強をしなが

ら、アルバイトで週5日、公共料金のメーター検針の仕

事を行なっていた。現在はメーター検針の仕事だけだが、

前の大学を卒業してからしばらくは塾講師のアルバイト

も掛け持ちしており、きわめて多忙な日々を送っていた。

教員免許取得のため勉学に励む一方で、ほぼフルタイム

で働いている自分について彼は次のように話している。

「微妙な感じですね。フリーター的でもあるし、いちお

う学生でもあるし。いちおう学生とは言っているんです

けど。でも、フリーター・・…一みたいな学生という感じも。中

間みたいな感じが（する）」。

　この仕事で出会った人たちから下田は、いろいろと大

きな影響を受けている。アルバイトとして働く40歳近

くの男性から話を聞くと、「なんかずるずるフリーター

みたいなのやっていたら就職の機会もなくなっちゃうん

じゃないかな」と自分の将来について不安が強まること

もあった。他方、芸術家になることを目指してフリーター

をやっている人たちを見て、就職に「漠然と焦っていた」

状態から、「いろんな働き方があるんだな」「最低限（暮

らしていくことが出来るレベルが）分かった」と話して

いるように、働くことのイメージが具体的でより多様な

ものにもなっている。

　それ以外にも職場には小学校教員をしていた男性がお

り、「先生大変だからもうちょっと社会勉強したほうが

（いい）って、（中略）教育は大変だからもうちょっと精

神力つけてからって。で、いろんな仕事体験した方がい

いよ」というアドバイスを受けている。それを聞いて下

田は、「ちょっとなんかリアルに大変なんだなって。で、

これはもうちょっと修行を積むというか、やってから

じゃないと厳しいのかな」と思い、あくまで大きな目標

としての教員は変わらないものの、一度は民間企業に就

職して経験を積んでいこうと考えるようになり、今回調

査時の後に就職活動する気持ちがあると話してくれた。

5）小括

　以上、本節では、在籍していた大学・学部・学科だけ

でなく、進路先となる学校もまったく違う4人がどのよ

うな経緯をたどって大学卒業後の進路（決定）へと至っ

たのかを概観してきた。
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　まず見えてきたのは、就職活動に多くの者が動きはじ

める3年次後半から4年次前半にかけて、4人とも明

確には学校に留まるという選択を意識していなかったと

いうことである。桑田は交換留学の際に、再留学を示唆

してはいたものの、まだ迷っている状態であったし、金

山・川辺は就職活動を行なっていた。下田は教職希望で

ずっと来ていたのちに、アクシデントにより就職活動に

向かっていた。すなわち学校に留まるという選択は、紆

余曲折を経た結果として選ばれているのである。

　次に見えてきたのは、個人差は小さいものではないが、

4人の進路選択がそれぞれを取り巻いている資源の影響

を受けるなかでなされているというζとである。本節で

述べたものに限定しても、桑田の院進学には日本人留学

生の「先輩」の影響が大きく、下田の選択には家計の状

況が強くかかわっていた。

　ここで指摘した一一i点目については3節で、二点目につ

いては4節でより詳細に議論を展開したい。

3．学校に留まる理由とその意味：仕事との関係を中心に

　4人が大学卒業後になお学校に留まるに至った経緯は

一様ではない。だが、共通しているのは、大学卒業後に

学校に留まる選択を早い時点から決めていたわけではな

かっだということである。本節では、結果として学校に

留まるという選択をすること、〈学校から学校へ〉の移

行が4人にとってどのような意味を持っているのかを、

特に仕事との関連から見ていきたい。

1）努力を無駄にしたくない：桑田泰宏のケース

　桑田は、高校在学時から一貫して中国語が使える仕事

に就くことを希望している。彼は高校3年次に行なわれ

たインタビュin・・一で、仕事に関する将来展望として「スチュ

ワード（旅客機の男性客室乗務員）」を挙げていた。だが、

それにも「中国語を学べたあかつきには」（2002）とい

う留保がついており、大学1年次には「まず中国語を活

かせること、それをやりたいです」（2003）と話してい

る。交換留学に行ってからは、こうした気持ちに加えて、

それまで中国語に費やしてきた努力を無駄にしたくない

という気持ちが強くなったようである。

　大学を卒業し、私費留学に行く前のインタビューでは

「意地」という言葉を使って、次のように話している。「本

当に中国語と関係のない企業に就職しちゃったら、それ

こそ中国語を学ぶ時間がなくなるのと、あと、せっかく

一年留学したのにすぐ忘れちゃうんじゃないかなってい

うのがすごいあって、やっぱりこの時間無駄にしたくな

いから卒業したら早めに（台湾に）戻って、まだ中国語

忘れる前にまた上に重ねることができればみたいなこと

を思っていて。（中略）もうほんと意地ですよ」（2006）。

　今回調査時に桑田は、将来展望に関して、アルバイト

経験があるという理由からサービス業と接客業、大学で

の副専攻と関係していることから旅行にかかわる業種へ

の就職を考慮に入れていると話している。だが、それは

あくまで大学院への進学が適わなかった場合だと考えて

いた。もっとも大学院進学も台湾史研究者を目指しての

ものではない。

　彼にとって進学するということは、中国語習得に費や

してきた努力を無駄にしないということ、そして将来的

には中国語が使えるような「好きな仕事したい」という

ことを意味しており、それは次に引用するように就職し

ていった大学の同級生の生き方に対する違和感にもつな

がっている。「中国語学科卒業にもかかわらず、まった

く中国語と違う就職先に就職しているという、この4年

間無駄に生きてきただろうって思ってしまうような人た

ちがいて、それに庵もなっちゃうのが嫌だなっていうの

がありますよね」。

　だが、「正直ほんとに見通しってないんですよ」とも

話しているように、台湾の大学院で台湾史を勉強するこ

とが具体的にどの仕事へとつながっていくのか、中国語

で勉強することをどのような仕事につなげていきたいの

か、桑田のなかでもはっきりしているわけではない。ま

た、台湾で多くの仲間と「自由度の多い」と彼が表現す

る学生生活をもっと楽しみたいという気持ちもある。し

かしながら、彼にとって一貫しているのは、「中国語が

使える仕事をもしできるならしたい」ということへのこ

だわり、そしてこれまでの努力を無駄にはしたくないと

いう強い気持ちである。

　たしかに桑田は、以前から持っていた興味・関心を追

求するという点では、他のケースと比べて一貫した姿勢

をもって歩んできたように思われる。しかし、大学卒業

後の私費留学については交換留学を終え帰国後に、大学

院進学に関しては私費留学時になって明確になったもの

である。それは、何よりも日本にいて同級生と同じよう

に就職することが、それまで必死に学んできたことがす

べて無駄になってしまうという気持ち、中国語にかかわ

る「好きな仕事したい」という気持ちを背景にもってい

たのである。

2）就職活動経験を経たのちに：金山克也と川辺聡子の

　　ケーN一ス

金山の進学先は、業務独占の国家資格である鍼灸師の
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資格取得を目指す専門学校であり、仕事との結びつきが

強い12。その点で入学理由は明快だといえるが、彼がそ

の進路を決めるにいたった経緯は決して単純なものでは

ない。

　高校在学時から浪人時代にかけては、身体に関する高

度な知識を必要とする野球の指導者が候補として挙げ

られていたが、それは野球プレイヤーとしての自分自身

をあくまで前提、中心とした職業像だった。しかしなが

ら、そうした将来展望は、体力がついていかないことと

部内での「しごき」によって退部を余儀なくされること

で途絶えてしまう。これをきっかけとして彼は自分の生

き方を最初から考え直せざるをえなくなる。野球部退部

について話してくれたのと同じ大学2年次インタビュー

での、「好きな仕事でぎたらいいなって思うんですけど

ね。好きな仕事、体を動かすことに関連する仕事…です

ね」（2005）という（沈黙を含んだ）語りに象徴的に表

れているように、金山はかつてのように具体的な職業で

はなく「好きな仕事」という曖昧なかたちでしか将来展

望を話せなくなってしまう。

　その後、曖昧になってしまった将来展望を抱えたまま

金山は大学3年次となり、大手電気メーカーやレコード

会社など大企業ばかりを20社ほど受けたものの、1社

からも内定を得ることができないという経験をする。そ

して彼は就職活動をやめ、針灸の専門学校入学へと進路

を変更するのである。

　高校在学時から野球部退部まで持ち続けてきた野球の

指導員という職業展望、そして卒業後に入学する針灸の

専門学校という二点だけを取り上げ、身体への興味・関

心の追求という点から見れば、彼の歩みは一貫している。

鍼灸への興味・関心を大学1年次から持っていたという

彼の話もその裏づけとなるだろう。しかしながら、その

閥には、野球部退部という人生の一大転機といえる出来

事があった。それによらて明快だった将来展望も曖昧な

ものとなり、そのまま就職活動に向かったものの内定を

得られず、それならばということで持ち出されたのが、

針灸への関心だったといえるであろう。

　川辺も就職活動において内定を得ることができないと

いう経験をしている。動物関連の業種や動物に直接かか

わることのできる職種が限定されていることを背景に、

彼女にとって就職活動は就職のしがたさとして経験さ

れ、大学院進学へと進路変更を促すものとなった。川辺

もまた金山と同様に、高校在学時から今回調査時までの

興味・関心だけを見ると、真っ直ぐに興味・関心のまま

進んできたように見える。しかし彼女の場合も、就職活

動をしていた時期には、動物への興味・関心はいったん

脇へと置かれていたのである。そして進学へとつながる

動物への興味・関心は、就職活動が順調には進まなかっ

たことを経由して、その時期進めていた卒業研究の影響

を受けたかたちで呼び出されているである。

3）アクシデントと就職活動を経て：下田洋平のケース

　下田の他大学への学士入学という進路は、教育実習を

受けることができなかったというアクシデントを最大

の要因とするものである。それに加えて、アクシデント

によって仕方なく始めた就職活動中に、あらためて意識

させられた自分の「やりたいこと」を大切にしたいとい

う気持ち、そして家庭の経済状況への配慮などが重なり

あって、彼を教員免許取得のための他大学学士入学（通

信制）という進路へと導いたといえる。

　よく知られているように、大学生の就職活動ではエン

トリーシートから面接にいたるまで、自分が何者である

のか、自分の「やりたいこと」とは何かを意識させられ

る機会が多く、こうした経験を積んだことが金山と川辺、

そして二人以上に下田の進路変更を後押ししたと思われ

るのである。

　ちなみに下田の場合、家庭の経済状況や通信制課程を

受講していることもあって、免許取得のみに専念してい

るわけではなく、塾講師や水道メーター一検針といったア

ルバイト就労にも多くの時間を費やしている。そこで一

緒に働く同僚たちと接していくなかで、多様な働き方が

あることを実感したり、正規雇用で働くことの意味をあ

らためて思い返したりするなど、働くことについてのイ

メージや知識を豊かにし、学ぶといった作業を行なって

いる。彼の大学卒業後の生活においては、通信課程での

影響以上にそこでの経験から受ける影響の方が、より大

きなものとなっているといえるだろう。

4）小括

　仮に4人に「大学を卒業してまでなぜ学校に留まるの

か？」と尋ねたならば、台湾の大学院で中国語を学ぶた

め（桑田）、鍼灸のおもしろさを感じたことから鍼灸師

になるため（金山）、卒業研究が楽しくなり動物につい

ての学びを深めたいため（川辺）、教員免許を取るため

に（下田）と答えるであろう。しかしながらこれまでの

経緯を追っていくなかで見えてきたのは、4人がそれぞ

れの理由から〈学校から仕事へ〉の移行を大学卒業時点

で果たすことができず、その時点で自身にとってよい選

択肢を考慮した結果、学校に留まることを選んだという

ことである。

　桑田にとっては交換留学から帰国し、同級生と同じよ
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うに就職活動を行なって就職することは、申学校の時に

中国語の歌を聴いて興味・関心を持ったのをきっかけと

し、これまで勉強を続けてきた中国語への努力を無駄に

することだと感じたこと、そしてそのまま卒業しても中

国語を使う仕事には絶対に就くことができないという確

信をもったからこそ、彼は学校に留まることを選んだの

である。金山と川辺の場合は、まず就職活動が思うよう

には進まなかったことが要因としてあり、〈学校から仕

事へ〉の移行の仕切り直し先として専門学校入学、大学

院進学が選ばれたといえる。だが、なぜ鍼灸で、なぜ動

物関連の大学院かというと、それは金山によっては身体

への、川辺にとっては動物への興味・関心ゆえにといえ

るだろう。下田にとって他大学への学士入学は、教育実

習が受けられないというアクシデントと就職活動中に自

らの「やりたいこと」をあらためて強く意識させられた

ということが大きい。

　まとめるならば、4人にとって大学卒業後になお学校

に留まるということは、〈学校から仕事へ〉の移行の仕

切り直しとして結果的に選択されたのであり、それはそ

れまで自分が打ちこんできたことを無駄にしたくないと

いう気持ち、そして自分が築き上げてきたアイデンティ

ティと深くかかわる「やりたいこと」に携われる仕事に

就くという可能性を失わないためにとられた選択だとい

えるであろう。

4．進路選択・学校生活における資源の影響

　前節では、大学卒業後になお学校に留まる理由とその

意味を、仕事との関連から見てきた。明らかになったのは、

それぞれの進路選択への経緯と理由はさまざまであるもの

の、いずれの進路選択も〈学校から仕事へ〉の移行の仕

切り直し、アイデンティティと深くかかわっている「やりた

いこと」に近づく可能性を保持するという意味を帯びてい

たことである。しかしながら、そうした選択もある特定の

状況のなかで形成されたものである。本節では、4人を

学校に留まるという進路へと動機づけ、実際にそれを可能

にした資源、そしてより広範に学校生活を送る上で支えと

なっていた資源について明らかにしたい。

1）家庭の資源と文化

　前提として押さえておく必要があるのは、4人が大学進

学者であり、簸低でも4年間の学費を含蓼諸費用を用立て

ることができたという点である。これまでの調査・報告で

も指摘してきたように、高校卒業段階での進路選択には

家庭の経済的基盤の有無、とりわけ家庭が進学費用を用

立てできるかどうかで大きな分岐が生じていた13。調査対

象者の中には進学への意思があり、すでに試験にも合格し

ていたものの、学費の工面ができないために進学を断念

せざるをえなかったケーp－一スもあったが、本章で扱っている

4人はそういった困難には晒されていない。桑田、金山、

川辺の3人は大学学費を親が負担しており、下田は奨学金

を二つ取得することでまかなっていた。

　そのうえで、大学卒業後の進路選択について見てみる

と、4人の中でも違いが見られる。金山と川辺について

は、卒業後の専門学校入学や院進学に要する費用もすべ

て親が負担している（金山は入学前ではあるが、親が負

担することになっていると話してくれた）。とりわけ金

山の場合、全体として学費の高い鍼灸専門学校の中でも

とりわけ費用がかかる専門学校（三年制）を選んでいる・

が、それは雰囲気・内容を優先しての選択であった。桑

田の語学学校への再留学費用は、帰国時に精力的に行

なっていたアルバイト代を使ったものでもあるが、交換

留学時の奨学金の多額の余りから捻出してもいる。それ

が可能になったのは、彼の親が交換留学時の実質的な生

活費を送付していたためである。

　・…一一方で、3人の対極に置かれでいるのが、大学在学中

に父親を亡くした下田である。学費は奨学金を併用する

ことでまかなっていたものの、教育実習に行けないとい

うアクシデントに際して、免許取得のためだけに留年す

るという選択が可能な状況ではなかった。そして、より

学費の安い他大学の通信制課程への編入を決めている。

また現在学費はアルバイト代でまかなっているが、同

時にアルバイトで稼いだ中から3万円を家計にまわし、

1万円弱を奨学金の返済に充てており、生活において「仕

事が主になりつつある」と感じているほどにもなってい

る。

　次に、それぞれの家庭の家族学歴や文化的背景に注目

してみたい。表4－2は、家族の職と学歴を一覧にしたも

のである。

　家族学歴の高さという点で突出しているのが、金山と

川辺である。金山は父親・母親が大卒で妹も大学在学中

であり、川辺の場合は父親・母親が大卒、姉は大学院進

学者である。桑田は父親・母親ともに高卒ではあるが、

姉が大学院を卒業している。川辺と桑田のように大学院

進学者が身近にいるということは、家族の認識も含め、

本人の進路選択においても大きな支えとなっていると考

えられる。下田は父親が大学教育経験者ではあるが、母

親学歴は不明、二人の姉も専門学校卒であり、経済的な

面だけでなく家族学歴という点でも他の3人とはややそ

の背景を異にしている。もっとも4人が調査対象者全体
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表4－2．引き続き就学者の家族背景

父職／学歴 母職／学歴 きょうだい職／学歴 学費負担者

中小企業社長 小売店パート 姉・研究所職員 大学⇒親、語学学校⇒貯金
桑田

／高卒 ／高卒 ／大学院卒 大学院⇒奨学金（予定）

大手商社 NPO主催 妹・学生 大学⇒親
金山

／大卒 ／大卒 ／大学在学中 専門学校⇒親

通信機器会社 職業訓練校講師 姉・公務員（内定） 大学⇒親
川辺 ，

／大卒 ／大卒 ／大学院在学中 大学院⇒親

タクシー運転手 弁当屋パート 姉×2 大学⇒奨学金
下田

／大学中退（故） ／不明 ／専門学校卒 通信制⇒アルバイト代

の中では相対的に家族学歴が高いことは、これまでの調

査・報告でも指摘してきた。

　他方、家庭の文化的背景という点から見て突出してい

るのが、金山である。彼の父親は海外勤務も多く、そ

れもあって家族で海外旅行に行くことも度々あったとい

う。父親は休日には英会話やスポーツジムに通い、母親

はNPOを主宰する傍ら登山や語学の勉強をしており、

金山も母親が関係者だという子どもの文化活動を支援す

る団体にかかわるなど、経済的な面だけでなく文化的に

も恵まれた状況にあったことがうかがえる。また文化的

背景ではないが、4人に共通しているものとして、進学

や入学に際して家族が情緒的な支援をしているというこ

とがあった。情緒的な支援とは、たとえば次の下田と母

親のやりとりに見られるものである。「〔お母さんは何て

言ってくるの？〕好きにすればって（笑）。〔就職活動の

話も？〕そうですね、自分の人生だから。（中略）最終

的には自分が選ぶんだっていうことで、どちらでもどう

ぞみたいな」。

　以上のような家庭の資源や文化を背景として、大学卒

業後の進路としてなお学校に留まるという選択が支えら

れ、促されているのである。

2）資源としてのネットワー一一．ク

　まず、金山のケースを見てみたい。繰り返し述べて

きたように、野球部の退部という出来事は彼に大きな

ショックを与えただけでなく、将来展望まで見据えそれ

まで築いてきた生き方やアイデンティティを否定し、断

絶させるものであり、しばらくの間は家に閉じこもって

しまうほどであった。そうした状態から抜け出し、飲食

店でのアルバイト、野球サークルニつ、女子軟式野球チー

ムのコーチなど多岐に渡って活動し、多忙な生活を送る

ことができるようになったのは、アルバイト先の仲間を

はじめとした周囲の友人による支えが大きい。彼は2年

次のインタビューで「入学当初と比べて、だいぶ変わっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”v）
たと思います。前よりもゆるくなった」（2005）と話し

ているが、それはアルバイトや大学の友人との交流のな

かで徐々に変化していった結果だとしている。また今回

調査時にも大学生活を振り返り、安心する関係としてク

ラスの友人たちを挙げ、その理由を「聞いてくれるし、

話してくれるし、いい悪いっていうのを比較的、今では

一番言ってくれるから」と答えている。リハビリ的機能

を果たしているともいえるこうした友人関係があったか

らこそ、大学進学の目的と同義であった野球部の活動を

続けられなくなった後でも、彼は学校生活を送ることが

できたといえるだろう。

　また金山は20社あまりの企業への就職活動を行なっ

ているが、彼がそれだけ受け続けることができたのは、

アルバイト先の同学年の仲間と「励まし合ったり、書類

どうだとか言って、自己アピールの文章の話したり」と、

一緒に取り組んでいた点が挙げられる。個々での取り組

みが強いられがちな就職活動にとって、仲間の存在は彼

にとって心強いものだったようだ。

　こうした情緒的な支えとなっているネットワークの存

在は、桑田のケースにも見いだせる。特に卒業後の私費

留学時に語学力の問題などから落ち込み、「泣きそう」

だった彼は、交換留学時にできた友人が愚痴を聞いてく

れることで気持ちが落ち着いていったと話している。ま

た桑田は、インターネット上で形成したネットワーク含

めて多くの関係を持っているが、進路選択との関連では

彼が「先輩」と呼ぶ日本人留学生から給付制奨学金の情

報とともに進学を勧められたことが重要な契機となった

ほか、「先輩」からは受験に向けて進学先の教員を紹介

してもらい、挨拶に行くといった行動もしている。中国

語の習熟という意味では、高校在学時から先輩のツテで

中国での在住経験のある人と話をしたり、大学では日本

に来ている留学生と話をすることで、その語学力を上げ

ていった。

　大学卒業後、下田もまた将来展望に関して周囲の影響
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を強く受けている。最も大きい影響を与えられたのが、

公共料金のメーター検針のアルバイト先で会った元教師

だった先輩である。彼はその先輩から、教師の仕事の厳

しさをいろいろと聞かされるとともに、「先生は大変だ

からもうちょっと社会勉強したほうが（いい）」といっ

たアドバイスを受けたこともあって、免許取得後すぐに

採用試験を受ける予定を変更し、ひとまず民間企業で働

こうと考えはじめている。

　ネットワーク資源が比較的乏しい状況に置かれていた

のが、川辺のケースである。彼女は学業以外では、部活

やサークルには参加することなく、アルバイトも短期の

ものを一時期やっていただけである。そして就職活動で

は、エントリーシートの自己PR記入に際し、「書いて

みて、これでいいのかなとか（思っちゃって）」（2006）

と悩んでしまい、6社にエントリーしただけでそれ以上

活動を続けることはなかった。同様に就職活動を止めた

ものの対照的なのが金山で、「（就職活動には）思い入れ

がなかうた」と言いながらも、20社ほどの試験を受け

ている。彼が就職活動するうえで支えとなっていたのは、

アルバイト仲間が同じように就職活動をしていて、互い

に励ましあっていたということがあった。前節で述べた

ような要因以外にも、こうしたネットワークが比較的乏

しいことが、川辺の就職活動に影響を与えていたのでは

ないかと考えられる。

3）小括

　本節では、4人を大学卒業後になお学校に留まるとい

う進路へと動機づけ、実際にそれを可能にした資源、そ

して進路選択の前提となる学校生活を送る上で支えと

なっていた資源について明らかにしてきた。

　家族の経済力や家族学歴、文化的背景といった家庭の

資源は、それぞれの進路選択に大きな影響を与えていた。

情緒的な支援はあるものの下田のように相対的に資源の

乏しい者もいるが、金山と川辺は調査対象者の中でも際

立って家庭の経済力があり、家族学歴が高い。また金山

が入学予定の学校、川辺の進学している学校の学費はい

ずれも高額であるが、二人とも親が学費を捻出（金山は

「予定」）している。桑田の両親はともに高卒であるが、

姉は大学院卒であり、父親が会社社長ということもあり、

家計自体には余裕がある。交換留学時の学費含む生活費

は実質的に親が負担していた。

L資源としてのネットワークという点では、傷ついたと

き情緒的な面で支えてくれる友人の意義が、金山のケー

スに象徴的なかたちで見られた。金山はアルバイト先の

仲間や大学の友人に支えられることで、傷ついた自己を

修復し、学生生活を再スタートさせていたのである。そ

してネットワークは情緒面だけでなく、桑田のケースに

見られるように、進学に際しての情報など具体的な支援

を担ってもいた。ざらに学校に留まるという選択のみで

なく、職業的移行も含めた広い意味での進路選択への影

響もまた指摘された。それは前節で示したような興味・

関心と「やりたいこと」の維持にかかわり、下田のよう

に今後における自身の進路選択を左右してもいた。

5．まとめ

　本章では、四年制大学を卒業した後になお大学や専門

学校といった学校に留まる者たちの移行過程を取り上げ

てきた。以下では、これまでの分析を通して明らかになっ

たことをまとめておきたい。

　4人は学生生活から就職活動までそれぞれ自分が歩も

うとしてきた進路において何かしらの問題にぶつかるこ

とになった。それに際して、4人は志望変更も含めた問

題への対処における「模索」を行ない、そのなかで〈学

校から仕事へ〉の渡りにおける「仕切り直し」として、「や

りたいこと」と結びついた〈学校から学校へ〉の移行を

選択していたのである。このような「模索」を経た上で

の移行の「仕切り直し」は、自分が積み重ねてきた「や

りたいこと」への努力や労力を無駄にしたくないという

こと、そして就きたいと考えている仕事に就くための可

能性を保持・拡張するという意味あいがあったのである。

　なお、その際に考慮されるべきは、高度経済成長期以

降の日本社会では、新規学卒一括採用という雇用慣行の

もとで、学校から雇用への間断なき移行が標準化されてき

たという点である。その強固さにより、学校にも職場にも

所属していないことが、社会的に容認されがたいという事

情が生じてもいた。このことは〈学校から仕事へ〉の移行

に何らかのかたちでつまずくことが、その後の人生におけ

る大きな障壁となりうることを意味している14。本章で取り

上げてきた者たち、なかでも就職活動を行なったものの内

定獲得には至らなかった金山・川辺・下田にとって、学校

に留まるという進路が浮かびあがるのは、そうした文脈で

もごく自然な流れであるといえる。

　その上で指摘しておきたいのは、「やりたいこと」の

追求であれ仕事への移行の仕切り直しであれ、いずれに

せよそれを学校に属して行なうという道を選ぶために

は、在学のための経済的基盤の確保が必要になるという

ことである。金山・川辺・桑田は、調査対象者の中でも

経済的に恵まれた家庭に育っているが、それぞれ進学が

可能となったのは、家庭の経済的援助があってこそだっ
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た。一方、下田の家庭は経済的にけっして恵まれていた

とはいえず、彼は経済的制約から免許取得に向けて困難

な道を選ばざるをえなかったのである。なお、大学進学

に際して下田が活用していた奨学金や、桑田が大学の交

換留学制度により得ていた給付金などは、若者がその

キャリア形成を家庭の経済力ゆえに断念しないような公

的支援体制という点で重要であると思われる！5。また経

済的・文化的資源という点でだけでなく、情緒的な面で

支えてくれる家族や、アドバイスをくれる先輩、相談で

きる友人など、さまざまな人たちに支えられるかたちで

「学校に留まる」という選択を行なっていたという点も

重要であろう。

　大学を卒業してもなお学校に留まるという選択は、1

節でも述べたように、多くの者がたどるトラックではな

い。しかしながら90年代後半以降、〈学校から仕事へ〉

の移行が不安定化し、また大きく変容した状況におい

て、本章で取り上げた4人のように大学卒業後に〈学校

かぢ学校へ〉と移行することは、ただ闇雲に「やりたい

こと」を追いかけたいといった気持ちゆえになされたこ

と、あるいはそれとも関係して仕事に就くことを忌避す

るといった個々人の志向だけの問題として考えることは

できない。

　今後の課題となるのは、こうした状況のなか、4人が

希望どおりの進路を〈学校から学校へ〉を経由するとと

で歩むことができるのか、あるいはそうではないのかを

諸資源の影響を測りながら検証することである。

註1．

2

3

4

今回インタビューの後、桑田に連絡を取ったところ、

希望通りに大学院進学が決定していた。だが、調査

時点では「希望」だったため、本章ではそのように

扱う。

　「大学院等への進学者」とは、大学院研究科、大

学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科、

別科へ入学した者、また進学しかつ就職した者とさ

れている。

水月昭道『高学歴ワーキングプアー「フリーター生

産工場」としての大学院』（光文社、2007年）は、

こうした傾向が大学院進学者の職業的移行に与えた

影響について批判的に論じており、重要である。

先述の学校基本調査、リクルートワークス研究所「第

24回ワー一クス大卒求人倍率調査」（2007年）を参照。

就職活動における入学難易度による差については、

小杉礼子編『大学生の就職とキャリアー「普通」の

就活・個別の支援』（勤草書房、2007年）を参照
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5

6

7

8

9

桑田の大学生活については「報告書②」105頁を

参照。

金山の家族背景については「報告書①」65頁、浪

人時代については「報告書②」118－134頁、『18歳』

138－141頁を参照。

川辺の大学生活については「報告書②」106－107頁、

「報告書③」83－84頁、就職活動については「就職

活動」47－48ページ参照。

この点については、「報告書③」第4章、「就職活動」

を参照されたい。

私たちの調べによれば、学内には動物園での実習や

ボランティアを紹介するサークルもあり、それらは

動物関連の仕事に就くための情報源という意味でも

ツテという意味でも重要な資源となっているのでは

ないかと考えられる。

10．下田の大学生活については「報告集③」79－80頁を

　　参照、就職活動については「就職活動」56－58頁を

　　参照。また今回調査時におけるアルバイト生活につ

　　いては、第2章参照。

11．就職活動時期の傾向については、先述した小杉

　　（2007）、特に第一章での分析を参照されたい。

12．針灸医療にかかわる組織が設立した団体「針灸医

　　療推進研究会」（http：〃www．harikyu．or．jp）によれ

　　ば、「はり師・きゅう師国家試験」の受験者・合格

　　者ともに近年は増加傾向にあるという。しかしなが

　　ら、あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師

　　免許取得者を対象とした量的調査（社団法人　東洋

　　療法学校協会http：〃www．toyoryoho．or．jp／）によれ

　　ば、「はり師・きゅう師」課程卒業者の平均月収は

　　約20万となっており、以上のことからは鍼灸師資

　　格取得に要する費用・期間に比してその見返りは乏

　　しい現状が見えてくる。（それぞれの団体URLには

　　2008／12／07アクセス）

13．ここでは「報告書③」の終章3節1項「社会階層」

　　を挙げておく。また高学費の問題については、田中

　　昌人『日本の高学費をどうするか』（新日本出版社、

　　2005年）が詳しい。

14．ここには、学校および職場の機能の包括性という特

　　殊日本的事情が関与しているのであるが、それをブ

　　リントンは〈場〉という概念により説明し、今日に

　　おける若者の移行の問題について論じている（メア

　　リー・C・ブリントン『失われた場を探して一ロス

　　トジェネレーションの社会学』池村千秋訳、NTT

　　出版、2008年）。

15．ただし、下田が借りた奨学金は貸与制であり、その
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返済が大学卒業後の彼の就労・学生生活にとって小さ

くない負担となっている点には留意が必要である。
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第5章　「主婦業」への移行と内実

1．はじめに

児島功和・進藤正樹・藤井吉祥

　本章では、女性既婚者であり、生活のなかで主に従事

している活動が家庭内での家事や育児である岸田さや

．か・神崎晶子・堀実香の3名を「主婦」として、その移

行の内実を見ていきたい。また活動のみでなく、彼女ら

の自己規定が「主婦」に置かれているという点も、ここ

で彼女らを主婦として扱う重要な理由となっている。な

お「主婦業」とは、主婦として担っている家事・育児な

どアンペイド・ワークをはじめ、家計補助的な就労をも

含みこんだ諸活動の総体を指している1。

　前回調査の報告2では、主婦にとって重要な契機であ

る「結婚」について分析したが、今回はそこで扱ってい

た対象者のうち、実際に結婚し主婦としての生活を送っ

ている女性たちについて取り上げる。前回調査報告で明

らかになったのは、結婚という自分たちの新たな家族形

成は、経済的条件により大きく左右されるということで

あり、互いの関係を支える周囲の人びとの存在もまた大

きな意味をもっていたということである。それらの知見

をふまえつつ本章では、結婚し主婦となった女性たちが

置かれている状況に焦点を当て、その移行プロセスと実

態について考察していく。1

　岸田・神崎・堀の3名の結婚や出産といった大きなイ

ベントの時期はまちまちであり、同じ「主婦」とはいえ、

その現状には隔たりがある（表5－1参照）。5年目調査

時で見れば、第一子を妊娠中である岸田、子育てに専念

している神崎、すでに子どもが保育園に通い、働き始め

ている堀といった具合である。ゆえに本章では、今回調

査時に焦点化するのでなく、過去の状況も対象に据慕っ

つ、トータルに対象を捉えていく。

　以下では、まず事例に沿いつつそれぞれの移行プロセ

スを丁寧に追っていくことにより、移行先としての主婦

業の実態について明らかにする（2節）。そのうえで、

彼女らの主婦業がどういった基盤の上に成り立ってい

るのかについて、経済面・ネットワーク面から分析する

（3節）。そして職業的キャリアや家事・育児の内実など、

仕事という側面から主婦業を切り取り男性既婚者（婚約

者）と対比することにより、社会における主婦業の位置

づけを明らかにする（4節）。最後に本章での検討をま

とめ、そこから浮かび上がる論点について提示したい（5

節）。

2．それぞれの移行プロセスと現状

1）岸田ざやかのケース3：主婦という展望への一一es

　　性と周囲に見守られたなかでの結婚

　まず、高校3年の初回インタビュ’一から一貫して主婦

になりたいと語っており、卒業後4年目で高校在学時

より付き合っていたパートチーとの結婚に至った岸田の

ケースを見てみよう。

　B高校出身の彼女は高2の頃、友人の協力もあって相

良健（第1章3節参照）と交際を始めており、初回のイ

ンタビューでは将来の進路についての質問に対し、「彼

氏さんが就職安定してから」（2002）という留保をつけ

つつも、「高校卒業したら、花嫁さんになりたい」（2002）

と明快に答えていた。しかし卒業後1年目のインタ

ビュー時相良は無職となっており、実現のめどは立って

いなかった。その後配管工の仕事に就いた相良は、就職

して一年ほど経った時期に離職の危機を迎えるものの、

結婚を望む彼女の後押しもあり、辞めずに続けることと

なった。そしてその決意を契機として、「じゃあさっそ

く結婚式場探しに行こう」（2005）と結婚に向けての準

備が進められ、2006年4月に入籍した。

　パートナーの就業継続を直接の契機として現実化した

結婚であるが、それは長年の準備期間を経てなされたも

のでもある。高校時代からふたりは互いの家を行き来し、

両方の家に泊まるという「プチ同棲」生活を続けていた。

そして双方の親から生活面の援助を受けるとともに、ふ

たりは収入の一部を両家の家計に回すなど、新たな家族

表5－1．

出会い 入籍 挙式・披露宴 妊娠発覚一出産 ふたり暮し

岸田さやか 2001年 2006年4月 2006年4月 2007年11月一 2007年1月～

神崎晶子 2005年 2006年4月 2006年5月 2006年2月一10月
2006年4丹～
i後に親と同居）

堀実香 2001年 2003年4月 2003年4月 2003年1月一9月 2006年5．月～
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のメンバーとしての関係を徐々に築き上げてきた。また、

ふたりは高校時代から結婚資金を少しずつ貯めており、

そこから披露宴の費用（自治体の補助が受けられる式

場）を全額まかなったという。そして結婚してしばらく

のあいだは親元で生活しながら資金を貯め、およそ9ヵ

月後に相良の職場の社長から家賃を半額にしてもらった

アパートを紹介され、ふたり暮らしをスタートさせてい

る。

　結婚に向けて着実に歩みを進めてきた岸田であるが、

実は「花嫁さん」のみを将来展望としていたわけではな

く、その一方で保育士への希望も抱いていた。しかし家

計の厳しさから、彼女は高校在学中からアルバイト代の

一部を家計に回しており、親からは「専門（学校）とか

は諦めろ」「お金ないから就職しろ」（2002）とも言わ

れており、保育士に向けての進学を卒業後の進路として

考えられる状況にはなかった。ただ保育士については、

「自分の子どもができればやらない」（2002）とも話し

ており、子どもが好きだという思いの延長上に据えられ

た夢だったといえる。

　なお就労については、高校在学時の終わりごろ友人に

誘われて勤めはじめたスーパーで、卒業後も働いていた。

しかし1年あまり経った頃に友人が辞め、仕事のミスや

対人関係などの相談ができる人もいなくなり、彼女自身

も離職している。そしてその後はホームセンターでのア

ルバイトを始め、結婚後も働き続けていたが、最初に妊

娠した際に流産してしまったこともあり、再び妊娠した

際には安静状態確保のために離職し、現在は体調管理と

家事に專念している。

　ホームセンターでのアルバイト就労は、抜けた人の穴

埋めなどもあり、時間の定まらない生活であった。日に

よっては帰りが20時過ぎになることもあり、「ご飯も

作ってあげられない」という思いに悩んでいたという。

しかし結婚してから約半年後、彼女はパート扱いとなり、

残業しても18時、休日などの裁量も利くようになった。

アルバイトに比べれば、パートは発注や入荷などの業務

を担うなど責任が重くなったが、「売り場を作るのがす

ごく楽しかった」と仕事へのやりがいを感じてもいた。

基本は正社員とのペアで、怒られることもあったが「（失

敗とか）ぜんぜん気にしないでいいよ」と声を掛けてく

れるなど、彼女にとって働きやすい職場だった。また、

アルバイト・パートに対しても、きちんと有給休暇の取

得が促されているようで、妊娠した際も「もう休みたい

だけ休んでいいよ」と言われていたそうである。そこに

職場の人間関係の良さも加わり、2度目の妊娠とともに

離職したものの、「（いずれ）ホームセンターに戻るかも」

という気持ちを抱いている。

　現時点での将来展望については、まず「3人は最低で

も」というように、出産・育児が念頭に置かれているが、

一方で「早く仕事復帰したい」という思いも抱いており、

家事・育児の合間の内職業か、前職への復帰を考えてい

る。また、結婚直前の第3回調査では「前は生きてれば

いいなって思っでたけど、今は夫婦円満ならいいな一っ

て」（2005）と語っていたが、今回もまた「仲の良さは

ぜったい今と変えたくない」と、ふたりの関係を基本に

将来を描いている。

2）神崎晶子のケース4：就職・留学と迷うなかで、

　　妊娠を経て結婚・主婦へ

　次に、調査時で1歳半の子どもを抱え、子育てに専念

している神崎のケースを見ていきたい。

　A高校出身の神崎は、小さい頃から保育士になりたい

と思っており、高2の時点で学校選びやピアノの練習を

始めたりもしていた。そして高校卒業後、昼間は近所の

保育園でアルバイトとして働きながら、夜間の短大に通

うという生活を送っていた。アルバイト先で保育の難し

さを感じながら、それを大学の友人と共有したり相談し

たりなどして、保育士についての学びを深めていた。

　保育士に向かって遭進していた神崎だが、短大3年次

のインタビューでは、「外国行くか、就職するか、結婚

するか」（2005）というかたちで迷いを見せていた。迷

いながらも「学校のみんなの周りの流れ的に」（2005）

就職活動をし、早期に保育園への内定を得ていた。また

結婚にかかわって、当時から付き合っていたパートナー

と卒業後は同棲する予定であった。「一緒に暮らすんな

　　　　　　　　　うら結婚しちゃいなぎい」（2005）という親の意向もあっ

たが、「まだ別に仕事とかもしたいし」という彼女の思

いや、「ちゃんと一年でも社会人として働いて欲しい」

（2005）というパートナー一の思いなどもあり、結婚に向

けての貯金を積むということで結婚は待ってもらってい

た。

　そして短大卒業間際の2月、職場の近くへ引っ越す手

はずも整え、すでに職場の研修にも2回ほど行っていた

のだが、引っ越しの直前に妊娠していることが分かり、

「就職しても（すぐに産休で）迷惑を掛けるから」と、

就職を辞退することとなった。予定外の妊娠であったも

のの、「産むって頭しかなかったし、おろすことは考え

てなかった」という。そして職場近くへの引っ越しもキャ

ンセルし、パートナーの通勤時間や「やっぱ親元が自分

的には安心だし」という彼女の意向などから、彼女の実

家のマンションの上の階に新居を構え、結婚生活を始め
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ることとなった。

　家では、検診に通いながら昼間は両親宅でゆっくり過

ごし、夫の休日には郊外にある夫の実家に顔を出す日々

を過ごしていた。夫の実家に行くということについて彼

女は、「嫁に行った身なんだけど、（自分は）親元にいる

から」と、相手方の家族への気遣いを語っている。その

後引っ越しを経て、現在は彼女の両親と完全に同居する

こととなり、生活費として10万円を家に入れている。

　出産に際しては、母親が仕事も休みにして付き添って

くれたうえ、自身の経験もふまえて世話をしてくれてい

た。夫もまた、「何していいか分からない」といった様

子ながら付き添っていて、出産にも立ち会った。そんな

夫に対し彼女は、「その時はすごい邪魔で」と感じつつ

も、「後々思ってみれば、居てくれてよかったなと思う」

と当時を振り返っている。そして出産後は、神崎の実家

で夫とともに過ごし、母親の協力を得ながら子どもの面

倒を見ていた。2、3時間ごとに繰り返される夜泣きに

対処したり、乳児湿疹が出てきて病院通いを続けるなど、

子育ての奮闘を続けていた。

　なお、夫は彼女が短大3年のときに勤めていたアルバ

イト先で高卒正社員として働いており、朝早くから夜遅

くまでの長時間勤務である。そのため、なかなか子ども

が起きている時間に帰って来られず、一一vaに遊ぶことも

難しいため、子どもから人見知りされるようになってし

まった。また夫は、金銭面や生活面でのルーズさもあり、

神崎から「不安なことはだんなの成長」「子どもの面倒

は見ないし、自分のことでいっぱいいっぱい」と叱咤さ

れている。しかし仕事の愚痴をこぼすこともなく、休日

には自ら買い物に行って料理を作ってくれるなどもして

いる。

　そんな夫の状況から、子育てはほとんど彼女が一手に

引き受けており、ストレス要因ともなっているのである

が、育児の大変さ以上に、子どもが成長していくことの

喜びを感じながら、育児に専念している日々である。ま

た、地元の友人が休みのときには家に来てくれて、子ど

もと一緒に遊んでくれており、夫よりなついているほど

だという。

　そして就労に関しては、「今はいっぱいいっぱい」「自

分の子と他の子は違うな、という部分が分かった」との

ことで、保育士からはしばらく離れようと思っている。

一方で「仕事しているときはストレス発散になる」とい

う理由から、子どもが幼稚園に入った際にはパートで働

こうという思いも抱いている。

3）堀実香のケース5：思わぬ妊娠によリ、急遽結婚・

　　　出産、その後就労へ

　A高校出身の堀は、高校3年次の最初のインタビュー

で、介護福祉士の資格取得を目指して専門学校への進学

を予定していた。進学先は、勉強は厳しいが就職先が多

いという姉が通っている学校に決めた。姉からは学校で

の様子などいろいろと聞いており、「大変だよ、覚悟し

ときな」という激励を受けていた（2002）。

　しかし卒業間際の1月に、妊娠していることが分かる。

最初はその事実をなかなか受け入れられず、どうしてよ

いか分からない状態であったが、付き合っていた当時大

学4年生のパートナーと相談し、「じゃあ産もうか」と

なった。専門学校は途中まででもよいので進学したかっ

たというが、「（身体が）危険ですよ」と学校側に言われ、

進学を辞退することとなった（2005）。

　そして4月になり、入籍し身内だけで式を挙げた。5

月にはアパートを借り、自分たちだけの生活を始めた。

夫は大学卒業後、ふたりの生活費をまかなうために量販

店の販売員としてアルバイトを始め、ほぼフルタイムで

働いていたが、1年後に転職し、堀の言葉を借りれば「ホ

ントに自分に合ってる」というアミューズメント系の会

社で契約社員として働いている。勤務時間は不定期なが

ら、遅くても夜9時には帰ってくるという。社会保険な

どはきちんとしておりボーナスも出ていて、正社員登用

の制度もあるようで、比較的安定した条件で働けている。

　一方堀は、徐々におなかが大きくなり、体を自由に動

かすことができず、眠かったり遊べなかったりとしんど

かったものの、病院に行く以外には家で家事をして日々

を過ごしていた。そして出産前後の1ヵ月ほどのあいだ

は、実家に戻り面倒を見てもらっていたが、手のかから

ない子どもで夜泣きも病気もしなかったそうである。そ

の後、子どもが立ち歩きできるようになってからは、周

りをうろついたり物を荒らしたりして目が離せず、大変

であった。また新聞の折り込みチラシで自治体が開催す

る幼児教室を知り、毎回場所も変わるため不定期参加で

あったが、何度か通うようになる。自分より年齢がかな

り上の親が多かったものの、話しかけてきてくれる人と

仲良くなり、一緒に遊んだりもしていた。

　その後子どもが2歳になるころには、図書館や自治体

の文化センターのキッズルームに貼ってあったチラシを

見て、近所に住む2歳児限定の子育てサークルに加入し、

毎週1回のペースで1年間通う。そこは文化センターが

出資し、母親たち自身が企画・運営を担うという形態で、

絵本を読んだり外で遊んだり、運動会やクリスマス会な

ども行なっていた。そこでは子どもの友だちが増えると
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同時に、堀自身も友人が一一気に増えたという。年齢差も

あり、気を遣ってしまうなど、もともと友だちを作ると

いうことにそれほど積極的ではなかったという彼女であ

るが、子ども同士で仲良くなり、それがきっかけで親同

士も仲良くなるなどして、「関係も変わった」という。

　そして子どもが3歳になる年度初めからの保育所入所

に向けて、11月ごろからアルバイトを始めることとな

る。保育所入所について、当初はほとんど知識もなく、

サークルの人や同時期に出産した高校の同級生から情報

を入手し、諸手続きを進めていく。ひとまず職場近くの

無認可保育所に子どもを預け、保育料をまかないながう

配偶者控除内ぎりぎりまで働こうと週3～4日働いてい

た。そして無事、自宅からすぐ近くの保育所に入れるこ

ととなり、その送り迎えの合間に働くという生活を続け

ている。

　アルバイト先はかねてより友人から「一緒に働かな

い？」と誘われていた喫茶店で、人間関係としても仕事

内容としても問題なく、安心して働ける環境にある。さ

らに給料も上がりボーナスも出て、「けっこうやりがい

になっちゃう」とのことである。ただ通勤に30分以上

かかるため、子どもの送り迎えや買い物などを考えて、

近所の職場を探そうか検討中である。

　また、出産のため一時は断念した介護の仕事に就くと

いう展望について、子どもが保育所に通い始めてゆとり

ができたこともあり、あらためて考え始めている。高卒

後の進学予定先であった専門学校については、内容が充

実しているという魅力を感じつつも金銭的な負担から躊

躇している。そして職業訓練校や通信教育で資格取得を

考えるも、時間や費用の都合から、無資格のままとりあ

えず働いてみることにして、介護の派遣会社に登録して

いる。まだ研修段階で、実際の現場には行っていないも

のの、時給の低さや勤務時間の少なさもあり、主たる収

入源としてではなく「介護系の時間」として、週1日の

み働く予定である。

4）小括

　以上、3名のこれまでの経緯をやや詳細に追ってきた

が、ここではそのプロセスをまとめ、主婦業への移行が

もつ意味について触れながら、次節以降の考察につなげ

たい。

　まず結婚という側面から3名を見れば、いずれも出産

と深く結びついていることが分かる。神崎・堀はともに

妊娠発覚に伴う結婚であり、出産と結婚はセットになっ

ているのだが、岸田においても「結婚式終わったあたり

から、子作りに励めれば（笑）」（2005）といったように、

結婚を機としての出産を考えていた。もちろん、結婚と

出産はかならずしもセットになるわけではないのだが、

ここでの3名にとって、主婦への移行と親への移行が一

定の連動性をもっており、主婦業のなかでも育児が重要

な側面として位置ついていることが分かる。

　そして彼女らの移行プロセスを追った場合に重要だと

思われるのが、展望の変遷についてである。神崎・堀は

次の進路に渡る直前での妊娠・結婚であり、それまでの

展望を断念するという結果となっている。堀の場合には

ふたたび当時の展望に向かい始めているが、家族のこと

も考えて、そのルートを変容させている。岸田は比較的

一貫して主婦への展望を抱き、それに向かって着実に歩

みを進めてきたという側面が強いが、それでも「やっば

やりがいがあった」と感じていたパート就労を中断する

こととなっている。また3名とも、なんらかのかたちで

仕事に就いていたいと思っており、専業主婦であり続け

ることを望んでいるわけではない。こうした意味におい

て、主婦にとっての展望とそのプロセスを捉える際には、

就労との関係で見ていく必要がある。

　このような彼女らの主婦業、とりわけ育児をとりまく

状況について、また彼女らにとっての展望の変遷、なか

でも就労との関連について、次節以降詳細に追っていく

こととしたい。

3．主婦業を支えているもの

　ここでは彼女らの主婦業がどういった基盤・支えの上

に成り立っているのかについて見ていく。まず家計とな

る経済的基盤がどのように形成されているかについて確

認し、経済面にとどまらない支えとして家族のサポート、

および友人・仲間との交流について分析する。

1）経済的基盤

　家庭内で家事や育児を行なっている彼女らであるが、

その仕事に主に従事するためにはさまざまな基盤を確保

することが必要となる。その中心となるのは、経済的基

盤の確保による家計の維持である。

　たとえば岸田は、付き合っていた相良の就労継続とい

う収入源の安定化が結婚を決定づけたといえる。岸田

は「夢はハタチ結婚」と語っていたものの、実際に結婚

したのは22歳になってからである。この2年間の開き

は、ふたりの生活の経済的基盤としてのパートナーの就

労が安定するまでに要した期間であるとともに、結婚資

金を積み立てていくための期間であった。神崎に関して

もパートナーが正規雇用であったことは、結婚・出産へ
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と決意を固めることになった要因として大きいだろう。

堀の場合、彼女が妊娠したときはふたりとも学生であり、

どちらかが安定的な収入源を持っているわけではなかっ

た。だがその後、彼女のパートナーは家計を支えるため

収入を重視した仕事に就き、今回調査時には比較的安定

した稼ぎを得ていた。また彼女も節約をこころがけ生活

費を抑え、アルバイトをして家計を支えている。結婚の

前であれ後であれ、新たな家族生活を成り立たせていく

上で、収入源の確保はきわめて重要な課題となっている

のである6。

　もっとも、収入のみが経済的基盤を成り立たせている

わけではない。限られた収入からいかに生活費を効率的

に運用するかといつた家計のやりくりもまた、生活を大

きく左右するものとなる。その役割を担っているのが、

主婦となった彼女らである。贅沢ができるほどのゆとり

があるわけではない収入のなかで、堀は余分な出費を控

えながら安いものを探してまとめ買いをし、子どもの服

は貰い物で済ませるなど、「普通の主婦の知恵」を駆使

して生活を営んでいる（2005）。また神崎の場合、給与

は彼女が管理し夫にお小遣いを渡すというかたちをとっ

ており、電気代や水道代を抑えるために「決まりを作っ

て、できたらお小遣い500円アップ」といった措置を

とるなど工夫をして、住居費・生活費や引っ越しのため

の貯金を毎月捻出している。

　そうした夫婦双方の営みのなかで、経済的基盤が作ら

れているのであるが、それはけっして磐石な基盤という

わけではない。堀の夫は非正規雇用である契約社員とし

て働いており、岸田の夫は日給月給のため月により収入

の変動が大きいなど、ともに不安定な要素をはらんでも

いる。神崎の場合には、夫の収入こそ比較的安定してい

るといえるが、その夫の金銭管理の面で苦労することが

あるなど、苦労を抱えている。しかし、そうした不安定

な要素や苦労を抱えながらも、彼女らの語りがさほど困

難を感じさせないものとなっているのは、家族や友人な

ど周囲の人たちがいろいろな側面から生活を支えている

ためである。つまり生活（およびその仕事）を支える資

源は、経済的なものばかりとは限らないのである。

2）家族の支え

　そんな周囲の人たちからの支えとして、ここでは家族

に着目してみたい。まず夫について見てみると、岸田の

夫の場合、残業がほとんどなく仕事帰りに買い物をして

から帰宅するなど、日常的に家事参加を行なっている。

だが一方で、神崎の夫の場合、朝の出勤は6時と早いに

もかかわらず帰宅は終電になるという長時間の勤務状況

があり、家事や育児への参加は少ないようである。それ

ゆえ、自分の子どもから人見知りされてしまっている。

また堀の夫は、仕事の時間が不規則であることもあって、

帰宅時間が遅くなることも少なくないという。しかし、

神崎・堀の夫にしてみても、休日には買い物や料理、子

どもの送り迎えなどを担っており、家事分担を忌避して

いるわけではない。男性の家事・育児への参加をめぐっ

てさまざまな議論が行なわれているが、上記で見てきた

ような夫の家事・育児への参加の仕方の違いは、単にそ

の当人の家事・育児に対する意識の低さの問題というよ

りは、男性の働かせられ方の差によって生じているもの

だといえよう。

　次に、夫以外の家族について見ていこう。彼女らにとっ

て特に自身の母親は、家事・育児を行なううえで、夫の

家事・育児への参加だけでは足りない部分を補う重要な

役割を担っていた。岸田・神崎は親と同居していた時期

もあり、それによって家事負担を軽減させているし、神

崎・堀は出産の前後には実家に戻っており、母親の支援

を受けている。そして堀は、ときおり子どもを実家の両

親に預けることによって、休日を夫とともにゆっくり過

ごす時間を確保している。

　また、家族の支えにかかわって、結婚に伴う親子関係

の変容も指摘できる。堀の場合、自ら家事・育児を担う

ようになったことにより、それまでそれらを一手に引き

受けていた親のありがたみを再認識し、強い感謝の念を

抱くようになっている。岸田の場合、以前は父親とはほ

とんど話さないという状況だったものの、結婚後は「父

親との関係が良くなった」という。その変容には結婚自

体が契機として機能しているとともに、相良が間に入る

ことにより、徐々に話す機会が増え、両者の関係がほぐ

れていったという側面も含まれている7。彼女らにとっ

て結婚とは、ふたりの関係を軸とした新たな家族形成で

あるとともに、それぞれの家族関係の再編ともなってい

るのである。

3）友人・仲間

　今度は友人・仲間関係に注目してみよう。友人・仲間

は、結婚生活や育児におけるストレスを緩和してくれた

り、ふたりのパ・一一　Fナーシップを承認してくれたりする

存在として重要である。

　まず岸田においては、以前から岸田と相良のふたりの

関係を知っている共通の友人がいることで、その関係が

安定的に維持されているという側面がある。ふたりが付

き合い始めたのも、学校での周囲の友人の協力があって

のものであった。その後の結婚生活のなかでも、彼女が
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妊娠中には病院に付き添ってくれる友人がいるなど、多く

の人たちに支えられるかたちでの結婚生活を送っている。

　次に育児のサポートとしての友人ということで、堀と

神崎の二人を見ていきたい。神崎は子どもが小さいこと

もあり、なかなか外に出ることができない時期に、昔か

らの友人が家に来てくれていた。そして子どもとも遊ん

でくれているようで、「楽させてもらう」という表現に

もあるように、友人との交流が育児ストレスを軽減させ

てくれている。彼女の場合、これまで培ってきた地元・

高校時代の友人などとのつながりを資源としながら育児

を行なっているという点で、岸田のネットワー一一一ク資源と

の類似性が見られる。

　一方で堀は、同じく母親となった同級生と情報交換を

するなどして支えあう傍ら、図書館など公的機関を利用

したり、地域の子育てサークルに所属したりと社会的子

育て支援をうまく活用している。彼女はそこへの参加を

通して、子どもの活動の場を獲得するだけでなく、多く

の「母親」仲間と知り合い関係を拡げ、育児などについ

ての相談や情報収集などを行なっている。この公的資源

が介在した新たな友人・仲間ネットワークの形成は、と

りわけ彼女らのような若い母親にとって大きな意味を

持っている。若年出産者は若年者であるがゆえの経済的

基盤の乏しさがあるなかで、同じ境遇の同世代仲間も少

なく、ともすれば孤立しがちである。そのため、ここで

築かれる仲間関係は、保育園の入園の仕方や育児で起

こった問題への対処法などを知る情報源として機能して

いるのと同時に、母親という同じ立場にいる友人を得る

機会となっているのである。

　社会的子育て支援を利用して母親仲間を増やしている

堀と親族関係およびこれまでの地域ネットワークの中

で育児を行なう神崎という異なる二人の姿が見えてくる

が、両者に共通しているのは、岸田のパートナーとの関

係でも見られたことであるが、育児という、ともすれば

家庭内だけに閉じたものだと考えられがちな営みもま

た、友人・仲間という多くの「家庭の外の人」の参入に

よって営まれているということである。

4）小括

　本節では、主婦業に専念する彼女らの生活を支えてい

るものについて見てきた。当然のことながら、結婚と出

産、そして主婦業は同義でなく、結婚後も就労を主とし

た生活を続ける女性もおり、「シングルマザ’一一」として

生計を立てていく者もいる。しかし本章で取り上げてい

る3名にとって、結婚することは主婦業を担うことを慧

味し、出産・育児に取り組むことと連動していた9。そ

して彼女らが主婦業に専念することを可能としていたの

は、経済的基盤の確保と周囲からのさまざまな支えで

あった。経済的基盤に関しては、けっして磐石なものと

はいえないながらも、日々の生活に苦しむというほどで

はない。そして彼女らは、家族によるさまざまな支援を

受け、また友人や母親仲間などとの交流を行なうなかで

育児を行ない、生活をまわしていた。ふたりの関係の承

認ということから具体的なサポートまで、ふたりの関係

だけに閉じることのない開かれた関係が彼女らの生活を

比較的安定したものにしているといえるのではないだろ

うか。

4．主婦にとっての仕事とその慧味

　本節では、仕事という観点から、彼女らのこれまでの

移行の様子・現状について明らかにしたい。彼女らの移行

の様子については、2節で詳細に追ってきたが、それを男

性既婚者（婚約者）である相良健・小林俊介・小谷恭介（第

1章3節参照）と比較することで、主婦という進路の特徴

を示したい。そのうえで、主婦となった彼女らが担ってい

る主婦業の内実について、詳細を追っていく。

1）職業的キャリアからの離脱と再就労

　彼女らの進路を追った際、第一に指摘できるのは、出

産を境とした職業的キャリアからの離脱である。そして

その選択は、少なからず職業的キャリアへの思いを絶っ

てのものでもあった。

　まず堀の場合、妊娠に際しての戸惑いは大きく、いろい

ろと迷った末の出産決意であった。出産を決意したのちに

も、彼女は途中まででもよいので学びたいと考えていたが、

身体を配慮した専門学校からの促しもあり、進学を断念し

た。神崎の場合、妊娠発覚に際しては迷うことなく決断が

されているのであるが、その前段階である短大3年次には、

「園長がすごいいい先生」で、「子どもがすごいのびのび

してる」という職場の雰囲気に満足してもいて、卒業後に

控えた保育士としての仕事を「5年後は続けていたい」と

いった展望を語っていた（2005）。しかし妊娠の発覚に

伴い、つわりや産休などで職場に迷惑をかけてしまうとい

うことで、就職を辞退している。そして岸田の場合、「アル

バイト」から一一定の責任と勤務裁量が付与された「パー一ト」

へ昇格し、待遇の良さやいろいろとフォロー一してくれる同

僚の存在もあり、やりがいを感じながら働いていた。最初

に妊娠した際にはそのまま働き続けていたのだが、「仕事

とかあって病院に行けなくて」、結局流産をしてしまう。こ

のこともあって彼女は次に妊娠した際には離職し、家事に
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専念している。

　妊娠・出産に伴い、ひとまず職業的キャリアから離れて

いる彼女らであるが、「無業」のままでいようと考えている

わけではない。堀は子どもの保育園入所に伴い喫茶店のア

ルバイトを始めているし、神崎も子どもが幼稚園に通うよ

うになった際には、父の店を手伝うか、パートで働こうと思っ

ている。岸田の場合、しばらくは出産・子育てに専念する

ことになるであろうが、それでも「早く仕事復帰したい」と

思っており、内職もしくは以前働いていたホームセンターで

のパート勤務を展望している。

　しかし、彼女らにとっての再就労は、家事・育児に支

障をきたさない範囲でのものであり、あくまで家計補助

としての位置づけに抑えられている。10～16時で週

3～4日喫茶店でアルバイトをしている堀は、同僚との

関係の良さやボーナス支給、昇給などもあり、やりが

いを感じつつ精力的に働いていたのだが、年間収入が

103万円（扶養控除限度額）を超えそうなペースとなっ

ていることが分かると、それを103万円以内に抑える

ようシフト調整をし、就労を控えている10。また、子1ﾇ
もが小学校に上がった際には、学童保育の要件が厳しい

ため、子どもの帰宅時間に合わせて仕事を終われるよう

にする必要が出てきそうだと予想している。

　以上のように、彼女らにとっての再就労は、あくまで

主婦業の中心的業務となる家事・育児に支障をきたさな

い範囲で、かつ制度的にも制約されたなかで営まれてい

ることが分かる。

2）「主婦業」の内実

結婚・出産を経て主婦となった彼女らであるが、ここ

では彼女らが主婦として日々営んでいる仕事について見

ていきたい。

　まず家事については、さほど詳細に語られているわけ

ではない。しかし日用品の買い物や食事の支度、掃除・

洗濯など、いくつもの作業を日々こなしている寒事労働

は、けっして容易ではない。それまであまり家事などは

しておらず、急きょ家事を担うこととなった堀は、「家

に帰るとご飯があるのは素晴らしい」ということをあら

ためて実感し、「今は自分で作らないと食べられない」

と家事の大変さを語っている（2005）。さらに出産を前

にした時期には、つわりや身体のだるさ、眠気などに耐

えながらの作業である。岸田は「一回もどさないと、も

う立ってられない」ほどに厳しいつわりの症状のなか、

朝早い夫の出勤に間に合わせるよう弁当を作っている。

神崎の場合、家事は実家の両親の協力を得ながら行なえ

ているのであるが、夫の勤務時間が長いため、結婚披露

宴の準備などは彼女が一手に引き受けてもいた。

　こうした日常のなかに埋め込まれている家事に対し、

彼女らにとってより大きな意味をもってくるのが育児で

ある。まずおむつや服の用立てから食事の用意、子ども

の学資保険の捻雄まで、ふたりでの生活にはなかったさ

まざまなことを考えねばならなくなる。それらに加え、

子育て特有の大変さもある。堀の場合には、わりと手の

かからない子育てであったようだが、歩き出すように

なってからは、物を荒らしたり事故に遭わないよう「目

が離せない」（2005）状態となっていたという。また、

子どもを図書館に連れていき絵本を見せたり、幼児教室

に通わせたりして遊ばせてもいる。その後保育園へ行く

ようになってからは、朝夕の送り迎えや急な発熱への対

応などが必要となり、緊張感が絶えない日々だという。

神崎の場合は、2、3時間おきに繰り返される夜泣きへ

の対処に苦心していたと同時に、子どもの肌が弱いため

に病院通いを続ける日々であった。そして夫は帰宅も遅

いため、子育ては彼女が一手に引き受けている。そうし

たなかで、「今はいっぱいいっぱい」になりながらも、「な

んか、慣れちゃった」と育児にいそしんでいる。

　以上のような家事・育児における一つひとつの作業は、

日常のなかに埋め込まれた些事であるかもしれない。し

かし、象庭での日常生活のなかにはこうした仕事が無数

に存在しており、それらを臨機応変に編成しながら営ん

でいるのが主婦業といえるだろう。さらに出産後の再就

労まで含めれば、彼女らの生活はきわめて多忙かつ複合

的なものとなるのである。

3）男性既婚者（婚約者）との対比

　次に、男性既婚者（婚約者）の職業的キャリアの変遷

について確認し、それとの対比のなかで主婦である彼女

らの現状について見ていきたい。

　まず彼らの移行から指摘できるのは、彼らにとって結

婚することは、何よりも自分の収入によって妻や子ども

の生活を経済的な面でしっかりと支えられるようになる

こと、すなわち経済面において職業に強く結び付けられ

るようになるということである。

　相良と岸田が結婚に踏み出す契機となったのは、相良

が離職の危機に迫られた状況を乗り越えられたためで

あった。そして彼は結婚したことにより、「前よりは仕

事しなくちゃいけない」という意志を抱くようになって

いる。小林は、高校在学時から整備の仕事に就くことを

考えており、専門学校卒業後は望み通りの仕事に就き、

その延長上に将来展望を抱いていた。しかし恋人の妊娠

をきっかけに結婚を決意し、収入を増やすために整備士
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としてのキャリアをひとまず中断し、店長職へと職種を

替えている。そして整備士として働いていた時期からす

でに長時間労働だったものの、店長となった現在は「ど

んどんどんどん忙しくなる」とのことである。板金工場

で働いている小谷は、結婚を予定しているパートナーと

一緒に住んでいるが、それは仕事量の増加に伴う昇給を

きっかけとしていた。現在はプロを目指してボクシング

に打ち込んでいるため、結婚は待ってもらっているもの

の、生活費を収入に応じて折半するなど生活基盤はふた

りで支えるものとなっている。それゆえボクシングを本

格的に始めることについて、パートナー・一一からは「やって

もいいけど仕事は普通に、今まで通りくらいの収入は（確

保してほしい）」と言われている。

　以上のような、収入源確保と連動した結婚と職業との

結びつきは、主婦となった女性たちとは対照的である。

結婚を前後して、職業的キャリアを中断し家事・育児へ

の従事へと至っている主婦に対し、男性既婚者の場合に

は収入源確保を第一とするような変容が生じ、結果とし

て職業へのコミットメントをより強めていた。そこには、

より多くの稼ぎを得られる職が男性に偏っているという

労働市場におけるジェンダーバイアスや、出産に伴う就

労の一時的中断が不利益とならないようサポートする体

制が実質面において整っていないこと11などの影響が

強く働いているといえよう。

　そういった現状とも密接にかかわって、ジェンダー規範

による性別役割分業もまた確認できる。相良は次のように

話している。「〔結婚して意識は変わった？〕自分が働かな

いとあれなのかな、自分が働いて生活していかないといけ

ないというのがあるんで、一家の大黒柱みたいな」。もっと

も彼の場合、現実問題として現在は出産準備に専念してい

る岸田を経済面で支えていくという課題があるために、生

活費を稼ぐという役割を負っているのであるが、「大黒柱」

という言葉には性別役割をめぐる規範も込められていると

いえよう。そして「一家の大黒柱」として男性が働くこと

は、他方で家事や育児といった仕事を妻が主に担うことに

もつながっている。それを端的に示しているのが、「花嫁

さんになりたい」（2002）という岸田の展望であろう。そ

の具体的な現われとして結婚後には、岸田は相良より帰

宅時間が遅くなってしまっていた時期に、自分が夫のため

の食事を用意できないことを嘆いていた。そこには食事作

りを自己の役割として積極的に位置づけている様子がうか

がえるだろう。また神崎の場合、就職と同棲は両立させよ

うとしていたものの、結婚との両立は「二つ新しいこと（は）

できない」（2005）と留保をつけていた。この同棲と結婚

との違いからは、彼女にとって結婚するということは、主

に家事・育児を担う主婦となるということを意味していたと

捉えうるであろう。

4）小括

　本節では、仕事という観点から、彼女らのこれまでの

移行の様子・現状について明らかにしてきた。

　まず職業的キャリアとのかかわりでいえば、結婚・出

産に際し収入源の確保という面で職業への強化が見ら

れる男性とは対照的に、主婦となった彼女らに共通して

いるのは、自身の職業展望をひとまず断念しているとい

うことであった。このことは、夫婦間において経済的基

盤の不均衡が生じていることを意味している。彼女らに

とってこの不均衡は、失婦間での役割分業がそれなりに

機能している現状であれば、問題として顕在化しにくい

ものであろう。しかし、なんらかのアクシデントが生じ、

夫の収入や周囲の支えが得られない状況となってしまっ

た際には、さしあたり彼女ら自身の収入が頼りとなる。

そうしたときに、中断された職業的キャリアの重みが出

てくる可能性が皆無とはいえない。本調査では今年度の

結果も含め、フリーターから正規雇用への移行は、とり

わけ女性にとって厳しい状況にあるということが確認さ

れている。そして一般に主婦とカテゴライズされる彼女

らもまた、出産に際して無業の状態にあるわけで、そこ

から安定収入を得られるような正規雇用への就職は難し

いことが予想される。

　そして、結婚・出産に伴い生じてくる家事・育児とい

う仕事について見てみると、夫のかかわりは小さいもの

であった。女性男性ともに家族のためを思い、日々働い

ているという点では同じであるが、役割の担い方におい

て決定的に異なっている。相良たち男性に求められてい

たのは、家族の生活を成り立たせていくための収入源を

確保するということであり、職場での自身の奮闘が金銭

を介して家族にもたらされるという順序となる。一方で

堀たち主婦の場合、主に担っているのは「家庭内」の仕

事である家事・育児であり、それ妹夫が「家庭外」で働

いて収入を得ることができるための前提をつくること、

そして子どもや夫の成長や健康に配慮し、自身を含めた

家庭の生活をまわすという営為である。この営みは、彼

女らの奮闘によるものであると同時に、受け手となる家

族との直接的かつ応答的な関係のなかで展開されるもの

である。こうした特性をもつ家事・育児が、労働市場の

ジェンダーバイアスや性別役割分業規範などを介するこ

とにより成り立っているのが、「主婦業」なのである。
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5．まとめ

　本章では、岸田・神崎・堀の主婦業への移行とその内

実を見てきた。本節では、これまでの分析を通して明ら

かになったことを整理したい。

　まず2節で見てきたのは、各自のこれまでの移行のプ

ロセスと現状である。そこでは彼女らにとって、結婚

と出産とが分かちがたく結びついていることが確認でき

た。またその結びつきともかかわって、彼女らにとって

結婚・出産は、職業的キャリアからの離脱と主婦業への

移行を意味していた。それぞれが経てきた経緯はざまざ

まながら、析出された出産・就労という論点は、女性に

とっての移行を考えていく上で重要な一側面であるとい

えるであろう。

　そして主婦となった彼女らが、どのような基盤の上に

現在の生活を営んでいるのかを見たのが3節である。そ

こでは収入源を確保する夫とそれを基にやりくりする彼

女ら主婦という役割分業により、結婚生活を成り立たせ

ていく上で求められる経済的基盤が確保されているこ

とを確認するとともに、彼女らの主に担っている家事や

育児が、多くの支えのなかで営まれていることを確認し

た。ただ、彼女らを支えている周囲の人びとは、堀の子

育てサークル以外は私的なつながりがその中心となって

おり、そういったサポートを得られるのは周囲との良好

な関係を維持できてきた者に限られてしまうという問題

もある。それゆえ、家事・育児に対する公的支援の整備・

活用などを通して、事例から確認されたような「開かれ

た結婚生活・育児」がどの家庭においても可能となるよ

うな環境を社会的に整える必要があると考えられる。

　さらに、主婦業への移行を男性との対比で見たのが4

節である。彼女らの移行はまず職業的キャリアからの離

脱としてあり、家庭内での家事・育児を担う存在として

自らを位置づけるというものであった。一方、男性既婚

者の場合には収入源の確保という意味での就労への強化

が見られ、主婦との対照性が際立っていた。この性別役

割分業に基づき営まれている家事・育児（および補助的

就労）こそが、主婦業という仕事なのである。

　この主婦業は、職業的キャリアから隔たっているとい

う意味で経済的側面を中心に社会的制約が少なくない

が、一方で主婦業の内実を追ってみれば、経済的側面と

は違った評価もまた浮かび上がってくる。それは彼女ら

の行なう家事や育児が、家族に対する直接性と応答性に

富んだケア的営為であるという点である。

　そのことは、堀と神崎の育児についての語りに象徴され

ている。堀は自分の子どもがしゃべり始めたり、自分が教

えたことをそのままやってくれたりすることに達成感を感じ

ており、神崎もまた「楽しいことは、やっぱり子のこの成

長を見たときかな」（2007）というように、子どもがだん

だんと育っていくことを大きな喜びとして感じている。

　もちろん、育児により生じるストレスも少なくないが、

二人はそれ以上に子どもの成長を眼の前で実感できるこ

との喜びを感じているのである。それは育児という営為

に対する報酬が、直接的な応答性に沿って返されること

を意味しており、金銭という媒介を挟んで得られる報酬

とは対照的なものである。もちろん同じ報酬であるから

といって、どちらか一方のみで代替されるわけでもない

し、男女における不均等が生じている現状は解決される

べき課題であるといえる。さらに、性別にかかわりなく

私たちが就労し、生活し、成長していくうえでこのケア

的営為が担っている役割は大きい。これまでその重要性

を私事性に押し込められてきたケア的営為の公的・社会

的意義について、あらためて見つめなおしていく必要が

あるのではないか。

　このケア的営為にかかわって指摘できるのが、家族と

一体となった主婦の将来展望である。たとえば堀は、介

護職に就くという展望をふたたび抱くようになっている

が、専門学校に通い直すことは考えておらず、「それだっ

たら子どもの学費に回した方がいい」（2007）と話して

いるように、自身のキャリア形成を子どもに託してい

る。また岸田の場合、夫の相良が仕事で一人前になるこ

とを将来像の筆頭に挙げていたのに対し、子どもを産ん

でいることや夫と一緒に過ごせていることを第一に挙げ

ている。彼女らは自身の今後において、夫や子どもの存

在を常に意識したかたちで語っているのであるが、こう

した家族との一体性が、彼女らにおける「アイデンティ

ティとしての主婦」の源泉となっているのである。もと

より〈家族とともに生きていく〉という意味では、家族

のことを思い職種を替えた小林のように男性も同じであ

るが、その意味合いは若干異なってし・る。男性の場合に

は、就労という家族の外の世界に眼を向けながらの一体

化であり、いわば「家族を背負う」というかたちとなる

、のに対し、主婦の場合には家族に目を向けながらの一体

化であり、「家族を抱える」というかたちとなる。

　今後の課題としては、こうしたジェンダー化された両面

性が、今後解きほぐされていくのか、あるいは逆に強化さ

れていくことになってしまうのか、彼女らの軌跡を今後と

も追っていくことにより、より長い時間軸の下で検証してい

きたい。
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1．　「主婦」の定義については、無業者に限定するも

　　のから既婚女性全体にさえ拡張可能なものまでさま

　　ざまであるが、ここでは「主に家庭内の活動を行な

　　う女性既婚者」とすることにより、一定の限定化を

　　かけた。「主婦」定義については、国広陽子『主婦

　　とジェンダー一現代的主婦像の解明と展望』（尚学

　　社、2001年）など参照。

2．　「報告書③」第5章、『18歳』第7章参照。

3．結婚に至るまでの過程については、『18歳』第7章、

　　「報告書③」89－90頁に詳しい。またフリーター生

　　活については、「報告書③」29頁など参照。

4．短大での様子については「報告書②」107－108頁

　　および「報告書③」7Q－71頁、結婚については「報

　　告書③」91頁参照。

5．彼女のこれまでについては、「報告書③」89頁参照。

　　彼女は第2回調査は出産直後ということもあり、受

　　けていない。また第3回調査では、子どもが小さい

　　こともあり、電話でのインタビューとなった。

6．なお内閣府「平成17年度版　国民生活白書　子育

　　て世代の意識と生活」では、結婚・出産を望む者の

　　割合が減っているわけではないものの、経済面での

　　負担がそれらを抑制させているという傾向が指摘さ

　。れている。

7．一方、相手方の家族に新たな参入者として加わると

　　いうことに伴う翻飴が生じることもある。たとえば

　　神崎は、夫の家族・親族とのやりとりにおいて、助

　　けられている面もありつつ、同時に気を遣ってしま

　　うなどストレスを抱えてもいる。

8、厚生労働省「平成19年　人口動態統計」によれ

　　ば、全体（とりわけ20代）の合計特殊出生率がこ

　　の10年（1995－2007年）で低下しているなかで、

　　10代の合計特殊出生率は上昇している。しかし出

　　生の全体数からすれば、10代の出産者はごくわず

　　か（L5％ほど）にとどまる。また、東京都社会福

　　祉協議会が若年出産者に特化して実施した調査であ

　　る「10代で出産した母親の子育てと子育て支援に

　　関する調査報告書」（2003年）によれば、10代出

　　産者における同世代ネットワー一クの形成困難が指摘

　　されている。

9．堀と神崎はいわゆる「できちゃった婚」（摘出第一

　　子の妊娠期間よりも結婚期間が短いケース）という

　　結婚形態となるが、内閣府「平成17年度版　国民

　　生活白書」によれば、「できちゃった婚」の割合は

　　この20年間で倍増し、現在では夫婦の4組に1組

　　は「できちゃった婚」となっている。特に、15～

　　19歳では嫡出第一子のうちの8割以上、20～24

　　歳では約6割が「できちゃった婚」により生まれて

　　いる。ここには、経済的負荷などを背景として、漠

　　然とした不安から結婚へと踏み切れずにいる状態に

　　対する「きっかけ」となっているという側面がある

　　とともに、「子どもができたら結婚した方が良い」

　　という意識、そしてひとり親で生活を立てていくこ

　　との難しさなどが強く影響していることがうかがえ

　　る。

10．所得税における配偶者控除や会社からの扶養手当な

　　どの限度額（通称「103万円のカベ」）を指す。他

　　に社会保険料の被扶養者の限度額（「130万円のカ

　　ベ」）など、もともと家計負担の軽減として位置づ

　　けられている優遇措置であるが、限度額を多少超え

　　る程度の収入である場合においては、差し引きの手

　取りの逆転現象が起きてしまう。それが逆転現象を

　避けようというインセンティブを生み出し、央婦の

　　一方の収入をその限度額以下に抑えるよう努力する

　　こととなる。ゆえに収入的に低額となる場合が多い

　女性パート労働は、たとえ当人が仕事にやる気を出

　　していたとしても、家計補助としての位置づけに抑

　　えられてしまうのである。

ll．たとえば神崎は、産前産後休暇という制度の存在は

　　知っていたものの、「迷惑がかかる」という理由で

　　活用していない。こうした制度とその活用面でのズ

　　レは、諸制度全般にかかわる問題だといえよう。
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終章

乾彰夫・児島功和・中村（新井）清二・藤井吉祥・

　　　　　　　　　　　　　　船山万里子・宮島基

　以上本稿では、高卒後5年を経た彼ら彼女らの様子に

ついて、属性ごとにカテゴリー化して論じてきた。以下

本章では、本論での知見をまとめるとともに、各章では

論じ切れなかった点について分析し、若干の考察を試み

る。

　まず1節では、本論を振り返りながら知見を整理し、

2節以降の考察の導入とする。そして2節では、彼ら彼

女らの移行および生活を根本において規定している社会

構造について、家庭階層・学歴・ジェンダーという角度

から明らかにする。それら構造要因は、時には重なり合

いつつ時には相反しながら、彼ら彼女らの移行および生

活に影響を与えている。次に3節では、とりわけフリー

ター女性にとって、若者の移行を強く制約している家族

について論じる。それは家庭階層・ジェンダーといった

構造問題を背景にもちつつも、ある種のねじれ状況を経

て彼女らの生活をとりまいている。最後に4節では、彼

ら彼女らがこれまで経てきた経験や現状についての把

握・意味づけについて、抱かれている時間感覚の違いに

着目して分析する。こうしたアイデンティティ形成の課

題は、各自が置かれた状況による違いが色濃く反映され

ながらも、彼ら彼女らにとって「大人になること」とい

う課題へと接合しているといえるだろう。

1．本論のまとめ

　まず本節では、本論でカテゴリーごとに述べてきた緒

論について、大まかに振り返っておく。

　第1章では、正社員およびそれに準じる形態で働く者

たちについて見てきた。そこでは、今回新たに正社員と

して加わった専門学校卒・大学卒の者たちの就職1年目

の様子と、前回同様正社員として勤務している就職3年

目以上の者たちの様子に大別し分析を進めた。

　前者に関しては、「仕事の世界に入る」ということの

内実およびその条件について明らかにすることを課題と

した。その問いは、「仕事の世界に入る」どころか、心

身ともに傷つきながら離職していった者も少なくなかっ

た高卒就職1年目の状況との対比が土台となっている

が、今回も離職に追い込まれた1名の様子からは、会社

の働かせ方の問題が露呈していたと同時に、自責感情に

苛まれ、自身を傷つけてしまう困難が生じていた。また

就労継続者もそれぞれ厳しい状況に直面し、「辞めたい」

と思うようなこともあった。しかし職種・業界による差

異は大きいものの、少なからず仕事に対する見通しを築

きながら、働き続けていた。それを可能としていたのは、

職場内外での研修の機会や、モデルとなる先輩の様子、

専門学校その他で築かれた職場外での同業者ネットワー

クなどであった。

　一方で就職3年目以上の者たちの場合、相対的に労働

条件などが未整備ではあるものの、仕事に対する自信な

ども見られ、「仕事の世界に入る」という課題がそれな

りにひと段落している様子がうかがえた。そして自らの

働きに即した昇給などが見込めない会社の状況に対する

憤りとともに辞めていく者や、家族形成など生活面での

新たな課題に取り組む者など、労働面・生活面ともに拡

がりを見せていることが明らかになった。

　職種の違いや会社規模、あるいは参入時点での振り分

けとなる学歴差などにより、生じてくる課題や仕事の見

通しなどの差異・格差も少なくない。しかし正規雇用就

職を果たし、従来型の「標準的」移行に即した過程を経

つつある彼ら彼女らは、相対的にではあるが、着実に〈大

人への移行〉を歩んでいるといえるだろう。

　次に第2章では、さまざまな経緯により非正規雇用労

働に従事している者たちを見てきた。ひと括りに非正規

雇用とはいっても、契約社員・派遣社員・アルバイトな

ど、雇用形態からしてさまざまであるが、ここでは「待遇」

「正社員登用ルー一ト」「必要な資格」という軸を用いて「仕

事の差異」を分析した。その結果、非正規雇用の仕事の

なかにも階層性が存在することが浮かび上がり、それが

学歴や資格などと連動していることが明らかになった。

　そういった仕事の違いをふまえながら、非正規雇用に

従事する彼ら彼女らが、現在の仕事および将来の見通し

に対してどのような意味づけを与えているのか、将来展

望を機軸としながら分析した。そこでは、1章で見た正

社員ほどに安定した基盤を持つわけではないものの、現

在の仕事上にそれなりの見通しを持ちつつ展望を抱けて

いる者および現職とは別種の展望を抱く者と、当面の課

題に追われるなかで、長期的展望は抱けないままにいる

者との対照性が際立っていた。それは上記「仕事の差異」

区分とも連動しており、前者が専門卒・大卒などに偏っ

ているのに対し、後者は高卒がほとんどで、3年以上の

長期にわたって主に数々のアルバイト・派遣労働などを

続けている。とりわけ後者に関しては、先の見通しを描

きづらい仕事の性格もさることながら、家族関係におけ

る問題も大きく関与していた。それは家族独自の問題に
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とどまらず、就労生活にも影響を及ぼしており、その相

互作用からなる困難のねじれも生じていた。そうした不

安定な状態に置かれた者たちにおける困難の複合性は、

就労の問題を就労のみで捉えることの限界を示している

といえよう。

　職業的移行にさまざまな困難を抱える長期フリーター

層であるが、しかし諸課題に振り回されているばかりで

はない。全体的な傾向としても、短期間での渡り歩きを

強いられていたかつてに比して、比較的長期間同じ職場

で働き続けられるようになってきている。そこには、さ

まざまな職を経験してきたなかで、徐々に自分にとって

働きやすい職場の条件を見定め探り当てられるような戦

術を体得してきたという側面があった。困難な状況なが

らも、それとの格闘においてそれぞれが奮闘しているの

である。

　第3章では、2章同様非正規雇用に従事しつつも、「主

たる活動」を「自営・自由業」に置いている者たち二人

を見てきた。正規雇用からの離職も含め、自らの主体的

選択の下に不安定な経路をたどっている者たちである。

二人は日々の生活費を稼ぐかたわら、バンド活動や演劇

など、現状ではさほど稼ぎには結びつかない活動に逡進

しており、日々の活動までも資源に読み替え精力的に毎

日を過ごしていた。多元的な展望を抱く黒川と、「役者」

という核を常に見据えて過ごしている岡本との差異も大

きいが、両者ともに終わりなき目標を掲げ、それを自ら

の駆動力としていた。しかしこうした二人の活動は、本

人の意志・力量のみで可能となっていたわけではない。

それは先の見えない道ながらも、部分的にであれモデル・

指針として参照可能な先達、また同じ夢を掲げながら、

ともに模索する仲間たち、そして物理的・精神的な資源

提供を与えてくれる家族といった、二人をとりまく周囲

の人びとに支えられ成り立っているのであった。「標準」

とは隔たった経路において「やりたいこと」の追求にい

そしむ二人であるが、それは諸資源の活用があってこそ

可能となっている道なのである。

　1章から3章までは、すでに学校を卒業している者た

ちを対象としてきたが、まだ学校に在籍している者たち

もいる。第4章では、四年制大学卒業後もなお学校に留

まるという選択をした者たちについて見てきた。大学院・

語学学校（留学）・大学通信制課程・専門学校と学校種

別はさまざまながら、四年制大学卒業後に学校に留まる

ということは、それほど多くの若者がたどるルートとは

いえない。彼ら彼女らがそういった進路へと至った経緯

とその意味について明らかにすることが、4章で据えら

れた課題である。まず大学卒業後の〈学校から学校へ〉

の移行という進路は、早い時期から抱かれていたものと

いうよりは、希望していた就職先への就きがたさ、学生

生活や資格取得におけるつまずき、就職活動の断念など、

さまざまな経緯を経たうえでの選択であった。また同時

に、それまで自分が打ちこんできた「やりたいこと」へ

の可能性を失わないため、あるいはその再燃として選ば

れた道でもあった。そういった意味では、大学卒業後に

なお学校に留まるという選択は、〈学校から仕事へ〉の

移行の仕切り直しとしての側面を含んでいるといえる。

しかし学校に留まるという選択には、それを可能とする

資源の存在も欠かせない。本章対象者には、経済的にも

文化的にも高い家庭に育った者が多く、調査対象者全体

の中では際立っているが、家庭の有する資源のみならず、

大学その他で出会う友人関係からも多くの刺激を受け、

自らの進路の支えとしていた。

　最後に第5章では、結婚して家事・育児など、主に家

庭内での仕事に従事している主婦を見た。〈学校から仕

事へ〉の移行という視座において、主婦という立場は傍

流もしくは対象外とされがちであるが、女性にとっての

移行問題を考えるうえでは無視できない経路である。主

婦となった彼女らの経緯から見えてきたのは、まず主婦

への移行において、出産・子育てが重要な位置を占めて

いたという点である。妊娠発覚に伴う結婚であった二人

をはじめ、結婚後しばらくしてからの妊娠であったケー

スにおいても、出産を強く意識した結婚となっていた。

そして彼女ら主婦を支えているものとして、家計を支え

る経済的基盤、家事や育児を支える親や家族・友人の存

在が大きいことが確認された。それらは主婦にとって、

安定的に主婦業を営んでいくうえでは欠かせないもの

だった。また彼女ら主婦は、職業的に見れば無業あるい

はパート就労など補助的就労への従事者であり、主婦へ

の移行は職業的キャリアからの離脱を意味していた。そ

んな主婦とは対照的に、男性既婚者の場合は収入源確保

のために、それまで以上に就業へのコミットメントが求

められていた。ここに見られるような、家庭内の仕事に

従事する女性と職場での仕事に従事する男性という性別

役割分業によって生じているのが、主に家庭での仕事に

従事する存在としての「主婦」なのである。一方で彼女

らの営む主婦業は、直接性・応答性をベースとしたケア

的営為が中心となっており、そこから派生した家族との

一体性は、彼女らの主婦アイデンティティを安定的なも

のとする重要な基盤となっていた。

　以上のようなまとめを下敷きとして、以下では残され

た論点について展開し、全体の総括としたい。
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乾ら　「新時代」を働き・生きる若者たち

2．社会構造による規定

　本節では、家庭階層、学歴、ジェンダーの3点から、

調査対象者の移行過程に影響を及ぼしている社会構造の

規定的性格について確認したい。

1）家庭階層

　これまでの調査でも、階層的な要因が若者の移行過程

に与える影響について明らかにしてきた。まず、家庭の

経済的条件と文化的条件の格差は、家族形態や若者自身

の家計負担などに見受けられ、同時に進路選択における

偏り（たとえば高卒後の進学／未進学など）として表れ

ていた。

　高校卒業前の時点では、A高校においては四大・短大

への進学希望者が最も多く、専門学校も含めるとほと

んどの者が進学希望であった一方、B高校においてはブ

リーターを含む進路未定者が最も多く、進学は少なかっ

た。実際の進路でも、四大進学者とフリーターを比べる

とその違いは明瞭であり、卒後3年目の時点の出身高校

構成をみれば、四大進学者10名のうち9名がA高校出

身者で、フリーター11名のうち9名がB高校出身者で

あった。

　こうしたことは、高校入学時の「学力」の差のみでな

く、「学力」に反映する両校生徒の家庭の間に生じてい

る階層的格差に由来していた。フリー一．．一タ…－maには、高卒

時では家計の苦しさが進学を困難にしたケースが多くみ

られ、経済的条件が進路選択の制約となっていた。卒後

3年目の時点でも、フリーター一一の約半数の家庭が母子家

庭であり、その申には生活保護を受給していた世帯も含

まれ、経済的条件が移行における制約となっていた。一

方、進学者の家庭は、学費捻出の見通しが立つという点

で、経済的条件が相対的に安定していた。すなわち、高

校卒業後の進路にはそうした経済資本の差が「むきだし」

のまま作用していたのである。また、四大進学者の家族

に高学歴者が多かったのに対して、フリーターの場合は

確認できているだけで、大卒の母親を持つ者は一一人のみ、

両親もしくはどちらかが申卒というケースもあった。家

族学歴は経済資本と併せて進路選択に影響を及ぼしてい

たといえるだろう。

　これらの階層的要因は「やりたいこと」にも影響を及ぼ

していた。高い経済・文化資本を受け継いだ黒川におい

ては、それらはよく活用されていた。さらに彼は豊かな社

会関係資本ももっており、こうしたいくつもの資本の豊かさ

が活動を支えていた。一方で、夢である声優になるために

俳優・声優養成所に通っていたが、学費の捻出と生活費

を得るために複数のアルバイトを掛け持ちし、思うように

活動に集中できなかった者もいた。同じように「やりたい

こと」を明確にもち、活動していたものの、資本の多寡が

それぞれの活動に影響を与えていたのである。

　今回調査時にも、階層的要因は依然として強く機能し

ていた。今回新たに学校を卒業した者たちとの就労状況

における対比は学歴要因として次項で詳述するが、今回

調査では特に将来に対する見通しにおいて、家庭階層が

強く影響している様子が見られた。

　まず非正規雇用者について見てみよう。前回調査時よ

り非正規雇用に滞留しつづけていた7名は、労働条件の

厳しさやアルバイト先の正社員の過酷な働き方を見たこ

とも関係し、そもそも安定して働ける見通しを得てはい

なかった。しかし彼女らの見通しを制約していたのは、

こうした就労にまつわる問題のみでなく、家族内の問題

でもあった。若林は生活保護を受けながら「難病」を抱

える母親や祖母を介護しなければならず、浜野は家計負

担をめぐって家族内関係にしんどさを感じ、竹内は両親

の不仲から周囲の援助もなく一人暮らしを始め、年の離

れた弟を引き取り育てたいと考えていた。非正規雇用で

働くB高校出身の彼女たちは、家族からの感情的支援が

ないばかりか、家族の問題をも抱え、そうした問題を有

効に解決できるネットワークも脆弱で、安心して働ける

就労生活そのものが見えづらい状態にあった。とくに家

族の問題から見えることは、階層が低いということが進

学費用の捻出・感情的支援など直接的な資源に乏しいだ

けでなく、経済的要因やその原因となった諸困難を背景

に家族内関係など家庭内にもさまざまな問題を生じさせ

ていること、そしてそれが若者たちの移行・将来の見通

しに強い影響を与えていたことである。

　上記のような、先の見えづらい生活を送っていた者た

ちとは対照的に、「やりたいこと」の延長上に将来の見

通しを描いている者たちもいた。前回調査以来、会社経

営・バンド活動など多彩な活動を展開している黒川は、

豊富な経済資本・文化資本・社会関係資本を駆使するこ

とにより、自身の設定した目標に向かって遭進していた。

また、引き続き学校に留まる選択をしていた者たちも同

様に、これまで努力や労力を重ねてきた「やりたいこと」

の延長上に自らの立場を置いていた。その選択の背景と

して指摘でぎるのは、家族による感情的支援の重要性、

大卒者だけでなく大学院卒者がいるなど家族学歴が高い

こと、そして下田のように家計状況がけっして楽ではな

い者もいるが、総じて本調査対象者の中では恵まれた経

済的基盤を有していることである。

　以上のように、仕事を安定的に続けられる将来展望を
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抱くことすら難しい者たちがいる一方で、学校に留まる者

や「やりたいこと」実現に向けて適進することができる者

たちがおり、その分岐にはこれまでも指摘してきたように、

家庭の経済的条件や文化的条件が強く影響しているので

ある。そして家庭階層の問題が家族間葛藤として表れてい

たフリーターのケースに見られるように、階層の問題はよ

り複雑なかたちで若者に陰を落としていた。

2）学歴と働き方

　今回調査では、四年制大学卒業者が労働市場に新たに

参入していることから、相対的に高い階層の者たちと

低い階層の者たちについて考察することができる。ここ

では中等後教育を経て新たに労働市場に参入した者たち

と、それ以前から参入していた者たちとの働き方におけ

る対比を見ることで、家庭階層の一つの帰結でもある学

歴が生み出すさらなる規定性を確認したい。

　今回調査時点での正規雇用就職者は12名いたが、う

ち7名が今回調査時点で新たに正規雇用就職者カテゴ

リーに加わった者たちであり、残りの5名は3年以上就

労継続している者たちである。出身高校で見ると、前者

のうち5名（加藤、木戸、原島、人見、山口）がA高校

で2名（川本、丸山）がB高校、後者は全員B高校であ

る。また前者学歴をみると、大卒が3名（川本、原島、

山口）、短大が1名（丸山）、専門学校卒が3名（加藤、

木戸、人見）である。職種別では、専門・技術職が6名

で、労務が1名で、給与水準をみると、月給20万円を

超える者が5名いた。

　第一に指摘しておくべきことは、新規参入層は、職種

も専門職が目立ち、労働条件や職場環境が相対的に整っ

ていたことである。3年以上就労している者たちの職種

は、生産・労務職や販売職が多く、中には労働条件や職

場環境が劣悪であるケー一スもあった。給与水準は、就

職5年目の手塚は入社当時と変わらず残業代がなければ

15万円ほど、相良は20万円を下回ることも少なくな

かった。小谷のケースでは厚生年金と健康保険が整備さ

れていなかった。このように、正規雇用就職者のなかで

も、中等後教育を経た新規参入層と3年以上働いている

層とでは、給料をはじめとする労働条件において格差は

明らかであった。

　また新規参入層の就職1年目の働き方の特徴は、職場

で成長していく見通しが得やすい環境にあることだ（就

労継続を支える重要な要素）。たとえば、看護職では研

修制度や技能を高める機会が制度として整えられてお

り、一定の従業員規模であることから各世代の先輩がお

り、また同期も多いことから、互いに支えあい、相談で

きるネットワークが形成されていた。たとえここまで充

実してはいなくとも、1年目の新人として扱われ、なん

らかの支援や研修が用意されていたことは珍しくはな

かった。このような職場環境は、高卒1年目の第2回

調査における高卒就職者たちの職場環境と比べると、就

職1年目の労働者が働き続ける見通しを得やすいもとに

なっていたことは明らかであろう。　　　　　　　・

　一方、このような労働条件や職場環境の格差は非正規

雇用で働く者たちの中にも現れていた。前回調査時点で

フリーターであった者の多くが2年を経ても非正規雇用

で働いていたが、そこに新たに中等後教育を修了し非正

規雇用で働き始めた4名が加わっている。フリーターを

継続している7名は労働条件の水準が低い環境でなんと

か生活をつないでいたのと比べて、第2章で述べられて

いたように、新規参入層の4名は、仕事のやりがいを感

じていたり正規登用への道がひらけていたり、また家庭

の問題が妨げとなることもなく、相対的にではあるが、

安定した働き方をしていた。たとえば添乗員として働く

君島は、B高校の者たちよりは安定している労働条件の

もとで、資格を活かしつつ仕事にやりがいを感じながら

就労生活を送っていた。またB高校から専門学校へ進み

資格を取得し生活支援員として働く坂本も、正社員登用

には迷いを見せながらも、仕事にやりがいを感じ就労継

続の見通しをもっていた。

　以上のように、正規雇用労働者を見ても、中等後教育

を経た新規参入層は、3年以上働いている者たちよりも、

相対的によい労働条件や職場環境のもとで仕事をしてお

り、また非正規雇用労働者でも同様に、新規参入層は「滞

留」している者たちよりも相対的に悪くない労働条件のも

とで働いていた。総じて、学歴の違いとして現象している

出身家庭の社会階層の格差は、進路における分岐のみな

らず正規雇用・非正規雇用の両者において、それぞれの

労働条件や職場環境の格差となって彼ら彼女らの働き方

に影響を与えていた。その他、中等後教育を経ることで表

れた特徴としては、専門学校や大学で築かれた新たなネッ

トワークが、彼ら彼女らの就労生活における重要な支えと

なっていたという点が挙げられる。これまで高校時代のネッ

トワークによる支えを確認してきたが、専門学校などで築

かれたネットワークには、同じような職種で働く仲間という

側面が加わっていたのである。

3）ジェンダー

　これまでも指摘してきたように、社会構造的な要因を

はらむジェンダーも、若者たちの移行のなかで大きな影

響を及ぼしていた。
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　まず、非正規雇用における女性比率の高さが挙げられ

る。非正規雇用11名のうち9名が女性であった。なか

でも、前回から引き続き非正規雇用に滞留していた7名

はみな女性たちであった。一方、3年以上正規雇用で働

いている者たちのほとんどは男性であり、これまで非正

規雇用から正規雇用へと移行した者は男性2名のみで、

職種も荷揚げ荷下ろしの作業員や水道配管工などの男性

労働者向けの労務作業だった。非正規雇用に女性が多く、

正規雇用に男性が多く偏在していた。

　また、正規／非正規の区分のみでなく、職種における

ジェンダーも確認できる。保育士など福祉職は、女性が

多く働く職種の典型であるが、就職にためらいを見せて一

いた神崎のケースでも見たように、保育士の待遇はその

専門性に比して、きわめて低く設定されている。また、

介助労働に就いた二人はともに男性であったが、二人は

低賃金であること、長期的な昇給が望めないことに直面

していた。これら福祉職は、女性に強く依存した職種で

あり、結婚・出産に伴う離職などを見越して、長期勤続

を前提にした職場環境が整備されていない状況がある。

そこには、伝統的なジェンダー一一一規範が根強く機能してい

るのである。それら福祉職に比して、女性に開かれた専

門職種としては歴史のある看護職は、伝統的な男性中心

の専門職ほどではないにせよ相対的に条件が整ってい

た。この職種には仕事の内容面でのやりがいに加え、女

性が働きやすい職場として整備されてきた歴史があり、

結婚・出産によって一旦は離職しても再就職しやすい環

境が整えられている。パートナーとの結婚を視野に入れ

ている加藤の場合、看護師が再就職しやすいことを念頭

に置いて、相手に併せて転職を考えていた。しかし、再

就職しやすい労働環境がここでは、会社に縛られた働き

方を余儀なくされるパートナーに合わせた転職として結

びついており、それが女性に偏り開かれていることに留

意したい。

　このように労働条件を通した男女の働き方が確認できた

が、さらに結婚を境とした男女の働き方の差も確認するこ

とができる。小林は恋人の妊娠を機に結婚を決意し、夫

と父親に同時になる課題と向き合うことになった。収入

面での不安から、整備士から店長職へと職換えをしたが、

仕事面での新たな課題を抱えるとともに、小林の実家で

おくる新婚生活で妻に負担を負わせることにもなっていた。

一方女性の側においても、職業的移行を断念した堀や神

崎、扶養控除範囲内に労働時間を限定していた堀のケー

スなどに確認できるように、彼女らの主要な役割が家庭内

での仕事に移っているのである。

　一方、女性にはキャバクラなどの女性特有の職種が

開かれており、この仕事を経験したことがある者が非正

規雇用で働く女性の半数にみられた。この仕事は、他の

非正規雇用で働くよりも時間給換算でより高収入である

が、業務特有のストレスや健康被害などもあり、けっし

て働きやすい環境ではない。この業界での働き方は、容

易に高額の現金を手にできるが、服飾費や交友費、医療

費など出費もそれなりの額となり、逆に借金を抱えてし

まうようなケー一スもあった。そういった意味で、かえっ

て不安定状況から脱しづらくなってしまう要因ともなり

うるのである。しかし正規雇用が男性に偏っている労働

市場の構造下では、仕事で活かせる技能などを持ってい

ないノンエリート女性にとって、生活費を工面するため

には「有力な」選択肢となってもいるのである。

　以上のような労働市場におけるジェンダー差は、生活

上の現実的課題や当事者の意向、あるいは規範までも含

め、深く構造化されているのである。こうした諸点によ

り、大人への移行過程そのものが、男女において異なっ

た様相を呈していた。この違いは、女性が自立して社会

で生きていくという点において、女性に不利な状況が広

がっていることだと考えられよう。

3．家族問題

　本調査でもくり返し指摘してきたように、今日の若者

にとって家族の問題は、職業的移行や日々の生活などに

対し非常に大きな影響力を持っている。とりわけ前節で

も確認したように、家族の影響は移行における資源提供

の可否として強く表れているが、対象者のうちには資源

の有無にはとどまらない困難・負担を抱えているケース

もあった。そして対象者のうち、こうした事情を抱える

ケースはすべてフリーター女性となっており、職業的移

行の困難との重複が見出された1。しかも単に重なって

いるというのみならず、双方が要因となり結果となるよ

うに影響を与え合い、彼女らの移行を制約している状況

となっていた。以下では、若者の移行における家族をめ

ぐる諸相について、背景と現象の両側面から考察したい。

1）親子間葛藤を抱える者たち

　かつて本調査では、短大進学者の多くが親との関係に

おいて抱えていたこじれを「親子間葛藤」と捉え、子ど

もの「自立」に対する双方の認識の不一致（関係や行動

範囲が広がり「自立した」という認識を強める子どもと、

まだ学生であるという点から子どもを自身の保護下にい

る存在として見なす親）として解釈した2。その後、進

学者においてはそういった葛藤は見られなくなっていっ

97



「教育科学研究」第24号　2009年3月

たものの、一方で職業的移行に困難を抱えているフリー

ター層において、より複雑なこじれが生じていることが

浮かび上がってきた3。

　たとえば母子家庭で生活保護受給世帯である若林の場

合、短大生活やその後フリーター生活を通じて親の強い

干渉下に置かれている。短大在学時より、母親から服装

や趣味、交友関係などに対する強い干渉を受けていたと

ともに、病弱の母親に要請され家事も彼女がほとんど一一

手に引き受けていた。そして短大を卒業したのちには、

実家の家事のみでなく、近くに住む祖母の介護および家

事もまた担わされるようになり、就労時間の確保もまま

ならず、実家と祖母宅の往復という日々となっていた。

そういった状況を強いる母親に対し、彼女は憤りを募ら

せ「（親元から）トンズラしたい」（2005）という思い

を抱き続けているが、同時に母親に対する「かわいそう

な人」（2007）という評価も交わるなかで、その干渉下

から抜け出せずにいる。最近は生活保護ケースワ・一一カー

の関与もあってか一人暮らしを始める準備をしており、

親の干渉から抜け出すきっかけを掴みつつあるが、まだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　ノ
まだ親との葛藤を解くほどには至っていない。　’

　　　　　　　　　　　　　　1　また母子家庭の浜野の場合、高卒後美容院で正社員と

して働いていた時期には問題化していなかった親（およ

び姉）との関係が、美容院を離職したのちのフリーター

生活においてこじれてしまっている。美容院離職後のプ

リーター生活では、労働環境の厳しさなどから断続的な

就労生活となっているが、そのことを母親と姉から「こ

らえ性がない」（2005）と非難されている。そして彼女

はそのプレッシャー一から、無理をしてがんばり過ぎてし

まい、かえってスムー一ズな転職を妨げてしまう。それが

いっそう家族の苛立ちを増幅させるとともに、仕事に対

する自信も喪失し、「うち（私）がぐうたらだから」（2005）

と自分自身をも費める側に回して苦悩を募らせている。

　職業的移行の手前の状態にとどめられている若林と、

職業的移行の困難と家族関係における困難が相乗的に生

活を追い詰めている浜野といったように、両者が直面し

ている困難の位置づけの違いもあるが、いずれにせよ家

族間の問題が大きく前面化しているという点で共通し

ている。さらに彼女らにとって、こうした親子間葛藤が

より複雑なねじれとなっているのは、かつて高校在学時

には母親との関係にさほど困難を感じていたわけではな

く、むしろ感謝・尊敬の念も抱いていたという点である。

浜野は困難な状況のなか、子ども3人を抱えながら女

手ひとつでそれを切り抜けてきた母親に対し、「やっぱ

り尊敬してる」（2002）という思いを抱いていたし、メ

イクの仕事で賞を取ってもいた母親に「憧れを抱いて」

（2002）もいた。若林の場合、勉強へのプレッシャー一一一一や

趣味についての干渉など不和もあったが、進路について

相談する一・一一・・番の相手は親であったし、進学資金の確保

に際し尽力してくれた母親に感謝の念を抱いてもいた

（2002）。そして当初抱いていた翻訳という仕事は、親

とともに映画をよく見ていたことに由来している。その

後両者ともに、かつて抱いていた将来像は頓挫している

のであるが、その後の不安定な状況と重なるようにして、

親子間葛藤が表面化するようになっているのである。

　かつての短大進学者の親子間葛藤が、どちらかという

と親とのあいだの感情的な対立が主であったのに対し、

ここで見たような親子間葛藤は、日々の生活および将来

展望に対する端的な制約として機能しているのである。

この傾向は、さまざまな形態をとりながら、フリーター

女性において広く見られる問題となっている。

2）葛藤の背景にある貧困

　以上のような親子間葛藤には、複合的な要因が重なっ

ているが、なかでも大きな課題として挙げられるのが、

貧困家庭の抱える困難である。

　前述の二人はいずれも母子家庭で、母親は病気を抱え

働けない状態にあり、生活保護受給世帯である（浜野家

は弟の就職に伴い、現在は受給していない）。それが若

林の場合には家事・介護の担い手として、浜野の場合に

は稼ぎ手の一人として、彼女らが位置づけられているこ

との大きな要因となっている。浜野に対する母親の叱咤

も、「収入が途切れると困る」（2005）という家庭の切

実な課題から生じたものであり、個人的な対立だけが問

題となっているわけではないのである。また収入の工面

のみでなく、生活をまわしていくためには家庭内での仕

事も欠かせないのだが、若林の場合には親が病弱である

ために、彼女がその担い手となっているのである。

　なお、貧困という問題が最も深刻に表れているのが、

浜野ら同様母子家庭で厳しい家計状況におかれていた庄

　　　　　　　　　　　も山のケースである。若林や浜野の場合には、生活保護に

よりひとまずの最低生活費は確保されていたが、庄山の

家庭は生活保護を受けておらず、自前での格闘を余儀な

くされていたのである。彼女の場合、経済的困窮を端緒

としつつ、健康問題から社会関係上の困難iまで、貧困状

態が多層的に展開されている。

　まず貧困と健康問題の関連について4、そもそも貧困

は、身体の不調により働けなくなり、経済的にも困窮す

るというケースが少なくないが、それと同時に貧困状態

に陥っている場合には、目の前の生活費を工面するとい

う課題に迫られることとなり、治療費やその時間の捻出
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は後回しになりがちとなる。庄山の母親は、庄山の高卒後

4年目で亡くなっているが、死因は慢性的な疾患であった。

彼女の家庭は生活保護こそ受けていなかったが、母親は

生活費を工面するため身体を酷使して働き続けており、異

常が見つかったときにはすでに手遅れとなっていた。そし

て病状が悪化しても入院することもなく、ぎりぎりまで働く

とともに庄山が看護を続けていたが、異常が見つかってか

ら程なくして母親は息を引き取っている。

　また貧困には、往々にして社会的孤立という側面も付

随してくる。庄山の母親は、仕事上の付き合い以外には

あまり知人もおらず、庄山と目の不自由な母親（庄山の

祖母）以外の家族との関係も実質切れている状態にある。

そういったなかで庄山は、母親の唯一の理解者であり、

両者は「ふたりとも依存し合っちゃってる」というよう

な関係となっていた。それゆえ母親がいなくなった庄山

は、「（自分の）片方ない感じ」となり、展望を描けない

ままにいる。

　以上のように、直接的には経済的困難を指す貧困であ

るが、それは経済面のみでなく、さまざまな回路を通じ

て日々の生活を圧迫しているのである。さらにその圧迫

は、家庭の困難として現れるため、親だけでなく子ども

の生活も圧迫し、職業的移行をはじめとした子どもの社

会的自立を阻んでいる。家庭内での困難の背景には、こ

うした「貧困の世代的再生産」（青木）5と呼べるよう

な状況が進展しているケー一スも少なくないのである。

3）ケア役割とジェンダー

　一方、家族をめぐる問題には、時には貧困とも重なり

つつ、それとは別種の問題も存在している。それはとり

わけ女性において顕著に見られる、家庭内での家事・育

児・介護などケア労働への従事である。

　先ほど、家事・介護に従事しているがゆえに就労もま

まならずにいる若林のケースについて言及したが、そこ

には親の健康問題にとどまらない要因も絡んでいる。彼

女には妹と弟がいるが、家事を負わされていたのは彼女

と妹のみであり、弟は一切を免除されている。その前提

には、前節でも指摘したように労働市場におけるジェン

ダーバイアスが背景として存在しているといえるが、若

林のケースではそれ以上に、母親の抱くジェンダー規範

が強く影響しているといえる。また生活保護世帯である

にもかかわらず、彼女が卒業後も本格的に就労せず祖母

の看護・介護に当たる状況が「許され」ていたのは、彼

女が女性であるということと関係していたと思われる。

　それが若林にとっては、就労への制約として機能し葛

藤の元となっていたのであるが、一方でこうした家事・

介護など家庭内での仕事は、就労の制約も含め主体的に

選び取られる場合もあるため、単に制約としてのみ片付

けられない側面もある6。職業的展望が描きづらいフリー一

ター生活を続けるなかでも、こうした主体的選択に類する

様相を見せていたのが、吉川である。彼女はこれまで、生

活の支えを必要としている妹がいるということに言及してこ

なかったのであるが、今回調査時にはその妹を生涯面倒

見ていくという覚悟を表明している。この覚悟には、妹の

介助に要する時間を確保できるような勤務形態でなければ

働けないということ、妹も含めで一一一　vaになってくれる男性と

しか結婚できないということ、などといった妹の介助に付

随してくる諸制約をも引き受けるという決意が込められて

いるのである。家族の介助や看護の役割が女性に偏りが

ちであること7は、伝統的な性的役割分業が大きな背景

にあるとともに、そのもとで形成されてきたジェンダー化

された道徳意ma　8が、一面ではそうした役割を彼女たちが

ある意味自ら進んで引き受けてしまうこととも結びついて

いるといえるかもしれない。

4）困難脱出の岐路

　以上のように、貧困やジェンダーを背景とした家族関

係における困難が、さまざまな側面から彼女らの移行を

制約しているのであるが、今回調査時にはそれらを脱し

ていく契機を掴みかけているケースも散見された。

　まず親子間葛藤にかかわって重要となってくるのが、

就労生活の安定である。まず前回報告書でも指摘したよ

うに、高校在学時より親との不和を口にしていた下川で

あるが、正社員として働いていた高卒1年目の段階では、

対立こそなくなってはいないものの、葛藤の様子は控え

めなものとなっていた。そこには、日々の就労により生

じる親との時間的・空間的距離や、r正社員」としての

社会的地位獲得による影響が確認された9。こうした傾

向は、今回調査での君島の様子にも表れていた。君島は

進路選択や職業選択に際し、これまでたびたび親と衝突

してきた。だが、’大学4年次に家を飛び出すように離家

し、恋人と実家の近くで同棲した後、現在まで一人暮ら

しを続けている。そして親と一定距離をとって暮らすこ

とで、「かえって（中略）親と仲良くなった」と話して

いる。それが可能となったのは、契約社員として安定的

な収入を確保できるようになったことが決定的だといえ

よう。

　また貧困の問題にかかわって、生活保護世帯である若

林の場合、今回調査時には世帯分離を行ない、一一人暮ら

しを始めている（他にも、生活保護世帯で正社員として

働いている内田のケースでも、同様の措置が取られてい
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る）。それにより、自分の部屋もなく親の干渉下に置か

れていた以前に対し、親との間に一定の距離を保つため

の基盤が確保されるとともに、親からの制限を気にする

ことなく就労することが可能となった。いまだ親からの

干渉は強く、彼女自身の姿勢も含めなかなか離れられな

い状況ではあるものの、若林は今後について、独立生活

に向けた意欲を語っている。

　そしてこれまでもくり返し指摘してきたことである

が、家族が安らげる場となりえていない彼女らにとって、

情緒的安定を支えるうえで重要な機能を果していたの

が、同じ地元に住んでいる同年代の友人たち（「地元ネッ

トワーク」）であった1【｝。貧困に苛まれた生活のなかで

母親を失い、将来像も抱けず情緒不安定な状態に陥って

いた庄山であるが、高校以来さまざまな局面で互いに支

え合ってきた西澤に支えられることで、かろうじて日々

の生活を過ごせるようになっている。

　若者の移行は周囲の状況による影響を強く受けて進め

られるのであるが、本節で見てきたように、その最たる

ものの一つとして出身家族の問題がある。就労のみがク

ローズアップされ、職業的移行に特化しがちな移行支援

であるが、生活の土台となっている家族問題の側面への

注Eもまた重要かつ不可欠であろう。それぞれが抱える

困難の状況によって、それを脱していく方途はさまざま

であり、上記所作が一律に効果的であるとは限らないし、

それのみで解決されるような問題でもないだろう。しか

しいずれにせよ、家族関係がこじれる要因の一一つに、家

族関係が内閉化し、外部との接続が狭められている状況

が指i摘できる。その背景となっている構造要因に対する

社会保障の整備・拡充はもちろんのこと、就労であれ住

居分離であれ、相互の関係の間に一定の外部が差し挟ま

れ社会化されていくことが、家族に対する支援策として

重要な側面となるのではないだろうか。

4．個別化・不安定化する移行過程のなかで「大人にな

　　ること」

　私たちは今回の調査結果を分析するにあたり、高校卒

業から5年という歳月が経ち、対象となった若者たちが

自身のアイデンティティをどのように形成・発見してい

るのかということに着目してきた。それは学校から社会

への移行というこの期間のなかで彼ら彼女らがどのよう

な人間的な成長、あるいは発達をとげてきたのかを確認

するためである。

　エリクソンによれば、アイデンティティとは以下のよ

うに定義される。「人格的な同一一“性（sameness）と連続

性についての客観的であるとともに主観的な質であり、

一定の他者と共有する世界の同一性や連続性についての

確信と対をなしているものである。自覚されない日常生

活レベルにおける質としては、自分の加わるべきコミュ

ナリティ（communality）とともに自分自身を発見した

際の若者のなかに、すばらしく明瞭にそれを認めること

ができる。その若者のなかに我々は、すでに変更不能な

ものとして与えられているもの一体型や気質、才能や弱

点、幼児期のモデルや獲得された理想など一と、とりう

ることのできる役割、職業的な可能性、提供された価値

観、友人関係の形成、最初の性的出会いなど、選択肢と

して開かれているものとの間の、独特な統一物が出現す

ることを認めることができる。」11

　すなわちそれは、自己の過去から現在に至る同一性・

一貫性についての主観的な感覚であるとともに、客観的

にはその若者が加わるコミュニティ（コミュナリティ）

の中で他者によっても共有されるものである。したがっ

てアイデンティティの形成は、自分がコミットしていく

コミュニティの発見と対をなしている。そしてそのアイ

デンティティは、若者がそれを通して社会にコミットす

るという点において将来への展望と一体のものであり、

いわばその個人のなかで過去・現在・未来という時間の

流れを結びつけるものである。

　エリクソンのアイデンティティ理論は、その間題が広

く社会的問題として問われる歴史的時代において理論的

課題となったと彼自身が述べるように、資本主義と産業

化の成熟した1960年代のアメリカ合州国を背景として

いた。そして後期近代（late　modem）における「個人化」

の進行はアイデンティティ問題をあらためて課題として

登場させている。「個人化」は、それまで階級・階層や

エスニシティ・宗教などによって分化したコミュニティ

の中に埋め込まれていた個々人のライフコースをコミュ

ニティから引き剥がす。その結果諸個人は、生まれなが

らのコミュニティの拘束から自由になる一方で、入生経

路（biography）を自らの手で紡いでいかなければなら

なくなるIZ。すなわち諸個人は、自らの手でその経路を

操り（navigate）、アイデンティティを形成・維持し続

けなければならない13。

　ギデンズは『モダニティと自己アイデンティティ』14

で、後期近代において個人が直面する自己アイデンティ

ティの維持にかかわる問題を次のように述べている。す

なわちモダニティは、それまで空間（コミュニティ）の

中に埋め込まれていた時間の流れを空間から分離する

（時間と空間の分離）。そしてそれまでローカルな状況

のもとに埋め込まれていた社会的関係あるいは人びとの
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相互行為をそこから切り離し標準的な価値を持った交換

メディアや専門家集団などの抽象的システムのもとにお

く（脱埋め込みメカニズム）。そして社会生活の組織は

新たな情報や知識に照らして常に修正を受ける再帰的

（refiex．　ive）なものとなる（制度的再帰性）。こうしたも

とで「変容する自己は個人的変化と社会的変化とを結

びつける再帰的過程の一部として模索され構築される」

（36頁）再帰的プロジェクトになる。つまり、自己アイ

デンティティとは「一人の人間の行為システムが継続し

ている結果として与えられるものではなく、むしろ、人

間の再帰的な活動のなかで常に作られ、維持されなくて

はならないもの」（57頁）、「生活史という観点から自分

自身によって再帰的に理解された自己」（同）であり、

それは「行為主体によって再帰的に解釈される（時間的

空間的）継続性」（同；括弧内は引用者）だとギデンズ

はいう。そしてさらに、こうした「自己の再帰的プロジェ

クトは、自己の活性化と統制のためのプログラムをもた

らす」（10頁）ことで個人の生に有意味感を与えること

とも結びついているという。

　以上のエリクソン、ギデンズの議論を踏まえれば、ア

イデンティティとは、コミットしようとしている社会へ

の自己のスタンス（方向性）ということにおいて、自己

の過去・現在・未来の時間的な流れを結びつけていくも

ので、それは単に個人の行為が客観的に積み重ねられて

いるということではなく、それらを主体の側が意味づけ

ながら一つの物語として自己を紡ぎ出していくことにあ

る。すなわちアイデンティティを獲得するということが、

個人のなかでひとつの時間の流れを創りだすといえる。

　逆にいえば、アイデンティティの喪失は時間の流れを

断絶させてしまう。例えば私たちのケースでは、就職1

年目に困難にぶつかり強烈な自責感情を抱えたまま身

体そのものが職場へと向かえなくなって辞めていった西

澤・高橋（高卒就職）や木戸（専門卒就職）、あるいは

大学で野球を続けられなくなった金山らの場合、その時

点で一旦、彼女ら彼らのなかの時間の流れは断絶し、止

まってしまっている。

　ただしエリクソンとギデンズの議論のなかにひとつ重

要な違いもある。それはエリクソンが若者のなかでのア

イデンティティ生成を、その若者のコミットするコミュ

ニティ（コミュナリティ）の発見と一体のものとしてい

たのに対し、ギデンズにおいては「個人化」の進行する

後期近代では、コミュニティ（ローカルな状況）から切

り離された「自己」の再帰的プロジェクトとしてそれが

行われるとしていることである15。たしかに自己の過去

を振り返りつつ過去の自己と現在の自己とを結びあわせ

ながら未来へとそれを投影させていくことは、その個人

自身の「特定の物語を進行させる能力」16によるところ

が大きい。しかしそうした個人の能力は、はたしてその

個人がコミットするコミュニティとは無関係なものなの

だろうか。私たちのケースを見るなかで、そのことにつ

いても併せて検討をしたい。

　以下この節では、こうしたアイデンティティをめぐる

課題、とりわけ一人ひとりのなかでの時間展望の連続性

に着目しながら、いくつかのケースを検討したい。

1）連続的な時間の流れを生きている者たち

　これまでの自分の積み重ねてきた学習や仕事、生活の

経験の先に一定の時間展望をもって自分の将来を描けて

いる幾人かのケースをまず見てみたい。

　相良は、水道設備会社に配管工として働くようになっ

て4年目になる。会社に入りたての頃は土中に埋められ

た配管を掘り出すことから始め、その後は親方に教えて

もらいながら、より高度な仕事を学んでいった。2年目

頃には管の寸法を測って切断し、配管をできるようにな

り、技能の向上が彼の自信へとつながっていた。5年後

の展望として相良は、「一一人前になっていたいなって。

教えてもらうんじゃなくて、逆に後輩が入ってきたりし

たら、自分が教えてあげられるような感じになっていた

らいいな」と話している。大学病院に入職して2年目の

人見は、かつて抱いていた看護師になるという希望を現

在叶えている。1年目には離職を考えるほど思い悩むこ

ともあったが、職場の同期や先輩、看護専門学校時代の

同期などの励ましもあり、今回調査時には「モデル」と

なる先輩の姿を見てさしあたり5年は勤務し、その後は

海外の貧困地域での医療活動というかねてからの希望を

話している。同じく看護師として入職1年目を迎えてい

る加藤は、「勉強勉強」の毎日に疲れることもあるとい

うが、新人研修を一緒に受けた同期、4年目の先輩、看

護学校時代の友人に支えられるなどして、安定した就労

生活を送っている。

　3人のケースから見えてくるのは、就労生活において

同じ世界の一歩先を歩んでいる「モデル」となり、愚痴

含めて話を聞いてくれる人がいることや、技能を教育・

訓練してくれる場や機会が与えられているということで

ある。言い換えるならば、安定的な職場の先輩・同期関

係もしくは労働条件があり、そのなかで技能を向上させ

ることができ、就労生活を送ることができていることで

ある。そして、それらのことがそれほど先のことではな

いにせよ、5年程度先の自分の成長した姿を現在の延長

上に描くことを可能にしていたのだ。
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　だがそうした将来展望は、ただ単に目の前にモデルが

あるから、それに何も考えずに乗っていけばいいという

ことではない。例えば人見の場合、看護師という仕事は

たしかに中学時代からの夢であったが、それが現在に平

坦につながっているわけではない。難しい壁にぶつかっ

て「辞めたい」と深刻に思ったことだけでも、過去に少

なくとも2回あった。はじめは看護学校3年の病院実習

のつらさのなかでもう実習に行けないと思ったとき17、

もう一度は今の職場に入って1年目、同期の同僚がこな

せている課題を自分だけこなせずに一人悩んだときだ。

しかし実習の時には母親に「あんたが行かないと患者さ

ん一人になっちゃうよ」（2005）と励まされ、今の職場

では末期の患者さんからの「ありがとう」という言葉に

励まされて、そうした危機を乗り越えてきた。彼女は、

乗り越えがたい壁に突き当たって時間の流れが途絶えか

けたなかでそれぞれ、いまの仕事にコミットし続けるこ
　　　　　　　　　　　　　　ピ
とを促す精神的な支えを得ながら、それまでの自分の思

いと積み重ねてきた努力とを再び自分の中で紡ぎ直しつ

つ、そのアイデンティティを維持・再生・強化してきた

といえる。

　しかしアイデンティティの維持・再生にかかわる再帰

的な物語構成は、過去と現在という時問の連続性から未

来の方向が見えるというだけではない。むしろ一方では

未来の方向性・展望が見えることがそこへ向けて自分の

過去と現在を紡ぐという側面もある。人見の場合、職場

の中にいる少し前をいく先輩看護師というモデルや職場

の中にある制度化された養成・研修の制度は、これから

先、ここにコミットし続けることで自分がどのように成

長していけるかを見通させることで、彼女の過去・現在

を未来の時間の流れへとつないでいくことを比較的容易

にさせているといえる。

　仕事を通してのアイデンティティの形成・維持という

こととともに、もう一つ比較的安定した時間展望をもて

ていると見えるのは、家族形成ということにコミットし

はじめている若者たちのケースである。第5章で主婦と

して扱った女性たちについては、家族との一体性のなか

に彼女らの「主婦としてのアイデンティティ」があるこ

とをすでに本論でも指摘した。そこでは出産や家族の成

長ということが、彼女らの時間展望の軸となっている。

その際、とくに意図せざる妊娠の発覚から結婚へと進ん

だ堀や神崎の場合、職業準備を中心に流れていたそれま

での彼女らのなかの時間は一旦途切れることとなり、自

己物語の紡ぎ直しが必要とされた。しかし結婚・出産・

子育てという家族形成へのコミットは、当面は子どもの

成長を軸に見通される時間的展望へとその時間の流れを

結び直すことで、その連続性を再生させているように見

える。もちろん家族との一体性のもとにある彼女らのア

イデンティティは、もう一度彼女らが仕事へと向かうこ

とがあったり、あるいは思わぬ家族の危機などに直面し

たときに、再び大きくその安定性が脅かされる潜在的可

能性を秘めていないわけではない。

　「結婚」という契機がアイデンティティの再構成に結びつ

くのは女性の場合だけではない。高校時代からバイクが

好きで、自動車整備の專門学校から整備士の仕事に進ん

だ小林は、つきあっていた恋人の妊娠をきっかけに結婚

に踏み切るとともに、整備士から営業管理業務へとその

キャリアルートを切り替えた。専門学校時代から今の会社

に入ってこの直前までの小林は、整備士として「（技能的に）

上を目指す」ことを目標にそのアイデンティティを紡いでき

ていた。入社1年目にはあまりのサービス残業の多さに一

度は「こんなやってらんない」「もう辞めてやる」（2005）

というところまで行きかけたものの、職場の先輩らに励ま

されたり上司から受けた高い業績評価のおかげで、サービ

ス残業をいとわず「自分のスキルアップ」（2005）を目指

そうと、そのアイデンティティをさらに維持・強化させてい

た。しかし今回、結婚と子どもの出産ということを契機に

展望とアイデンティティの修正をはかっている。だがそれ

は彼のなかでは、けっしてこれまで流れてきた時間の断絶

ではない。むしろ営業管理職研修を含めたこれまでの仕

事のなかでの経験を、「一一家の大黒柱」として妻や子ども

を養う父親としての新たな役割に結びつけて、その物語を

描き直すというかたちで彼のなかではその再生と維持が進

行している。そのなかでは例えば整備士としてのこれまで

の経験は、他の店長らとの関係を築くうえで、彼の重要な

資源となっている。小林の場合もまた、“家族を養う”とい

う重大な役割を引き受けることで、子どもの成長をひとつ

の軸としてその時間的展望が描かれているように見える。

2）停滞した時間のなかで奮闘している者たち

　一方で、将来への時間的展望を描きづらい状況に絡め

取られながら、毎日をなんとか生きている若者たちもいる。

その中心は、前回調査から今回調査までフリーターとして

離転職をくり返している女性たちのケースである。

　庄山は、今回調査時までに弁当屋、キャバクラ、カラ

オケ屋、水商売、寿司屋など多くのアルバイトを転々と

し、母親と二人暮しであったが、母親とも死別し、「あ

んまり長生きしたくない。未来が見えないっていうのも

あるし」と話している状況にある。また、家計状況が苦

しく進学を断念、就職した美容院を辞めてからは様々な

アルバイトをおこなっていた浜野は、次のように話して
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いる。「一番思うのは、先が見えない。（中略）夢はある

けど実際現実にならないし、まだ踏み出しの一歩も出て

ないから。（中略）今はすごい狭い空間の中を一生懸命

に脱出しようと思ってる感じです。追い込まれて追い込

まれてるような感じ…」。二人の話から見えてくるのは、

「先が見えない」生活に耐え、それでも必死に努力を続

けてきたがゆえに感じている、深く重い疲労感である。

　庄山の場合、若くして彼女を生み、貧しいなかで彼女

を育てながら一所懸命働いてきた母親との一体となった

生活時間の流れが、母親の突然の死で途絶えてしまった

あと、その先の展望へとつなげることのできるような自

己物語を未だに紡げないでいるように見える。一方、浜

野は、そうした状況下でも、「進歩したなって思う」と

も話している。それは彼女のみならず、フリー一ター一女性

全般において、これまでの調査時と比べ、同じ職場で長

期間働き続けられていることからくる彼女らのなかに生

まれてきたひとつの感覚であるようだ。そこには、不安

定な労働市場のなかを渡二）てこざるをえなかったがゆえ

に身につけてきた経験と力が影響している。浜野の場合、

過干渉な同僚に悩まされた美容院の仕事、仕事内容が不

透明なテレアポの仕事、広い倉庫内でひとり作業を進め

る葬儀屋の仕事などを経験していくなかで、同僚とも気

軽に話せるけれども近すぎるわけでもないという現在の

職場に居心地のよさを感じはじめている。また、入職時

にはオープニングスタッフを狙うなど、少しでもよい状

況で働くための「戦術」を僅かではあるが見出している。

　浜野に代表されるようなこうした感覚は、これまでの

自分の様々な経験を紡ぎ合わせながら、この程度であれ

ば何とかやっていけるだろうという当面の見通しを支え

るものとなっている。そしてそれらはまた、“地元ネッ

トワーク”などを通じて彼女らのなかにそれとなく共有

されている「戦術」であり感覚であるように見える。だ

がそれは、前項で触れた者たちと比べたときに、いまだ

に現在から未来へと流れる時間的展望となっているわけ

ではない。「小料理屋・美容の仕事」（浜野）、「ソムリエ・

ダンサー」（西澤）などの彼女らの夢は、過去から現在

までを結ぶ彼女らのなかの時間の流れからは切れた、文

字どおりの「夢」として語られているだけである。彼女

らの当面の見通しは、いわば“明日もまた今日と同じ程

度にはやっていけるだろう”というきわめて限られた時

間展望、“現在”が明日も繰り返されるだろうという見

通しにすぎない。しかしそれでも彼女らが「成長した」

という実感がもてるのは、正規・非正規の仕事を次々と

辞めざるをえず、辞めるたびに「だめな自分」を責めて

いた、“明日”につなげる時間展望すら描けないでいた状

態を脱することで、暫定的ではあれ何とか今の「仮のアイ

デンティティ」を保てるようになったということであろう。

3）小括

　以上、過去・現在・未来という時間の連続的な流れが

感じられ一定の相対的に安定したアイデンティティが形

成・維持できている者たちと、未来につながる時間の流

れをいまだに感じることができず、“現在”に留まり続

ける時間の流れの停滞のなかに絡みとられたままでいる

者たちについて見てきた。私たちの調査対象者が高校偏

差値ランクで中位以下の若者たちのみであるとはいえ、

彼ら彼女らの間には経済資本や文化資本などをめぐる大

きな差異がある。だがこの節で主に取り上げた者たちは、

私たちの対象者全体の中でも、両親がともに中等後教育

学歴で経済的にも一一一定の水準にあると考えられる看護師

の加藤を除けば、どちらかといえば経済資本・文化資本

ともに豊かではない者たちである。すると上述の両者の

違いはどこにあるのだろうか。それは例えばギデンズが

いうような、主体の側の「物語を進行させる能力」の違

いなのだろうか。

　再帰的に過去の自分の経験を振り返りながら今の自分

を描くことは、時間の流れを感じられている者たちばか

りに見られることではない。すでに指摘したように、明

日も今日と同じ程度にはやっていけるだろうという彼女

らの感覚は、むしろこれまでの自分たちの経験を総括す

るなかから生まれているものである。

　むしろ両者め間の大きな違いは、コミットするコミュ

ニティそのものの中に未来への成長を見通せるような

“プログラム”があるかどうかであろう。例えば人見や

加藤が働く大病院の場合、1年目・3年目・5年目といっ

た新任看護師への養成・研修のプログラムが制度化され

ている。そして同じ職場には、それぞれのステージの課

題を乗り越えようとしている先輩看護師たちがいる。そ

うしたコミュニティそのものの中に存在する“プログラ

ム”は、彼女たちに「3年後・5年後の自分」について

の具体的なイメージを描きつつ、それに照らして過去か

ら現在までの自分の物語を整序し未来へとつなげていく

ことを容易にしている。

　但しそうした“プログラム”は“前近代（pre－modern）”

のコミュニティのように、個々人に即した個別具体的な

“プログラム”として選択の余地なくそのコミュニティ

に埋め込まれているものではない。例えば小林の場合、

整備士を続けるか営業管理職ルートに乗るかはまさに彼

自身の選択の問題であった。その際彼は、先輩整備士に

話を聞きに行くなどするなかで、それぞれのルートをた
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どったときの未来イメージを想定しつつ、これから自分

が責任を持つ家族の未来を重ねながら、物語の再構成を

はかっていた。

　このように見たときに、時間の連続した流れを保持で

きるようなアイデンティティを紡ぐことができるかどう

かは、けっしてその個人の「物語を進行させる能力」に

もっぱらよるものではなく、やはり、エリクソンのいう

ようなコミュニティ（コミュナリティ）の発見と対にな

るのが必要だといえることではないだろうか。すなわち、

自己の過去・現在・未来の連続性と同一性を担保するア

イデンティティの形成は、ギデンズのいうようにその個

人が過去から現在までの自己を再帰的に捉え直し、それ

を未来へと投影させる再帰的な作業を不可欠にしている

とはいえ、この再帰的な作業はコミ丘ニティがもってい

る制度的非制度的な“プログラム”を手がかりにするこ

となしには、有効に機能しないということである。

　自己物語を紡ぐという点では、私たちのケースでは、

このほかにも「自営」グループに分類した黒川・岡本の

例がある。とくに黒川は、インタビュー一のたびに、雄弁

な自己物語を披露してくれるという点でもきわめて印象

的であった。別途十分な検討が必要とされている。但

し、いくつかの点だけは簡単に指摘しておきたい。第一

に、二人はそれぞれ、明確な“プログラム’のない世界

を自力でわたろうとしているとはいえ、けっしてコミュ

ニティのまったくないなかを孤独に歩んでいるわけでは

ない。岡本の場合は、大きくは演劇界というひとつの大

コミュニティを自分の生きる場として設定しているだけ

でなく、そこで演技者としての自分の成長イメージの探

求と重なりあう指導者や劇団・集団をいろいろと試して

いる。そういう意味では、彼女は演技者としての具体的

なアイデンティティとそれを可能にするコミュニティと

をまさに探求している最中といえるだろう。黒川の場

合、岡本以上にその世界が荘漠としているとの印象も受

ける。しかし彼は高校時代の友人4人の仲間との間で当

面の大目標を共有することで、彼がコミットするコミュ

ニティを自ら形成していると見える。

　第二に、黒川のようなアントレプレナーシップは、近

年、新しい移行形態として内外で注目されているとはい

え、若者たち全体の中ではけっして多数派ではないし、

今後多少の増加はあっても、当面大きな割合を占めるよ

うになるとは考えられない。そういう点では、多くの若

者たちが直面することになるのは、先に取り上げたよう

な二つの状況のいずれかであろう。

　しかし1990年代以降の今日、uプログラム”をもつ

コミュニティと“プログラム”のないコミュニティとの

格差は、むしろ大きく広がっている。医療・教育など

の専門職や公務労働、民間大企業などの中では基幹的な

部分への中長期的な人材育成プログラムは近年、一層精

緻化している。しかしその一方で、アルバイト・派遣労

働など、仕事そのものが単純で発展性がないばかりでな

く、持続的な職場コミュニティさえ作れない世界が飛躍

的に拡大した。たとえ仕事は単純であっても、職場に持

続的なコミュニティが存在すれば、そこに職場文化が生

まれ、その職場で成熟していくということをめぐる非公

式の“プログラム”が発生する余地はある。しかし持続

的なコミュニティの存在しないところではそのような非

公式の“プログラム”さえ難しい。昨年は、長期間にわ

たり派遣労働などの不安定な職場を渡り歩かざるをえな

かった若者の起こした突発的な犯罪が目立った。それら

の一連の事件の背景にも、未来につながる連続した時間

の流れを紡ぎ出すことができず、自分の仕事や生に有意

味感を感じることのできないままに孤立した若者たちの
　　　　　　　　　　　　　　　　　∫
問題が存在するのではなかろうか。
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